
本早一一一第 第一次大戦後の神戸

JJJll時・三菱大争議中の示威行進

第一節都市計画と公共事業の伸展

第二節学底の統一と地域住民総識の動向

第三節社会運動と社会政策

第四節市財政の構造とその変化

第五節特別市制運動

第六節諸党派の動向と各級選挙
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z一
節

市
の
膨
猿
発
療

と
社
会
諮
問
題

都
市
計
簡
と
公
共
事
業
の
仲
展

1 

第
一
次
大
戦
後
の
神
戸

第
一
次
大
戦
後
の
特
徴
は
、
第
一
一
は
、
大
戦
に
よ
る
未
前
日
有
の
好
景
気
の
反
動
と
し
て
大
正
九
（
一
九
二

O
）

年
の
反
動
恐
慌
が
起
こ
っ
て
以
米
、
中
間
景
気
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に

よ
る
震
災
恐
慌
、
そ
し
て
そ
れ
に
遠
一
間
を
も
っ
た
昭
和
ニ
（
一
九
二
七
）
年
の
金
融
恐
慌
、
さ
ら
に
昭
和
四
年
の
ア
λ

リ
カ
の
ウ

ォ

i
ル
街
の
株
価
大
暴
落
に
端
を
発
し
翌
年
日
本
に
も
上
醸
し
た
位
界
恐
慌
（
昭
和
恐
慌
）
と
い
う
具
合
に
、

日
本
経
済
は
長
期

の
不
況
に
苦
し
み
、
し
た
が
っ
て
神
戸
の
経
済
界
も
不
況
に
苦
し
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
大
正
八
年
の
都
市
計
岡
法
に
も
と
づ
き
翌
年
か
ら
都
市
計
画
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で

初
め
て
の
本
格
的
な
全
国
的
都
市
計
闘
で
あ
っ
て
、
神
戸
に
お
い
て
も
道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
が
展
開
さ
れ

の
他
に
も
神
戸
港
第
一
期
修
築

の
終
了
に
続
く
第
二
期
工
事
の
開
始
、
閤
鉄
高
架
問
題
、
阪
急
・
甑
神
両
私
鉄
の
市
中
心

た
こ
と
で
あ
る
。

部
へ
の
乗
入
れ
問
題
、
市
電
拡
披
・
水
道
拡
張
工
事
な
ど
、
近
代
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
事
業
が
矢
継
ぎ
早
ゃ
に
展
開
さ
れ

し
か
し
こ
う
し
た
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
も
、
経
済
界
の
不
況
に
よ
る
財
政
難
が
大
き
く
影
を
お
と
し
て
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、R
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o

－
v
ふム第
一
二
は
、
大
量
の
人
口
流
入
な
ど
に
よ
る
急
激
な
都
市
の
膨
張
に
よ
っ
て
、
市
内
各
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
ひ
き
お
こ

し
、
そ
れ
へ
の
解
決
策
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
小
学
校
問
題
、
衛
生
問
題
、
そ
し
て
摂
磨
町
お
よ
び
東
部
一
一
一
カ
町
村
の

編
入
に
伴
う
問
題
な
ど
、
都
市
計
画
と
も
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
解
決
が
急
が
れ
た
。

第
四
は
、
不
況
下
で
解
雇
・
賃
下
げ
な
ど
に
苦
し
ん
だ
労
働
者
が
大
正
十
年
の
川
崎
・
一
一
一
菱
大
争
議
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な

労
働
争
議
を
起
こ
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

不
況
下
に
あ
っ
て
労
働
運
動
の
み
な
ら
ず
、
公
共
料
金
値

下
げ
運
動
や
借
地
借
家
人
運
動
も
お
こ
り
、
ま
た
援
別
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
水
子
運
動
も
組
こ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
応

す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
政
策
も
展
開
さ
れ
た
。

財
政
問
題
と

政
治
の
動
き

第
五
は
、
都
市
膨
張
対
策
、
都
市
計
眠
、
社
会
政
策
の
遂
行
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
況
に
よ
り
財
政
困
難
と
な
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
市
財
政
問
題
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

都市計画と公共事業の仲良

第
六
に
、
財
政
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
自
治
行
政
を
め
ぐ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
特
別
市
制
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
、
神
戸
市
は
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
運
動
念
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
財
政
経
済
問
題
、
社
会
問
題
の
展
開
に
照
応
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
党
会
派
が
興
亡
し
た
こ

と
で
あ
る
。
市
長
選
出
を
め
ぐ
る
問
題
、
あ
る
い
は
大
正
デ
モ
グ
ラ
シ
！
の
機
運
の
中
で
展
開
さ
れ
る
普
通
選
挙
運
動
、
労
働

運
動
の
発
展
に
伴
う
無
産
政
党
の
成
立
と
市
会
へ
の
進
出
な
ど
、
新
し
い
政
治
的
動
き
が
み
ら
れ
た
。

第一節
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2 

市
の
膨
張
と
交
通
量
の
増
大

市
の
膨
張

と
交
通
蜜

第
一
次
大
戦
中
の
神
戸
市
は
急
速
に
膨
張
し
た
。
大
戦
前
の
大
正
二
年
と
大
正
七
年
を
比
較
し
て
み
る
と
、
人

工
業
生
産
額
で
は
約
九
千
万
円
か
ら
三
億
二
千
万
円
へ
、
貿
易
額
で

ロ
で
は
約
四
五
万
人
か
ら
五
九
万
人
へ
、

輸
送
最
も
急
増
し
た
。
神
戸
港
の
乗
降

は
約
五
億
ニ
千
万
円
か
ら
一
三
億
二
千
万
円
へ
と
急
速
に
膨
張
発
展
し
た
。
人
口
や
物
資
の
流
入
に
と
も
な
っ
て
、
交
通
量
、

船
客
は
四
九
万
人
（
明
治
四
十
一
年
）
か

ら
／＼ 

万
人
（
大
正
六
年
）
へ
と
六
八
%

も
増
大
し
た
。
国
鉄
（
兵
庫
・
神
戸

ノ
守
口
各
駅
）
一
日
平
均
乗
降
客
は
約
一
万

八
千
人
（
大
正
二
年
）
か
ら
約
三
万
四
千

人
（
大
正
七
年
）
へ
と
約
二
倍
と
な
り
（
悶

市
電
一
日
平
均
乗
客
数
は
六
万

人
（
大
正
二
年
）
か
ら
一
四
万
人
（
大
正
七

年
）
へ
と
増
大
し
（
図
尚
）
、

明
治
四
十

四
年
に
わ
ず
か

か
な
か
っ
た
自

人
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動
車
保
有
数
も
大
正
八
年
に
は
一
九
八
台
へ
と
飛
躍
し
た
。

貨
物
で
も
、
外
間
貿
易
発
蒼
貨
物
ト
ン
数
は
ニ
二
三
万
ト
ン
（
明

治
四
十
二
年
）
か
ら
四
四
一
万
ト
ン
（
大
正
七
年
）
に
、
内
国
貿
易
発
着
貨
物
ト
ン
数
も
一
二
三
万
ト
ン
（
大
正
一
一
一
年
）
か
ら
四
四
六

七年）

へ
と
ニ
倍
半
に
な
っ
た
。

万
ト

γ
（
大
正
七
年
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
と
な
り
、
国
鉄
の
貨
物
は
八
八
万
ト
ン
（
明
治
四
十
二
年
）
か
ら
一
二
五
万
ト
ン
（
大
正

こ
の
よ
う
な
交
通
最
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
市
内
の
電
車
に
よ
る
交
通
事
故
死
場
者
数
も
大
戦
前
（
大
正
元
l
一
一
一
年
）
の
年

一
平
均
約
二
百
人
か
ら
、
大
正
八
年
に
は
九
百
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
図
げ
て

都市計画と公共事業の仲良第一節
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将
来
の
交
遜

鐙
の
予
想

し
か
も
『
神
戸
市
交
通
量
調
査
並
一
一
将
来
増
加
予
想
』
（
大
正
九
年
十
二
月
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
八
年
を
起

点
と
し
た
一
一
一

O
年
後
の
交
通
量
の
治
大
予
想
は
、
市
電
一
日
平
均
一
禁
容
で
は
八
五
万
人
で
大
正
八
年
の
約
六

倍
、
自
動
車
一
時
間
当
た
り
通
過
台
数
は
約
千
台
で
一
一

40倍
、
自
転
取
の
そ
れ
は
六
千
四
百
台
で
約
四
倍
と
さ
れ
て
い
た
。

3 

都
市
計
画
の
進
展

市
区
改
正
調
査
委

員
会
と
諸
計
画

は
、
神
戸
市
も
早
く
か
ら
調
査
、
対
策
の
立
案
を
間
開
始
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
都
市
と
し
て
の
膨
張
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
諮
問
題
と
く
に
交
通
量
の
増
大
に
対
し
て

明
治
四
十
五
年
四
月
、
臨
時
市
区
改
正
調
査
委
員
会
規
定
が
市
会
の
議
題
と
な
り
、
大
正

二
年
七
月
に
そ
れ
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
四
月
市
区
改
正
調
査
委
員
会
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
の
目
的
は
「
委
員
ハ
道
路
橋
、
梁
ノ
位
置
等
級
ヲ
定
メ
、
之
ガ
改
正
一
一
関
ス
ル
施

設
方
法
並
ピ
ニ
河
川
溝
渠
港
湾
公
悶
軌
道
等
ノ
附
帯
事
項
一
一
就
キ
調
査
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
」

（
第
五
条
。
『
神
戸
市
区
改
正
調
査
委
員
会
及
市
区
改
定
委
員
会
業
蹟
概
観
』
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

問
委
員
会
は
大
正
五
年
四
月
、
各
部
会
の
調
査
事
項
を
決
定
し
た
（
表
山
）
。

こ
の
分
掌
は
大
正
六
年
五
月
に
一
部
変
更
さ
れ
た
が
、
こ
の
問
委
員
会
の
調
査
に
も
と
づ

き
、
五
年
九
月
に
は
神
戸
電
気
株
式
会
社
事
業
買
収
部
会
が
制
出
立
さ
れ
、
そ
の
決
議
に
よ
り

六
年
八
月
に
は
買
収
さ
れ
、
市
営
電
気
事
業
が
発
足
し
た
。
六
年
一
月
に
は
兵
庫
港
修
築
を

r!:rr玄改正委員会の各部会表 119

公001.住宅区創設のため市内
北部開発の調恋

第l部会

縦貫鉄道， lfu＼：獄分filitの移転，
築港防波氏速成に関する調査

第 2部会

道路調査

市区改正財源，市営事業調査

第3部会

第4部会
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市
営
で
行
う
決
議
が
、
十
月
に
は
火
葬
場
市
営
計
閥
、
十
二
月
に
は
滝
道
筋
道
路
拡
張
計
画
、
小
野
浜
停
車
場

i
居
留
地
間
違

路
拡
張
計
画
が
立
て
ら
れ
、
問
月
市
内
貫
通
鉄
道
改
良
票
申
案
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
翠
年
二
月
、
市
長
か
ら
関
係

各
省
庁
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。
七
年
十
月
に
は
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
地
築
附
仕
立
て
計
画
と
控
獄
移
転
葉
清
決
議
が
、
八
年
二

月
に
は
市
内
電
気
軌
道
第
二
期
線
賂
線
選
定
計
闘
が
、
一
一
一
月
に
は
須
磨
町
・
西
郷
町
・
四
灘
村
編
入
の
適
夜
調
査
、
新
生
田
川

改
修
計
眠
、
道
路
等
級
・
路
線
計
闘
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
問
、
七
年
九
月
に
神
戸
市
に
対
し
政
府
の
制
定
し
た
東
京
市
ぽ
改
正
条
例
の
準
用
が
認
め
ら
れ
、
翌
年
一
一
一
月
そ
れ
に
伴

っ
て
国
（
内
務
省
）
の
機
関
と
し
て
東
京
に
神
戸
市
一
民
改
正
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
内
務
次
官
、
県
内
務
部
長
、
県
会
議
員
、
市

長
、
市
会
議
員
な
ど
を
委
員
と
す
る
新
し
い
組
織
が
成
立
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
八
年
十
月
に
道
路
改
良
大
正
八
・
九
年
継
続

事
業
を
決
定
し
、
翌
月
に
は
鉄
道
院
の
縦
貫
鉄
道
改
良
に
関
す
る
照
会
に
対
す
る
回
答
や
内
務
大
霞
諮
問
に
か
か
る
私
鉄
市
内

乗
入
れ
問
題
へ
の
答
申
（
後
述
）
な
ど
を
作
成
し
た
。

都市昔1・商と公共事業の伸展

都
市
膨
張
に
対
し
、
事
前
に
対
策
を
考
え
る
都
市
計
繭
は
一
九
佐
紀
か
ら
欧
米
で
取
り
組
ま
れ
、
こ
の

都
市
計
一
陣
法
と
都

市
計
画
委
員
会

ム
中
か
ら
符
酪
線
・
建
築
線
制
度
、
土
地
区
踊
整
理
、
用
途
地
域
制
な
ど
の
近
代
都
市
計
画
の
方
法
が
生

み
出
さ
れ
た
が
、
日
本
で
も
第
一
次
大
戦
時
の
急
激
な
都
市
膨
張
に
対
応
す
る
た
め
、
大
正
七
年
十
一
一
月
、
内
務
大
症
を
会
長

と
す
る
都
市
計
画
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、
都
市
計
闘
法
と
市
街
地
建
築
物
法
の
原
案
が
作
ら
れ
、
翌
年
間
月
間
法
が
公
布
さ

れ
、
都
市
計
眠
法
は
九
年
一
月
に
、
市
街
地
建
築
物
法
は
十
一
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。

第一節

都
市
計
画
法
の
特
徴
は
、
都
市
計
画
が
国
家
の
事
菜
、
と
さ
れ
、
ま
た
全
国
画
一
的
で
あ
り
、
こ
の
点
が
自
治
体
に
そ
れ
を
委

ね
た
欧
米
の
も
の
と
ち
が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
性
格
に
も
と
づ
き
、
都
市
計
踊
は
そ
の
議
案
を
内
務
官
僚
が
作
成
し
、
部
市

近代・務代獲量ミ最ImlV 4ラ工



計
画
中
央
委
員
会
、
地
方
委
員
会
の
議
な
経
て
内
務
大
臣
が
決
定
し
内
閣
の
認
可
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
、
具
体
的
計
画
を
審

議
す
る
地
方
委
員
会
の
委
員
は
、
会
長
で
あ
る
知
事
、
中
央
地
方
官
僚
・
学
識
経
験
者
と
、
府
県
会
議
員
・
市
長
・
市
会
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぽ
半
数
づ
つ
を
占
め
た
。

こ
の
都
市
計
岡
法
で
は
従
米
と
異
り
、
行
政
区
域
を
越
え
た
「
都
市
計
厨
広
域
」
が
設
定
さ
れ
、
国
家
機
関
に
よ
っ
て
認
可

決
定
さ
れ
た
計
画
を
市
長
が
行
政
区
域
を
越
え
て
事
業
執
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
事
業
を
執
行
す
る
上
で
最
大
の
問
題
と
な

る
財
糠
に
つ
い
て
は
、
当
初
考
え
ら
れ
た
国
F

庫
補
助
案
が
大
蔵
省
の
皮
対
で
消
滅
し
、
特
別
税
と
し
て
考
案
さ
れ
た
土
地
増
価

税
・
閑
地
税
が
貴
族
院
の
反
対
で
実
現
を
見
。
す
、
結
局
若
干
の
附
加
税
と
受
益
者
負
担
金
（
こ
れ
は
、
改
良
道
路
を
利
用
す
る
路
商

電
率
の
事
業
者
か
ら
の
納
付
金
と
治
道
地
主
へ
の
負
課
金
か
ら
成
る
）
が
財
源
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
（
石
田
頼
一
野
『
日
本
近
代
都
市
計
画
の

百年』）。
神
戸
市
は
大
正
九
年
、
都
市
計
画
法
施
行
と
同
時
に
そ
の
対
象
地
域
と
な
り
、
市
に
都
市
計
画
部
が
、
県
庁
に
都
市
計
瞬
神

一
戸
地
方
委
員
会
（
大
正
十
一
年
都
市
計
箇
兵
陣
地
方
委
員
会
に
改
組
）
が
設
け
ら
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
知
事
（
有
士
口
忠
一
）
を
会
長
に
一
一
一

一
人
の
委
良
か
ら
な
り
、
市
関
係
者
は
市
長
（
た
だ
し
発
足
当
初
は
市
長
欠
員
の
た
め
欠
席
扱
い
）
、

助
役
、
市
会
議
長
（
太
田
保
太
郎
）

ほ
か
市
議
八
人
、
市
議
非
兼
任
県
議

人
、
商
業
会
議
所
会
頭
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
一
田
委
員
会
は
九
年
八
月
に
開
催
さ
れ
、

有
吉
会
長
は
都
市
計
翻
広
域
の
設
定
、
区
域
内
を
住
宅
・
商
業
・
工
業
・
そ
の
他
の
地
域
に
分
別
す
る
こ
と
、
急
を
要
す
る
事

業
と
し
て
の
交
通
網
・
下
水
道
・
公
闘
施
設
な
ど
公
共
工
事
な
ど
を
決
め
て
ほ
し
い
と
発
言
し
た
。
こ
う
し
て
、
調
査
は
主
と

し
て
県
が
、
実
施
は
市
が
行
う
形
で
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
例
え
ば
大
正
十
年
度
の
都
市
計
画
調
査
事
業
は
次
の
よ
う

な
尾
大
な
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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都
市
計
闘
施
行
区
域
、
各
種
地
域
地
区
、

道
路
の
阪
口
氏
・
系
統
、
軌
道
の
敷
設
・
運
転
系
統
と
そ
の
改
良
、

問
川
・
運

河
・
港
湾
の
新
設
改
修
、
上
下
水
道
、
地
下
工
作
・
埋
蔵
物
、
汚
物
処
分
、
広
場
・
公
閑
・
墓
地
等
、
官
公
庁
・
学
校
・

病
院
・
図
書
館
・
削
駒
場
・
市
場
・
屠
場
・
火
葬
場
、
共
同
住
宅
・
共
同
食
堂
・
共
同
浴
場
等
、
建
築
物
の
収
用
賠
償
、
都

市
計
回
財
源
。

神
戸
市
都
市
計

画
の
諸
構
想

神
戸
市
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
次
の
ご
つ
の
大
構
想
を

紹
介
し
て
お
こ
う
。

都
市
計
画
法
以
前
の
大
五
六
年
一
月
、
神
戸
区
選
出
市
議
で
市
区
改
正
調
査
委
員
で
も
あ
っ
た
斎
藤
千
次
郎
は
「
神
戸
市
ノ

将
来
」
と
い
う
意
見
書
を
発
表
し
た
。
彼
は
ま
ず
、
市
区
改
正
事
業
は
同
時
に
市
区
拡
張
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

強
調
し
、
都
市
地
域
を
行
政
区
域
と
一
致
さ
せ
る
た
め
、
大
ニ
ュ
！
ヨ

i
ク
運
動
や
大
バ

l
ミ
ン
ガ
ム
運
動
の
よ
う
な
大
神
戸

都市計画と公共事業の仲良

建
設
運
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
五

O
年
後
に
は
、
人
口
が
現
在
の
五

O
万
人
か
ら
一

O
O万
あ
る
い
は

一五

O
万
人
と
な
る
と
予
想
し
、
東
は
住
吉
川
か
ら
商
は
須
E

謄
町
ま
た
は
摂
津
播
磨
国
境
ま
で
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
底
域
に

区
制
を
実
施
し
須
磨
区
、
兵
庫
区
、
神
戸
区
、
一
件
合
一
弘
、
御
郎
防
区
の
五
一
弘
と
す
る
と
主
張
し
た
。

彼
は
経
済
的
部
市
と
政
治
的
都
市
（
行
政
区
域
）
が

致
し
な
い
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
公
共
事
業
の
展
開
に
と
っ
て
不
便
で
あ
り
、

し
か
も
、
市
区
改
正
事
業
の
達
成
を
待
っ
て
市
匹
拡
張
を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
そ
の
間
に
地
価
が
高
騰
し
て
拡
張
地
域
へ
の
市

一
弘
改
正
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
都
市
計
画
法
に
関
し
て
の
ち
に
指
摘
さ
れ
た
欠

第一節

点
（
行
政
区
域
と
計
図
区
域
の
不
一
致
に
よ
る
間
難
）
に
つ
い
て
は
か
ら
ず
も
事
前
に
警
告
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、

の
ち
に
都
市
計
画
施
行
上
最
大
の
問
題
と
な
る
財
源
問
題
に
対
し
て
は
独
特
の
見
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
斎
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藤
は
、
電
気
卒
業
買
収
に
よ
り
入
る
収
益
や
特
別
税
（
地
租
割
や
営
業
税
附
加
税
）
収
入
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
窓
見
も
あ
る
、
が
自

分
は
こ
れ
を
採
ら
な
い
と
し
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
た
。

ツ
ナ
ガ
最
モ
理
想
的
ニ
シ
テ
旦
ツ
最
モ
機
定
的
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
ノ
果
シ
テ
如
何
。
郎
チ
資
源
ハ
之
ヲ
海
上
及
ビ
海
岸
一
帯
ノ

一
見
抽
象
的
空
論
ニ
過
ギ
ズ
ト
観
ズ
ル
人
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
予
ハ

過
去
ノ
経
験
ト
自
信
ト
ヲ
以
テ
斯
ク
主
張
シ
テ
歌
マ
ザ
ル
所
：
：
：
。
（
『
市
区
改
正
調
査
委
員
会
及
市
区
改
正
委
員
会
業
蹟
概
観
』
）

ガ
而
ニ
需
ム
ベ
キ
事
之
ナ
リ
。

カ
ク
一
一
山
ヘ
パ
、

来
た
し
て
こ
れ
は
組
立
て
地
の
利
用
売
却
を
考
え
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
滋
湾
の
一
部
市
営
を
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
は

そ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
何
か
合
考
え
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
海
運
業
者
で
貴
族
院
議
員
、
市
会
で
は
い
わ
ゆ
る
海
運
派
の
刊
ノ
l
ダ
ー
で
あ
っ
た
勝

間
銀
次
郎
が
、
大
正
九
年
一
月
二
日
付
の
『
神
戸
叉
新
日
報
h

に
正
月
の
抱
負
と
し
て
「
大
神
戸
市
論
」
を
打
ち
あ
げ
た
。

大
神
戸
市
に
抱
擁
せ
ら
る
べ
き
地
域
は
、
砂
く
と
も
東
は
神
崎
川
以
閥
、
聞
は
明
石
以
東
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
（
略
）

之
（
都
市
計
画
法
）
よ
り
先
、
阪
神
間
道
案
起
る
や
、

政
府
委
員
は
青
森
よ
り
下
関
に
至
る
一
大
縦
貫
道
路
建
設
の
討
闘
を

有
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
先
づ
京
阪
問
、
甑
神
間
の
関
道
に
着
手
す
べ
く
、
費
用
の
半
額
は
間
庫
よ
り
補
助
す
べ
き
旨
を

声
明
せ
ら
れ
た
の
で
、
我
々
は
此
案
こ
そ
神
戸
に
対
す
る
都
市
計
闘
の
主
眼
と
な
る
べ
き
者
な
る
こ
と
を
看
取
し
、
及
ば

ず
な
が
ら
声
援
を
添
え
つ
L
今
日
に
至
っ
た
や
う
な
有
様
。
と
こ
ろ
で
大
神
戸
市
の
地
域
は
東
は
神
崎
川
の
線
、
西
は
明

石
市
の
線
ま
で
と
す
る
時
は
、
右
の
販
神
間
道
一
線
だ
け
で
は
不
足
を
感
ず
る
。
道
路
は
都
市
計
酒
の
根
木
方
針
と
な
る

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
（
略
）
都
合
一
一
一
線
と
し
、

海
岸
線
の
幅
員
ニ
十
五
問
、
中
央
線
の
幅
員
二
十
問
、
山
手
線
の
幅
員

十
間
（
略
）
。
東
を
神
崎
川
の
線
と
し
た
事
に
対
，
し
て
突
飛
な
る
計
画
な
り
と
誤
解
さ
る
ム
向
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
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決
し
て
突
飛
で
も
何
で
も
な
い
。
（
絡
）
港
を
離
れ
て
神
戸
は
な
い
。

そ
の
港
の
設
備
が
此
の
有
様
で
あ
る
か
ら
、
市
の
膨

張
力
が
西
に
於
け
る
よ
り
も
東
の
方
に
甚
し
い
の
は
当
然
の
理
。
（
時
）
然
ら
ば
此
の
大
神
戸
市
建
設
の
実
行
期
は
何
時
に

期
で
あ
る
。

す
れ
ば
買
い
乎
。
斯
く
間
は
れ
た
な
ら
ば
、
我
々
は
即
座
に
答
へ
る
事
が
出
米
る
。

日
く
今
で
あ
る
。
今
、
が
最
も
好
い
時

勝
因
の
構
想
は
、
あ
た
か
も
日
本
列
島
改
造
計
画
の
戦
前
版
の
よ
う
で
気
宇
壮
大
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
の

大
正
九
年
の

反
動
恐
慌
の
直
前
、
好
景
気
の
綴
盛
期
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
そ
れ
な
り
に
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
大
正

者~Tf1言1·爾と公共事業の{ff1展第一節

都市討会図区域事長に対する令市田1・村の答申

付

iを

神戸市 海開の計画区域への追加を要求

御影町一i ［計画区域を武庫Jllまで紘張し，
六甲村－1－~かつ神戸市に偏愛しないように
魚崎町－！ lすることを要求
西灘村一！

間郷町ーしJ事業が神戸市に伺重しないよう
本庄村…； lにすることを要求
本山村一！

表 120

火－A、

’vr 
tt 

成

当村の経費が膨張するだけでな

く，神戸市中心になり犠牲とな

る。新国道（奴神国道）以南を

｜：工場地域とすることは，住宅地

Lである当村にとって不利である

住吉村

不

主空

成

九
年
以
降
の
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

大
正
九
年
十
一
月
に
、
内
務
省
に
計
闘
広
域
決

都
市
計
額
区
域
の

設
定
と
地
域
指
定

に
関
す
る
調
査
書
類
が
提
出
さ
れ
、
翠
年
六

月
内
務
省
よ
り
の
指
示
に
従
い
、
県
は
関
係
市
町
村
の
意
見
を
求
め
、

八
月
各
市
町
村
は
答
申
し
た
。

そ
の
内
容
は
表
出
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
答
申
の
の
ち
、
市
内
務
省
は
、
次
の
よ
う
な
諮
問
を
都
市

計
画
神
戸
地
方
委
員
会
に
行
っ
た
。

神
戸
市
ニ
於
ケ
ル
人
口
分
布
ノ
椅
況
ニ
見
ル
一
一
、

出
神
戸
市
（
一
冗

須
磨
町
ヲ
徐
キ
タ
ル
モ
ノ
）
ニ
於
テ
ハ
、

其
ノ
街
度
殆
ド
飽
和
ノ
域

一
連
シ
、
漸
次
市
ノ
中
心
区
域
ヨ
リ
離
レ
一
ア
東
方
ノ
郊
外
－
一
向
ヒ

其
密
度
ヲ
加
へ
来
ル
モ
ノ
、
如
シ
。
（
略
）
中
心
地
点
叩
二
時
間
以
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内
ニ
到
達
シ
得
ベ
キ
ヲ
以
テ
之
ヲ
探
準
ト
シ
テ
神
戸
市
ノ
区
域
ヲ
酪
ス
ル
ニ
、

加
納
町
鉄
道
踏
切
（
将
来
三
宮
駅
ヲ
移
転
セ

一
フ
ル
ベ
キ
地
一
一
シ
テ
近
キ
将
来
日
一
於
テ
事
実
上
市
ノ
中
心
地
点
タ
ル
コ
ト
明
ナ
ワ
）
ヲ
中
心
地
点
ト
シ
テ
考
フ
ル
一
一
、
商
ハ
垂
水
村

ヨ
リ
東
ハ
今
津
村
一
一
連
シ
、
開
方
境
域
ハ
播
摂
国
境
ヲ
超
ュ
。
然
レ
ド
モ
神
戸
市
南
北
西
ノ
一
ニ
境
域
ハ
殆
ン
ド
自
然
ノ
地

形
ニ
ヨ
リ
拡
張
ヲ
容
レ
ザ
ル
ノ
状
態
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
、
勢
ヒ
東
方
ニ
延
ブ
ル
ノ
外
ナ
シ
。
間
シ
テ
其
ノ
境
域
ハ
人
口
増
加

ノ
趨
勢
一
一
対
ス
ル
適
当
ナ
ル
面
積
、
都
市
生
活
者
ノ
、
氷
久
的
公
安
ノ
保
持
、
福
利
ノ
場
進
其
ノ
他
行
政
上
経
済
上
諸
般
ノ

関
係
ヲ
考
慮
シ
、

本
庄
村
及
ピ
本
山
村
ノ
東
方
行
政
境
域
ヲ
以
テ
限
ラ
ン
ト
ス
。

（
都
市
計
画
兵
庫
地
方
委
員
会
『
兵
庫
県

於
ケ
ル
都
市
計
画
』
第
一
巻
）

そ
し
て
、
神
戸
市
市
須
磨
町
を
含
む
）
、
西
灘
村
、
西
郷
町
、
六
甲
村
、
御
影
町
、
住
吉
村
、
魚
崎
町
、
本
山
村
、
本
庄
村
を
部

市
計
画
一
民
域
と
し
、
現
人
口
七
一
一
万
人
（
内
、
須
磨
町
を
除
く
旧
神
戸
市
中
ハ
三
万
人
）
に
対
し
、
一
一
一

O
年
後
に
人
口
一
五

O
万
人
と
見

込
ん
だ
計
画
を
立
て
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
九
月
、
都
市
計
画
神
戸
地
方
委
員
会
は
、
市
内
各
区
が
山
田
村
内
に
所
有

す
る
区
有
地
お
よ
び
神
戸
市
に
と
っ
て
生
命
と
も
い
え
る
水
面
施
設
を
含
む
海
簡
を
も
計
回
区
域
に
包
含
す
る
こ
と
を
条
件
に

し
た
答
申
を
行
っ
た
が
、
海
部
を
包
含
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
山
田
村
内

虫
山
を
含
む
こ
と
な
加
え
た
計
画
広
域
が
内

閣
総
理
大
陵
高
橋
是
清
の
名
に
よ
っ
て
翌
十
一
年
四
月
告
示
さ
れ
た
。

次
い
で
市
街
地
建
築
物
法
に
よ
り
都
市
計
酪
区
域
は
住
宅
地
域
・
商
業
地
域
・
工
業
地
域
な
ど
に
灰
一
分
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
大
正
十
一

二
月
、
知
事
は
県
市
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
く
成
案
を
内
務
大
臣
に
提
出
し
、
都
市
計
画
兵
庫
地
方
委

岡
県
会
は
翌
年
一
一
一
月
、
こ
れ
を
修
正
可
決
し
内
務
大
臣
に
答
申
、
十
月
に
内
務
大
庄
の
名
に
よ
り
地
域
指
定
が
な
さ
れ
た
。

そ
の

理
由
警
に
よ
る
と
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北
方
一
帯
ノ
高
地
所
謂
山
手
方
商
ぺ
概
、
不
土
地
高
燥
、
風
物
快
適
ニ
シ
テ
土
地
ノ
現
状
亦
主
ト
シ
テ
住
宅
ノ
用
地
ニ
供

セ
ラ
ル
、
ヲ
以
一
ア
之
ヲ
住
宅
地
域
ト
定
ム
ベ
シ
。
市
ノ
南
方
神
戸
港
ヲ
中
心
ト
ス
ル
下
町
一
帯
ノ
部
分
ぺ
土
地
一
千
担
一
一

シ
テ
街
街
路
整
ヒ
交
通
ノ
便
楠
備
ハ
リ
、
築
港
ノ
完
成
亦
近
キ
一
一
在
リ
、
之
ヲ
土
地
発
達
ノ
現
状
ヨ
ワ
ス
ル
モ
素
ヨ
リ
商

業
地
域
ト
定
ム
ベ
シ

工
業
地
域
ハ
之
ヲ

一
一
栢
ス
。
西
方
ノ
一
団
地
ぺ
和
田
紳
妙
法
寺
川
ノ
問
、
海
岸
ニ
接
ス

ノレ

帯
ノ
平
地
ニ
シ
テ
水
際
運
輸
ノ
利
ヲ
占
メ
、
土
地
ノ
現
状
既
一
一
多
グ
工
場
ノ
用
地
ト
シ
テ
開
発
セ
一
ブ
レ
、
将
来
一
一
於

テ
海
岸
埋
立
、
渡
河
閲
務
等
ノ
工
業
的
施
設
亦
之
ヲ
為
ス
ニ
難
カ
ラ
ズ
。
（
略
）
他
ノ
二
部
地
ハ
協
浜
町
ノ
耳
合
港
一
一
面
ス

ノレ

廊
ノ
地
及
ピ
東
川
崎
及
ピ
東
出
町
海
岸

郎
ノ
地
ニ
シ
テ
、
北
八
一
一
海
陸
運
輸
ノ
利
ヲ
占
メ
現
ニ
大
工
場
ノ
筏
築
地
ナ

リ
。
（
『
兵
隊
同
町
ニ
於
ケ
ル
都
市
計
隙
』
第
一
巻
）

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
東
郊
海
岸

帯
ノ
地
」
は
灘
五
郷
の
酒
造
地
で
あ
る
の
で
、
ま
た
新
湊
川
以
西
国
道
以
前
の
地
は
新
国
道

都市計画と公共事業の仲良

の
位
託
が
未
定
で
あ
る
の
で
、
兵
庫
新
川
に
阻
ま
れ
た
兵
路
滋
一
帯
は
、

の
関
係
か
ら
、
住
吉
川
・
都
賀
川
上
流
は

中
小
工
場
、
が
あ
り
、
ま
た
火
葬
場
計
画
も
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
山
町
村
内
一
黒
山
は
市
街
地
建
築
物
法
施
行
区
域
外
に
あ
る
の

で
、
い
ず
れ
も
未
指
定
地
域
と
す
る
と
あ
っ
た
。

七
七

O
万
坪
は
、
住
宅
地
域
一

工
業
地
域
二
回

O
万
坪
（
一
一
一
一
・
四
%
）
、
米
指
定
地
域
九

O
万
坪
（
五
・
一
一
一
劣
）
に
地
域
指
a

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

」
う
し
て
計
調
区
域

一
九

O
万
坪
（
六
七
・
一
川
丘
、
商
業
地
域
一
一
五

O
万
坪
（
一
一
間
e

二%）、

そ
し
て
の

ち
に
港
湾
地
域
な
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
実
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
指
定
中
と
く
に
問
題
と
な
っ

第一節

た
の
は
工
業
地
域
指
定
で
あ
る
。

一
つ
は
、
市
の
都
市
町
一
一
川
闘
部
で
調
査
課
長
や
工
務
課
長
を
廃
任
し
た
奥
中
喜
代
一
が
昭
和
五
年
、

近代・茨fl;;歴史編N457 



工
業
な
く
し
て
都
市
注
し
、

工
業
発
展
の
余
地
を
充
分
存
せ
し
む
べ
し
と
の
刈
…
山
で
、
其
の
当
時
大
分
間
も
あ
っ
た
部
神

一
戸
一
仰
を
全
部
工
業
地
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
工
業
地
と
し
て
は
地
価
の
安
き
が
、
水
際
交
通
の
五
伎
な
る

心
事
の

其
の
後
工
場
地
と
し
て
発
展
せ
ず
、

大
部
分
は
住
宅
が

条
件
が
必
要
で
あ
る
が
、

之
が
充
分
航
っ
て
賠
な
い
為
、

建
つ
現
状
で
あ
る
。
（
「
神
戸
都
市
計
協
の
過
去
及
び
将
来
」
吋
都
市
間
究
』
昭
和
五
年
八
月
号
）

と
批
判
的
に
問
顕
し
た
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
住
宅
と
工
場
が
混
合
し
て
い
る
地
域
に
対
す
る
地
域
指
定
の
問

胞
で
あ
っ
た
。
守
神
戸
叉
新
日
級
品
（
大
正
十
二
年
八
凡
九
日
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

一
日
合
の
工
場
地
域
に
就
い
て
は
、
目
下
工
場
主
M
M
と
作
山
氏
側
！
と
が
五
に
脱
み
ん
打
の
む
で
、

佐
民
川
聞
は
械
カ
］
場
地
域
の
非

L

，h
村
氏
一
ご

t
q
T
 
し
、
係
当
局
に
陳
情
す
る
一
問
、
恰
も
m
M
会
議
員
選
挙
の
間
近
に
あ
る
を
幸
ひ
、
茶
都
市
計
同
委
員
等
候
補

ガ
工
場
主
観
で
も
凡
ゆ
る
紫
線
を
求
め
て
部
計
委
員
の
心
を

抗
薦
の
好
例
を
以
て
非
拡
張
に
資
成
せ
し
め
つ
L
あ
り
。

動
か
す
外
、
目
下
内
務
省
に
出
か
け
て
感
ん
に
慌
烈
な
運
動
止
を
開
始
し
て
居
る
。

こ
の
よ
う
に
錯
雑
し
た
利
得
関
係
問
題
を
都
市
計
伺
は
は
ら
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
他
に
防
火
地
区
の
設
定
や

建
物
の
尚
さ
制
限
間
関
な
ど
複
雑
な
問
題
が
入
り
交
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
都
市
計
附
に
と
っ
て
絞
も
早
期
に
設

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
附
医
域
と
地
域
指
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

都
市
計
画
街
路
線
の
決

定
と
そ
の
他
の
計
酒

wm市
計
似
の
中
心
的
課
題
の
一
つ
は
、
交
通
機
関
整
備
の
た
め
の
道
路
計
回
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

特
に
自
動
市
愉
送
の
発
述
に
よ
り
そ
の
市
一
要
性
は
一
一
明
取
し
た
の
で
あ
る
。
都
市
計
附
街
路
絹
は
大

正
九
年
そ
の
調
査
に
着
手
し
て
以
来
、
七
年
間
を
裂
し
て
決
定
さ
れ
、
明
和
二

月
内
川
仰
の
認
可
を
得
て
公
示
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
決
定
ま
で
長
期
間
を
要
し
た
の
は
、
山
中
八
地
測
史
、
正
縦
な
地
図
の
作
成
等
の
技
術
的
な
問
題
の
ほ
か
、
県
と
市
の
立
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~il1li計 ilifi と公共：j1: j止の fi!1)J~
川内

局主一一Jlll

部ll:itrl‘闘の幹線道路（大刀ミ！Sil＇・〕表 121

岩屋一三宮部（前一神戸駅前一兵Jij｛駅前一須熔停車場前－－1見事jI国道（恥；

22～36メートル，一部既成総合会む）

第 1の幹線

#Y尻池一兵f!IWI＼哀一事jI戸島氏災一海岸通一小野浜駅前一否姿通2丁目で

rl'f内問逆にえjf絡（1陥27メートノレ，｜認鉄以下dの商工業地，；貯の主jf絡に備え
るもので，経済的に段も fiffi｛［！：＼~るものとされた）

第 2の幹線

立立敦！長塚、－~民草寺寺 長EE!－；（戸ヲ11丁目 外人 t.~地－'fl）＇谷一精道村 'fl.

（締約10メートノレ， !'El鉄以北，表山rJli鐙に／｛－｝うト、ライブ道路）
tfl 3の幹線

加納町3丁目ー灘！奴前一部主主一御影一住吉一精道村界（1[1/;¥22メートノレ，

同欽以北のTllと郡部を結ぶfil要主！.＇.＊れ線）
第4の幹線

治民主一街！拶一住台一；魚崎一深江一精道村界何回27メートノレ，将ぅ！との郡

部商工業地＇HI＇を通過する ill姿路線）

郡部海岸線

fi 
0) 

日
J

ゴ
ω：

T
u
－－、

ド↑，
f
Jノ
？
／

F

『

、

為

、

ノ

P
ド
ふ

μ
λ
イ

に
も
回
以
内
が
あ
っ

っ
て
知
事
と
な
っ
た
山
県
治
郎
は
都
市
計
図
兵
路
地
方
委
員
会
の

し
て
、
最
も
疋
要
な
幹
線
と
そ
の
連
絡
路
に
限
っ
て
審
議
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
結
果
、

よ
う
や
く
大
正
十
五
年
七
月
に
原
案
が
ま
と
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
山
県
知
市
は
こ
の
決
定
に
つ
い
て
「
神
戸
都
市
計
岡
山
叩
段
主
要
の

街
路
樹
計
図
の

る
一
川
き
重
要
幹
線
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に

ば
し
い
こ
と
で
、

よ
り
神
戸
市
の
財
政
の
許
す
純
矧
に
於
て
漸
次
該

路
線
の
建
設
な
克
る
で
あ
ろ
う
が
、
走
れ
が
神
戸
市
の
繁
栄

一
と
は
蒸
し
甚
大
な
も
の
で
あ
ら
う
L

（吋又新
h

昭
和
二
年
一
一
一
月
一
一
日
）
と

っ
た
。
こ
の
道
路
計
闘
は
、

完
成
し
た
阪
神
間
近
（
終
点
岩
段
）

と
建
設
や
の
神
明
悶
道
を
結
ぶ
こ
と
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
大
体
支
出

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
な
市
北
に
結
ぶ
補
助
路
線
が
加
わ
り
、
全
体
と
し
て
大
阪

i
i

「
述
市
計
訴
の

沼
崎
開
討
の
都
市
計
一
向
と
も
活
動
す
る

？ ,,.-
ム，
一、にω

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
総
延
長
は
約
一
問
。
キ
口
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
一

低
一
二
千
万
円
（
市
域
内
に
関
し
て
は
七
六

O
O万
円
）
と
い
う
大
計
闘
で
あ
っ

近代・現代｝後！＇！ミ事ITT¥V ヰラ9



日川口
19ヰ究

F事，，戸又新日報』の神戸市縦貫大道路予想、断箇図

た
。
こ
の
大
計
回
の
一
袋
に
は
、
都
市
計
画
の
推
進
者
で
あ
っ
た
後
藤
一
和
平
が
「
道
路
網

の
計
四
な
ど
は
現
状
に
捉
ら
は
れ
て
は
駄
目
だ
。
白
紙
に
総
を
引
く
つ
も
り
で
計
回
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
講
演
し
た
こ
と
が
、

「
や
ふ
も
す
れ
ば
姑
息
な
計
闘
を
立
て
や
す
い

当
局
者
を
刺
激
」
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
奥
中
喜
代
一
「
神
戸

都
市
計
画
の
過
去
及
び
将
米
」
）
。

そ
し
て
こ
の
計
闘
の
一
部
が
、
都
市
計
闘
第
一
一
一
期
事
業
と
し
て
具
体
化
し
た
時
、
奥

中
喜
代
一
一
は

歩
道
も
車
道
も
舗
装
し
、
投
木
は
閉
列
に
な
り
、
頃
合
ひ
の
間
隔
に
照
明
燈
柱
が

建
て
ら
れ
る
。

（
阪
神
悶
道
終
点
岩
屋
よ
り
総
選
ま
で
の
｜
｜
引
用
者
）
か
L

る
立
派
な

道
路
は
、

外
国
大
都
市
に
於
て
も
類
例
少
な
く
「
ブ
ロ
ド
ウ
ェ

i
」
「
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ー
ゼ

l
L
「
リ
ン
デ
ン
ス
ト
ラ
i
セ
」
等
と
一
腐
を
並
べ
て
道
路
学
教
科
書
の
第

一
一
良
な
飾
る
こ
と
与
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
口
ハ
沿
道
の
家
屋
が
そ
れ
に
相
応
せ
な
け

区I18 

れ
ば
写
真
を
並
べ
た
時
非
常
に
見
劣
り
が
す
る
こ
と
念
日
夜
心
配
し
て
居
る
。

（
「
都
市
計
画
第
一
一
一
期
事
業
と
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
」
『
都
市
研
究
』
第
五
巻
第
一
号

和
四
年
一
月
）

期
待
と
不
安
を
表
わ
し
て
い
た
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
都
市
計
画
と
関
連
し
て
、
大
正
十
凶
年
九
月
に
知
事
に
就
任
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し
た
山
県
治
郎
は
阪
神
間
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
阪
神
大
運
河
計
闘
と
六
甲
山
開
発
計
画
を
立
て
、
昭
和
一
一
年
度
の
県
予
算
に

は
阪
神
運
河
調
査
費
（
五
万
円
）
と
六
甲
山
開
発
事
業
費
（
二
六
万
円
）
を
計
上
し
た
。

前
者
は
、
当
時
民
間
か
ら
擬
ん
に
出
願
さ
れ
て
い
た
板
神
間
川
樹
立
事
業
に
対
す
る
秩
序
あ
る
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
先
ず

予
定
大
道
路
線
と
そ
の
沖
合
の

定
距
離
に
予
定
大
運
河
線
を
指
定
し
て
お
き
、
出
顕
者
に
対
し
こ
の
予
定
線
に
従
っ
て
事
業

を
施
行
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
、

一
部
で
は
財
政
難
の
中
で
民
間
資
金
に
よ
り
県
の
開
発
計
画
を
進
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
二
年
五
月
に
後
任
と
し
て
着
任
し
た
長
延
連
知
事
の

で
具
体
的
計
画
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

大
阪
府
と
の
境
か
ら
神
戸
港
ま
で
の
約
一
一
一
一
キ
ロ
メ
i
ト
ル
に
わ
た
り
約
一
千
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
埋
立
て
、

防
波
堤

等
を
造
成
し
、
渡
河
は
幅
五

0
0メ
ー
ト
ル
で
七
、
八
千
ト
ン
の
汽
船
の
航
行
が
可
能
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
総
工
費

は
約
一
億
円
と
見
取
ら
れ
た
。

都市計画と公共事業の｛~l渓

ま
た
、
六
甲
山
開
発
計
画
は
、
六
甲
山
を
臼
本
有
数
の
大
公
闘
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
た
め
、
ム
ハ

甲
村
・
有
馬
町
所
属
地
域
に
ふ
ハ
甲
越
道
を
改
良
開
発
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

4 

都
市
計
画
と
市
域
拡
張

市
域
拡
張
問
題
は
、
す
で
に
市
区
改
正
調
査
委
員
会
で
議
題
と
な
っ
て
お
り
、
大
正
五
年
十
一
月
、
調
査
委
員

須
援
問
の

編
入

末
弘
盛
治
は
っ
市
境
拡
張
調
査
要
項
」
を
提
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
調
査
委
員
斎
藤
千
次
郎
は
大
正
六
年
一
月

第一節

「
神
戸
市
ノ
将
来
」
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
、
隣
接
町
村
合
併
が
市
と
咋
村
の
双
方
に
と
っ
て
い
か
に
利
益
が
あ
る
か
を
説

近代・現代E査~綴N46r 



き
、
市
の
医
域
を
つ
京
ハ
住
吉
川
以
内
L

っ
同
ハ

グ
ハ
揺
摂
同
境
線
以
東
し
と
し
、

さ
ら
に
「
区
制
ヲ
新
設
シ
テ

κ一
い
制
ト
ス
ル
ふ
れ
、

神
戸
区
、
兵
路
一
民
ト
ナ

即
チ
東
ハ
御
影
医
、

同
ハ
須
磨
一
弘
ト
シ
、

中
間
即
チ
現
住
ノ
神
戸
市
ヲ

ス
引
い
と
の
構
想
を
示
し
て
い

こ
れ
ら
東
商
の
隣
綾
町
村
編
入
の
打
診
は
大
正
七
年
凶
（
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
東
部
町
村
に
は
反
対
の
怠
見
も
あ
り
、

hwづ

市
須
磨
町
の
編
入
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
進
れ
か
に
見
ら
れ
た
須
磨
町
の
制
入
は
、
と
く
に
翠

八
年
に
入
り
、

町
議
会
内
外
で
強
い
反
対
迎
動
が
起
こ
っ
た
。

4 叩 A

ムL
）求；

」
の
反
対
派
は
、
取
引
一
際
の
旧
住
民
、
が
中
心
で
、

budJサ
J

、

ι
f
l
…
ノ

派
は

「
別
荘
一
代
L

と
よ
ば
れ
た
新
仲
間
氏
た
お
で
あ
っ
た
。

h
Lト
ド
凸

P
H
H
V
Jご
と
、
正
日
切
に

－E
T討
作
日

γ
民
間

I
I
Z
Y
U
1
2

：、
v
l
v
 

こ
の
対
立

に
は
川
中
に
編
入
の
是
非
同
開
だ
け
で
な
く
、
東
須
際
1
／
一
同
須
際
の
対
立
、
新
住
民
と
川
住
民
の
対
立
、

の
有
力
者
ら
と

ト

i
v
K
L
I
T
－－ぇ：、ノ斗づ－
L
5
fこ
E
h

：l
j
パ
円
一
ピ
十
h

J

r

、
、
：
o

f
且

j
m
t
i乙
U
女
古
川
河
寸
拡
M
T
u
m
－－’
t
t
F
八
て
し
JT

大

／＼ 

JJ 

反
対
派
は
知
事
に
五
河
余
名
の
署
名
に
よ
る
隙
間
誌
を
提
出
し
た
。

そ
こ
に
は
反
対
組
出
と
し
て
つ
須

勝
町
の
限
史
的
存
在
」
「
初
先
山
知
の
約
一
一
階
町
を
rH立
向
上
せ
し
な
る
し

（
叶
父
新
h

大
正
八
年
十
一
月
二
十
双
日
）
が
掲
げ
ら
れ
、

「
大
手
以
来
を
市
郊
に
…
編
入
一
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
一
十
日
米
知
（
い
慌
の
浦
と
称
せ
ら
る
t
A

来
四
阿
須
磨
及
び
地
勢
上
阿
須
磨
と

隣
る
可
ら
ざ
る
多
井
畑
と
な
以
て
同
有
の
須
磨
町
と
な
し
、

rH治
独
立
の

同
体
と
し
て
永
存
せ
ん
い
れ
L

（
間
）
を
願
う
と
あ
っ

こ
れ
に
対
し
て
技
成
派
も
十
一
一
月
、
上
山
弘
之
助
ら
一
別
荘
派
い
の
間
町
議
名
で
知
事
宛
の
陳
情
告
を
発
表
し
た
。
そ
こ

に
は
編
入
の
利
益
と
し
て
、

ト
L

水
草
・
肖
方
・
立
添

J
1
j
p
j
I
 

の
松
山
↑
備
充
実
を
か
か
げ
、

「
以
上
列
叙
セ
ル
諸
般
ノ
ふ
れ

ハ
、
日
明
レ
モ
健
全
日
一
シ
テ
優
秀
ナ
ル
作
宅
地
阪
ト
シ
テ
緊
急
避
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
施
設
一
一
之
レ
有
リ
。
（
略
）
之
レ
到
底
須
際
町

財
力
ノ
地
フ
ル
一
昨
ニ
之
レ
保
守
、
市
カ
モ
北
ノ
中
ノ
幾
分
八
、
近
々

ヲ
観
ン
ト
ス
ル
都
市
計
阿
法
ノ
適
用
ニ
ヨ
リ
、
殆
ン

4Gz ;;rs：三本 ?XS－次大戦後の担itfi 



ド
強
制
的
一
一
遂
行
ヲ
要
ス
ル
事
項
ナ
ル
ガ
故
ニ
、

7/ 

セ
一
ブ
レ
ン
ト
ス
ル
一
伝
機
一
一
能
シ
、
神
戸
須
磨
ヲ
合
併
シ
神
戸
市

一
一
依
リ
テ
諸
般
ノ
施
設
ヲ

ハ
シ
ム
ル
コ
ト
相
互
一
一
利
便
ナ
リ
i

一
（
『
武
井
級
殺
人
公
文
没
』
）
と
述
べ
、

の
手
続
上
の
正
当
性
を

十
月
二
十
三
日
の
町
議
会
（
議
長
二
十
一
一
名
中
十
四
名
出
席
）
の

致
の
合
併
決
議
に
求
め
て
い

事
態
な
む
一
く
み
た
有
吉
知
事
は
、
反
対
派
を
山
県
庁
に
招
き
一
都
市
計
岡
実
施
範
関
が
万
一
明
石
市
迄
及
ぶ
時
は
、
須
磨
町
編

入
の
如
き
は
問
題
と
な
り
ず
と
窃
に
編
入
の
利
益
な
説
」
（
『
又
新
』
大
正
八
年
十
二
月
十
四
日
）
き
、
反
対
派
が
編
入
止
む
な
し
と

態
度
な
変
え
、
問
題
の
焦
点
な
編
入
条
件
に
移
し
た
。
そ
こ
で
知
事
は
、
現
九
年
一
月
十
五
日
付
で
、
州
門
戸
市
と
須
磨
町
に
一
編

、こ
3
4リ
h

h

u

次
日
時
リ

f
t
j
つ

y
l下
人
す
と
2
n
F
1
て々
1
ィ

三
月
十
九
日
に
は
、
臨
ぬ
神
戸
市
長
、
武
井
須
熔
判
長
や
双
方
の
諮
問
案
調
主
委
員
に
よ
る
懇

談
会
が
も
た
れ
、
双
方
の
希
割
引
項
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
折
衝
の
末
、
二
十
五
日
の
協
議
会
で
最
終
的
に
市
会
議
員
配
当
を

三
名
と
す
る
こ
と
、
急
速
に
上
水
道
を
政
設
す
る
こ
と
、
市
電
を
延
長
す
る
こ
と
等
な
含
む
希
望
事
項
の
令
意
に
速
し
、
市
側

都市計踊と公共事業の｛中段

は
二
十
八
日
の
市
会
で
、
町
側
は
一
一
一
月
一
日
の
町
議
会
で
、
知
事
の
諮
問
案
に
異
議
な
き
旨
を
可
決
し
、
双
方
は

に
知
事

に
漆
山
中
し
た
。
そ
し
て
一
一
一
月
二
十
九
日
、
内
務
大
店
の
許
可
が
下
り
、

四
月
一
日
に
須
際
町
の
編
入
が
実
現
し
た
。
こ
う
し
て

神
戸
市
の
人
口
は
須
際
町
の
二
万

一
一
一
円
九
人
を
加
え
て
六
五
万
七

人
と
な
り
、
一
戸
数
も
五
七
三
六
一
戸
合
加
え
て
一
四

万
江
七
七
四
一
戸
と
な
っ
た
。
市
較
は
約
一
一
門
・
八
平
方
キ
日
メ
ー
ト
ル
な
加
え
て
約
六
ニ
・
ベ
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ

こ
の
よ
う
に
須
際
町
編
入
は
、
神
戸
市
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
市
民
改
正
悦
菜
の
一
環
と
し
て
の
市
減
拡
張
方
針
に
よ
っ
て

マ
ペ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
須
熔
同
州
測
が
い
応
諾
し
た
の
も
、
支
た
知
事
の
反
対
派
説
持
の
あ
り
方
も
、

い
ず
れ
も
目
前
に
せ
ま

府，，.，，.
513--;op 

っ
た
都
市
計
同
法
実
施
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

近代・現代j後9:'.綴'Pl463 



東
部
三
町

村
の
編
入

間
灘
村
、
六
甲
村
、
鴎
郷
町
の
編
入
に
つ
い
て
も
都
市
計
画
災
施
区
域
の
問
題
が
決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
郡
制
崩
止
に
つ
い
て
間
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
郡
制
は
明
治
二
十
一
一
一
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、

兵
開
係
で
は
二
十
九
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
郡
会
議
員
は
町
村
会
議
員
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
、
郡
山
以
は
町
村
に

分
賦
さ
れ
、
山
間
有
税
の
徴
収
機
が
な
く
、
内
治
体
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
勧
業
・
教
育
行
政
に

独
自
の
役
訓
を
果
た
し
た
も
の
の
、
平
く
も
明
治
一
一
一
十
八
年
頃
に
は
そ
の
廃
止
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
特
に

一
次
大
戦
後
に
な
る
と
、
町
村
の
財
政
の
膨
張
と
窮
乏
が
著
し
く
な
り
、
町
村
関
係
者
に
よ
っ
て
も
郡
制
廃

止
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
町
村
rM治
の
拡
充
史
求
も
あ
り
、
原
敬
内
閣
の
下
で
大
正
十
年
四
月
、
郡
判
例
廃

止
が
決
定
さ
れ
、
十
一
一
年
間
万
一
円
ね
な
も
っ
て
郡
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
自
治
体
と
し
て
の
郡
は
こ
う
し
て
廃
止
さ
れ
た
が
、
町

村
を
税
償
す
る
郡
長
と
郡
役
所
は
な
お
存
続
し
た
た
め
、
全
悶
町
村
長
会
な
ど
は
そ
の
路
止
を
求
め
、
政
府
も
そ
れ
を
認
め
、

十
一
一
一
年
に
郎
役
所
廃
止
を
決
定
し
、
十
五
年
七
月

日
を
も
っ
て
郡
役
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

現
例
一
戸
市
域
の
旧
町
村
は
武
賄
郡
・
切
石
部
骨
有
馬
郡
・
美
誕
郡
に
分
布
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
町
村
も
県
に
泡
属
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

日
露
戦
後
の
地
方
改
良
運
動
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
活
動
を
行
っ
た
明
石
郡
に
お
い
て
は
、
部
役
所
廃
止
に

あ
た
り
、
郡
長
紙
谷
文
次
が
「
最
近
に
宝
り
、
廃
止
の
実
際
に
政
面
し
て
不
便
と
不
安
を
感
ず
る
者
漸
く
多
き
を
加
へ
、
町
村

長
中
廃
止
反
対
を
政
府
当
路
に
陳
情
す
る
者
を
生
じ
た
る
も
、
現
に
政
府
に
於
て
決
定
せ
る
以
上
は
時
既
に
遅
く
、

十
菊
の
悔
な
き
能
は
ず
、
郡
役
所
廃
止
の
可
夜
は
全
く
今
後
の
突
杭
に
徴
す
る
外
な
し
」
（
♂
ハ
降
県
郡
役
所
事
総
録
』
上
巻
）
と
、

い
さ
さ
か
無
念
の
な
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、

町
村
の
神
戸
市
へ
の
編
入
に
と
っ
て
郡
制
廃
止
は
有
利
に
働
い
た
。
こ

の
問
の
事
情
に
つ
い
て
旧
関
灘
村
会
議
員
山
口
寛
治
郎
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

「
郡
制
が
ひ
ら
か
れ
た
時
分
に
、

464 
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（附）

費
の
負
担
を
西
宮
市
が
第
一
呑
で
、
第
二
位
が
商
郷
町
、
第
三
位
が
御
影
町
、
第
四
位
が
今
津
町
、
こ
う
い
う
具
合
で
、
武
路

部
第
二
位
の
西
郷
町
を
縦
す
と
い
う
こ
と
は
、
武
庫
郡
に
お
い
て
も
非
常
に
郡
扱
の
よ
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
武
路
郡
の
方
か
ら

は
反
対
さ
れ
る
し
、
神
戸
市
や
沼
灘
の
方
か
ら
は
、
合
併

わ
れ
る
し
、
今
度
は
間
郷
町
が
非
常
に
悶
ら
れ
ま
し
た
と
こ
ろ

が
、
大
正
十

日
で
部
制
が
廃
止
に
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
、
こ
の
機
会
を
逃
し
た
ら
い
か
ん

と
い
う
の
で
、
西
郷
町
の
方
は
も
う
郡
の
方
に
遠
慮
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
神
戸
の
方
へ
入
っ
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
具
合

に
な
り
ま
し
た
L

（『なだ

灘
神
戸
市
編
入
五
十
均
年
記
念
誌
』
）
。
こ
の

は
後
述
す
る
よ
う
に
す
べ
て
が
正
確
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
、
が
、
郡
制
廃
止
と
近
隣
町
村
編
入
の
関
係
の
一

い
当
て
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ネqi
1コ
市
で
；土

大
1E 

一
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
知
事
宛
の
つ
市
境
域
一
一
関
ス
ル
件
内
申
い
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

本
市
東
隣
ノ
諾
町
村
ハ
、
近
時
者
数
発
注
シ
テ
家
賠
相
櫛
比
シ
、
本
市
ノ
街
街
一
一
連
リ
、
本
市
ト
ノ
境
界
殆
ン
ド
判
然
セ

都市計A獅と公共事業の仲良

ザ
ル
ノ
状
態
ナ
リ
。
市
シ
テ

ノ
人
情
風
俗
習
慣
等
木
市
ト
兵
ナ
ル
所
ナ
夕
、
彼
我
住
民
間
ノ
交
渉
関
係
そ
甚
ダ
厚
ク
シ

一
ア
、
宛
然
同
一

一
一
等
シ
キ
ノ
状
況
ナ
リ
ノ
。
然
ル
ニ
向
地
方
ニ
於
ケ
ル
衛
生
、
火
防
、
教
育
、
土
木
、
交
通
等
ノ
施
設

一
一
怒
り
テ
ハ
甚
ダ
不
完
備
ニ
シ
テ
、
本
市
ト
冊
一
ノ
論
一
一
之
レ
年
一
シ
。
（
略
）
仰
一
ア
閣
下
キ
ニ
明
鑑
ヲ
霊
レ
、

シ
尽
サ
ザ
ル
今
日
ニ
於
テ
、

一
品
、
入
ゴ
j
J
1

、，t
r
w今
i
γ
j
十
J
F

一J
4
4
H
草
川
伊
ノ
市
間
余
一
ブ

シ
、
木
市
ノ
区
域
ニ
一
編
入
セ
ラ
レ
、
以
一
プ
都
市

ノ発
展
ニ
資
ざ
ブ
レ
候
様
御
配
意
ヲ
得
度
ク
、
此
ノ
段
一
摂
取
ニ
及
ピ
候
也
。

ぎ
こ
ま
r
H
A
守
、
げ
ね
ず
J
ふ
す

ほ
プ
控

H
，ν日
前
本

日
膨
張
を
と
げ
て
い
た
。
例
え
ば
六
甲
村
は
大
正
六
年
の
四
五
一
一
一
四
人
、
が
昭
和
元
年
に
は
九
八

第一節

九
八
人
へ
と

倍
以
上
に
な
り
、
西
灘
村
に
い
た
っ
て
は
開
じ
く
七
四
五
五
人
が
一
一
一
万
七
一
七
ニ
人
へ
と
約
五
倍
に
な
っ
て
い

た
。
土
地
の
地
目
別
市
街
な
み
て
も
、
西
灘
村
で
は
大
正
六
年
と
昭
和
元
年
を
比
較
す
る
と
、

間
畑
は
ニ
一
一
ゲ
声
、
件
外
野
は
一
二
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%
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
の
に
刈
し
、
宅
地
は
一
七
万
六
千
好
か
ら
二
八
万
時
へ
と
約
六

OVPも
別
加
し
て
お
り
、
住
宅
地

化
が
芳
し
く
仲
股
し
、

都
市
計
約
引
業
の
進
行
と
と
も
に
神
戸
市
が
同

A
1
J
ん
V
へf
J

、

改

T
Zん
に
ド

神
戸
市
の
ベ
ヅ
ド
・
タ
ウ
ン
化
し
て
い

成
化
を
問
ん
う
と
し
た
の
は

で
あ
っ
た
J

JJ 

東
部
三
町
村
の
う
わ
、

同
灘
村
で
は
村
会
議
阿
久
ら
有
志
に
よ
る
問
灘
村
政
似
究
会
が
で
き
、

一
＼
己
i

ド

i
A
L
ロM
l
J
d
す
g
J
し

！

＼

」ノ一
lu
－－一
J
i
’引叶

z
i
－－一」
l

fノ

日
に
は
そ
の
主
催
に
よ
る
編
入
促
進
の
村
氏
大
会
、
が
捌
か
れ

し
か
し

部
に
反
対
立
見
も
あ
り
（
『
又

が
行
わ
れ

新
b

大
正
十
五
年
八
月
一
一
十
一
げ
て

レ
ヒ
こ
円
H
1
河リ
l
j
f
ζ

、J、

4
d
J
h
vト以山
γ
ふ

f
E
e
w
ヲヰ

で
き
れ
ば
石
殴
川
以
間
を
編
入
し
て
行
政
区
幽
た
つ
く
っ
て
ほ
し
い
旨

を
河
川
っ
て
い
た

Jr司

一
一
一
一
人
の
賛
同
に
よ
る
ん
日
併
促
進

大
医
十
五
年
九
月
二
十
三
日
）
。

十
万
五
日
の
村
会
に
は
村
議

ノ＼

人

建
議
が
提
出
さ
れ
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、

一
h

J
！d
p

一
ト
i
h
λ
1
ι
ト
l
k
、、。
ρ悦
為
示
、
コ
l
J

コ
I

U

R

一
O

J
i

↑
！
ノ
ド
t
H
i仁
臼

νけ

LJ一
必
カ
ぷ
I
j
d
j
J卜

十
二
月
に
村
長
は
市
長
に
あ
て
「
剖
灘

村
治
別
条
件
」
な
拠
出
し
、

翌
昭
和

ガ
神
戸
市
側
の
一
細
川
入
交
渉
委
員
会
も
凶
月
に
開

一
月
か
ら
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

、L
、

ふ
H
i
d

月l
H 

、
六
月
に
は
市
と
河
灘
村
と
の

凶
郷
町
も
同
時
に
編
入
し
て
は
、
ど
う
か
と
い
う
な
見
も
出
さ
れ

民f

協
定
が
成
立
し

「
内
灘
村
合
併
一
一
間
ス
ル
神
戸
市
長
ト
問
灘
村
長
ト
ノ
協
定
引
項
党
市
川
ど
が
作
成
さ
れ
た
っ

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

①
将
来
行
政
医
設
校
の
場
合
は
、
新
た
に
編
入
す
る
地
域
と
合
廿
て

ほ
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
問
は
そ
の
区
域

を
市
会
議
良
の
独
立
選
挙
区
と
し
、
同
灘
村
へ
の
割
当
は
内
務
省
の
許
可
が
え
ら
れ
た
場
合
、

間
人
な
し
い
六
人
と
す
る
ヤ
」
と
、

⑨
W
州
務
有
財
政
は
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
こ
と
、
⑨
上
水
道
・
市
一
也
の
延
長
や
道
路
拡
張
を
速
か
に

」
と
な
ど
が
協
定
さ

－f
、、ニ
O

J

4

v

t

u

v

J
／
 

神
戸
市
は
六
月
十
八
日
、
知
事
あ
て
に
「
市
境
界
変
更
方
ノ
件
内
中
L

を
提
出
し
た
υ

そ
こ
に
は
内
灘
村
だ
け
で
な
く
、
間

郷
町
・
六
叩
村
お
よ
び
石
鼠
川
以
前
の
制
御
影
村
の

部
を
も
編
入
し
た
い
と
あ
り
、
そ
の
即
一
山
一
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
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（
市
の

i
i引
問
者
）
人

シ
、
現
夜
間
部
林
間
方
面
一
一
僅

ハ
六
大
出
市
中
第
三
位
三
ノ
ル
モ
、

実

1沃
！え

空
地
ノ
存
ス
ル
ノ
ミ
。
然
モ
該
地
方
ハ
亦
一
山
川
一
一
都
市
計
岡
上
工
場
地
帯
ト
シ
テ
予
定
さ
フ
ル
ル
ヲ
以
一
ア
、
住
宅
地
ト
シ

一
プ
ハ
治
ン
ド
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
グ
、
（
絡
）
殊
一
一
最
近
木
市
ガ
近
代
町
州
市
／
傾
向
ニ
漏
レ
ズ
専
一
ブ
商
工
業
ノ
中
心
地
ト
ナ
ワ

米
レ
ル

ハ
、
共
ノ
近
郊
町
村
ヲ
住
宅
地
ト
シ

セ
シ
ム
ル
ニ
不
十
一
リ
、
之
等
町
村
ハ
之
ガ
為
近
年
若
シ
ク

本
市

リ
テ
一
体
不
可
分
ノ
関
係
三
リ
ル
チ
（
略
）
。

神
戸
市
ノ
都
市
計
削
街
路
ハ
既

一
兵
一
陣
地
方
委
員
会
一
一
於
テ
決
定
シ
タ
ル
街

：仁

ゲ
タ
ル
モ
ノ
数
線
ノ
外

路
網
計
同
一
一
司
一

い
刀
実
行
ノ
域
一
一
進
、
之
、
之
ニ
依
リ
将
来
ノ
大
判
戸
市
建
設
ノ
第
…
歩
一
一
入
リ
夕
日
ノ
ト
雌
そ
、

日主

根
ヲ
東
部
市
外
一
一
転
ズ
ル
ヤ
道
路
其
他
交
通
設
備
ノ
不
完
全
ナ
ル

市
内
ト
同
一
ノ
論
ニ
プ
ラ
ズ
。
（
同
町
）
仮
リ
ニ
本
市

ガ
将
来
神
戸
潟
市
計
針
ぼ
域
ノ
示
ス
東
郎
木
庄
村
山
一
一
会
ル
地
域
迄
発
展
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、

其
ノ
地
域
内
ハ
所
前

都市計耐と公共~j：業のや11n芝

大
神
戸
市
ト
シ
テ
一
体
ト
ナ
リ
郎
市
ヲ
織
成
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
単
ニ
此
ノ
見
地
ヨ
リ
ツ
見
ル
モ
木
市
ガ

フ
道
路
、
軌

ノ
交
通
設
備
其
ノ
他
公
開
運
動
場
等
組
織
的
ナ
ル
郎
市
発
展
ニ
備
ブ
ベ
キ
各
級
事
業
／
計
踊
上
必
要
ニ
応
ジ
順
次
其

ノ
民
域
内
町
村
ノ
…
編
入
統
一
ヲ
ナ
ス
ハ
、

ニシ一一ノ、

シ
之
ヲ
シ
テ
、
氷
ク

ノ
逆
行
上
級
メ
テ
自
然
ノ

i可
i的
ナ
ノv

川
比
八
ナ
レ
ル

ノ
r片
山
ナ
ル
随
設
ニ
委
サ
ン
ヵ
、

之
等
公
共
的
ナ
ル

ハ
施
設
モ
区
ん
ベ
ト
ナ
リ
、
将
米
ノ
計
揺

ナ
カ
ラ
ザ
ル

ヲ
米
ヴ
ハ
ベ
キ
ハ
切
カ
ニ
シ
テ
、
速
ニ
行
政
庁
口
ノ
単

ナ
ラ
シ
メ
、
交
通
其
ノ
他
之
一
一
部
随
ス
ル
各

臨
／
施
設
ヲ
完
鮪
シ
、
以
テ
相
互
ノ
使
益
地
進
上
将
来
一
一
備
ブ
ル
一
一
付
キ
泣
訴
ナ
キ
ヲ
則
ス
ル
ノ
嬰
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
。

~－－fl!] 

z,q1 

J土

町
村
の
み
な
ら
ず
都
市
計
回
医
域
全
体
を
市
域
化
、
す
る
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

こ
の
よ
う
に
将
米
は

h

日

3

4
J
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六
甲
村
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
年
六
月
に
は
、
市
よ
り
編
入
の
打
診
が
行
わ
れ
同
月
末
に
は
編
入
に
関
す
る
六
甲
村
の
希
望

条
件
が
出
さ
れ
、

ほ
ぽ
合
立
を
得
て
七
月
に
は
村
会
、
市
会
と
も
に
「
六
甲
村
合
併
ニ
関
ス
ル
協
定
」
を
承
認
し
た
。
こ
れ
は
、

市
会
議
員
の
配
当
に
関
す
る
事
情
引
を
除
い
て
は
、
間
灘
村
の
編
入
条
件
と
ほ
ぼ
問
…
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

八
月
八
日
に
六
甲
村
宇
高
羽
の
う
ち
通
称
四
平
野
の
住
民
か
ら
市
長
あ
て
に
「
六
中
村
神
戸
市
へ
編
入
一
一
関
ス
ル

件
ニ
付
断
、
」
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
四
平
野
は
石
屋
川
以
来
に
あ
る
の
で

J
ハ
甲
村
一
一
属
セ
リ
ト
雌
モ
、
住
民
相
互
間

ノ
交
情
ハ
悶
村
ヨ
リ
ハ
軍
ロ
御
影
町
ト
親
符
ヲ
前
一
一
ネ
、
（
同
町
）
我
間
一
平
野
住
民
ハ
挙
テ
御
影
町
三
編
入
ガ
ヲ
、
氷
年
一
二
日
一
一
プ
希
E

珪
シ

米
リ
ノ
タ
ル
所
、
（
同
時
）
此
ノ
際
永
年
願
望
シ
来
リ
シ
通
リ
、
御
影
町
へ
編
入
相
成
ザ
候
事
ヲ
希
望
L

す
る
と
あ
っ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
、
市
、
県
、
内
務
省
と
も
、
六
甲
村
の
市
へ
の
編
入
と
同
時
に
、
四
一
平
野
を
御
影
町
に
編
入
し
て
よ
い
と
認
め
た
。

同
郷
町
に
つ
い
て
は
、
六
甲
村
へ
の

の
打
診
と
閉
じ
こ
ろ
編
入
の
打
診
が
市
か
ら
行
わ
れ
た
。
西
郷
町
は
六
甲
村
と
行
動

を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
六
甲
村
の
市
へ
の
編
入
、
か
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
つ
つ
あ
る
た
め
そ
の
編
入
は
比
較
的
容

易
か
と
思
わ
れ
た
が
、
七
月
末
、
丸
間
町
長
は
、
町
議
会
の
協
議
会
が
反
対
の
意
向
を
示
し
て
い
る
の
で
六
甲
村
の
編
入
い
か

レ
－
、
冶
フ
）
一
工
、

P

ぐ
と
カ
カ
オ
1
7
L

っ
た
（
『
又
新
』
昭
和
二
年
七
月
二
十
八
日
）
。
こ
の
背
景
に
は
、
第
一
に
、
同
町
が
灘
の
酒
造
地
帯
の

闘
を
形
成
し
て
お
り
、
財
政
的
に
も
比
較
的
段
か
で
、
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
も
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て

神
戸
市
に
合
併
さ
れ
た
場
合
に
不
利
援
を
被
る
可
能
性
、
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
第
二
に
、
水
野
御
影
町
長
が
「
灘
酒
憾
造
上

に
統
一
行
動
が
取
れ
な
く
な
り
、
産
業
の
破
楠
棋
を
来
す
」
（
叶
又
新
』
昭
和
二
年
八
月
六
日
）
と
諮
っ
た
よ
う
な
事
情
が
存
在
し
た
。

第
一
一
一
に
、
右
の
こ
と
と
か
か
わ
っ
て
、
こ
の
頃
、
御
影
町
・
住
吉
村
・
魚
崎
町
な
ど
に
よ
る
灘
市
建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
酒
造
業
者
ら
に
よ
っ
て
、
神
戸
市
の
末
端
に
連
な
る
よ
り
、
灘
の
名
を
残
し
て
新
市
を
つ
く
る
ベ

468 第三本第一次大戦後の判明f



き
だ
と
す
る
意
向
が
反
映
し
て
い
た
。
昭
和
一
一
年
五
月
に
は
、
御
影
・
住
吉
・
魚
崎
・
西
郷
・
六
甲
・
本
庄
・
本
山
の
各
町
村

長
ら
が
集
っ
て
灘
市
建
設
に
関
す
る
意
見
交
換
を
し
て
い
た
。
ま
た
七
月
五
臼
に
は
、
阪
神
沿
線
七
新
聞
の
主
催
に
よ
る
灘
市

建
設
促
進
大
演
説
会
が
開
か
れ

そ
し
て
七
月
末
ま
で
に
は
制
御
影
・
魚
崎
・
住
吉
の
各
町
村
に
灘
市
建
設
に
関
す
る
調
査
委

員
、
が
出
そ
ろ
っ

こ
の
よ
う
な
中
で
商
郷
町
の

部
は
灘
市
建
設
の
方
に
傾
い
た
。

し
か
し
八
月
に
入
り
、
関
郷
町
議
有
志

が
長
知
事
を
訪
れ

知
事
が
「
臼
治
体
の
意
向
に
一
反
し
て
ま
で
強
制
的
に
（
神
戸
市
に
l
i引
用
務
）
編
入
を
な
そ
う
と
は
思

は
な
い
が
、
神
戸
市
都
市
計
画
区
域
内
に
神
戸
市
以
外
の
市
を
前
設
す
る
と
一
一
一
日
ふ
が
加
き
こ
と
は
事
実
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ

る
」
（
句
又
新
』
昭
和
一
一
年
八
月
十
八
日
）

っ
た
た
め
、
神
戸
市
縮
入
を
前
提
と
し
た
条
件
交
渉
の
方
向
に
部
郷
町
の
動
き
は
傾

い
て
い
っ
た
。

一
方
、
神
戸
市
は
八
月
十
五
日
に
、
間
灘
・
六
甲
の
岡
村
十
一
十
月
一
日
に
編
入
し
た
い
旨
知
事
に
申
請
し
た
。

し
か
し
県
は

都市計図と公共ヰr~告の frj1炭

町
村
同
時
編
入
の
方
針
を
堅
持
し
、
市
に
対
し
西
郷
町
へ
の
働
き
か
け
を
指
示
し

そ
こ
で
黒
瀬
市
長
は
九
月
芝
日
付
で

「
市
境
界
変
更
一
一
関
ス
ル
件
」
を
丸
岡
町
長
に
送
り
、
編
入
方
を
保
し
た
。
十
一
月
に
入
り
、
県
の
仲
介
も
あ
り
両
市
町
の
当

事
者
が
会
合
し
、
河
郷
町
側
は
、

「
市
町
合
併
ニ
関
ス
ル
希
望
条
件
案
」
を
市
側
に
提
示
し

そ
の
中
に
は
、
編
入
後
十
年

間
は
、
家
屋
税
負
胞
を
現
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
、
同
じ
く
十
年
間
間
は
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
交
渉
は
難
行
し
た
。
そ
こ
で
翠
年
六
月
に
は
西
灘
村
か
ら
燥
に
対
し
顎
灘
・
六
甲
河
村
の
編
入
を
早
く
認
め

る
よ
う
上
中
、
が
な
さ
れ
、
九
月
に
は
二
度
に
わ
た
り
両
村
か
ら
西
郷
町
に

の
合
併
な
急
ぐ
よ
う
申
入
れ
が
な
さ
れ
た
。
県

第一節

は
十
月
か
ら
調
停
に
の
り
出
し
、
十

月
二
十
八
日
に
市
町
代
表
者
が
県
庁
に
会
同
し
、
よ
う
や
く
「
西
郷
町
合
併
一
一
関
ス
ル

協
定
事
項
い
が
合
意
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
編
入
後
五
年
間
は
、
昭
和
一
一
一
年
度
の
家
屋
税
負
担
総
額
を
超
え
な
い
こ
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と
、
同
じ
く
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
も
五
年
間
は
徴
収
し
な
い
こ
と
、
灘
間
郷
澗
造
組
合
の
陳
情
の
趣
旨
を
認
め
、
酒
造
業
に

思
彩
叩
怖
を
及
ぼ
す
よ
う
な
施
設
を
設
け
な
い
こ
と
な
ど
の
特
色
を
も
っ
た
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

」
う
し
て
昭
和
四
年
一
二
月
一
日
付
を
以
て
、

知
事
か
ら
市
と
さ
町
村
に
諮
問
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
の
市
町
村
議
会
で
も
異
議

な
く
決
喰
ら
れ
、

四
月
一
日
に
三
町
村
は
市
に
編
入
さ
れ
、
六
甲
村
の
間
平
野
も
同
時
に
御
影
町
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

」
の
結
果
、

出
ム
コ
い
り
土
、

zyれ
l
一
『

yjF
一
1
1
2
V
U宅

キ
P
J日正

人
口
で
六
万
三
五
五
人
を
治
加
し
て
約
七

万
七
千
人
に
、

市
域
開
狛
は
一
九

加
え
て
八
一
・
九
平
方
キ
ロ
に
弘
大
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
須
磨
町
と
東
部
三
町
村
の
市
へ
の
編
入
は
、

い
ず
れ
も
都
市
計
画
法
と
そ
の
実
施
が
決
定
的
作
用
を
及
ぼ
し

た
の
で
あ
っ
た
。

5 

都
市
計
商
事
業
と
関
連
事
業
の
展
開

道
路
の
新

設
拡
張

都
市
計
両
が
業
の
中
心
は
ま
ず
道
路
の
新
設
拡
張
改
良
事
業
と
さ
れ
た
ο

市
区
改

wm市
計
同
第
一
則
事
業
は
、

正
調
査
委
員
会
が
既
に
改
良
を
決
定
し
て
い
た
道
路
中
、
市
首
第
二
期
総
会
計
回
（
大
正
八
年
一
丹
市
会
で
決
定
）
に

か
か
わ
る
道
路
に
つ
き
、

拡
張
改
良
す
る
も
の
と
し
て
、

大

正
j＼、

ート

月
決
定
を
見
た
。

」
れ
は
第
一
号
線
J
第
八
号
線

（
て
二
）
の
九
路
線
、

約

今
ロ
メ
ー
ト
ル
を
幅
二
一

J

メ
ー
ト
ル
に
鉱
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
計
院
当
初
は
大
正

八
・
九
年
度
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
財
政
事
情
に
よ
り
大
正
十
三
年
度
に
完
成
し
た
。
こ
れ
は
移
転
戸
数
二
八

八
O
一
戸
、
移
転
人
員
約
一
万
五
千
人
、
総
工
費
一
七
三
五
万
円
の
市
は
じ
ま
っ
て
以
米
の
大
土
木
事
業
で
あ
っ
た
。
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大
正
九
年
に
須
磨
町
を
編
入
し
た
際
、
市
電
延
長
と
水
遊
牧
設
は
編
入
の
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
の
須
磨
線
道
路

の
建
設
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
須
磨
線
建
設
が
都
市
計
一
向
第
二
期
容
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
尻
池
一

T
H
1須
磨
駅
前
間

約
五
・
ム
ハ
キ
口
メ
ー
ト
ル
を
一
戦
ニ
問
J
二
七
メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
結
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
、
当
初
計
附
は
大
正
十
一
了
、
十
四
年

度
で
あ
っ
た
が
、

に
完
成
し
た
の
は
昭
和
三
年
で
、
総
工
設
は
約
六
四
五
万
円
で
あ
っ
た
。

な
お
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
の
た
め
、
土
地
家
屋
買
収
費
が

り
安
く
な
っ
た
の
で
、
第
…
期
・
第

約
一
七

O
万
円
の
剰
余
が
出
た
。
こ
れ
ば
、
第
一
期
線
終
点
京
高
怯
1
1
3
東
尻
池
二
丁
目
間
の
改
良
に
賀
さ
れ
た
が
、
げ
て
の
際

連
河
に
架
る
橋
を
同
定
橋
に
す
る
か
問
問
削
除
に
す
る
か
で

ηi弓
寸
何
日
付

江
川
門
主
午

間
関
が
持
ら
あ
が
っ
た
が
、

結
局
間
関
橋
に
決
し
、

一
月
に
開
通
し
た
。
こ
の

の
橋
で

と
し、

1つ
れ

ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
関
連
し
て
、
こ
の
こ
ろ
国
・
県
に
よ
る
叛
神
間
近
の

行
わ
れ
た
。
大
戦
中
の
経
済
の
発
展

者llr!J計日目と公共＊＊の｛l¥lJI芝、

に
伴
い
阪
神
間
の
幹
線
道
路
の
整
備
は
急
務
と
な
り
、
大
正

は
そ
の
出
向
JV一
回
に
市
中
詳
し
て
い
た
が
、
八
年
度
以
降

分
の
…
を
闘
が
補
助
す
る
こ
と
が

年
末
に
改
良

ら
；れ

し
た
。
こ
の
工
事
は
十
五
年
末
に
完
成
し
、

び〉

は
そ
の
上
に

翌
昭
和

開
通
し
た
。

な
お
大
正
十

年
に
は
神
明
国
道
も
計
図
さ
れ
、
こ
れ
ば
昭
和
八
年
に

五
っ
て
完
成
し
た
っ

第
二
期
事
業
が
完
成
に
近
、
づ
く
と
、

さ
ら
に
市
中
央
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
計
闘
が
提
担
さ
れ
た
。

坂
神
間
道
、
が
完
成
し
て

仮
神
間
の
交
通
山
一
も
急
増
し
、
神
明
国
道
も
建
設
の

つ〉
1
1
＼

か
つ
郎
市
…
一
一
一
川
尚
街
路
網
が
決
定
し
た
の
で
、
同
問
道
と
市
中

ノ、押んf、－

m一一1111

央
部
お
よ
び
神
戸
港
を
給
ぶ
幹
線
道
路
は
急
務
と
な
っ
た
。
第
一
二
郎
事
業
計
画
は
こ
の
緊
急
J

必
要
す
る
道
路
、
す
な
わ
ち
抜
神

国
道
終
点
（
岩
屋
）
か
ら
尚
道
務
ま
で
な
一
一
一
六
メ

i
ト
ル
腕
、
路
道
筋
J
V一
雨
に

に
至
る
支
で
を
一
一
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
…
怖
で
結
ぶ
道
路

近代・ JJH¥:際交告すlV47r 



を
建
設
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
第
一
刑
刑
事
業
路
線
の
舗
装
化
と
生
田
川
を
埋

立
て
問

0
メ
ー
ト
ル
幅
の
大
避
閑
道
路
を
建
設
す
る
計
闘
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
闘
は
、

昭
和
一
一
一
年
度
か
ら
五
カ
年
継
続
、
総

四
八
六
万
円
と
い
う
大
事
業
で
あ
っ
た
。

i奈川公悶付近を走るrl1電

市
電
の
廷
長

都
市
計
尚
道
路
は
ま
た
問
附
に
拡
張
さ
れ
た
道
路
に
市
電
な
延
長
さ

せ
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
都
市
計
闘
第

jt~ 

業
が
市
電
第
二
期
線
計
図
に
見
合
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ミ
ド
L
ん
＼

F
r
x
向
ψ

こ

イ
ノ
一

j
」
ノ
ノ
J

ノ

E
j

の
市
営
化
に
踏
み
切
っ
た
神
戸
市
に
と
っ
て
、
神
戸
電

気
株
式
会
社
が
す
で
に
特
許
を
得
て
い
た
約
二
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
未
成
線
を
完
成
さ

写J~r 29 

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

し
て
熊
内
一
丁
目

1
坂
口
通
ニ
丁
目

そ
の
た
め
の
第

（
上
筒
井
）
間
（
第
一
期
総
）
の

一
四
万
円
の
予
算
を
も
っ
て

大
正
八
年

四
月
に
開
通
さ
せ
た
。
こ
れ
は
わ
ず
か
七

0
0メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

翌
年
七
月
、
阪
急
電
鉄
が
上
筒
井
ま
で
を
開
通
さ
せ
た
の
で
、
大
阪
と
神
戸
止
を
結
ぶ
重

第
二
期
総
計
回
は
、
先
の
神
戸
電
気
株
式
会
社
の
未
成
線
に
対
し
、
そ
の
後
の
変
化
を
考
慮
し
て
大
幅
な
変
更
を
加
え
、
約

要
な
ル
i
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
G

一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
敷
設
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
正
八
年
五
月
に
市
会
の
議
決
な
得
、
翌
年
五
月
爵
の
特
許
な
受

け
世
一
石
工
さ
れ
た
。
第
二
期
総
は
関
刊
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
開
通
年
月
は
表
山
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま

で
約
二
一
一
キ
ロ
メ
i
ト
ル
で
あ
っ
た
市
電
は
二
五
キ
口
メ
i
ト
ル
と
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
市
営
開
始
当
時
（
大
正

472 第三章第一次大戦後の神戸



六
年
）
に
一
日
平
均
一
…
万
間
千
人
で
あ
っ
た
染
家
数
は
第
二
期
総
完
成
時
の
十

（
問
中
一
次
）
。
支
た
噌
加
す
る
梁
容
に
対
し
七
は
大
正
九
年
か
ら
大
型
取
（
ボ
ギ
ー
車
）
も
混
入
さ
れ ア

」
十
i
h

、

、u
e
i

二
四
万
人
へ
と
端
加
し
た

近代・現代

こ
の
第
二
期
総
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
児
池
線
に
清
盛
塚
（
南
逆
淑
川
二

γ
目
）
が
か
か
っ
た
た
め
、
そ
の
撤
去
を
め
ぐ
っ

者~fl]号h出！と公共事業の仲良

I）籾F車

山岡田一 2期終

第一節

0 5叩 lCCG 1500m 

日霊3た綴w

て
大
正
十
年
か
ら
開
胞
が
持
も
あ
が
っ
た
。
撤
去
反
対
者
の
理
由
は
、
兵

防
問
発
の
恩
人
で
あ
る
一
千
清
川
慌
の
塚
を
移
転
さ
せ
る
と
は
何
事
か
と
い
う

1li1立q切・ 2J部路線｜ヨ｜玄I19 

ilT'f琶第 2J抑止IJ日通年表表 122

大IE1 
11. 7 

11. 12 

13. 7 

14. 3 

開通'if.月

rLJ子.J：：.沢線（占liif:r~lllJ 3了臼～長III交差点）

淡Jll線 （公関下～新潟地）

布告公取門忠良 （大会IL!～楠公前）

IJL池綴 （；長III交差点～築,liJ;)

和日i線 （中之島～高松）

志望E各

」
と
に
あ
っ
た
が
、
他
方
移
転
が
で
き

な
い
と
伐
る
と
兵
席
連
河
の
青
物
市
場

の
大
部
分
が
軌
道
に
な
る
こ
と
に
な
っ

資料：事11JSrl1交通｝汚叩Ji戸市V::Jilllf百六i介二！＇！：＇.，，，

た
の
で
、
青
物
問
段
組
合
が
清
様
塚
現

場
保
存
に
反
対
、

一
時
こ
の
問
題
は
新

開
な
に
ぎ
わ
し
た
が
、
結
局
内
務
省
は

路
線
変
更
を
認
め
ず
、
十
二
年
末
、
清

慮
深
を
移
転
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

c_. 

0) 

二
期
総
の
若
工
間
も
な
い
大

正

主ド

月
、
第
三
郎
線
計
闘
は
市

の
議
決
止
を
経
て
、
翌
年
八
月
間
か
ら

特
許
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
須
謄
昨

473 



編
入
条
件
で
あ
る
市
電
須
磨
線
を
実
現
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
須
磨
線
を
め
ぐ
っ
て
市
と
兵
時
電
気
軌
道
株

式
会
社
（
兵
泡
）
と
の
問
に
特
許
獲
伺
待
合
戦
が
行
わ
れ
た
。
兵
電
は
そ
れ
ま
で
に
特
許
を
得
て
い
た
海
洋
支
線
の
路
線
変
更
を
申

請
し
た
が
、
こ
れ
が
市
の
須
磨
計
回
線
と

致
し
て
い
た
の
で
、
政
府
に
働
き
か
け
、
須
’
陪
区
な
ど
の
住
民
も
、
乗
り
待
え
な

し
に
市
中
央
部
へ
出
ら
れ
、
し
か
も
均
一
料
金
制
の
市
電
な
支
持
し
て
速
成
同
盟
会
を
結
成
し
て
運
動
し
た
。
結
局
、
兵
電
が

対4成弘三
M3τ
占
／

大IE13年度

24.541 

87,376,615 

239,388 

17. 

64, 108, 

175 

12, 039, 220 

32,984 

7, 734, 

21, 

228 

4,301,364 3, 140, 

昭和7年度

30. 752 30. 

103, 579, 

283, 

80, 420, 103 

220,329 

17,093,394 

46,832 

17, 044, 

46, 

275 

4,464, 132 

乗
入
れ
を
県
む
場
合
、
市
は
拒
否
し
な

5, 929, 

日本初といわれたスチーノレカーG事
er神戸市交通局六十＂！.二史」〕

写~i 30 
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第一節 制11!1言it惑と公共事ー業のffjl渓

表 123 r!J況の営

コミ正9if'度

12. 968 

57,313,414 

157,026 

5, 545, 270 

15, 193 

110 

2,805, 173 

昭和3年度

30.313 

110, 755, 718 

303,440 

16, 651, 073 

45,619 

265 

5,446,884 

資料：神戸市交通局叩11戸市交通局六…1－年plミA

張
問
問
属
川

崎崎町
h
 

h
 ，
 

軸
』
司

』
司

』
『

し」忠~OOm

I , 2期号室

田畑幽ー 3現場特3午線
幽幽幽幽不許可になった路線

ぽI20 市電3j羽特許路線凶

475 ！笠史編w近代・現代



大正期のこと地区泊主主連組令

名 称 認可年月 国 事＇.t卒業費予算
年月 n汀反 万円

大日ニ！二地区illli整理組合 大正12.3 166. 3 66. 2 

;;l!i野土地！玄阪整理組合 12. 6 45. 6 28. 9 

大手土地IK濁孫浬組合 13. 2 2. 7 2. 6 

長l王l土地区爾'1i主連組合 13. 6 79. 9 39. 3 

部資土地区繭主主理組合 14. 2 29. 2 14. 7 

八幡土地区間整理組合 14. 2 47. 4 11. 1 

篠原土地区間捻理組合 14. 6 57. 7 53. 3 

東須藤北野土地｜友商務理組合 15. 10 1. 4 0. 8 

表 124

い
と
い
う
条
件
で
市
が
特
許
を
得
た
が
、
乗
入
れ
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
た

ふう

は
打
撃
を
受
け
、
大
正
十
五
年
に
は
宇
治
川
電
気
に
買
収
さ
れ
た
。

し
か

し
市
側
も
海
岸
線
や
脇
浜
芦
屋
川
間
線
が
不
許
可
と
な
っ
た
（
図
初
）
。
第
一
一
一
期
線

の
う
ち
須
磨
線
は
昭
和

月
、
高
松
線
は
一
一
一
年
十
一
月
に
開
通
し
、
こ
れ
に

よ
り
両
神
戸
と
運
河
地
般
の
交
通
の
使
が
よ
く
な
っ
た
が
、
昭
和
二
年
の
金
融
恐

慌
そ
れ
に
続
く
五
年
か
ら
の
昭
和
恐
需
に
よ
り
残
り
の
路
線
建
設
は
な
か
な
か
進

展
し
な
か
っ
た
。

土
地
区
画

勧
銀
理
組
合

都
市
計
四
の
進
展
に
と
も
な
い
民
間
で
も
感
ん
に
土
地
開
発
が
行

わ
れ
た
。
都
市
計
的
法
以
前
に
お
い
て
も
、
す
で
に
明
治
四
十

（住） Ij>J¥'i't"iはI千円未訪問捻五入

年
制
定
の
耕
地
整
怒
組
合
法
を
準
用
し
て
土
地
整
理
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
都
市

計
闘
の
進
展
と
と
も
に
大
日
土
地
区
制
整
理
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
土
地

区
岡
強
制
収
組
合
が
つ
く
ら
れ
た
（
表
似
て

し
か
し
、
こ
う
し
た
民
間
の
土
地
開
発
な
め
ぐ
っ
て
は
次
の
よ
う
な
関
難
な
内

包
し
て
い
た
。

一
つ
は
組
合
内
部
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
夢
野
納
入
管
で
は

認
可
ヲ
得
ル
ヤ

ノ
測
泣
其
ノ
他
計
四
ハ
殆
ン
ド
成
リ
、
今
ヤ
起
工

ン
ト
シ
テ
、
而
シ
テ
一
一
、
一
一
一
ノ
大
地
主
ノ
感
情
問
題
ニ
端
ヲ
発
シ
（
略
）
、
総
会
ヲ
幾
間
召
集
ス
ル
モ
法
定
数
一
一
達
セ
ズ
。

ノ
進
行
ヨ
リ
以
上
ノ
大
関
難
ヲ
来
ス
ベ
ク
（
略
）
敢
テ
之
ヲ
遂
行
セ

之
ヲ
解
散
セ
ン
ト
ス
ル
モ
負
債
ノ
償
却
ニ
於
テ
ハ
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ン
ト
ス
ル
モ
其
ノ
方
法
ナ
ク
突
一
一
進
退
谷
マ
ル
ノ
秋
ト
ナ
リ
タ
リ
。
（
略
）
之
ヲ
長
田
及
ピ
大
白
ノ
整
理
ト
相
待
テ
、
神
戸

市
ノ
北
西
ヲ
貫
通
シ
テ
果
シ
テ
其
ノ

ヲ
期
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
一
大
障
害
タ
ル
ヲ
歎
ゼ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
地
方
開
発
上
、
否
、

神
戸
市
発
展
ヲ
助
長
ス
ル
怠
味
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
蒙
ヲ
披
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
令
部
市
研
究
』
第
二
巻
第
一
号

大
正
十
去
年
一
月
）

と
い
っ
た
事
態
が
出
現
し
た
。

も
う
一
つ
は
組
合
と
地
域
住
民
と
の
問
題
で
あ
る
。

『
神
戸
文
新
日
報
』

（
大
正
十
一
年
九
月
一
一
一
十
日
）
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
林
岡
山
悼
と
く
に
低
地
滑
で
あ
る
庄
間
町
、
駒
ケ
林
町
で
は
、
雨
が
あ
る
ご
と
に
潜
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
、
家
屋
浸
水
も

た
び
た
び
あ
っ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
伝
染
病
も
発
生
し
た
。
と
こ
ろ
が
林
田
区
の
道
路
・
潜
は
多
く
商
部
緋
地
整
理
組
合
の
所

有
地
で
あ
っ
た
。
林
田
自
治
会
は
大
正
十
一
年
九
月
末
に
協
議
会
を
開
き
、
十
月
に
広
氏
大
会
を
計
晒
す
る
と
と
も
に
市
と
組

合
に
護
処
を
要
求
し
よ
う
と
し
た
。
耕
地
整
理
組
合
の
一
言
い
分
は
、
土
地
（
管
理
）
を
市
に
引
渡
す
と
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
悶
鉄

都市計商と公共事業の｛中段

改
良
計
闘
に
お
い
て
西
神
戸
が
高
架
式
か
ら
築
堤
式
に
な
り
そ
う
な
現
夜
、
こ
れ
を
葎
制
す
る
た
め
の
切
り
札
を
失
っ
て
し
ま

う
か
ら
引
き
渡
す
訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
住
民
側
の
主
張
は
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
林
田
一
弘

民
は
税
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
公
共
用
地
に
施
設
を
ほ
ど
こ
す
の
は
当
然
で
、
組
合
の
主
張
は
組
合
員
の
私
益
の
た
め

に
す
る
主
張
で
あ
る
と
し
て
県
に
働
き
か
け
を
し
て
市
に
道
路
改
修
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
私
権
と
公
共
事
業
と
の
間
に
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
郎
市
計
商
事
業
全
体
の
中
で
も
重
大
な
問
題
と
な
っ
て

く
る
の
で
あ
っ
た
。

第一節
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6 

国
鉄
・
私
鉄
問
題
と
築
港
事
業

市
内
縦
貫
鉄
道
（
国

鉄
）
改
良
問
題

都
市
計
剖
の
逆
行
は
、
決
し
て
都
市
計
同
法
に
も
と
づ
く
事
業

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

神
戸
市
で
は
、

す
で
に
大
正
七
年
二
月
、

市
会
議
長
の
名
に
よ
り

政
府
に
対
し
、

「
神
戸
市
内
鉄
道
線
路
ノ
改
良
一
一
関
ス
ル

を
提
出
し
、
国
鉄
が
地
上
を
走
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
域
が
南
北
に
分
断
さ
れ
交
通
な
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
陣
容
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
に
蝶
み
、
そ
の
改
務
方
を
要
堕
し
て
い
た
。
そ
の
改
良
に
つ
い
て
は
市

民
・
市
会
の
内
部
に
高
架
式
よ
り
地
下
式
に
す
べ
し
と
い
う
怠
見
も
多
か
っ
た
。

し
ち、

し
、
八
年
五
月
鉄
道
院
副
総
裁
ら
が
米
神
し
、
高
架
式
を
一
一
一
日
明
、
十
月
に
は
市
区
改
正

委
員
会
に
対
し
、
生
田
川
i
l
兵
庫
駅
間
を
高
架
と
す
る
案
を
照
会
し
て
き
た
。
委
員
会

は
十
二
月
、
灘
釈

i
際
取
駅
間
を
高
架
と
す
る
よ
う
修
正
怠
見
を
提
出
し
た
。
大
正
十

年
十
二
月
、
鉄
道
省
（
大
正
九
年
五
月
鉄
巡
院
が
翁
に
芥
格
）
は
修
正
怠
見
な
採
用
す
る
が
、

新
生
田
川

i
御
字
通
関
の
み
を
ス
ラ
ブ
式
ま
た
は
扶
式
に
、
他
は
築
堤
式
と
し
、
一
一
ア

宮
駅
を
加
納
町
踏
切
間
近
に
移
す
と
い
う
案
を
、
都
市
計
回
神
戸
地
方
委
員
会
に
諮
問

し
て
き
た
。
改
組
さ
れ
て
兵
路
地
方
委
員
会
と
な
っ
た
問
委
員
会
は
十
一
年
十
月
、
神

メ
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戸
製
鋼
所
西
側

i
新
藤
川
問
を
ス
ラ
ブ
式
と
修
正
し
て
答
山
中
、
こ
れ
が
大
体
認
め
ら
れ
、
十
一
一

一
月
に
最
終
決
定
を
み
た
。

と
こ
ろ
が
地
下
式
を
主
張
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
市
会
に
は
、
十
四
年
二
月
と
七
月
に
再
度
地
下
式
の
建
議
案
が
提
出
さ

れ
激
し
い
論
争
と
な
っ
た
。
結
晶
こ
の
問
題
は
、

工
事
期
間
が
地
下
式
だ
と
長
び
く
こ
と
の
ほ
か
に
、
黒
潮
弘
志
市
長
が
「
財

政
上
ノ
問
題
ヲ
考
へ
ズ
シ
テ
地
下
ガ
笠
イ
カ
ト
一
広
へ
パ
地
下
ガ
ヨ
ロ
シ
イ
ト
云
ブ
。
此
問
題
ハ
嬰
ス
ル
ニ
財
政
上
ノ
問
題
ダ
一
ブ

ウ
ト
思
フ
」
（
『
神
戸
市
会
史
b

第
二
巻
）
と
述
べ
た
よ
う
に
財
政
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。

地
下
式
は
高
如
水
式
の
二
倍
以
上
の
費
用

が
か
か
り
、
市
が
一
一
一
千
万
円
近
い
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
現
実
問
題
に
お
さ
れ
、
市
会
で
は
二
六
対
二
八
の

髄
設
な
も
っ
て
地
下
式
建
議
案
は
否
決
さ
れ
た
。
国
鉄
高
架
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
神
戸
海
岸
線
鉄
道
も
計
画
さ
れ
、
大
正
十
年
末
、
鉄
道
省
は

J
問
架
改
築
ス
ル
ノ
結
果
、
神
戸
駅
ニ
於

ケ
ル
一
般
貨
物
及
鉄
道
省
用
品
輸
送
ノ
必
要
上
」
（

E
ハ
肉
体
間
約
ニ
於
ケ
ル
都
市
計
画
』
第
一
巻
）
神
戸
税
関

i
神
戸
駅
間
に
海
岸
鉄
道

都市計悶と公共事業の仲良

を
建
設
す
る
案
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
若
干
の
路
線
変
更
を
伴
っ
て
昭
和
三
年
末
に
完
成
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
頃
、
神
戸
鉄
道

局
移
転
問
題
が
も
ち
あ
が
り
、
市
会
は
大
正
十

間
月
「
神
戸
鉄
道
局
移
転
阻
止
ニ
関
ス
ル
意
見
書
提
出
ノ
件
」
を
可
決
し
、

政
府
に
意
見
書
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
突
な
結
ば
ず
、
昭
和
一
一
一
年
四
月
に
廃
止
と
な
り
、

五
月
か
ら
大
阪
鉄
道
話
が
開
設
さ

れ
た
。

一
方
で
は
私
鉄
の
計
回
ラ
ッ
シ
ュ
が
、

他
方
で
は
阪
神
電
鉄
株
式
会
社
寂

神
戸
市
の
急
速
な
膨
張
に
伴
い
、

私
鉄
粂
入

れ
問
題

神
）
・
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会
社
（
阪
急
）
・
兵
陪
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
兵
mm）
に
よ
る
市
中
央
部
へ
の
染
入
れ
計

第一節

回
が
相
次
い
で
出
現
し
た
。

大
正
加
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
の
私
鉄
計
両
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
ま
ず
見
て
み
よ
う
。
神
明
急
行
電
鉄
は
湊
川
！
明
石
間
の

近代.~晃代隆史寄託W479 
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鉄
道
計
画
を
な
し
、
大
正
十
年
六

月
政
的
の
特
許
を
向
に
の
ち
、
そ

の
特
許
権
を
切
別
電
鉄
に

明
悦
屯
欽
は
神
姫
電
鉄
と
な
り
、

に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

か
し
こ
れ
は
兵
電
の
市
中
央
部
釆

入
れ
計
回
と
と
も
に
実
現
し
な
か

っ
た
（
「
市
屯
の
延
長
」
参
限
。
な
お

大
正
十
四
年
凶
月
の
市
会
に
兵
氾
を

市
に
m
A
収
す
る
建
議
案
が
提
出
さ
れ
、

市
会
主
廿
派
の
対
立
と
も
か
ら
ん
で
政

治
問
題
と
な
っ
た
が
、
結
局
こ
の
建
議

突
は
撤
回
さ
れ
た
）
。

大
万二

五
王l'-

線化関係 II携関

月
に
は
神
戸
有
馬
屯
鉄
が
設
立

さ
れ
昭
和

神
戸

旺i

間
の
営
業
安
開
始
し
た
。
こ
の
線

に
つ
い
て
も
、
市
電
平
野
線
終
点

480 
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乙スラフ冶t又ハj共

者~T!J計阪と公共事業の仲良

土留 i'i1i堤式

第一i11i

鷹取操jfiJ＃（新設計

Ll三主

限鉄の高架

な
起
点
と
す
る
当
初
計
画
が
波
川

公
開
下
起
点
に
変
更
さ
れ
る
に
つ

い
て
市
会
紘
一
？
で
激
し
い
や
り
と
り

が
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
実
現
し
な

区I22 

か
っ
た
私
鉄
計
聞
と
し
て
、
時
取

綿
索
（
ケ
i
ブ
ル
）
電
気
軌
道
（
大

正
十
二
年
）
、
神
戸
福
崎
電
鉄
（
十

年
）
、
阪
神
海
岸
鉄
道
（
訴
合
浜
辺
通

大
阪
此
花
区
桜
島
問

十間同年）、

再
度
山
登
山
電
鉄
（
十
四
年
）
、
京

神
急
行
電
鉄
（
京
都
i
神
戸
開

四
年
）
、
阪
神
海
岸
鉄
道
（
葺
JA口
真
砂

通
一
一
丁
目

i
大
阪
東
淀
川
夜
間

昭
和

二
年
）
、
神
戸
地
下
鉄
（
住
吉
i
凶
須

熔
問
、
脇
浜
i
西
須
磨
拘

ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
神
戸

地
下
鉄
計
調
は
大
正
十
五
年
に
計

近代・君主代日獲量ミ綴N
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掘
さ
れ
、
昭
和
一
一
一
年
に
市
会
に
上
程
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
初
の
束

482 

同
を
一
一
本
の
地
下
鉄
で
結
ぶ
事
業
費
八

0
0
0万
門
と
い
う
大
計
闘
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
に
多
く
幻
に
終
っ
た
私
鉄
計
闘
に
比
べ
、
甑
神
と
板
A

一
一
仙
の
市
中
心

部
梁
入
れ
計
回
は
第
一
次
大
戦
後
に
出
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
は
ら
み
な

が
ら
昭
和
に
入
っ
て
実
現
し
た
。

大IEW1：：頃の私鉄起終点駅

阪
神
は
す
で
に
明
治
三
十
八
年
、
大
阪

i
一
一
一
宮
間
を
開
通
さ
せ
、

そ
の
後
、

一
一
一
宮
か
ら
加
納
町
五
丁
目
（
p

海
道
）
ま
で
延
長
さ
せ
た
。
大
正
八
年
、
阪
神
は
滝

道
か
ら
阿
灘
村
山
桁
屋
間
に
専
用
地
上
軌
道
を
敷
設
し
て
路
線
を
変
更
し
よ
う
と

し
た
。
同
じ
頃
、
阪
急
・
兵
電
も
乗
入
れ
た
一
計
画
申
請
し
た
の
で
、
神
戸
市
区

改
正
委
員
会
は
大
正
八
年
十
一
月
「
一
一
一
会
社
ト
モ
地
下
線
ト
ス
レ
パ
品
川
市
支
ナ
シ
」

と
答
申
し
、
市
会
も
地
下
線
な
ら
ば
よ
い
と
議
決
し
た
。
そ
の
後
、
阪
神
は
、

関 23

大
正
十
一
年
、
住
吉
大
石
間
を
高
架
に
し
、
十
一
一
一
年
八
月
、
高
架
に
よ
る
市

tll一次大戦後の事J!)i

内
乗
入
れ
を
出
願
し
た
が
、
市
会
の
反
対
を
考
慮
し
て
十
月
、
地
下
式
で
再
出

願
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
終
点
を
荒
田
町
一

丁
目
（
淡
川
公
国
附
近
）
ま
で
延
長

し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
兵
電
が
波
川
公
間
関
近
、
ま
で
乗
入
れ
す
る
計
画
が
あ

っ
た
の
に
対
応
し
、
大
阪
！
神
戸
！
明
石
そ
し
て
姫
路
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
を
実

第三rfi:

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
正
十
五
年
六
月
、
市
会
は

定
の
条
件



を
つ
け
て
こ
れ
を
承
認
、
そ
の
後
若
干
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
六
年
に

八
年
六
月
に
沼
産
i
一
一
一
宮
闘
が
、
十
一
年
に
は

一
万
町
ま
で
開
通
し
た
。

し
か
し
渋
川
公
閣
ま
で
の
延
長
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

阪
神
に
比
べ
て
大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
の
は
阪
急
の
染
入
れ
問
題
で
あ
っ
た
。

大
正
七
年
二
月
、
箕
間
有
馬
電
気
軌
道
株
式
会
社
は
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会
社
と
改
称
し
、
九
年
七
月
に
は
大
阪

i
上
筒
井

問
を
開
通
さ
せ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
当
時
の
市
域
の
東
端
支
で
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
開
通
以
前
か
ら
市
中
心
部
へ
の
乗
入
れ

計
回
が
立
て
ら
れ
、

へ
午
一
月
ぢ
勾
延
長
線

η
降
詐
γ」

hv請
し
た
。

ノ

f

一

2
I
l－
－

（

i
z
i
：
l

j

I

1

そ
れ
に
よ
る
と
延
長
終
点
を
一
一
一
宮
町
一
一
一
丁
目
（
一
万
町
の
入

ロ
）
と
し
、

上
筒
井
i
新
生

m川
間
は
地
上
線
で
、
そ
れ
よ
り
間
を
地
下
線
（
約
一
－
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

知
事
の
議
開
に
接
し
た
市
会
は
六
月
、
市
内
は
全
部
地
下
線
と
す
る
な
ら
認
め
る
と
答
申
、
神
戸
市
区
改
正
委
員
会
も
十
一
月

に
市
内
地
下
式
と
答
申
し
、
こ
の
条
件
で
十
二
月
に
特
許
が
与
え
ら
れ
た
。

都市計図と公共事業の仲良

し
か
し
販
急
は
計
悶
立
案
洲
一
程
で
地
下
式
と
し
た
場
合
、
高
架
式
に
比
べ
、
工
期
で
約
二
倍
、
費
用
で
約
一
一
一
倍
も
か
か
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
他
方
、
国
鉄
の
高
架
化
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
の
で
、
阪
急
は
大
正
十
年
九
月
、
生
田
神
社
間
近
む
ま
で
を
高

架
と
す
る
計
悶
変
更
を
知
事
に

知

－

o

J
l
p
 

一
方
市
会
お
よ
び
市
当
局
は
地
下
式
方
針
を
堅
持
し
、
例
え
ば
都
市
計
画
部
長
森

垣
屯
一
郎
は
半
年
以
上
に
及
ぶ
欧
米
視
察
の
後
の
十
四
年
二
月
「
私
は
、
神
戸
市
は
近
き
将
来
に
於
て
是
非
共
地
下
電
車
が
必

要
と
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
ゐ
る
。
川
町
の
如
く
狭
く
長
い
神
戸
市
の
如
き
は
、
其
の
都
市
を
通
過
す
る
も
の
は
是
非
共

地
下
式
電
車
を
以
て
し
て
地
上
の
混
雑
を
緩
和
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
」
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
二
月
四
日
）
と
語
っ
て
い
た
。

第一節

こ
う
し
た
事
態
に
鍛
み
、
知
事
は
阪
急
の
申
請
を
保
閣
の
ま
ま
に
し
続
け
た
。

阪
急
は
、
大
正
十
五
年
八
月
か
ら
悶
鉄
が
尚
架
工
事
に
着
工
し
た
こ
と
や
梅
田

i
新
淀
川
間
の
高
架
完
成
の
実
績
か
ら
市
内

近代・現代t皆1史謀議lV483 



全
線
を
高
架
化
と
す
る
変
更
計
的
を
、
吋

1
H
H

比
川
示
中

そ
の
年
の
五
月
に
山
県
治
郎
に
か
わ
っ
た
長
延
連

'.if 

月

知

昨l

し
た

知
事
は
十
一
月
三
日
付
で
三
十
日
ま
で
に
問
符
す
る
よ
う
神
戸
市
に
諮
問
し
た
。
市
の
十
二
月
三
十
日
ま
で
の
猶
予
の
申
出
で

に
対
し
知
事
は
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
問
符
な
き
時
は
呉
存
な
し
と
認
め
る
も
の
と
す
る
旨
回
答
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
の
担
当

者
の
不
手
際
で
市
長
ら
が
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
期
限
が
米
て
し
ま
っ
た
。
県
は
十
六
日
政
府
に
申
請
手
続
を
と
り
十
七

日
に
市
に
そ
の
出
向
通
知
し
て
き
た
。
十
二
月
二
十
円
日
の

に
市
長
か
ら
「
軌
道
敷
設
変
更
一
一
関
ス
ル
件
」
が
議
問
さ
れ
る

と
市
会
で
は
大
問
題
と
な
り
、

一
致
で
支
障
あ
り
と
認
む
と
決
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
点
ち
に
政
府
当
局
へ
の
皮
対
観
情
運

動
が
抑
制
織
さ
れ
、
翌
一
一
一
年
に
入
る
と
政
党
名
支
部
も
反
対
決
議
を
行
う
な
ど
反
対
運
動
は
全
市
的
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
、
が
こ
の
年
の
一
一
月
に
は
衆
議
院
の
選
挙
（
脅
迫
選
挙
に
よ
る
初
の
総
選
挙
）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
高
架
化
に
反
対
し
な

い
と
神
戸
市
で
の
選
挙
は
勝
て
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
時
の
間
中
義
一
政
友
会
内
問
は
、
当
市
問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
内

務
省
か
ら
都
市
計
岡
兵
陣
地
方
委
員
会
に
務
中
期
限
を
一
月
十
九
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
延
期
す
べ
し
と
命
ず
る
一
方
、
一
長

知
事
に
対
し
て
会
社
側
中
清
を
撤
回
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ

阪
急
は
政
局
安
定
を
待
っ
て
再
出
願
す
る
こ
と
を
条
件
に
い
っ

た
ん
撤
回
し
、
選
挙
後
、
問
問
鉄
併
打
線
に
変
更
し
て
五
月
に
再
提
出
し
た
。
市
会
は
八
月
、

四
七
対
四
で
こ
れ
を
否
と
し
た
が

少
数
と
は
い
え
賛
成
議
員
が
出
て
き
た
こ
と
は
注
お
さ
れ
た
。

そ
し
て
阪
急
高
架
乗
入
れ
間
止
実
行
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
地
元

お
よ
び
中
央
で
様
ん
に
阻
止
運
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、
中
心
〈
で
の
情
勢
は
次
第
に
阪
急
側
に
有
利
と
な
り
、
翌
問
年
四
月
の
市

会
議
員
選
挙
（
初
の
普
選
市
議
選
）
の
の
ち
に
な
る
と
市
会
内
の
有
力
会
派
で
あ
る
政
友
会
系
の
昭
和
会
、
が
高
架
や
む
な
し
の
方
向

に
変
っ
て
き
て
い
た
。
こ
う
し
て
つ
い
に
六
月
、
内
務
・
鉄
道
同
大
任
名
で
高
架
変
更
計
画
が
許
可
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
り
政

治
問
題
と
も
な
っ
た
阪
急
乗
入
れ
問
題
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
そ
し
て
西
灘
！
三
官
間
の
高
架
開
通
は
昭
和
十
一
年
に
実
現
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し
た
の
で
あ
る
。

築
港
事
業

の
進
行

神
戸
港
築
港
の
第
…
加
工
事
は
、
当
時
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
外
明
貿
易
設
織
の
拡
充
の
た
め
、
小
野
浜
地

先
海
面
を
限
立
て
四
本
の
突
堤
を
建
設
し
、
年
間
一
二

O
万
ト
ン
の
貨
物
を
取
扱
う
計
画
の
下
に
、
明
治
四
十

年
か
ら
大
蔵
省
に
よ
る
工
事
が
始
め
ら
れ

川
仕
立
而
杭
ニ
七
万
平
方
メ
i
ト
ル
、
淡
深
間
的
似
一
一
七
万
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
防

波
段
延
長
約
一
一
五

0
メ
ー
ト
ル
、
東
か
ら
第
一
、
第
ニ
、
第
一
一
一
突
堤
と
第
四
突
堤
間
半
分
、
係
船
山
原
援
約
二
九

O
Oメ
i
ト

ル
、
そ
れ
に
陸
上
設
備
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
。
第
一
突
堤
は
大
正
二
年
八
月
、
第
四
突
堤
間
半
分
は
同
年
十
一
月
、
第
三
突
堤
は

一
一
一
年
九
月
、
第

突
堤
は
九
年
九
月
に
竣
工
し
、

陸
上
設
備
を
含
め
て
大
正
十
一
年
五
月
に
完
成
し
た
（
表
郎
、
昭
和
六
年
十
月

一
日
か
ら
突
段
の
名
称
は
磁
よ
り
数
え
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
）
。

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
中
の
未
曽
有
の
好
景
気
に
よ
り
海
迎
会
社
も
大
正
四
年
か
ら
七
年
の
間
に
七
八
校
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
織
運
業
界
は
異
常
な
活
況
を
思
し
、
外
商
貿
易
貨
物
ト
ン
数
は
大
正
七
年
に
四
四
一
万
ト
ン
（
明
治
四
十
二
年
日
一
一
二
三
万
ト
ン

都市計凶と公共事業のf1¥1炭

の
約
二
倍
）
に
、
内
田
貿
易
貨
物
ト
ン
数
も
同
年
四
四
六
万
ト
ン
（
大
正
三
年
封
一
二
三
万
ト
ン
の
約
二
倍
）
と
な
り
、

し
た
が
っ
て
第

一
期
工
事
終
了
前
か
ら
早
く
も
第
ニ
期
工
事
計
闘
が
立
て
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
七
年
十
一
月
、
市
は
そ
の
設
備
拡
充
の

急
務
を
政
府
に
う
っ
た
え
、
政
府
も
そ
れ
を
認
め
強
八
年
に
第
二
期
工
事

し
た
。
こ
の

は
陸
上
設
備
を
除
き
内
務

者
が
施
工
す
る
も
の
で
、
貨
物
取
扱
註
八

七
万
ト
ン
を
目
指
し
て
八
年
度
よ
り
一

0
カ
年
計
回
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
概
要
は
支
出
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
ま
ず
外
国
貿
易
投
捕
で
は
、
浜
辺
通
地
先
海
国
お
よ
び
海
岸
通
地
先
海
市
一
一
二
万

第一節

一
平
方
メ
ー
ト
ル
を
川
仕
立
て
、
防
波
堤
五
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
構
築
し
、
第
四
突
堤
東
半
分
と
そ
の
東
側
に
第
五
、
第
六
突
堤
を

つ
く
り
、
折
か
ら
急
増
し
て
き
た
内
問
貿
易
の
設
備
と
し
て
は
兵
庫
地
先
海
師
を
中
心
に
一
二
三
万
平
方
メ
i
ト
ル
を
埋
立
て
中

近代・ lJl代自主3た自信iN485 



利！？三t港第一期修築工事（外際貿易設/lilD
（（！！？治39年4月～大正11年5月）

表 125

婆

1, 149m 

274, 094m' 

1, 174, 805m' 

第 l～第3および第4突；民間1JUJ'I土問
総延長 2, 895m 

// 545m 

18被 53,028日.1'

(1, 013Ji良） 20, 378m 

63, 710m' 

蒸気可動式l

j前

延長（東防波民）泌
総
桜
山
叫
駿
一
刷
物
庭
送
装
機

百lj

波

立 lITi

i~~ 間

船浮

揚

種

防

湿

淡

突

係

物

上

鉄

舗

起

宅fl金定置式5) 27合（泡気可動式21ill: 

資料．神戸開港百年史編集委及会編叩J1J=i~Q)JJ百年5む建設編

神戸港第二期修築工事（大IEs年～昭和12年度，一部14年度まで）

要ん明刈t
1
 

霊長 126 

5, 337m 

309, zoom' 

第4東側IJ"I＇・而第 5
第6突lえ

部H

妨波堤

j援立面積

需品

ゐく

5, 769m 

5, 084m 

96, 255m' 

中突堤
兵隊第1・第2笑炎

3, 168m 

2 370m 

35, 765m' 

1足

係船浮：盛

物揚湯

上原

ηセ
フミ二

17tA! 小球

昭和7年度
迫力rJ工事

129, SOOm' 

主］；：！芝3,073m （列車線）
1, 266m （起ill機線）

23倒

Rr木場

道鉄

機ゐi手

資料神戸日iJ浴百年史総集委員会議主jr神戸日iJ滋百年9.'.elill'.設編。原典出昭和14年 r神戸
；佐大客足」。

3合（電気1fJ動式2,
ガソ Fン走行起設機 1) 起 ill機
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突
堤
お
よ
び
兵
庫
第
一
、
第
一
一
突
堤
を
俗
築
し
、
鉄
道
延
長
を
含
む
除
上
設
備
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の

は
、
大
戦
後
の
不
況
に
と
も
な
う
政
府
の
財
政
緊
縮
に
よ
り
た
び
た
び
繰
延
べ
に
あ
っ
た
。
当
初
の
予
定

で
は
大
正
十
七
年
度
（
昭
和
一
一
一
年
皮
）
の
完
成
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、

0) 

に
政
府
は

カ
年
繰
延
べ
を
決
め
、

大
正
ヂト

こ
れ
に
対
し
市
会
は
「
神
戸
築
港
第
二
期
工
事
促
成
意
見
合
同
」
を
提
出
し
盛
ん
に
陳
情
溜
動
を
行
い
、
そ
の
結
果
一
カ
年
繰
延

ベ
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
の

で
十
四
年
一
月
政
府
は
さ
ら
に
徹
底
し
た
緊
縮
財
政
方
針
を
打

ち
出
し
、
こ
の
結
果
、
第
二
期
工
事
は
五
カ
年
繰
延
べ
と
決
ま
っ
た
。
そ
の
上
、
昭
和
二
年
金
融
恐
慌
が
勃
発
し
、

凹
年
七
月

に
は
積
極
主
義
を
唱
え
て
い
た
政
友
会
の
問
中
内
閣
に
か
わ
っ
て
緊
縮
方
針
を
と
る
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
部
が
成
立
し
た
。

神
戸
市
は
一
段
と
危
機
感
を
深
め
、
同
月
通
算
七
度
目
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
市
会
で
決
定
し
、
十
月
に
は
八
度
目

の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は

の
遅
延
に
よ
り
内
外
貿
易
上
お
よ
び
海
連
業
界
の
損
失
、
失
業
者
の
噌
加
な
ど
の
不

都市計図iと公共事業の仲良

利
益
が
主
張
さ
れ
、
さ
ら
に
「
修
築
費
及
ピ
陸
上
設
備
ノ
神
戸
市
分
担
金
ノ
内
、
昭
和
四
年
度
迄
ノ
支
出
総
額
ハ
…
五
五
八
万

余
円
ニ
シ
テ
、

工
事
遅
延
ニ
ヨ
リ
利
用
ノ
遷
延
て
利
子
一
ヶ
年
八

O
万
円
ヲ
支
出
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
而
シ
テ
外
悶
貿
易
設

儲
ニ
ヨ
ル
収
入
分
配
金
ノ
内
、
最
少
限
度
ト
シ
テ
分
配
サ
ル
ベ
キ
市
出
版
利
子
額
ニ
相
当
ス
ル
政
府
配
当
金
額
約
五
七
万
円
ノ
損

ふ
八
ヲ
来
ス
」
（
『
神
戸
市
会
ゅ
ん
』
第
一
二
巻
）
と
述
べ
ら
れ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
理
由
に
よ
り
、
こ
の
年
の
繰
延
べ
反
対
運
動
は
全
市
的
と
な
っ
た
。
十

月
に
は
市
内
衛
生
組
合
長
会
議
が
反
対

声
明
書
を
出
し
た
。

第一節

声
明
書

（及）

神
戸
港
修
築
己
陸
上
設
備
の
繰
延
は
、
我
神
戸
市
の
繁
栄
を
臨
書
し
、
市
財
政
に
多
大
の
脅
威
を
与
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、

近代・現代E笠5と首長lV487 



JOOOm 5CD 

其
の
結
果
と
し
て
勝
多
の
失
業
者
を
出
し
民
衆
生

活
を
不
安
に
陥
ら
し
む
る
の
虞
あ
り
。
本
会
之
を

傍
観
す
る
に
忍
び
ず
、
愛
に
所
属
間
百
廿
九
組
合

（
組
合
員
総
数
十
六
万
千
百
五
十
人
）
代
表
者
会
議
を

川
開
き
、
去
月
二
十
四
日
神
戸
市
会
が
議
決
し
た
る

繰
延
反
対
決
議
を
是
認
し
、
級
力
之
が
援
護
に
努

め
、
其
の
実
行
と
し
て
市
民
全
般
に
一
息
り
、
議
問
く

其
の
趣
旨
を
宣
伝
し
一
致
協
力
其
の
目
的
の
達
成

を
期
す
。
昭
和
四
年
十
一
月
三
日神
戸
衛
生
組
合
聯
合
会

（
『
又
新
』
昭
和
問
年
十
一
月
三
日
）

神
戸
立
怒
青
年
会
も
六
日
、
反
対
決
議
を
あ
げ
、
市
会

（昭和5年頃）

議
員
勝
白
銀
次
郎
は
政
府
の
繰
延
べ
処
授
は
暴
挙
で
あ

る
と
非
難
し
た
。

」
の
よ
う
に
運
動
が
高
揚
し
た
背
景
に
は
、

一問、

要

大
阪
港
の
発
問
問
に
対
す
る
危
機
感
が
こ
の
こ
ろ
高
ま
っ

488 第一次大戦後の神戸第三l';t



都市計画と公共事ーさ誌の仲良

ノ~

第一節

来不

私t

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
神
戸
叉
新
日
報
』

（
昭
和
四

港

年
十
二
月
二
十
五
日
）
は

築

神
戸
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
港
を
生
命
と
す
る
場
合
、

！盟 24

大
阪
港
が
近
年
め
き
め
き
と
潜
湾
設
備
を
充
実
し

米
っ
た
こ
と
は
、
深
き
関
心
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
と
に
欧
州
メ
ー
ん
が
い
よ
い
よ
来
春
か
ら

大
阪
寄
港
を
実
施
す
る
と
い
ふ
今
日
、
あ
る
意
味

に
お
い
て
神
戸
は
危
機
に
直
面
し
た
と
言
ひ
得
る

で
あ
ら
う
。

と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
こ
の
繰
延
べ

反
対
運
動
は
、
昭
和
五
年
六
年
と
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

」
の
築
港
工
事
の
経
授
は
ま
た
阪
大
な
金
額
に
の
ぼ
り
、

&h~ 

m 

j関

一点

O
O万
円
、
第
二
期
工
事
は
当

ま
約

初
予
算
の
約
二
倍
五

0
0
0万
円
に
達
し
、
第
二
期
追

加
工
事
費
を
合
ぜ
る
と
総
計
七
八

O
O万
円
と
な
り
、

神
戸
市
の
負
担
金
も
こ
九

O
O万
円
に
な
っ
た
（
表
問
）
。

そ
し
て
第
二
期

は
昭
和
十
四
年
五
月
に
な
っ
て
よ

近代・現代自室長波iHV489 
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う
や
く
完
成
し
た
。

7 

市
営
の
電
気
供
給
事
業
と
水
道
事
業

電
気
供
給

率
業

大
正
六
年
の
電
気
事
業
市
営
化
に
よ
り
、
電
気
供
給
事
業
も
市
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和

初
期
に
い
た
る
市
内
の

の
伸
び
は
著
じ
る
し
く
、
大
正
六
年
度
の
三
七

0
0．
乃
キ
口
ワ
ッ
ト
時
は
、

大
正
七
年
度
に
は
七
一
一
一

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
一
一
倍
に
、
さ
ら
に
昭
和
一
一

に
は
二
億
二
六

O
O万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
六

倍
に
な
っ
た
。

電
灯
需
要
家
数
は
大
正
八
年
の

一
万
五
千
戸
か
ら
昭
和

の
一
四
万
四
千
戸
に
、
灯
数
は
向
じ
期
間
に
一
一
一
八
万
個
か
ら

f;l¥111計阪と公共事業の｛中段

ハ
八
万
個
へ
と

し
た
が
っ
て

一
戸
当
た
り
一
平
均
灯
数
も
一
一
了
一
一
一
偲
か
ら
問
・
七
個
に
増
え
た
。
電
力
用

一
・
問
倍
に
噌
加
し
、

一
の
需
要
家
数
は
ニ
一
一
一
八
八

ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
円
倍
以
上
も
伸
び
た
。
電
熱
に
つ
い
て
も
需
要
家
数
は
大
正
九
年
の
わ
ず
か
一
七

O
か
ら
昭
和
一
一
一
年
の
四
九

O

か
ら
冗

O
九

で
そ
れ
へ
の
電
力
供
給
最
も
一
万
二
千
キ
ロ
ワ
ヅ
ト
か
ら
五
万
一
千
キ

。
へ
、
同
供
給
泣
も
五
八
問
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
九

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
飛
践
的
に
増
加
し
た
。

さ
ら
に
市
電
の
延
長
に
と

も
な
い
、
市
の
内
家
使
用
電
力
最
も
大
正
八
年
の
九
四
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
昭
和

の一一一間

0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
増
え
た
。

こ
の
よ
う
に
急
増
す
る
電
気
需
嬰
に
対
し
て
、
市
は
、
大
正
七
年
、
市
営
水
力
発
電
を
構
想
し
た
が
成
ら
ず
、
八
年
に
は
既

第一節

設
の
穣
川
火
力
発
電
所
に
出
力
一
万
一
一
五

O
Oキ
口
ワ
ッ
ト
の
発
電
機
を
増
設
す
る
計
画
（
第
一
期
発
電
拡
張
計
図
）
を
立
て
、

約

一
四

O
O万
円
を
か
け
て
十
一
年
八
月
に
こ
れ
を
完
成
し
た
。

し
か
し
湊
川
発
電
所
の
発
電
機
は
新
設
の
を
含
め
て
十
一
、
十

近代・汲fl:;E主5た総rJ491 



一
一
同
年
度
に
故
障
を
起
し
、
さ
ら
に
運
河
発
電
所
と
葺
合
発
電
所
の
発
電
機
は
既
に
旧
式
と
化
し
た
た
め
十
五
年
に
発
電
を
停

止
し
た
。
こ
の
た
め
向
年
、
第
二
期
発
電
拡
張
計
潤
案
を
市
会
で
可
決
し
、
最
大
出
力
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
日
指
し
た
。

だ
が
、
拡
張
計
画
の
実
現
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
急
増
す
る
需
要
に
対
応
で
き
な
い
た
め
民
間
か
ら
の
電
力
購
入
も
行
わ
れ

た
。
す
で
に
大
正
十
一
年
、
市
は
大
正
水
力
電
気
と
三

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
受
電
契
約
を
結
び
、
こ
れ
は
大
正
水
力
電
気
を

合
併
し
た
宇
治
川
電
気
に
引
き
継
が
れ
、
現
年
か
ら
受
電
J

を
川
開
始
し
た
。
こ
の
の
ち
、
宇
治
川
電
気
か
ら
の
受
電
泣
は
増
え
続

け
、
昭
和
一
一
一
年
に
は
二
万
四

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
市
営
発
電
所
の
供
給
量
を
上
聞
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
第
一
次
大
戦
後

の
不
況
の
な
か
で
過
剰
電
力
を
か
か
え
た
民
間
電
気
会
社
は
激
し
い
競
争
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
正
八
年
に
創
立
さ
れ
た
臼
本

電
力
は
、
大
正
十
二
年
神
戸
市
内
の
一

O
O馬
力
以
上
の
電
力
需
要
家
へ
の
供
給
権
を
獲
得
し
、
昭
和
二
年
に
は
一
万
数
千
キ

口
ワ
ッ
ト
の
供
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。
市
は
電
力
供
給
事
業
の
統
一
と
い
う
立
場
か
ら
、

日
本
電
力
の
直
接
供
給

に
介
入
し
、
知
事
の
調
停
に
よ
り
、
昭
和
四
年
、
市
と
日
本
電
力
の
問
に
受
電
契
約
が
成
立
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
市
に
編

入
さ
れ
た
東
部
三
カ
町
村
は
阪
神
電
車
が
電
力
供
給
し
て
お
り
、
し
か
も
市
営
電
気
料
に
比
べ
て
割
高
で
あ
っ
た
た
め
、
市
は

市
内
格
世
－
K

是
正
の
立
場
か
ら
、
こ
の
地
域
の
電
気
供
給
を
行
う
た
め
政
府
に
ゆ
訪
し
新
し
い
問
題
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

水
道
事
業

神
戸
市
営
の
上
水
道
（
以
下
、
水
道
と
い
う
）
事
業
は
明
治
一
一
一

に
供
水
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
五
十
八
年
に

は
布
引
、
烏
原
の
隙
水
源
地
工
事
が
竣
工
し

し
か
し
期
大
す
る
人
口
へ
の
供
水
の
た
め
、

川
口
十
四
年
、
第

国
水
道
拡
張

に
着
工
し
た
。

八
カ
年
計
画
、
予
算

一O
O万
円
で

O
万
戸
給
水
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
新
し
い

水
源
は
有
馬
郡
千
苅
に
求
め
ら
れ
、
既
存
の
貯
水
池
の
拡
充
も
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

は
大
正
十
年
に
完
了
し
た
。

こ
の
間
の
大
正
九
年
、
須
熔
町
を
編
入
し
、
編
入
条
件
で
あ
っ
た
須
磨
水
道
敷
設
工
事
も
十
年
か
ら
三
カ
年
、

一O
O万
円

492 第三五1 第一次大戦後の判明



を
費
し
て
行
わ
れ
た
。

し
か
し
需
要
は
こ
れ
ら
を
上
回
り
、
第
一
期
拡
張
、
が
実
現
し
た
頃
の
大
正
十
二
年
に
は
平
く
も
給
水
戸

数
は
一

O
万
一
戸
を
突
破
し
、
新
た
な
拡
張
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
第
二
回
拡
張

は
十
四
年
十
二
月
に
州
開
始
さ
れ
、

五
カ
年
計
調
で

一
期
拡
張
は
昭
和
七
年
に
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

一一一一万六

0
0
0戸
へ
の
給
水
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の

下
水
道
の

返
れ

大
正
十
四
年
に
市
が
出
版
し
た
吋
神
戸
市
民
読
本
』
に
は
次
の
よ
う
な
会
話
調
の
記
述
（
抄
出
）
が
あ
っ
た
。

J
体
近
頃
は
馬
鹿
に
病
人
や
死
人
が
多
い
や
う
だ
が
、
ど
う
し
て
だ
ら
う
。
現
に
こ
の
統
計
を
見
給
へ
。
最

近
十
筒
年
間
に
於
け
る
我
が

大
都
市
の
平
均
死
亡
率
が
千
人
に
つ
き
東
京
市
で
は
十
九
人
六
分
、
大
阪
市
で
は
十
八

人
一
分
、
京
都
市
で
は
一
九
人
間
分
、
横
浜
市
で
は
十
六
人
一
一
一
分
、
名
古
鹿
市
で
は
十
八
人
三
分
で
あ
る
の
に
、
神
戸
市

だ
け
、
が
二
十
一
人
二
分
の
お
率
を
示
し
て
ゐ
る
L

「
ど
う
し
て
神
戸
市
だ
け
そ
ん
な
に
死
亡
率
が
高
い
の
だ
ろ
う
」

都市計図と公共事業の｛1j1炭

「
さ
あ
、
そ
れ
は
い
ろ
／
＼
の
事
情
が
あ
る
だ
ら
う
が
、
要
す
る
に
市
の
衛
生
状
態
の
不
良
、
市
民
文
化
の
程
度
の
低
い

と
い
ふ
事
に
帰
着
す
る
の
だ
ら
う
・
：
・
：
L

「
そ
れ
に
ち
が
ひ
な
い
」

「
先
づ
第
一
に
上
水
道
と
下
水
道
と
を
良
く
す
る
ん
だ
ね
：
：
：
L

「
上
水
道
の
必
要
な
こ
と
は
誰
で
も
わ
か
る
が
、
下
水
道
は
あ
ま
り
人
が

っ
け
な
い
か
ら
悶
る
ね
」

「
そ
こ
な
ん
だ
。
：
：
：
市
の
都
市
計
岡
部
の
話
で
は
、
下
水
道
が
完
成
す
る
と
、
現
在
市
民
の
死
亡
率
を
千
人
対
十
五
人

年
内

μ
f
F
V非第

ま
で
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
出
米
る
さ
う
だ
か
ら
、
祁
計
が
完
成
し
た
駒
山
に
は
人
口
、
が
百
万
人
に
な
る
と
し
て
、

一
筒
年
に

六
千
人
の
生
命
を
救
助
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
勤
労
所
得
金
額
、
ざ
っ
と
一
千
七
百
一
一
十
八
万
円
だ

近代・現代mと史編IV493 



け
閣
の
宮
が
増
す
わ
け
だ
さ
う
だ
。
我
々
は
神
戸
市
の
為
に
一
羽
も
早
く
下
水
道
の
完
成
を
望
ま
ざ
る
を
得
な
い
：
：
：
」

大
圧
倒
加
に
入
っ
て
本
格
的
な
下
水
道
計
時
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
の
は
大
正
八

の
こ
と
で
、
そ
の
調
査
は
十

jヲ

に
一
応
終
了
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
く
下
水
道
計
闘
は
全
市
を
一
大
排
水
区
と
し
総
工
費
五
千
万
円
を
か
け
て
行
う
大
計
隔
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
武
居
高
間
郎
〔
l

郎
市
計
一
則
よ
り
観
た
る
神
戸
市

（
『
都
市
研
究
』
第

巻
第
五
号

昭
和
二
年
十
一
月
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

文
明
の
都
市
と
し
て
下
水
道
の
完
備
は
最
も
必
要
で
あ
り
ま
す
υ

所
が
日
以
も
附
郊
と
す
る
所
は
経
授
で
あ
っ
て
、
水
道
の

ガ
は
水
を
売
る
か
ら
収
支
償
ふ
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
下
水
は
料
金
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
最
も
因
る
。
神
戸
に
於

て
は
既
に
其
計
画
は
出
米
上
っ
て
照
り
ま
す
が
、
何
時
も
計
闘
の
み
で
実
現
せ
ら
れ
な
い
の
は

残
念
に
犠
へ
ま
せ
ぬ
。

し
か
し
武
居
は
こ
う
も
諮
っ
て
い
た
。

県
以
の
処
理
の
為
に
大
都
市
は
非
常
に
悶
っ
て
肘
り
、
之
に
真
大
な
金
を
掛
け
て
ゐ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
神
戸
市
に

於
て
も
下
水
の
為
め
に
可
な
り
の
経
費
な
投
じ
て
も
収
支
段
ふ
と
い
う
も
や
計
支
へ
な
い
と
忠
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
下

水
の
為
に
弐
千
万
円
や
参
千
万
円
を
投
ず
る
こ
と
は
何
で
も
無
い
。
各
人
は
既
に
其
金
を
年
々
に
別
々
支
払
っ
て
跨
る
の

で
あ
り
ま
す
。

年
々
の
尿
尿
処
原
資
を
積
算
す
れ
ば
、
下
水
道
設
備
に
投
ず
る
金
は
決
し
て
向
く
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

神
戸
市
は
昭
和
二
年
に
い
た
り
再
調
査
を
開
始
し
、

四
年
に
そ
の
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
れ
は
市
内
を
三
大
排
水
医
に
分
け
、

五昔、

六

O
O万
円
（
内
一
一
一
分
の
一
を
創
出
陣
補
助
に
頼
る
）
、

し
か
し

一
0
カ
年
継
続
事
業
で
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

深
ま
る
不
況
は
そ
の
計
闘
の
前
途
に
楽
観
を
許
さ
な
か
っ
た
。
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都
市
計
蹄
へ
の
提
言
と
批
判

長
知
事
の

回
想

兵
庫
県
知
事
長
延
速
は
昭
和
四
年
、
「
年
頭
の
所
感
」
を
可
都
市
研
究
い
（
凶
年
一
凡
さ
に
寄
せ
、
昭
和
一
一
一
年
を

ふ
り
か
え
っ
て
こ
う
述
べ
た
。

昭
和
三
年
と
云
ふ
年
を
顧
み
て
見
る
と
、
一
段
兵
庫
県
下
に
於
て
都
市
計
画
上
為
さ
れ
た
る
事
業
は
可
成
多
い
も
の
が
あ
る
。

神
戸
市
に
於
て
は
、
海
陸
貨
物
輸
送
に
供
す
べ
き
鉄
道
海
岸
線
は
昭
和
一
一
一
年
末
開
通
し
、
港
湾
都
市
と
し
て
の
施
設
は
一

同
充
実
を
見
、
又
神
戸
都
市
計
闘
第
一
次
街
路
網
計
画
の
一
部
即
ち
阪
神
国
道
と
新
一
一
一
宮
釈
を
連
絡
す
る
市
内
縦
貫
間
近
、

臨
港
間
道
、
板
宿
線
、
夢
野
平
野
線
放
に
一
新
生
間
川
を
川
仕
立
て
遊
歩
道
と
す
る
改
修
計
倒
は
都
市
計
同
第
一
一
一
期
卒
業
と
し

て
、
第
一
一
期
事
業
（
山
手
線
上
沢
線
）
路
線
の
舗
装
計
同
事
業
と
共
に
、

工
岱
…
千
四
百
万
余
円
を
以
て
昭
和
一
一
一
年
度
以
降

者~rl'f計回と公共事業の仲良

五
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
施
行
す
る
れ
と
決
定
し
、
近
々
心
事
業
の
若
手
を
見
ん
と
し
て
罰
る
。
之
が
完
成
の
院
に
は
、
市

内
交
通
の
面
白
を
一
新
す
る
は
勿
論
、

に
開
通
せ
る
阪
神
国
道
、
叉
近
く
完
成
な
告
げ
ん
と
す
る
神
明
国
道
並
に
京
阪

国
道
と
相
倹
っ
て
、
京
阪
神
明
間
都
市
即
ち
関
商
の
実
業
港
湾
遊
覧
都
市
の
関
係
は
益
々
緊
衡
を
加
へ
る
ふ
や
と
な
っ
た
。

た
し
か
に
長
知
事
が
諮
っ
た
よ
う
に
、
都
市
計
画
事
業
に
よ
り
神
戸
市
も
近
代
都
市
と
し
て
の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。

か
し
そ
れ
は
決
し
て
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
も
な
く
、
ぎ
た
理
想
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

第一節

そ
の
た
め
、
関
係
者
だ
け
で
伝
く
市
民
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
提
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

市
民
の
芦

そ
の
一
つ
は
都
市
計
一
両
事
業
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
都
市
研
究
会
話
頁
）

近代・JJifl::j官：＼）.：者~lV
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の
会
長
で
あ
っ
た
勝
田
銀
次
郎
は
、
大
正
十

の
こ
の
研
究
会
に
お
い
て
つ
自
分
も
都
市
計
闘
の
戸
を
聞
い
て
か
ら
七
年
に

な
る
が
、
今
に
事
業
ら
し
き
も
の
は
行
れ
て
な
い
が
、
早
く
執
行
の
出
来
る
様
各
伎
の
御
尽
力
を
跡
、
ひ
た
い
L

（
吋
都
市
研
究
』
第

一
巻
第
一
号
）
と
述
べ
た
が
、

J
穴
熔
L

と
い
う
ベ
ン
、
不
i
ム
の
一
市
民
は
、
無
産
的
市
民
の
立
場
か
ら
昭
和
二
年
、
こ
う
訴

え
た
。

神
戸
市
の
都
市
計
画
は
な
か
／
＼
捗
ら
な
い
。
道
路
網
の
研
究
だ
け
に
も
七
ヶ
年
な
費
し
て
今
日
漸
く
決
定
し
た
や
う
な

有
様
で
あ
る
。
（
略
）
い
は
ゆ
る
河
年
の
大
計
で
、
子
孫
の
た
め
を
は
か
る
の
も
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
づ
、

現
在
生
存
し
て
ゐ
る
わ
れ
／
＼
の
帯
雨
が
は
か
つ
て
資
ひ
た
い
。
（
時
）
な
か
ん
づ
く
わ
れ
／
＼
無
産
階
級
者
に
は
都
市
計

同
の
進
捗
述
成
が
一
阿
川
痛
切
に
必
要
？
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
／
＼
は
小
さ
な
家
に
住
ん
で
ゐ
る
。
底
が

あ
る
じ
ゃ
な
し
、
眺
望
が
利
く
じ
ゃ
な
し
、
だ
か
ら
せ
め
て
住
ま
っ
て
ゐ
る
我
が
神
戸
の
街
だ
け
は
い
か
に
も
す
が
／
＼

し
い
、
便
利
で
住
み
心
地
の
よ
い
mm
想
郷
で
あ
ら
し
め
て
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
即
想
郷
、
を
作
る
こ
と
が
す
な
わ
ち

都
市
計
悶
で
、
そ
こ
に
都
市
計
阿
の
大
き
た
怠
義
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
／
＼
が
郎
市
計
阿
の
進
捗
を
待
ち
位
び
る
の
は
決

し
て
見
栄
や
外
出
や
道
楽
や
賀
沢
の
た
め
で
は
な
い
。
起
位
、
増
税
、
受
益
者
負
担
地
中
小
、
（
略
）
な
ん
で
も
よ
い
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
、
わ
れ
／
＼
の
生
き
て
ゐ
る
問
に
少
し
で
も
多
く
こ
れ
を
進
捗
ぜ
し
め
る
や
う
、

大
勇
獄
心
を
奮

ひ
起
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
当
局
に
要
望
す
る
。
（
『
都
市
研
究
』
第
一
一
一
巻
第
二
号
）

無
産
階
級
の
立
場
か
ら
は
さ
ら
に
つ
一
溺
港
賢
人
生
L

な
る
者
が

都
市
計
画
と
い
ふ
も
の
は
、
都
市
に
集
中
す
る
無
産
階
級
の
大
衆
を
如
何
に
社
会
生
活
上
処
理
す
る
か
い
ム
尤
も
緊
要
な
こ

（設）

ふ
。
今
迄
続
々
の
計
附
も
徒
ら
に
有
産
階
級
を
の
み
対
照
と
し
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
の
は
愚
の
査
り
だ
。
（
同

と
ム
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一
巻
第
一
号

大
正
十
四
年
二
月
）

と
い
う
恨
本
的
な
、
す
な
わ
ち
都
市
民
衆
の
生
存
権
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
の
批
判
を
拠
出
し
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
立
場

か
ら
み
た
場
合
、
遅
延
す
る
都
市
計
断
事
業
の
元
凶
は
都
市
地
主
に
求
め
ら
れ
た
。
大
正
十
一
一

の
内
務
省
令
に
よ
り
、

都
市
計
画
道
路
工
事
の
工
費
の
問
分
の
一
は
利
益
な
受
け
る
沿
道
地
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
法

制
上
の
不
備
も
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
沿
道
地
主
か
ら
行
政
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
う
し
た
事
揺
を
み
た
熊
内
の

「
Y
V
A

な
る
者
は

近
頃
、
山
手
線
沿
道
の
地
主
連
中
が
、
不
法
賦
課
排
除
同
盟
会
と
か
を
’
組
織
し
て
、
当
然
過
る
程
当
然
な
都
市
計
幽
事
業

に
依
る
受
益
負
担
に
付
い
て
、
我
利
／
＼
根
生
を
発
揮
し
て
反
対
し
て

る
と
云
ふ
こ
と
だ
が
、
若
し
事
実
な
り
と
せ
ば
、

今
日
の
社
会
上
重
大
問
題
だ
と
思
ふ
。
（
略
）
受
益
者
負
担
が
不
当
だ
と
す
れ
ば
、
市
財
政
上
の
補
充
は
誰
が
す
る
。
（
同
町
）

こ
う
い
ふ
連
中
が
語
る
か
ら
今
日
の
パ
ン
を
得
る
に
苦
む
無
産
階
級
の
神
戸
、
が
起
る
の
じ
？
な
い
か
。
（
同
右
）

都市計磁と公共事業の{rtl炭

こ
う
し
た
無
産
市
民
の
戸
は
、
奇
妙
に
も
の
ち
に
述
べ
る
都
市
計
闘
官
僚
の
戸
と
そ
の
結
論
に
お
い
て

致
し
て
い
た
。
も
っ

と
も
地
主
は
地
主
な
り
に
都
市
計
闘
に
不
安
を
持
っ
て
お
り
、

「
心
配
生
L

安
井
通
の

の
よ
〉
つ
に

阪
神
国
道
が
市
内
に
延
長
せ
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
て
か
ら
五
、

な
り
ま
す
が
、

｜古l

に
着
手
せ
ら
れ
な
い
の

は
如
何
一
お
ふ
郎
一
山
で
す
か
。
地
主
家
主
に
取
っ
て
は
是
程
心
配
な
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
ら
、

一
日
も
日
十
く
此
不
安
を
徐

い
て
下
さ
い
。
（
阿
川
右
）

第一節

と
不
満
の
戸
を
あ
げ
る
者
も
い
た
。

こ
う
し
た
市
民
の
戸
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
た
の
が
、
薪
次
郎
原
秋
山
守
常
太
郎
の

で
あ
っ
た
。
彼
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の
『
都
市
研
究
』
に
「
都
市
計
岡
本
業
に
就
て
」
と
い
う
長
文
を
寄
せ
た
。

そ
こ
で
秋
守
は
、
都
市
計

同
事
業
が
困
難
な
原
間
と
し
て
、
①
土
地
買
収
授
が
任
額
と
な
り
、
そ
の
財
源
が
欠
乏
す
る
こ
と
、
③
地
主
の
利
害
が
錯
綜
し

て
い
る
こ
と
、
③
地
上
物
件
の
取
り
除
き
の
た
め
の
補
償
が
少
初
、
な
た
め
、
反
対
運
動
が
起
こ
る
こ
と
、
を
あ
げ
た
。

そ
し
て

こ
う
し
た
隈
難
が
生
ず
る
根
本
際
関
と
し
て
の
土
地
私
有
制
度
合
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
米
入
院
の
作
っ
た
物
で
な
い
土

地
を
私
有
す
る
こ
と
は
人
類
の
大
義
に
反
す
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
に
土
地
を
持
た
な
い
も
の
は
高
い
地
代
や
家
賃
を
払
っ
て

ま
す
ま
す
設
し
く
な
り
、
じ
ま
た
地
価
の
高
い
都
市
は
そ
こ
か
ら
あ
が
る
税
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
施
設
が
で
き
る
た
め
、
農
村
と

の
格
設
が
ま
す
ま
す
広
が
る
と
述
べ
た
の
ち
、
土
地
私
有
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
抜
本
的
な
都
市
計
闘
は
行
い
得
な

い
と
し
て
土
地
開
有
制
度
を
主
張
し

秋
守
は
、
土
地
関
有
を
実
現
す
る
現
実
的
・
具
体
的
ブ
一
ブ
ン
を
ぶ
す
こ
と
が
で
き
、
ず

空
想
的
思
想
家
の
域
を
悦
し
え
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
都
市
計
画
を
土
地
問
題
の
根
本
か
ら
考
え
成
そ
う
と
し
た
人
間
が
神
戸

市
民
の
中
に
い
た
こ
と
は
注
阿
付
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

兵
康
泉
都

市
研
究
会

都
市
計
岡
引
業
は
い
う
ま
で
も
な
く
官
民
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

情
級
交
換
・
鵠
夜
研
究
・
宣
伝
が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
央
に
お
い
て
は
大
正
六
年
、
内
務
官
紫
・
郎
市
官
僚
・

に
よ
る
都
市
改
造
の
た
め
の
研
究
・
宣
伝
間
体
と
し
て
都
市
研
究
会
が
つ
く
ら
れ
、

守
都
市
公
論
』
を
発
行
し
て
一
勝
蒙

に
努
め
て
い
た
。
そ
し
て
東
京
市
政
調
究
会
や
大
阪
都
市
協
会
が
つ
く
ら
れ
た
。

兵
庫
県
で
は
大
正
十

有
吉
知
事
が
、
先
年
欧
米
視
察
の
際
集
め
た
郎
市
関
係
資
料
を
県
公
会
堂
に
展
示
し
有
志

百
十
数
名
を
揺
待
し
た
際
、
市
会
議
長
勝
悶
銀
次
郎
の
提
案
に
よ
り
、
都
市
計
岡
研
究
・

っ
～
」
入
ノ
1
ム
口
山
川
平
£
…
了
芝
、
古
川
4
G

6
1
b
i
f
f－

1
2
f
p
t
 

織
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
十
月
、
神
戸
市
長
ほ
か
関
係
市
町
村
長
、
各
級
議
員
、
県
官
、
内
務
省
都
市
計
同
局
長
、
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税
関
長
、
国
鉄
私
鉄
関
係
者
、
弁
護
士
会
長
、
医
師
会
長
、
教

育
関
係
者
、
新
出
社
な
ど
い
わ
ゆ
る
名
士
を
一
堂
に
集
め
、
兵

時
叩
県
都
市
研
究
会
が
発
足
し
た
。

は
外
国
人
三
人
な
含
む

0
0人
で
、
会
民
に
は
勝
郎
鋲
次
郎
が
す
わ
っ

発
会
式

の
席
上
、
主
唱
者
を
代
表
し
て
神
戸
市
会
議
員
上
問
む
之
助
は

（
都
市
計
画
引
業
が
進
ま
な
い
i
引
用
者
）
原
因
は
何
に
図
る
か

と
考
へ
る
と
、
市
民
の

rU治
共
向
の
観
念
と
w州
市
計
回
に

関
す
る
判
官
識
の
欠
如
に
あ
り
と
認
め
て
、

て
「
兵
路
県
都
市
研
究
会

々
十
一
ゆ
を
同
じ
う
す
る
者
が

と
い
ふ
官
民

f都市研究J第1巻
f1¥} l号

写真 31

合
同
の
会
を
設
立
し
て
都
市
計
闘
の
智
識
並
趣
味
の
普
及
を
計
り
、
都
市
改
良
の
観
念
を
喚
起
し
、
此
の
…
大
陣
容
を
除

と
演
説
し
た
。

ま
た
席
上
、
勝
閉
会
長
は
、

却
し
て
都
市
計
制
の
述
成
を
加
し
、
以
て

wm市
生
活
者
の
協
科
を
明
進
し
た
い
。
令
部
市
研
究
b

第
一
巻
第
一
号
）

一
大
字
ま
た
は
一
衛
生
組
合
に
五
人
以
上
の
入
会
者
を
勧
誘
す
る
よ
う
に
努
力
し

都市青j・i[!jjと公共事業のfrj1展

て
ほ
し
い
と
述
べ
挙
県
的
・
挙
市
的
な
組
織
に
し
た
い
と
の

み
な
示
す
と
と
も
に
、
こ
の
研
究
会
が
、
機
関
誌
を
発
行

し
、
都
市
計
十
州
の
資
料
止
な
配
布
し
、
各
地
に
巡
回
講
演
会
を
聞
く
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
笠
年
か
ら

J
m市
研
究
』
と
い

う
ユ
ニ
Y

ク
な
鎌
…
刊
誌
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。

都
市
計
盟
官
僚

と
そ
の
主
張

石
出
額
一

mhu日
本
近
代
都
市
計
画
の

の
は
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
都
市
計
両
地
方
委
員
会
事
務
局
の
職
員
で
す
。
彼
ら
は
府
県
庁
に
い
ま
す

第一節

が
身
分
的
に
は
内
務
省
の
官
吏
で
し
た
。
そ
の
定
員
は
、

ft. 

っ
都
市
計
両
官
僚
組
織
を
考
え
る
時
忘
れ
て
な
ら
な
い

一
九
一
一
二
年
（
大
夜
十
一
年
）
で
一
間
六
人
（
事
務
系
五
六
、
技
術
系
九
O
）

近代・：J！代Jl主'12続W499 



で
し
た
が
、

…
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
は
一
一
一
二
三
人
（
事
務
系
八
五
、
技
術
系
二
一
一
一
人
）
に
膨
張
し
て
い
ま
す
。
（
川
崎
）
こ
の
他
に
府

県
・
市
で
都
市
計
岡
に
携
わ
る
職
員
も
噌
え
、
ま
た
曾
説
庁
・
各
県
警
察
部
で
建
築
行
政
を
担
当
す
る
職
員
も
加
え
る
と
相
当

大
き
な
人
数
に
な
り
ま
す
。
（
略
）
こ
の
よ
う
に
し
て
都
市
計
闘
官
僚
・
技
術
者
群
と
で
も
い
う
べ
き

つ
の
防
相
が
形
成
さ
れ
て
、

そ
の
後
の
日
本
の
都
市
計
闘
を
動
か
し
て
行
っ
た
の
で
す
L

と
記
し
て
い
る
。

神
戸
市
の
森
田
…
屯
一
郎
も
そ
う
し
た
都
市
計
悶
官
僚
の
一
人
で
あ
っ
た
。
森
釘
は
明
治
一
一

年
東
京
情
悶
大
学
を
卒
業
し

て
大
阪
市
に
入
り
、
神
戸
港
第
一
期
築
港
の
た
め
三
十
九
年
、
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
技
師
と
な
り
、
こ
の
第

期
卒
業
の
終
了

と
と
も
に
大
正
十
二
年
、
神
戸
市
の
港
湾
部
長
に
迎
え
ら
れ
、
同
年
都
市
計
岡
部
長
な
兼
任
し
、
同
時
に
都
市
計
岡
兵
庫
県
地

方
委
員
会
委
員
と
な
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
六
年
に
は
土
木
部
長
と
な
り
九
年
に
死
去
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
大
正
十

間
年
に
一

0
カ
月
に
わ
た
り
欧
米
の
港
湾
お
よ
び
都
市
計
岡
市
業
調
査
の
た
め
出
張
す
る
な
ど
都
市
計
画
階
想
や
そ
の

実
行
に
力
を
注
い
だ
。
大
正
八
年
に
市
役
所
に
入
り
、
十

森
釘
一
の
下
で
調
査
課
長
と
な
っ
た
同
じ
都
市
計
両
官
僚
で
あ

る
奥
山
叩
喜
代
一
は
、
森
田
一
を
こ
う
川
附
随
し
て
い
る
。

市
誌
は
市
会
議
員
を
選
ぶ
、
市
会
議
員
は
市
長
に
適
し
た
人
物
を
候
補
者
と
し
て
、
市
会
議
員
仲
間
で
選
挙
し
て
き
め
た

の
で
あ
る
。
市
長
は
市
吏
員
な
任
命
し
た
。
そ
れ
で
市
会
議
口
良
か
ら
市
吏
員
を
み
れ
ば
、
日
分
た
ち
で
き
め
た
市
長
の
召

使
い
だ
か
ら
下
回
に
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
森
釘
一
郎
長
は
勅
任
官
の
肩
書
き
が
あ
り
、

一
般
吏

同
県
と
は
わ
け
が
ち
が
う
。
（
略
）
市
会
議
員
は
市
吏
員
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
頼
み
に
く
る
。
（
略
）
と
こ
ろ
が
森
境
部
長
は

市
会
議
員
で
あ
ろ
う
が
無
理
な
頼
み
は
絶
対
に
出
か
な
い
。

そ
れ
で
議
員
仲
間
に
は
「
無
理
店
…
」
と
あ
だ
な
さ
れ
て
い
た
。

（
『
森
知
一
色
一
郎
伝
』
）
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こ
の
よ
う
な
市
政
界
か
ら
も
一
定
の
自
立
性
を
自
負
す
る
都
市
専
門
官
僚
が
都
市
行
政
の
高
度
化
・
専
門
化
に
と
も
な
っ
て
出

現
し
、
独
自
の
郡
市
経
営
構
想
を
展
開
し
て
く
る
の
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
都
市
専
門
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー

が
東
京
市
長
を
努
め
た
後
藤
新
平
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
藤
を
会
長
と
し
た
都
市
研
究
会
は
、
大
正
十
年
五
月
、
関
西
に
宣
伝
旅

行
を
お
こ
な
っ
た
。

五
月
一
一
一
日
、
渡
川
小
学
校
で
の
都
市
改
良
講
演
会
に
お
い
て
後
藤
は

大
抵
の
人
々
は
、
自
治
生
活
と
は
市
役
所
又
は
市
会
の
慢
に
の
み
存
す
る
も
の
L
如
く
考
ふ
る
傾
向
あ
り
し
が
、
自
治
と

は
左
様
の
も
の
に
非
ず
。
（
略
）
共
同
の
権
利
を
増
進
せ
し
む
る
が
自
治
の
精
神
に
て
、
斯
く
の
如
き
観
念
を
押
し
拡
め
て

行
く
時
は
水
道
の
ネ
ジ
に
も
自
治
は
存
す
。
令
部
市
公
論
』
第
四
巻
第
六
号
）

と
彼
一
流
の
話
し
ぶ
り
で
市
民
が
自
治
を
自
覚
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
翌
日
の
大
阪
講
演
で
は

自
治
生
活
の
根
本
は
自
己
統
制
で
あ
り
、
自
己
統
制
行
は
れ
自
治
的
観
念
の
養
成
さ
れ
ん
か
、
総
て
の
市
民
は
市
長
た
り

得
ベ
く
（
略
）
郎
市
計
悶
卒
業
の
如
き
叉
閉
し
て
待
つ
ベ
く
、
政
府
の
干
渉
も
裂
な
き
に
五
る
で
あ
ら
う
。
（
同
右
）

都市計耐と公共事業の｛1j1展

と
述
べ
て
都
市
計
闘
の
成
否
は
市
民
の
自
治
精
神
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
に
都
市
計
闘
が
自
治
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
外
に
む
か
う
自
治
す
な
わ
ち
自
治
権
の
拡
張

の
運
動
と
内
に
む
か
う
自
治
す
な
わ
ち
都
市
の
「
自
己
統
制
L

の
運
動
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
特
別

市
制
運
動
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
こ
と
に
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
都
市
計
略
官
僚
の
構
想
を
み
て
み
よ
う
。

都
市
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
後
藤
新
平
は
、
地
方
利
益
や
我
党
利
益
第

に
走
る
政
党
が
嫌
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
当
時
は

第一節

政
党
政
治
の
全
磁
期
で
あ
っ
て
終
日
勿
に
政
党
を
市
政
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は

は
決
し
て
政

党
を
無
用
視
ぜ
ず
G

（
同
町
）
各
政
党
自
ら
改
善
し
て
堅
実
な
る
合
理
的
発
注
を
遂
げ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
日
ま
ざ
る
も
の
な
り
し
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（
一
両
容
昇
一
一
一
『
都
市
経
営
思
想
の
系
諮
』
）
と
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
既
成
政
党
に
自
浄
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
の
訳
を
都
市
計
闘
に
関
連
さ
せ
て
言
え
ば
次
の
よ

う
な
こ
と
が

る
。
関
東
大
足
災
復
興
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
複
興
局
の
書
記
官
武
部
六
歳
は
大
正
十
四
年
、
『
都
市
研
究
』

（
第
一
巻
第
四
号
）
誌
上
で
次
の
よ
う
に
諮
っ
て
い
る
。

多
く
の
都
市
の
郊
外
町
村
に
於
て
は
、
移
住
派
と
在
来
派
と
の
衝
突
を
見
る
。
在
来
派
は
地
主
階
級
に
依
っ
て
代
表
さ
れ

る
処
の
府
勢
力
で
あ
り
（
略
）
此
等
の
人
達
は
都
市
の
膨
張
に
依
っ
て
何
等
の
労
力
と
費
用
と
を
要
し
な
い
で
地
価
の
騰
貴

と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
収
授
の
増
加
を
獲
得
し
て
陪
る
。
彼
等
は
公
課
の
少
し
で
も
低
か
ら
ん
こ
と
を
希
っ
て

る
。
（
略
）

郊
外
町
村
の
町
村
会
と
其
の
背
景
が
此
の
階
級
に
依
っ
て
代
表
さ
れ
て
居
る
内
は
郊
外
町
村
は
容
易
に
改
良
事
業
を
行
ふ

」
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
も
郊
外
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
既
成
政
党
の
一
つ
の
有
力
な
基
般
に
こ
う
し
た
都
市
地
主
に
代
表
さ

れ
る
有
産
者
階
級
が
あ
る
以
上
、
既
成
政
党
の
r
け
浄
は
科
目
物
で
な
い
。

し
か
も
政
党
政
治
そ
の
も
の
は
な
お
否
定
し
が
た
い
力

を
も
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
市
政
の
浄
化
す
な
わ
ち
都
市
の
つ
内
己
統
制
L

は、

（
地
主
ら
は
・
引
用
者
）
自
分
の
儲
け
る
事
ば
か
り
考
へ
て
居
る
。
（
時
）
土
地
を
同
氏
ふ
様
な
金
、
が
あ
っ
た
ら
受
益
税
を
早
く
純

め
た
ら
何
う
だ
。

こ
ん
な
利
己
主
義
の
奴
が
部
市
に
悦
ん
で
居
る
内
は
米
だ
／
＼
神
戸
の
都
市
計
画
は
駄
目
だ
。

『

者fl
市

研
究
』
第
一
巻
第
二
号

大
正
十
四
年
四
月
）

と
評
し
た
崎
町
の
「
憤
申
羽
生
」
の
よ
う
な

般
市
民
ゃ
、
先
に
示
し
た
無
産
市
民
の
力
を
借
り
て
市
会
の
「
自
己
統
制
」
を
岡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
ο

武
部
は
都
市
計
岡
推
進
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
つ
選
挙
権
の
拡
張
」
を
説
い
た
が
、
そ
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の
わ
け
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
内
務
官
僚
の
有
力
な
部
分
が
、
政
界
浄
化
の
方
法
と
し
て
静
通

選
挙
と
そ
れ
に
よ
る
地
方
政
界
へ
の
無
産
措
級
の

定
数
の
進
出
を
期
待
し
た
の
も
以
上
の
よ
う
な
関
山
間
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
都
市
計
画
の
た
め
広
く
は
都
市
経
営
の
た
め
、
品
川
悶
選
、
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
叩
州
市
官
僚
の
一
部
は
普
選
に

期
待
し
た
。

し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
普
選
と
無
産
階
級
の
進
出
は
、
決
し
て
そ
れ
J

け
体
が
目
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら

が
都
市
経
営
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
ゆ
く
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
無
産
階
級
の
政
治
的
進
出
が
体
制
の
秩

序
の
躍
を
破
ら
な
い
よ
う
無
渡
者
を
秩
序
の
枠
内
に
止
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

都
市
計
画
は
一
一
期
で
は
か
え
っ
て

そ
の
た
め
の
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
神
戸
市
都
市
計
岡
部
長
森
庶
屯

良~
』;J:.

大

公
開
附
問
題
に
よ
せ
て
こ
う

述
べ
て
い
る
。

都市立hilliと公共事業のf1j1渓

現
今
市
民
の
多
く
は
密
住
生
活
の
弊
に
苦
し
み
（
略
）
或
は
風
紀
の
額
路
、

風
俗
の
素
乱
、
徳
性
の
破
壊
と
な
り
、
遂
に
山
本

庭
生
活
の
基
礎
を
破
壊
し
去
ら
ん
と
し
、
社
会
問
題
、
思
想
問
題
の
恨
成
を
穣
成
せ
ん
と
す
る
観
あ
ら
し
む
る
に
至
っ
て

る
。
（
同
時
）
愈
々
行
き
詰
っ
た
後
の
党
盟
で
は
既
に
時
機
が
遅
い
の
で
あ
る
か
ら
（
略
）
今
日
に
於
て
…
級
の
文
化
生
活
を

営
む
に
適
当
な
る
設
備
を
整
へ
（
略
）
其
甑
策
笠
放
を
得
る
時
は
（
略
）
市
民
の
生
産
能
率
は
益
々
向
上
し
、
所
有
問
題
は
着

々
其
解
決
を
捉
さ
れ
、
市
民
の
思
想
感
情
は
不
知
不
識
の
防
に
胸
冶
錬
成
さ
れ
（
略
）
0

（
『
都
市
研
究
』
第
二
巻
第
五
号
）

」
の
よ
う
な
意
味
で
、

彼
ら
に
と
っ
て
都
市
計
問
問
題
は
（
然
鹿
市
民
の
）
生
活
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
ち
に
兵
膝
県
知

第一員f1

心
事
と
な
る
山
県
治
郎
は
、
内
務
省
都
市
計
闘
課
長
時
代
の
大
正
十
年
、

韓
近
物
価
の
昂
騰
に
伴
ひ
、
衣
食
住
の
総
て
が
高
価
と
な
り
ま
し
た
結
果
、
生
活
問
題
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
来
ま
し
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た
。
物
師
の
高
低
に
依
っ
て
国
民
の
生
活
が
関
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
政
治
上
の
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。
（
略
）
現
今
で
は

活
難
の
声
は
都
市
に
於
て
円
以
も
哨
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
所
で
此
生
活
問
題
は
一
聞
か
ら
申
し
て
都
市
計
画
の
大
な
る
目
標

で
あ
っ
て
、
即
ち
都
市
計
画
の
最
も
大
な
る
要
点
は
即
ち
生
活
問
題
で
あ
り
ま
す
。
（
『
都
市
公
論
』
第
四
巻
第

O
号）

と
諮
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
っ
た
。
都
市
計
画
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
地
方
議
会
に
無
産
階
級
の
進

出
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
体
制
の
枠
を
破
ら
な
い
程
度
に
抑
制
さ
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
被
ら
の

活
問
題
の
解
決
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
活
問
題
解
決
の
た
め
に
は
都
市
計
簡
の
遂
行
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
の
解
決
は
社
会
政
策
の
展
開
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
じ
都
市
官
僚
で
あ
る
木
村
神
戸
市
社
会
謀
長
が
奥
山
叩
喜
代
一
に

っ
た
「
社
会
諜
の
仕
事
は

℃
己
記
丈
君
白
山
内
伊
門
町
（
社

会
裕
社
i
引
用
者
）
の
仕
事
を
す
る
、
が
、
都
市
計
闘
も

u
c
g
H門
委
丘
町
伊
吋
刊
の
仕
事
を
す
る
。
同
じ
だ
よ
」
（
『
森
援
勉

郎
伝
』
〉
と

、、しV

は
、
そ
の
こ
と
な
象
徴
し
て
い
た
と
一
口
問
え
よ
う
。
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第
二
節

学
区
の
統
一
と
地
域
住
民
組
織
の
動
向

各
区
の
人
口
増
加
の
特
徴

人
口
の
増
加

神
戸
市
全
体
の
人
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数
似
）
も
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、

型
か
ら
家
族
ぐ
る
み
の
流
入
と
な
る

神
戸
市
へ
の
人
口
流
入
に
、

の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
区
ご
と
の
人
口
変
動
を
み
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お
こ
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三
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〈
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第二節学区の統一と地j或住民組織の動向
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利

げ
＼
一
昨
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7

8

9
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3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

一

け

り

い

も
＼
一

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

－
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に

い

と

い

来

＼

次

一

治

正

α

作

資

＼

年

一

明

大
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市内における｜友日I］工場数，労働者一数（llB:t114年）表 129

数

41 

5 

5 

2 

26 

117 

4 

9,994 

242 

7, sos 
187 

4, 130 

21,087 

368 

総女

1,874 

S6 

872 

151 

2,646 

6, 164 

261 

ゲj

8, 120 

186 

6, 633 

36 

1, 484 

14, 923 

107 

工場数

医
院
…
院
医
区
区
区

合
一
戸
東

間

間

際

五

神

淡

時

間

淡

林

須

表
川
の
と
お
り
、

調
査
L

（
昭
和
問
年
）
が
、

43, 513 12,024 31, 489 200 三一口
b、,,, 

体
の
人
口
は
、

賞
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
②
し
か
し
、
こ
れ
を
毘
別

に
見
る
と
、
明
治
三
十
年
で
は
神
戸
、
諜
束
、
設
問
の
旧
市
街
地
人
口
の
占
め

る
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
が
（
全
市
の
約
八
O
%）
、
以
後
、
こ
れ
ら
三
区
の
人
口

の
伸
び
は
他
に
く
ら
べ
て
低
く
、
大
正
十
年
で
も
、
明
治
一
一
一
十
年
の

に
し
か
哨
加
し
て
い
な
い
こ
と
。
③
そ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
周
辺
部
に
依
託

資料：「神戸市第二回労働統言十災地調設；：，

す
る
誌
合
、
焼
、
林
間
一
一

の
伸
び
は
急
激
で
あ
り
、

五
J

一O
倍
強
に
膨
れ

上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
大
正
十
年
で
は
、
こ
れ
ら
一
一
一
区
の
人
口
が
、

全
体
の
約
問

%
を
占
め
る
に
一
会
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

当
時
の
職
業
別
人
口
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

労
働
者
人

口
の
構
成

俸
給
生
活
者
お
よ
び
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
、

「
臨
時
失

1うl

業
調
査
報
告
し
（
大
正
十
二
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
二
万
九
五
七
一
人
、

万

九
六
六
人
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、

同
じ
労
働
者
人
口
に
つ
い
て
は
、

「
神
戸
市
第
ニ
間
労
働
統
計
実
地

各
区
別
に
工
場
数
、
労
働
者
数
を
示
し
て
い
る
。
向
調
査
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ

の
表
の
う
ち
、
林
田
区
、
が
最
も
多
い
理
由
と
し
て
、
同
区
が
神
戸
市
工
業
の
中
心
地
帯
で
あ
る
こ
と
、

製
造
工
場
（
一
一
一
人
工
場
）
、

工
場
数
で
は
、
ゴ
ム
靴

マ
ッ
チ
軸
工
場
（
一
九
工
場
）
が
多
い
こ
と
、
労
働
者
数
で
は
、
造
船
業
の
四
五
一
一
一
二
人
が

七
回
人
）
、
車
両
製
造
業
（
三
O
八
三
人
）
が
多
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
菩
合

占
め
る
こ
と
、
次
に
綿
糸
紡
績
業
（
一
一
一

議
多
く
を

ラ08第一次大戦後の神戸第三主主



区
は
金
属
託
延
業
（
一
一
六
一
一
一
O
人
）
、
原
動
機
製
造
業
（
二
五
七
一
人
）
、

ゴ
ム
防
水
口
問
製
造
業
（
一
八
七
五
人
）
が
上
伎
を
占
め
、
演

東
区
川
崎
造
船
所
、
湊
西
区

i
マ
ッ
チ
工
業
と
、
各
一
弘
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
に
み
た
人
口
一
期
加
も
、

」
う
し
た
産
業
へ
の
就
業
者
を
中
心
に
生
じ
た
と
み
て
よ
い
。

2 

学
区
統
一
問
題

学
区
の
成
立

白
露
戦
争
後
か
ら
第
一
次
役
界
大
戦
期
に
か
け
て
、
神
戸
市
で
竜
要
な
問
題
と
な
っ
た
も
の
に
、
学
症
の
問

屈
が
あ
る
。

学i支の統一と地域住民組織の動向

学
区
と
は
、
本
来
、
小
学
校
を
は
じ
め
学
校
の
設
立
維
持
に
あ
た
る
行
政
区
画
を
さ
す
。
こ
う
し
た
単
位
は
、
東
京
・
大
阪

を
は
じ
め
と
す
る
諸
郎
市
で
、
市
制
施
行
以
後
も
市
に
統
一
さ
れ
ず
、
別
個
の
区
間
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
学
区

ご
と
に
様
々
な
利
害
関
係
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
統
一
を
思
難
に
さ
せ
た
。

明
治
二
十
一
一
年
市
制
が
施
行
さ
れ
、
十
月
に
は
医
会
開
設
条
例
の
公
布
に
と
も
な
い
苔
合
・
神
戸
・
捺
西
の
各
財
産
一
弘
に
区

会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、
市
会
に
お
い
て
「
市
内
学
一
弘
変
更
の
件
」
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
尋
常
小
学
校
・

は
五
合
・
伸
一
戸
・
捺
川
（
荒
問
村
を
人
間
む
）
・
兵
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
第
一
か
ら
第
関
学
区
と
し
、

簡
易
小
学
校
の

高
等
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
第
一
・
第
二
学
区
迎
合
で
一
校
、

了
第
四
学
区
連
合
で
一
一
授
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
翌
年

第二節

十
月
に
制
定
さ
れ
た
「
地
方
学
事
通
則
」
が
共
有
財
政
収
入
を
学
医
の
経
費
に
あ
て
る
と
定
め
た
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
の
で

（
こ
の
後
明
治
二
十
五
年
に
淡
十
時
限
会
が
開
設
さ
れ
、
二
十
九
年
に
は
淡
村
、
林
m
山村、

あ
る
。

須
際
村
内
池
間
村
の
…
納
入
に
と
も
な
い
、
淡

近代・5晃代)lモ史編IV5o9 



事11戸区所有財政
（大IE6年2月）

表 130

五T

原

山

雑 穏

区
、
林
間
区
が
設
置
さ
れ
た
。
）

こ
れ
に
よ
り
、
神
戸
区
や
渡
部
区
の
よ
う
な
豊
富
な
区
有
財
産
を
有
し
て
い
た
学

資料.，.有111惨事it戸際：ヰ子財産治不92,

区
は
、
そ
の
収
入
に
よ
り
、
地
元
の
教
育
の
普
及
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
神
戸
区
を

例
に
と
る
と
、
そ
の
財
産
の
概
要
は
、

出
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
学
校

坪
12,645.00 

16, 186. 07 
反
11. 514 

22. 124 

5, 681. 029 

2.603 

間

公立学校敷地

宅地

日

野

林

地

放
地
J
Z
除
い
た
部
分
の
総
地
価
は
、

一
二
万
七
三
八
六
円
八
六
銭
（
大
正
六
年
現
在
）

対日

地

に
1
ほ
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
、
他
方
で
、
十
分
な
財
産
を
も
た
な
い
学
区
と
の
間
で
、

格
差
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
。

ま
た
学
医
の
設
置
は
、
そ
れ
が
、
市
制
施
行
以
前
の
地
域
社
会
を
単
位
と
し
て
い
た
の
で
、
政
治
的
に
も
ま
と
ま
り
を
も
っ

て
い
た
。
一
二
交
協
会
、
兵
路
交
和
会
、
渡
来
協
和
会
、
林
田
交
友
会
な
ど
、
学
区
ご
と
に
形
成
さ
れ
た
有
力
者
の
諸
団
体
は
、

区
会
議
員
選
出
の
母
体
と
な
る
と
と
も
に
、
港
湾
や
道
路
の
改
修
等
、
地
元
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
協
議
、
推
進
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
団
体
が
、
学
校
施
設
の
充
実
な
ど
地
元
の
教
育
の
普
及
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

学
区
制
下

の
教
育

は
五

O
%
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
に
お
け
る
初
等
教
育
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
明
治
中
則
ま
で
不
振
が
つ
づ
い
た
。
明
治

の
就
学

不
振
の
原
国
は
、
当
時
の
市
民
の
公
教
育
に
対
す
る
関
心
の
度
合
い
や
、
負
制
一
が
過
前
一
一
と
な
る
た
め
に
お
こ
る
施
設
拡
充
の

立
ち
遅
れ
、
高
い
授
業
料
の
徴
収
な
ど
で
あ
っ
た
。

学
区
制
は
、
こ
の
中
で
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
施
設
の
改
善
に
一
定
の
寄
与
を
果
た
し
た
。
共
有
財
産
の
利
用
や
、
そ
れ
が

ラエo第三京第一次大戦後の事ftJ~i



見
込
め
な
い
場
合
で
も
、
寄
付
金
の
調
達
な
ど
に
よ
っ
て
、
校
舎
の
増
築
が
す
す
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
区
内
の
有
力
者
（
地
主
、
家
主
な
ど
）
が
設
立
し
た
各
区
の
教
育
会
が
、
就
学
の
斡
旋
や
助
成
を
行
っ
た
。

就
学
ふ
み
の
向
上
と
も
関
連
し
て
、
一
一
部
授
業
が
導
入
さ
れ
た
。

ひ
と
り
の
教
師
が
半
日
単
位
で
複
数
ク
ラ
ス
を
受
け
も
つ
一

部
授
業
は
、
経
費
地
大
を
抑
制
し
つ
つ
、
教
口
氏
と
教
集
が
不
足
す
る
な
か
で
教
育
の
普
及
を
す
す
め
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
っ

た
。
問
問
親
小
学
校
（
明
治
一
一
一
十
凶
年
）
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
全
市
に
普
及
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
全
小
学
校
の
第
一
・
ニ

年
ニ
五
入
学
級
が
、
こ
れ
を
行
う
に
い
た
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
と
前
後
し
て
、
就
学
率
は
、
よ
う
や
く
明
治
三
十
三
年
に
八
O
%
、
明
治
来
年
に

は
九
五
%
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学［乏の統一と地域住民組織の動向

学
区
間
格

差
の
増
大

都
市
化
に
伴
う
学
齢
児
窓
の
噌
加
は
、
以
主
の
よ
う
な
学
区
制
や
一
一
部
授
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
初
等

教
育
に
、
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
学
思
統
一
の
符
景
と
な
っ
た
。

山
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
市
内
の
学
的
児
泡
数
は
、
第
一
次
位
界
大
戦
期
の
人
口
一
期
加
と
と
も

に
明
加
し
て
お
り
、

各
区
別
で
は
、

工
業
地
誌
と
し
て
発
注
す
る
林
田
尽
な
ど
、
市
の
周
辺
部
に
位
設
す
る
学
区
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
周
辺
部
の
学
区
は
、
財
政
的
に
悶
窮
し
て
い
た
。

出
よ
り
、
各
区
の
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
な
み
て
み
る

’
F

、・
n
H
2
4
3

L
一
司
二
一

〈

；

｝

の
同
誌
が
、
財
産
収
入
や
市
税
、
な
か
で
も
家
屋
税
収
入
に
よ
っ
て
大
き
な
財
政
規
棋
を
実
現
し
て
い
る
の

に
対
し
、
林
間
・
浅
の
各
区
は
、
規
撲
も
小
さ
く
、

し
か
も
そ
の
幾
分
か
を
市
か
ら
の
補
助
金
に
た
よ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

第二節

こ
の
う
ち
、
家
屋
税
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
明
治
一
一
一
十
年
市
が
特
別
市
税
と
し
て
こ
の
税
を
設
定

し
た
際
、
学
慌
に
も
そ
の
徴
収
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
額
は
原
則
仰
と
し
て
、
木
造
平
屋
の

一
坪
を
標
準
斌
課

近代・現代E査史編Nう工X



児蛍数の推移

淡西区 苫i：合区 淡 区 ；休図区

A .H む A B c A B c A B c 
人 人 95.~ 人 人

95. i6 人
2, 24人I 95. ro 人 人 95.~ 16,833 16, 108 8,002 7,663 2,348 4,062 3,886 

15, 191 14, 793 97.38 7, 589 7,307 96.28 2, 237 2, 179 97.41 4,013 3,870 96.44 

15,365 14,964 97.39 7,952 7, 728 97. 18 2,379 2, 296 96.51 4, 590 4,376 95.34 

16,410 16, 184 98.62 8,827 8,660 98. 11 2, 574 2,521 97.94 6,001 5,841 97.33 

17, 746 17, 548 98.88 10, 224 10, 083 98.62 3,029 2,986 98. 58 7,415 7, 243 97.68 

17, 715 17,474 98.64 11, 071 10,846 97,97 3,087 3,033 98.25 9,013 8, 795 97. 58 

18, 772 18,505 98. 58 12, 828 12 569 97.98 1,827 1, 794 98. 19 11,078 10, 915 99.53 

放 (llit立： I巧）

不経合常計費 教育費 之｜恥•CJ、 H寺三費日1j. 建小学築校費
計｜小学校設｜（錯誤）｜（特）障校喜

起債償還

神戸区 130,020 115, 964 100, 535 63,368 29 10, 911 72, 208 16,974 

淡東区 102, 607 95, 279 82, 555 52,832 29 8, 293 15,055 13, 360 

淡西区 174, 760 166, 197 158,474 96 116 29 9,851 78,581 55, 219 17,856 

王子合！玄 89 962 88, 115 86,552 54,428 29 11, 600! 11,000 

淡、区 29,451 28,874 28, 794 18, 134 29 8, 165 8, 165 

林凶iK 69, 238 65 900 65,823 40, 820 29 54,068 33, 740 20,328 

第三万：第一次大戦後の神戸 ラI2



第二節学i又の統一と地域住民組織の動向

表 131 12<：別学続

年度IA 二？「I~ヰ平副 A~ i ~ C 

表 132 大正6｛ド皮－毛子I玄：ヨ主努： i気 入 (Jli{¥L: I 司） 

＝ιh出占坐品正竺~I叩余l 援業？J~ ！ ~ 祁1戸［2てI202. 22s1 l叫 7601け叫 11リ
i炎E長区i117, 6621 84, 5281 7681 83, 7601 0. 1201 1, 3801 2641 21, 87叫0.2 
i潔商 i玄I253, 3411 131, 2321 1, 1671 130, 0651 o. 1221 12, 6551 5341 41, 92引0.2 
1r ff区I101, 5621 68, 4441 5591 67, 8851 o. 1481 2101 2251 24, 32割0.2 
淡区； 37,6161 23, 4831 1491 23, 3341 0. 3031 1391 4, 3881 8, 0501 

林間区i123, 3061 61, 3811 3931 60, 9881 0. 2731 叫 10,4701 15, 63刻0.2 

(/¥') (A）は衣服税 1 戸あたちのlti\:ti!~出（ただしi官主主分も合む）。

｛臼）は尋常小学校児71(1人あたりの授菜料。

まに，財産収入は小学校！，t本M{aとその他の収入を加えたもの。
資料・ rg会議事録J （各区，大正6{p) 

513 i後史編IV 近代.JJl.fi'; 



偲
数
（
一
側
）
と
定
め
、
一
一
坪
な
ら
ニ
側
、
一
一
一
坪
な
ら
一
一
一
個
と
い
う
よ
う
に
そ
の
間
積
に
応
じ
て
個
数
を
決
定
し
（
そ
の
際
、
家
屋

の
材
質
や
、
二
階
な
ど
の
床
面
積
は
上
下
参
酌
さ
れ
る
）
、

1学級当たり児笈数
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淡
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」
れ
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
神
戸
・
諜

四
・
践
東
の
一
一
一
学
区
に
は
、
地
区
の
繁
栄
に
応
じ
て
こ
の
税
に
累
進
性
を
も
た
せ
る
た

め
、
地
等
を
も
と
に
し
た
一
等
か
ら
二
九
等
ま
で
の
等
級
制
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、

一
個
当
た
り
の
賦
諜
率
の
低
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
い
税
収
を
得
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
葺
合
・
林
間
・
擦
の
一
一
一
学
区
は
、
こ
の
税
の
設
定
当
附
、
ま
だ

十
分
市
化
開
化
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
等
級
制
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

な
負
担
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
、

め
、
地
区
の
繁
栄
に
か
か
わ
ら
ず
、
累
進
性
を
欠
い
た
賦
課
は
、
住
民
に
と
っ
て
過
重

よ
り
以
上
の
賦
課
が
困
難
と
な
っ
て
、
財
政

1ヰt m 区
A ~B「C寸ATC

I ：：~ ::1 :E:i c_！~ :: ~ 
1：：州：：I:::: 

A/B は一学級l!j たりのj~波数

A/Cはーや級当たりの数以数

四区

6, 306 

7,854 

規
模
拡
大
を
制
限
し
た
。
大
正
六
年
度
の
林

田
区
の
家
屋
税
は
、
賦
課
個
数
一
個
（
一
坪
）

あ
た
り
三

O
銭
近
く
に
達
し
、
神
戸
症
の

倍
近
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表

山
に
み
た
よ
う
に
収
入
額
は
、
神
戸
区
な
は

る
か
に
下
回
っ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
齢
児
叢
が
県
加
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
辺
部
の
学
区
に
あ
っ

ラ14第三章第一次大戦後の利rp
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度 i
I A l 
l 人

大IEH手Is,431 
2 I 5,925 

3 I 6,487 

4 I ; 

s I s.47 
6 I 9, 6osl 

（浅） Aは，尋常小学校:t£学児波数
Cは， Z手’I~小学校教鼠数

資料：叩！｛戸市統苦悶む

五
百

ポ
ヤf
 

て
は
、

日
常
の
教
育
活
動
に
支
障
が
出
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
表
出
に
示
す
と
お
り
、
大
正

六
年
の
一
学
級
あ
た
り
の
児
童
数
で
は
、
神

の
約
五
六
人
に
対
し
て
、
林
田
区
で
は

ハ
ニ
人
強
と
、

一
O
人
近
く
多
く
の
児
童
を

詰
め
込
ん
だ
状
態
で
あ
っ
た
。
教
員
一
人
あ

た
り
の
児
童
数
は
よ
り
深
刻
で
、
林
閉
症
の

場
合
七
五
人
に
達
し
て
い
た
。
こ
こ
に
学
区

統
一
が
市
の
課
題
と
な
る
ひ
と
つ
の
要
因
が

あ
っ
た
。

越
境
遇
学

者
の
増
加

と
こ
ろ
で
、
学
区
統

の
時
間

景
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
注

意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
越
境
通
学
と
い
う
形
で
行
わ

れ
る
児
賓
の
学
区
間
の
流
動
化
は
、
市
制
施

行
以
前
の
地
域
社
会
を
単
位
と
し
、

一
種
の

地
元
へ
の

H

愛
郷
心
υ

を
も
と
に
教
育
の
普

近代・1見代自主史講話W51ラ
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6 ＇＜！二5主！三Hf 3年大IE2年

7,854 6 306 4 680 3,473 

7, 775 6, 165 4,922 3,625 

69, 238 51,005 42,438 32,948 

8.82 8.09 9.07 9.49 

人
2,687 
人
3,378 
内

28,018 
f'J 
10. 43 
｝可
8. 29 

i玄内学校通学児波数（A)

阪：内現住就学児すl：数（B)

区内経？常設（C)

一人あたり絞？有資（C/A) 

8.91 8. 27 8.62 9.09 (C/B) I/ 

125 98 78 60 52 
人
51. 7 
人
65.。

数（D)級さ戸

62.8 64.3 60 57.9 一学級あたり児定数（A/D)

62. 2 62.9 63. 1 60.4 (B/D) !/ 

及
を
図
る
学
況
の
存
任
理
由
を
薄
れ
さ
せ
た
。

大
正
一
一
一
年
に
起
き
た
、
民
間
区
と
林
田
区
と
の
間
の
越
境
通
学
者
間

題
（
御
傘
小
学
校
移
転
問
題
）
は
、
こ
の
こ
と
を
典
型
的
に
示
し
て
い
た
。

当
時
、
約
一
二

O
O人
と
い
わ
れ
た
林
田
区
か
ら
陵
商
区
へ
の
越
境
通

の
う
ち
、
御
幸
小
に
通
う
七

O
O人
を
、
林
間
一
弘
の
小
学
校
へ
引

き
と
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
越
境
通
学
が
お
こ
る
こ
と
自
体
林
田
区
の
学

校
経
営
難
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
も
と
の

林
間
区
内
の
小
学
校
へ
転
校
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
の
父
兄
が
、

「

修

学
の
中
途
に
在
る
児
童
を
他
校
に
転
校
せ
し
む
る
を
以
て
教
育
上
弊
害

頗
る
多
し
、
｝
「
場
合
に
於
い
て
は
夜
間
区
内
に
転
住
す
べ
き
意
掛
か
｝
有

し
居
れ
り
」

（
吋
神
戸
』
大
正
一
一
一
年
三
月
八
日
）
と
陳
情
し
た
こ
と
に
も
示

資料：叩11戸市統計；！むほか

さ
れ
る
と
お
り
、

よ
り
高
い
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
地
元
校
よ
り
施

設
の
整
っ
た
他
学
区
の
小
学
校
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

周
辺
部
学
区
も
、
流
出
一
方
で
は
な
か
っ
た
。
林
田
区
の
場
合
を
表

出
で
み
る
と
、
大
正
五
年
以
降
は
、
区
内
の
小
学
校
へ
の
通
学
児
童
数

が
区
内
現
住
児
童
数
を
上
回
っ
て
お
り
、
林
同
区
に
隣
接
す
る
他
町
村

か
ら
の
通
学
者
が
若
干
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
林
田
区
の
経
営
難
は
、

516 第一次大戦後の神戸第三Jlj:



」
う
し
た
流
入
者
を
受
け
入
れ
た
た
め
に
増
栴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

初
等
教
育
の

変
容
の
兆
し

政
府
の
臨
時
教
育
会
議
の
設
置
（
大
正
六
年
九
月
）
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
次
位
界
大
戦

期
は
、
教
育
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
大
正
四
年
に
は
、
市
内
児
童

の
就
学
率
も
九
八
%
に
達
し
、
さ
ら
に
は
、
増
大
す
る
高
等
小
学
校
・
中
等
学
校
進
学
者
へ
の
進
路
指
導
な
ど
、
よ
り
高
い
水

準
の
教
育
が
期
待
さ
れ
た
。

ま
た
、
や
が
て
標
準
テ
ス
ト
や
知
能
指
数
の
導
入
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
、
児
童
を
、
統
一
的
な
基
準
の
も
と
に
能
力
主
義

的
に
編
成
す
る
方
向
が
模
索
さ
れ
始
め
た
。
当
時
の
新
聞
が
「
成
る
べ
く
境
遇
を
同
じ
う
す
る
も
の
、
或
い
は
智
能
発
育
の
程

度
相
似
た
る
も
の
を
集
め
て
、
之
を
数
群
と
為
し
、

（
『
神
戸
』
大

各
群
の
性
質
に
応
じ
て
適
切
の
訓
育
を
施
す
を
適
当
と
す
」

学1z：の統一と地域住民組織の動向

1「
ノ、

十
月

日
）
と
い
っ
た
論
説
を
掲
載
し
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
教
育
館
の
変
化
を
背
景
と
し
て
い
た
。

こ
の
初
等
教
育
に
対
す
る
要
求
の
変
化
の
中
で
、
学
区
制
は
①
周
辺
部
学
区
で
は
高
等
小
学
校
の
設
置
が
望
め
な
い
こ
と
、

舎
二
部
教
授
が
、
尋
常
科
の
教
育
す
ら
不
充
分
な
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
、
③
経
常
設
が
校
舎
増
設
な
ど
の
臨
時
費
に
よ
っ
て

圧
迫
さ
れ
、
そ
の
た
め
教
員
の
給
与
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
辺
学
誌
を
中
心
に
、
教
員
の
待
遇
が
劣
悪
に
な

る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
そ
の
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
も
は
や
存
続
の
窓
義
が
う
す
れ
は
じ
め
て
い
た
。

実
業
補
習
教
育
を
肱
充
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
学
一
弘
知
廃
止
を
促
す
安
閑
で
あ
っ
た
。

神
戸
市
の
実

業
補
習
教
育

小
学
校
を
離
れ
た
勤
労
青
少
年
に
、
職
業
に
要
す
る
知
識
や
技
能
を
教
授
す
る
実
業
裕
習
教
育
は
、

日
清
戦

第二節

争
後
、
湊
川
実
業
補
習
学
校
（
淡
東
区
、
明
治
二
十
九
年
創
立
て
兵
庫
実
業
補
現
学
校
（
淡
西
区
、
明
治
一
一
一
十
一
年
創
立
て
神
戸
商
業

補
習
学
校
（
神
戸
医
、
明
治
三
十
一
日
年
創
立
）
の
一
ニ
校
、
が
、
学
区
の
経
営
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
、
ま
る
。

近代.JJH¥ B震災総Nラr7



神戸市実業繍宵学校生徒数等ー

の推移

年度 学級数 教員数 生徒数

人 人

明f合38±1三 29 39 1 101 

39 38 47 1, 311 

40 53 54 2,410 

41 61 58 

42 73 64 4,268 

43 73 66 5,544 

44 76 68 5, 411 

大正 1 87 77 5,801 

2 104 91 7, 161 

3 108 96 7,023 

4 116 103 9,030 

5 122 110 9,923 

6 123 112 10,499 

た
だ
し
、
設
立
後
し
ば
ら
く
の
問
は
、
必
ず
し
も
順
調
な

発
展
を
み
た
わ
け
で
は
な
い
。
校
舎
は
小
学
校
に
併
設
さ
れ
、

教
員
も
そ
の
小
学
校
教
員
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
実

業
補
習
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
小
学
校
の
不
就
学
者
や
欠
席

資料： F神戸市統計：ilii'J

児
童
へ
の
補
習
を
行
う
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
。

こ
う
し
た
実
業
補
習
学
校
も
、
徐
々
に
体
裁
を
整
え
て
ゆ

く
。
ま
ず
、
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
に
湊
川
校
が
東
京
工
業
教
員
養

成
所
か
ら
専
任
教
員
を
招
聴
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
そ

表 135市
の
規
程
の
改
正
に
基
づ
き
各
校
の
学
期
が
改
め
ら
れ
、
①
週
六
日
制
が
、
隔
日
の
週
一
一
一
日
制
に
、
②
就
学
上
の
難
点
と
な
っ

れ
が
他
校
に
も
普
及
し
た
。
次
に
、
明
治
一
一
一
十
五
年
四
月
、

て
い
た
修
業
年
限
も
、
一
一
カ
年
の
学
年
制
が
六
カ
月
の
学
科
制
に
変
更
さ
れ
た
。
教
科
の
内
容
を
み
て
も
、
読
書
・
習
字
・
算

術
の
ほ
か
に
、
英
語
や
法
律
・
商
業
・
機
械
・
製
図
・
簿
記
と
い
っ
た
実
業
に
即
し
た
科
目
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
生
徒
数
も
、
表
出
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、

日
話
戦
争
以
降
、
増
加
の
傾
向
を
示
し
は
じ
め
る
。

補
習
教
脊

の
婆
誇

か
の
方
面
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。

実
業
補
習
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の
職
工
養
成
の
観
点
や
、
社
会
政
策
的
側
面
な
ど
、

い
く
つ

川
市
内
大
工
場
の
嬰
求
。
こ
こ
で
は
、
川
崎
造
船
所
（
現
川
崎
重
工
）
の
場
合
を
例
に
み
て
み
よ
う
。
同
造
船
所
は
、

明
治
田

十
四
年
五
月
以
降
、
湊
川
、
兵
庫
の
両
校
と
提
携
し
て
、
社
費
通
学
を
実
施
し
、
市
内
補
習
教
育
普
及
の
旗
手
的
存
在
で
あ
っ

ラi8第一次大戦後の神戸第三主主



t~二
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
造
船
所
も
当
初
か
ら
補
習
教
育
を
推
進
し
た
の
で
は
な
い
。
設
立
（
明
治
二
十
九
年
）
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、

船
大
工
な
ど
の
伝
統
的
な
職
穏
を
含
み
こ
ん
だ
事
情
か
ら
、
年
少
労
働
者
の
技
能
養
成
も
、
そ
う
し
た
親
方
的
熟
練
職
工
の
下

で
見
ょ
う
見
ま
ね
で
行
わ
れ
、
伝
統
的
な
徒
弟
教
育
の
頭
越
し
に
、
学
校
教
育
を
注
入
す
る
こ
と
に
は
罰
難
が
あ
っ
た
。
事
実
、

捺
川
校
で
は
、
明
治
四
十
年
段
階
で
、
食
生
徒

0
0
0人
の
う
ち
、
問
所
の
職
工
は
わ
ず
か
八

O
人
前
後
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

川
崎
造
船
所
で
実
業
補
習
教
育
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
は
、

日
露
戦
争
後
か
ら
、
特
に
造
船
需
要
の
治
加
す

る
第

次
監
界
大
戦
期
に
か
け
て
の
時
期
で
、
生
産
技
術
の
発
展
に
応
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
手
工
的
熟
練
で
は
賄
い
え
な
い
知

的
熟
練
（
実
験
工
、
分
析
工
、
製
図
工
な
ど
）
が
必
要
と
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
。

学区の統一と地峡住民組織の動向

明
治
問
十
一
一
一
年
、
社
長
松
方
幸
次
郎
と
、
湊
川
校
校
長
寺
崎
九

郎
、
湊
東
区
教
育
会
会
長
大
鹿
竹
四
郎
と
の
間
で
、
造
船

所
・
湊
川
校
の
連
絡
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

「
尚
子
科
目
の
種
類
、
程
度
、
修
業
期
間
、
授
業
時

間
に
関
し
て
は
造
船
所
よ
り
希
望
を
申
込
む
こ
と
を
得
」
な
ど
の
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
、
造
船
所
の
要
望
が
相
当
容
れ
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

造
船
所
の
側
で
も
、
明
治
四
十
万
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
日
給
五

O
銭
以
下
の
職
工
と
図
工
に
限
ら
れ
て
い
た
社
費
入
学
の
範

聞
を
、

日
給
鶴
制
限
の
撤
廃
、
職
工
・
図
工
・
写
真
工
の
ほ
か
、
庫
番
、
給
仕
、
小
使
に
ま
で
広
げ
、
教
科
書
・
文
房
一
兵
の
支

給
・
貸
与
、
さ
ら
に
は
成
績
優
秀
者
に
は
臨
時
増
給
な
ど
の
特
典
を
つ
け
て
就
学
を
奨
励
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
に
は
、
湊

第二節

川
・
兵
庫
間
校
へ
の
造
船
所
通
学
者
は
、
前
後
期
あ
わ
せ
て
ニ
一
三

四
人
に
達
し
た
。

川
崎
造
船
所
以
外
に
も
、
神
戸
瓦
斯
会
社
、
一
一
一
菱
造
船
所
、
神
戸
製
鋼
所
、
鉄
道
省
線
工
場
、
一
一
一
菱
銀
行
、
一
一
一
井
物
産
な
ど
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い
る
。

i尉II実業補望号学校にも使用された，淡Jll尋常高
等小学校

写真 32

が
、
就
学
の
奨
励
を
行
っ
た
。

ω社
会
政
策
的
要
求
。
実
業
補
習
教
育
は
単
に
大
企
業
の
要
望
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

貧
国
者
住
民
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
と
し
て
、

一
績
の
社
会
政
策
の
意
味
か
ら
も
住
目

さ
れ
て
い
た
。

一
般
実
業
補
習
教
育
な
る
も
の
は
、
一
ト
隠
質
問
者
の
子
弟
を
お
的
と
し
て
、
之
に

必
要
な
る
職
業
教
育
を
施
す
を
主
眼
と
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
旨
な
述
べ
ん
と
す
。

（
略
）
中
等
学
校
を
増
設
し
て
、
学
費
の
控
富
な
る
子
弟
を
収
容
し
、
実
業
補
習
学

校
を
し
て
、
学
費
に
乏
し
き
子
弟
、
を
収
捺
せ
ば
、
義
務
教
育
を
延
長
し
て
、
貴
族

臭
味
の
教
育
を
発
展
せ
し
む
る
の
必
要
も
無
か
ら
ん
。
是
れ
、
社
会
政
策
に
関
係

せ
る
教
育
上
の
重
大
問
題
な
り
。
（
『
神
一
F
b
大
正
六
年
五
月
九
日
）

山
｛
子
区
と
補

習
教
育

大
正
六
年
七
月
、
市
内
一
一
一
実
業
補
習
学
校
長
は
、
清
野
長
太
郎
兵
感
県

知
事
の
諮
問
を
う
け
、
補
習
教
脊
の
振
興
策
に
つ
い
て
答
申
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
中
で
、
学
区
制
と
補
習
教
育
振
興
と
の
間
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

そ
の
矛
盾
と
は
、
第
一
に
、
葺
合
、
林
田
の
両
学
誌
に
、
現
状
の
ま
ま
で
は
補
習
校
が
設
置
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
の

答
申
に
よ
れ
ば
、
増
設
に
要
す
る
経
費
は
、
概
算
で
四
四
五
九
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
が
、
小
学
校
の
経
営
に
す
ら
あ
え
い

で
い
る
向
学
区
に
、
そ
の
負
担
な
強
い
る
こ
と
は
関
難
で
あ
っ
た
。
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第
二
に
、
現
存
す
る
一
一
一
補
習
校
の
通
学
児
童
の
半
分
は
区
外
通
学
者
で
、

「
区
外
通
学
者
の
最
も
多
数
を
占
む
る
は
菩
合

林
田
両
区
」
（
『
神
戸
』
大
正
六
年
七
月
二
十
二
日
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
周
辺
部
の
学
区
の
青
年
層
が
、

い
き
お
い
既
存
の
三

校
に
流
入
し
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
を
有
す
る
湊
東
・
湊
西
・
神
戸
の
一
一
一
学
区
は
、
こ
れ
ら
一
除
外
通
学
者
の
経
費
を
も
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
補
習
学
校
の
経
営
を
学
区
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と
の
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
大
正
六
年
十
月
、

市
学
務
委
員
会
よ
り
市
長
あ
て
に
、
実
業
補
習
学
校
市
営
化
の
建
議
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

「
其
一
袋
而
は
、
例
の
学
区
統

問
題
の
前
提
と
し
て
瀬
踏
を
為
さ
ん
と
せ
る
も
の
L
q神
戸
』
大
正
六
年
十
月
二
十
九
日
）
と
観
測
さ
れ
た
よ
う
に
、
学
医
統
一
間

題
と
表
哀
を
な
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
企
業
の
職
工
養
成
の
た
め
の
実
業
補
習
教
育
の
観
点
か
ら
も
学
区
鹿
止
が
要
求
さ
れ

学区の統一と地域住民組織の動向

る
よ
う
に
な
っ
た
。大

正
六
年
、
清
料
判
長
太
郎
兵
庫
県
知
事
よ
り
、
市
会
お
よ
び
区
会
に
対
し
て
学
区
制
廃
止
が
諮
問
さ
れ
た
。
こ

学
区
統

の
過
程

れ
に
よ
り
市
会
は
同
年
五
月
、
調
査
委
員
会
を
結
成
し
、
こ
の
間
趨
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し
た
。

学
思
統
一
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
統
一
論
は
、
尋
常
小

学
校
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
等
小
学
校
、
実
業
補
習
学
校
を
も
市
営
化
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
向
調
査
委
員
会
が
、

翌
七
年
二
月
に
作
成
し
た
統
一
案
の
骨
子
は
、
大
要
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω尋
常
小
学
校
、
高
等
小
学
校
の
市
営
化
（
実
業
補
期
間
学
校
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
併
行
し
て
市
営
化
案
が
出
さ
れ
る
）
。

∞
一
一
部
教
授
の
撤
廃
。
学
校
、
教
室
の
治
設
。

第二節

手
工
、

裁
縫
、

唱
歌
等
の
た
め
の
特
別
教
室
の
設
設
。

(3) 
3理
科

図
工
、
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制
こ
れ
ら
に
必
要
な
費
用
、
お
よ
び
、
区
費
公
債
償
還
の
た
め
の
費
用
、
あ
わ
せ
て
二
九
六
万
四
一
一
六
六
円
は
、
市
が
教

育
公
債
を
発
行
し
て
賄
う
。
償
還
財
源
は
、
家
屋
税
の
増
徴
を
こ
れ
に
あ
て
る
。

例
区
有
財
産
の
う
ち
、
学
校
基
本
財
産
は
こ
れ
を
市
に
無
償
寄
付
、
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
財
政
区
を
設
け
存
続

す
る
。

以
上
の
案
に
対
し
て
各
学
区
の
対
応
は
、
そ
の
推
進
を
求
め
る
耳
合
・
践
・
林
田
の

反
対
を
と
な
え
る
神
戸

決
東
・
焼
四
の
一
一
一
学
医
と
い
う
よ
う
に
、
明
確
に
そ
の
対
応
が
分
か
れ
た
。

」
の
う
ち
、
後
者
の
反
対
の
娘
拠
は
、
第

に
、
元
来
家
屋
税
の
み
が
教
育
費
に
充
当
さ
れ
、
そ
の
負
担
が
不
合
理
で
あ
る

こ
と
、
第
二
に
学
区
の
廃
止
に
よ
っ
て
「
愛
校
の
並
大
風
」
が
減
退
す
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校
問
題
、
が
往
々
に
し
て
市
会
に
お
け

る
政
治
対
立
の
も
と
と
な
る
こ
と
、
第
一
一
一
に
先
進
校
が
後
進
校
の
為
に
一
時
そ
の
進
歩
を
阻
止
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に

あ
っ
た
（
七
年
十
月
二
十
八
日
の
つ
符
中
市
L

『
区
会
委
長
会
ニ
関
ス
ル
必
要
記
録
』
）
。

こ
の
根
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
問
題
は
結
局
七
年
四
月
十
二
日
、
市
会
で
委
員
会
案
を
一
部
修
正
の
上
可
決
、
十

一
一
月
十
七
日
に
は
県
参
事
会
で
も
統
一
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
学
反
一
統

が
決
定
し
た
。

統
一
案
が
承
認
さ
れ
た
則
市
川
と
し
て
は
、
第
一
に
、
家
屋
税
の
徴
収
方
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
れ
は
、
街
誌
に
よ
る
等
級

の
等
級
を
加
味
し
て
全
市
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
賦
課
伺

数
の
総
数
が
増
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
間
絡
差
が
一
応
是
正
さ
れ
た
。

第
二
に
、
大
正
六
年
、
民
会
条
例
の
改
正
（
学
区
内
区
議
定
員
配
分
の
変
更
）
に
よ
り
、
区
会
内
の
勢
力
阻
践
に
変
動
が
お
こ
っ

て
い
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
際
凶
区
で
は
、
明
治
以
昨
開
発
さ
れ
た
兵
庫
電
気
軌
道
線
以
北
（
羽
坂
・
塚
本
述
以
北
）
の
地
区
に
、
は
じ
め
て
夜
議
’
定
数
六
名

が
割
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
旧
兵
庫
の
諸
町
（
附
方
、
北
浜
、
南
浜
）
に
独
占
的
に
握
ら
れ
て
い
た
区
会
に
、
こ
れ
ら
住
民
が
一

定
の
発
一
一
一
口
力
を
持
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

神
戸
区
で
も
、

の
定
数
変
更
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
直
後
（
大
正
七
年
）
の
ぼ
一
議
選
で
は
、
従
米
優
位
な
占
め
た
政
友
・
国

民
党
系
以
外
に
、
野
田
文
一
部
ら
憲
政
会
系
の
区
議
が
、

と
称
し
て
進
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
寓
以
前
尚
子
底
で
も

内
部
に
地
域
開
・
政
党
間
の
対
立
が

層
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
屋
税
改
正
に
伴
う
市
内
選
挙
権
者
数
の
変
動
は
、
こ

う
し
た
地
区
の
動
指
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
市
会
議
員
に
対
す
る
学
区
有
力
者
の
圧
力
の
低
下

が
、
学
伝
統
一
に
道
を
開
い
た
。

学＼Z:の統一と地域住民組織の動向

東
川
崎
の
前
間
設
公
的
問
一
一
一
六
日
市
会
議
員
）
の
処
へ
出
か
け
た
湊
西
区
（
淡
東
カ
）
の
連
中
な
ぞ
は
、
什
う
前
田
君
、
が
一
…
一
一
口
つ

て
も
時
据
っ
て
動
か
な
い
で
取
出
を
一
夜
ふ
。
「
幾
嶋
一
す
諮
述
が
言
っ
て
も
接
の
学
託
統
一
一
賛
成
は
什
う
あ
っ
て
も
動
か
な
い
」

と
前
回
設
が
突
放
し
を
や
る
と
、

の
地
盤
が
什
う
成
っ
て
も
買
い
か
L

と
情
鳴
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
前

m君
は
、
（
尚
子
ぽ
有
力
者
が
）
頑
と
し
て
動
か
な
か
っ
た
程
度
よ
り
（
そ
の
意
志
が
）
強
か
っ
た
の
で
、
遂
に
本
陣
を
引
上
げ
た
。

（
『
又
新
』
大
正
八
年
二
月
一
日
）

と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

ま
た
、
学
校
関
係
以
外
の
区
有
財
産
を
も
っ

は
、
別
に
財
産
誌
と
し
て
存
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
統
一
論
通
過
に

第二節

と
っ
て
大
き
な
姿
悶
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
正
八
年
一
一
一
月

臼
を
も
っ
て
、
学
医
は
市
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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3 

学
区
統
一
後
の
教
育

学
区
統
一
後

の
初
等
教
育

大
正
末
期
の
市
の
初
等
教
育
は
、
学
区
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
一
定
の
変
容
を
み
た
。

ま
ず
、
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
学
区
ご
と
の
格
差
は
、
お
お
ま
か
に
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
表
山
よ
り
学
区
統
一
以
後
の
神
戸
芭
と
林
田
区
と
を
比
較
す
る
と
、

学
級
あ
た
り
の
児
童
数
・
一
教
員
あ
た
り
の
児

輩
数
と
も
に
、
両
区
と
も
五

O
人
前
後
の
数
値
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
過
去
の
一
学
級
七

O
人
と
い
う
よ
う
な
超
過
街
状
態
は
、

徐
々
に
姿
を
消
す
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
教
員
の
待
遇
に
も
改
善
が
加
え
ら
れ
た
。

か
つ
て
小
学
校
教
員
は
、
そ
の
待
遇
の
劣
悪
さ
か
ら
「
小
学
教
員
と
巡

査
と
は
、
成
金
に
対
照
し
て
、
其
の
生
活
の
哀
れ
さ
を
誠
は
れ
、
往
々
に
し
て
滑
稽
の
材
料
に
ま
で
も
供
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
は
、

気
の
毒
千
高
の
事
也
」
（
『
神
戸
』
大
一
比
六
年
九
月
二
十
日
）
と
評
さ
れ
た
。
ニ
部
教
授
の
よ
う
な
過
酷
な
業
務
は
教
員
の
健
康
を
蝕

ん
だ
。
大
正
四
年
七
月
現
在
、
教
員
七
二

名
中
、
疾
病
あ
る
も
の
は
七
回
名
で
、
全
体
の
約
一
割
に
及
ん
で
い
た

（『神一戸』

大
一
比
四
年
七
月
六
日
）
。

そ
の
よ
低
賃
金
で
あ
っ
た
た
め
、

教
員
の
確
保
が
国
難
と
な
っ
た
。
ま
た
「
小
学
校
教
員
等
が
、
監
督

官
庁
か
ら
辞
令
を
貰
ひ
乍
ら
、
待
遇
上
の
実
権
は
一
切
区
会
議
員
の
手
中
に
握
ら
れ
て
居
る
。
俸
給
は
学
誌
の
誼
接
支
弁
で
あ

る
か
ら
全
然
学
区
に
傭
は
れ
て
居
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
」
（
『
神
戸
』
大
正
六
年
十
一
月
一
日
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
員
は
地

一
冗
の
有
力
者
に
も
気
を
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

学
区
の
統
一
と
そ
れ
に
先
立
つ
義
務
教
育
費
留
庫
補
助
の
実
施
（
大
正
七
年
）
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
一
定
程
度
改
品
一
瞥
し
た
。

ラ24第三主主第一次大戦後の神戸



学区の統一と地域住民組織の動向

次［甲南数I~島 A/C憎ん）数式市 A/C

店刊日~i；：日目
表 136

第二節

戸
十，今」

表
山
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
教
員
給
が
増
加
し
た
。
大
正
十
四
年
の
内
閣
調
査
が
示

す
よ
う
に
市
内
工
場
労
働
者
の
勤
労
収
入
は
九
七
円
六
一
一
一
銭
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
近

い
程
度
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、

他
方
大
正
十
一
年
に
は
、

こ
れ
に
伴
な
っ
て
教
員
数
も
徐
々
に
増
加
し
た
（
表

校
長
・
訓
導
の
更
迭
が
大
規
模
に
行
な
わ
れ
る
な

ど
（
校
長
二
人
、
訓
導
三
百
人
の
異
動
実
施
）
、
市
の
教
員
に
対
す
る
権
限
も
強
ま
っ
た
。

第
一
一
一
に
、
小
学
校
の
新
築
・
増
改
築
も
、新
設
五
校
、
増
改
築
一
一
一
校
、

閥
次
に
わ
た
る
拡
充
計
画
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

第
二
次
（
入
l
十
二

年
）
に
は
、

た
。
第
一
次
（
大
正
八
J
九
年
）
で
は
、

新
設
問
校
、
増
改
築
の
ベ
ニ
五
校
と
い
っ
た
具
合
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
が
増
加
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
か
ら
鉄
筋

第
四
に
、
従
米
学
区
制
下
に
あ
っ
て
は
、
地
元
と
学
校
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
通
学
区

達手？吉小学校本科IE教
員1人当たりの月給
平均額の撚移

表 137
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尋常小学校教

員数の舵移

人
597 ( 7 ) 

657 ( 2 ) 

695 ( 2) 

774 ( 3) 

808 ( 5) 

912 (12) 

949 (10) 

1, 109 (18) 

1, 176 (22) 

1, 252 (13) 

1, 324 (14) 

1,283(9) 

1, 283 (13) 

1, 404 (15) 

1,417(15) 

教員数

表 138

度

大正 2＂＇~ 
3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

1113和l

2 

F
4
J
 

(li') カッコ内は代別教只数

資料：叩11戸Tli"統言1-fJJJ

域
の
変
更
は
容
易
に
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
、
超

過
衛
校
と
そ
う
で
な
い
学
校
と
の
格
差
が
哨
大
し

て
い
た
が
、
右
の
校
舎
の
増
設
に
伴
っ
て
、
大
正

十
五
年
通
常
区
域
の
変
更
も
実
施
さ
れ
た
G

こ
の

時
の
改
正
案
は
、

日
間
等
各
小
学
校
な
そ
れ

ぞ
れ
分
離
独
立
さ
せ
、

八
高
等
小
川
子
校
を
設
伎
、

こ
れ
に
関
連
し
て
尋
常
小
学
校
の
通
学
区
域
を
変
史
、
悶
時
に
男
女
共
学
制
を
採
っ
て
学
級
の
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
長
狭
小
学
校
な
ど
廃
止
の
対
象
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
神
戸
庶
な
ど
地
元
の
机
氏
の
反
対
運
動
を
ひ
き

起
こ
し
た
が
、
大
正
十
五
年
一
一
一
月
十
五
日
の
市
会
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
通
学
区
域
、
お
よ
び
学
級
の
整
測
に
も
と
づ
き
、
同

（
以
上
、
立
合
医
）
、

年
四
月
よ
り
、
懸
案
で
あ
っ
た
二
部
教
授
が
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、

Mm立
高
等
小
学
校
と
し
て
、
野
崎
、

中
官
、
長
狭
（
以
上
、
神
戸
…
色
、
楠
（
淡
京
区
）
、
兵
庫
、
間
抑
制
糾
（
以
上
、
淡
西
広
）
、
若
松
（
林
川
区
）
の
各
校
が
設
置
さ
れ
た
。

同
二
子
仁
・
口
コ
y
w仇
・
市
必
需
£
A
f

コb
人

l
i

：
μに
釘
国
主
日

L

雨
ト
ヰ
寸
：

H
B
W即
ゴ

ソ

2
0
お

4
U北
4
1中
カ
d
q／
ふ

D
d
c
j

第
五
に
、
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
、
特
別
教
窓
や
付
属
準
備
室
の
整
備
が
行
わ
れ
、
理
科
教
育
や
国
史
・
地
理
・
算
術
・
関

ま
た
、
教
育
内
容
と
と
も
に
先
主
の
成
績
評
価
な
ど
の
方
法
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
つ
大
正
十
五
年
J

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
神
戸
市
教
官
会
機
関
紙

昭
和
二
年
に
は
、
神
戸
市
で
は
じ
め
て
「
低
能
児
調
査
L

が
実
施
さ
れ
、
知
能
指
数
を
取
り
入
れ
た
児
童
の
相
対
評
価
が
行
わ

っ
成
績
考
査
法
に
つ
い
て
L

と
い
っ
た
論
文
が
掲

紙
上
で
は
、

載
さ
れ
、
様
準
テ
ス
ト
の
導
入
が
提
唱
さ
れ
た
。
神
戸
小
学
校
ほ
か
二
、
三
校
で
も
素
質
検
査
や
教
育
制
定
（
学
び
得
た
カ
の
測

ラ26tn三Jji: in決大戦後の事11p



｛
必
）
な
ど
、

「
教
育
事
実
に
関
す
る
研
究
L

が
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

」
の
時
に
は
、
統
一
的
基
準
の
も
と
で
、
児
童
の
能
力
を
他
と
の
比
較
の
も

と
に
位
置
づ
け
て
ゆ
く
方
法
が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ

学
区
統
一
は
、

能
力
の

の
判
定
者
で
あ
る
教
員
の
待
遇
改
議
止
玄
関
る
な
ど
、

査
を
統
一
し
て
抱
握
、
能
力
別
に
編
成
す
る
た
め
に
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
全
市
の
共
通
の
教
育
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

学
区
統
一
後

の
裕
明
日
教
育

学
区
の
統
一
は
、
市
内
の
実
業
補
習
教
育
に
も
大
き
な
影

響
止
を
与
え
た
。
ま
ず
、
懸
案
で
あ
っ
た
補
習
校
の
増
設
が
、

学区の統一と地域住民組織の動向

大
正
八
年
以
降
逐
次
実
現
し
た
。
同
年
の

－
林
田
の
二
校
、
大
正
十
一

年
の
若
葉
（
一
致
合
区
）
、
漆
山
（
淡
ぽ
）
、
東
須
際
（
須
際
区
）
、
頭
佐
（
淡
泊
一
民
）
の

各
校
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
十
一
年
四
月
に
は
、
補
習
学
校
の
名
称
が
、
市
立
臨
工
実
修
学
校

の
; JC 

に
改
め
ら
れ
、
同
時
に
市
立
商
工
実
修
学
校
学
則
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
木
科
止
を
前
・
後
期
令
ニ
カ
年
の

年
制
と
し
、
前
期
は
尋
常
小
学
校
の
卒
業
者
、
後
期
は
前
期
の
修
了
者
お
よ
び
高
等
小
学
校
の
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
こ
と
と

し
た
。
第
ニ
に
、
従
来
の
修
業
年
限
六
カ
月
の
科
目
制
度
に
よ
る
学
級
は
専
修
科
と
し
て
こ
れ
を
残
し
、
長
期
間
の
本
科
へ
の

第二節

者
に
鏑
別
の
科
目
を
専
修
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

就
学
に
耐
え
な
い
も
の
を
収
容
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
一
一
一
に
、
新
し
く
高
等
科
を
設
け
、
本
科
卒
業
者
お
よ
び
中
等
学
校
卒
業 大関尋常小学校の算術の学習

近代・現代)j王リミ議ill'/

写真 33

ラ27



淡川商工実修学校の

教育科目（大正15年〕

表 139木
季l

物理 T~f

化学科

応用力学科

機械製図科

普通製関手i
建築製図科

工場実践科

電気科

造船炉

内燃機科

実地工作科

修身許｜

悶語科

習字科

算術科

珠算宗i
幾何代数科

実用数学科

英語科

英語会話料

法11括経済利

簿記科

資料 F神戸市立湊川商工災修学

校三十年間顧録J

な
お
、
も
う
一
つ
の
懸
案
で
あ
っ
た
教
員
の
待
遇
に
つ
い
て

も
、
実
業
学
校
令
に
も
と
づ
く
こ
と
と
し
た
た
め
、

一
定
の
向

上
が
み
ら
れ
た
。

」
う
し
て
、
市
の
実
業
補
習
教
育
は
、

一
層
の
施
設
の
充
実

を
み
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
次
に
湊
川
校
を
事
例
に
、
学
区

統
一
の
実
際
を
示
し
て
お
こ
う
。

は
問

O
人
で
あ
り
、

一
一
一
学
級
、
専
修
科
二
九
学
級
、
生
徒
数
九
九
七
人
で
、
表
問
の
よ
う
に
、
様
々
な
学
科
が
教
授
さ
れ
て
い
る
。
教
員
数

大
正
十
五
（
昭
和
一
3
年
度
を
例
に
と
る
と
、
間
接
川
校
で
は
、

そ
の
職
業
加
内
訳
を
示
す
と
表
出
の
と
お
り
と
な
る
。
専
任
や
小
学
校
教
員
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
川
崎

造
船
所
を
は
じ
め
倒
別
企
業
や
同
業
組
合
か
ら
教
員
が
派
泣
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
市
内
の
鴎
工
業
と
街
援
に
連
繋

が
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
市
の
補
習
教
育
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

生
徒
の
内
訳
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
尽
に
つ
く
の
が
、
開
校
入
学
郊
の
学
歴
で
あ
る
。
表
山
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
等
小

学
校
卒
業
生
が
尋
常
小
卒
業
者
を
上
回
っ
て
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
以
降
、
大

工
場
が
見
低
い
職
工
の
入
職
資
格
を
高
等
小
学
校
卒
業
者
に
引
き
上
げ
た
た
め
も
あ
り
、
当
時
高
等
小
学
校
へ
の
入
学
者
が
増

加
し
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

ま
た
、
表
山
を
見
る
と
、
年
齢
的
に
は
一
四
歳
以
上
二

O
歳
未
満
が
五
八
一
一
一
人
と
最
も
多
く
、

し
か
し
一
方
で
二
五
歳
を
越

え
る
も
の
が
合
計
二
ハ
一
人
も
あ
り
、
補
留
校
へ
入
学
す
る
も
の
の
年
齢
層
の
広
さ
が
う
か
が
え
る
。

528 in一次大戦後の神戸第三主主



学区の統一と地域住民組織の動向第二節

淡川商工実修学校教員の

職業別内訳 （大lElS年）

表 140淡川商工実修学校在学生

の年齢別内訳（大正15年〉

表 142

数

人
8 

10 

7 

2 

1 

1 

1 

1 

5 

1 

1 

1 

1 

人業II世数

14歳未満

14歳以上～20歳未満

20歳以ヒ～25歳未lillu

25歳以上～30歳米満

30歳以上～

人
126 

583 

126 

108 

53 

人臨令~l三

資料： r神戸市立淡JI＼商工5程修竿校三ト
年間顧録a

淡川商工実修吉't-
校在学生のl絞業
日I］内訳（大IE15年）

表 143

数

資料： r神戸市立湊JI＼官官工災修学校三十

年倒産員録3

淡川商工突修学

校在学生の入学

前の学歴

（大正15年）

表 141

数

人
556 

301 

95 

14 

30 

高等小学校卒業

尋常小学校卒業 i

尋常小未卒業｛

中学校卒業

その他

人歴学

淡 Jll 校専任 i

小学校訪I¥ 導

その他の学校教員

11 公

会計土

銀行員（十五銀行）

神戸商業会議所員

鈴羽Hi紡総会社社負

J¥I的造船所技師
事1l戸冥間同業組合理事
笠芥街路神戸支店社員

自営業

外閑人議応IT

40 計ぷ当、
に1

人

0

7

4

3

8

2

5

7

9

7

6

6

〆
0
1
A

噌

i

q

d

Q
ノ

ハ

U

n

y

r

h

u

必斗

4
1

人

所

各

局

社

街

行

社

浴

場

場

宅

他

器
市理主

会

船

道

気

ス

品HJ 工

工

造

欽

旧

国

ガ

骨

口

銭

会

商

印

雑

自

そ の

資料：叩11戸市立淡JI＼掬工災修
学校三十年間顧録a

食料： T事11戸市立記号Jl¥jf,q工

災修学校三十年回

顧録a

近代・現代1~：史総W529 



次
に
、
入
学
し
た
生
徒
の
職
業
別
内
訳
（
十
一
次
川
）
で
は
、
川
崎
・
一
一
一
菱
を
は
じ
め
と
す
る
造
船
所
関
係
が
最
も
多
く
間
六

O
人

を
か
ぞ
え
、
そ
の
他
、
鉄
道
省
、
電
気
品
、

ガ
ス
会
社
等
の
有
力
工
場
、
事
務
所
、
官
公
庁
や
銀
行
な
ど
の
従
業
員
を
加
え
る

と
、
六
四
九
人
と
な
り
、
全
体
の
六
五
%
な
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
職
種
別
に
み
て
も
、
機
械
工
会
一
一

一
人
）
、
電
気
工
（
一
一

三
人
）
、
造
船
工
（
九
八
人
）
な
ど
が
上
伎
を
占
め
て
お
り
、
湊
川
校
か
ら
み
る
探
り
、
市
の
実
業
捕
習
教
育
は
、
市
内
の
有
力
金

業
、
官
公
庁
に
勤
め
る
青
年
簡
を
教
育
す
る
場
で
あ
っ
た
。
貧
困
者
の
子
弟
へ
の
教
育
と
い
う
側
聞
は
、
必
ず
し
も
速
成
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

4 

神
戸
市
青
年
間
の
成
立

神
戸
市
青
年

屈
の
起
源

神
戸
市
に
お
け
る
青
年
間
（
会
）
は
、
近
肢
の
若
衆
組
な
ど
を
起
源
と
す
る
も
の
よ
り
は
、

日
高
戦
争
後
の
地

ガ
改
良
述
動
を
出
発
点
と
す
る
、
内
務
・
文
部
河
翁
の
指
導
に
よ
っ
て
成
zV一
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表

出
は
、
大
正
六
年
に
活
動
し
て
い
る
青
年
間
（
会
）
の
一
覧
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
一
一
一

O
団
体
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

日
採
戦
争
以
前
に
設
立
さ
れ
た
も
の
は
、
一
一
一
団
体
し
か
み
え
ず
、

日
鋭
戦
争
後
に
そ
の
多
く
が
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
時
期
の
主
な
活
動
内
容
を
み
て
み
る
と
、
講
演
会
の
開
催
や
矯
風
、
表
彰
活
動
と
な
ら
ん
で
、

日
常
的
活
動
の

一
つ
と
し
て
夜
学
会
を
行
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

家
庭
の
経
済
的
事
情
な
ど
に
よ
り
小
学
校
に
通
学
で
き
な
い
児
童
に
対
し
て
の
代
用
教
育
と
し
て
の
夜
学
校
は
、
明
治
何
十

何
十
代
を
中
心
と
す
る
時
期
に
、
校
数
・
児
来
数
と
も
地
加
す
る
。
明
治
四
十
三
年
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
の
児
主
数
は
実
数
で
二

ラ30;:ff三本第一次大戦後の神戸



八

O
O人
を
超
え
、
こ
れ
は
神
戸
市
川
口
寸
前
児
玄
全
体
の
約
五
%
、
全
就
学
児
童
数
の
七
・
九
%
に
述
し
て
い
た
。
青
年
間
は
、

」
う
し
た
貧
闘
な
家
庭
の
児
主
に
対
す
る
夜
学
校
へ
の
入
学
奨
励
や

総
織
と
し
て
、
ま
ず
そ
の
発
注
を
み
る
。

学区の統一と地域住民組織の動向第二節

大正6年現在神戸市内青年聞の一覧表 144

年絞投容内動志向創立年月

年月
明治 44. 9 

二三11:: 5. 5 

名

会

会

｝王L
lf 

呉
市
H

浜
メλ
口

総務・夜学校

総務・焔)!U¥

講演・夜学

'ff{lt主ミ・ f文学

巡回・務総

明治 29. 2 

// 40. 11 

大IE 2. 11 

明治 41. 5 

// 45. 5 

神戸選管数百年会

徳 j派青年会

海産物貿易青年会

事t1戸貿易青年会

天理教兵神青年会

やjl

jコ

！芸了

東 JI＼的青年会；明治 43.9 

古淡通青年会；；d二 5.3 

多開通六丁目？九年会； グ 6. 6 

78 

101 

115 

115 

180 

208 

72 

詳

35 

不詳

312 

乃三

子f

仏教務友青年会 i明治 45. 4 I講演・説教
j仏教青年会i大IE 4. 2 I講演・附
；東山町一了間！？年会； グ 2. 7 ！総務i・表彰

1:t~I 東山町二丁目青年会； グ 3. 8；奇心災

東出町三丁目青年会； グ 5. 2 ；講演・践＂I~
今出夜家 II司令岩下iコ グ 1. 9 i講演

和節約百！了和合会； グ 3. 7；言奇抜・！良司3・矯トir1¥
兵庫仏教青年会！明治 44. 2 I講演

区！神港仏教青年会； 不詳 ： 不
川主！！. 青年会；火IE 5. 4 I講話
東 沢 ？！？ 主I~ 会：明治 38.7；講演・干支学
実 践 会 i大正 4. 7；講演・武術・体育

んいい！？。
、一一日

四

に
対
す
る
補
習
教
育
を
行
う

水産青年会i不詳；不詳 i 100 

1駒ヶ＊＊青年会； 不在手 講演・子文学 60 
;};J;1 ' 
駒ヶ林関昔話青年会り（1[ 2. 5 ！講演・続Jlli＼・復学 i 45 

野佼l青年義会；明治 35. 1 ：講演 93 

濁尻池村青年会；か 43.4；講演 60 

浜 1.Li有隣青年会； グ 44. 11 i訴訟'i.体育・夜学 i 31 
古悶新測す年会 j大正 3. 9；講演 l不詳

炎回青年信談会 j明治的. 1 I講演・矯風 1,356 

昨

μ

区

資料： F神戸市統計脅」（大IE6年〉

近代・現代)l表9.:繍N53r 



悶
鐙
戦
争
後

の
青
年
図

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
青
年
間
の
活
動
は
必
ず
し
も
順
調
な
発
達
を
み
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、

こ
の
当
時
新
閣
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
に
「
近
頃
模
範
青
年
会
だ
と
か
、
補
習
教
育
に
尽
力
す
る
と
か
で
、
表

ど

ん

な

移
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
果
た
し
て
什
慶
工
合
に
事
業
が
出
来
て
成
践
が
何
う
挙
が
り
つ
つ
あ
る
か
と
、
二
、
一
一
一
の
育

ま
る
で

年
会
を
覗
い
て
見
た
が
、
会
員
は
何
れ
も
、
多
き
は
一
一
一
十
人
を
出
で
ず
、
少
な
き
は
十
人
位
の
も
あ
る
。
其
遺
り
方
は
宛
然
児

戯
に
等
し
い
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
（
『
又
新
』
明
治
四
十
二
年
四
月
二
十
七
日
）
と
の
批
判
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
会
活
動

そ
の
も
の
が
少
人
数
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
大
正
六
年
段
階
で
一
一
一

O
団
体
の
田
員
数
を
合
計
し
て
も
五
八

O
五
人
で

あ
り
、

お
よ
そ
全
市
の
青
年
間
併
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
、
ま
だ
全
市
の
青
年
を
組
織
す
る
ま
で
に
広
が
り
を
も
た
な
い
理
由
に
は
、
内
務
省
・
文
部
省
を
は
じ
め
と
す
る

上
か
ら
の
指
導
が
逆
に
制
約
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
大
正
四
年
九
月
、
第
一
聞
の
内
務
・
文
部
両
省
訓
令
と
向
精
に
出
さ
れ
た
次
官
通
牒
で
は
、
青
年
間
団
員
の

年
齢
上
限
を
一
一

O
歳
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
農
村
部
と
ち
が
い
、
都
市
の
青
年
聞
は
、

一O
歳
を
越
え
る
層
を
多
く
関
員
に

含
ん
で
い
た
。

『
神
戸
新
聞
』
（
大
豆
六
年
十
月
十
一
二
日
）
は
、

る
も
、
多
く
は
十
四
、

「
市
内
に
於
け
る
青
年
会
数
は

歳
よ
り
凹
、

五
O
歳
ま
で
を
網
羅
」
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
開
通
牒
は
、
青
年
間
に
要
す
る
経
費
を
、
団
員
の
勤
労
に
よ
る
収
入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

し
台、

し
実
際
に
会
費
の
み
で
費
用
を
賄
お
う
と
す
れ
ば
、
会
計
規
模
が
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
町
か
ら
の
補

助
金
や
有
志
者
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源
と
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
通
牒
は
、
青
年
閣
の
設
置
一
区
域
を
、
市
町
村
、
部
務
、
小
学
校
通
学
広
域
と
し
、
そ
の
指
導
に
あ
た
る
者
も
市

ラ32
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町
村
長
や
吏
員
、
小
学
校
長
・
教
員
、
宗
教
者
、
地
方
名
望
家
に
求
め
て
い
た
。
中
で
も
小
学
校
は
、
背
年
聞
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
神
戸
市
の
場
合
、
菩
合
区
、
林
田
一
弘
な
ど
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
学
一
弘
制
下
で
は
、
小
学
校
経
営
そ

の
も
の
に
窮
迫
す
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
到
底
青
年
間
が
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
学
区
制
下
、
小
学
校

を
単
位
に
設
定
さ
れ
た
青
年
団
に
は
、
川
池
青
年
会
（
川
池
小
・
淡
西
区
）
、
菩
合
青
年
会
（
小
野
柄
小
・
芸
令
区
）
、
浜
山
有
隣
青
年

会
（
浜
山
小
・
林
田
区
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
川
池
青
年
会
は
家
庭
助
成
金
な
ど
を
、
菩
合
青
年
会
は
会
費
を
、
浜
山

有
隣
青
年
会
は
会
費
・
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
年
経
費
三
五
j
六
O
円
程
度
の
小
規
模
な
組
織
に
と
ど
ま

った。

や
が
て
川
池
・
浜
山
有
隣
の
両
青
年
会
は
、
校
区
内
の
さ
ら
に
小
さ
な
町
・
丁
目
単
位
青
年
聞
に
分
解
す
る
な
ど
し
て

消
滅
し
て
い
っ
た
。

学i豆の統一と地域住民組織の動向

同
業
組
合

型
車
問
年
国

こ
う
し
た
な
か
で
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
、
向
業
組
合
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
青
年
間
が
あ
る
。

仙
神
戸
米
肥
市
場
同
盟
実
践
会
。
こ
れ
は
、
大
正
四
年
七
月
、
神
戸
米
把
市
場
開
盟
員
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
、
湊
西
区
宮
前
町
の
同
市
場
内
に
事
務
所
を
置
い
た
。
同
会
で
注
目
す
べ
き
は
、
①
会
員
を
同
市
場
向
盟
員
お
よ

び
十
五
歳
以
上
の
そ
の
家
族
、
店
員
の
有
志
と
し
、
こ
れ
を
、
正
会
員
（
家
族
お
よ
び
店
員
）
、
賛
助
会
員
（
店
主
）
、
名
誉
会
員
に

分
け
、
二

O
歳
以
上
の
壮
年
に
い
た
る
ま
で
の
年
齢
腐
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
、
②
会
費
を
、
正
会
員
一
人
一
カ
月
一

O
銭
、
賛

助
会
員
同
一
一

O
銭
と
し
、

い
ず
れ
の
会
費
も
問
主
が
こ
れ
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
青
年
間
の
負
担
を
軽
減
し
つ

っ
、
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
（
『
神
戸
』
大
正
四
年
七
月
二
十
五
日
）
。
事
実
、
市
の
統
計
警
に

第二節

よ
れ
ば
、
大
正
六
年
の
同
会
の
年
経
費
は
一
一
二
二
円
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
小
学
校
単
位
の
青
年
間
と
比
べ
て
大
き
な
財
政

規
模
を
示
し
て
い
た
。

近代・現代歴史編N533 



ω神
戸
貿
易
青
年
会
。
こ
れ
も
、
明
治
問
十

年
、
神
戸
貿
易
同
業
組
合
の
後
接
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
同
業
組
合
型
の
青

年
間
で
あ
る
。
同
会
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
山
十
四
年
よ
り
、
荷
業
夜
学
校
の
名
目
で
会
員
に
対
し
て
貿
易
業
者
に
必
要

な
速
成
英
語
、
商
事
品
川
女
項
、
珠
鉱
山
守
の
補
肪
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
見
た
実
業
的
内
容
を
も
っ
た
教
育
を
青

年
間
関
に
教
授
す
る
こ
と
が
、
地
域
的
青
年
間
の
整
備
に
先
立
っ
て
ま
ず
こ
う
し
た
同
業
組
合
型
の
そ
れ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て

い
た
の
で
中
め
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
青
年
会
は
他
方
で
は
問
題
点
を
か
か
え
て
い
た
こ
と
も
本
突
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
会
員
の

問
住
組
問
が
拡
散
し
て
い
る
た
め
、
取
廿
易
に
そ
の
間
結
が
図
れ
な
い
こ
と
も
そ
の

つ
で
あ
る
。
少
し
後
の
事
例
で
は
あ
る
が
、

貿
易
背
年
会
の

『
貿
易
青
年
L

に
は
こ
の
よ
う
な
苦
言
が
記
さ
れ
て
い
た
。

会
員
そ
の
も
の
L

住
所
が
他
の
会
員
の
そ
れ
の
如
く
、

一
区
内
と
か
一
一
口
口
ふ
様
に
、
先
づ
外
形
的
に
集
合
さ
れ
て

ア
」
川
河
之
－

H
け
ド

rレ
S

い
る
の
と
呉
、
り
、
あ
ち
ら
に

人
、
こ
ち
ら
に
二
人
、
全
神
戸
市
は
お
ろ
か
、
市
外
に
ま
で
散
夜
し
て
い
る
（
即
ち
外
形
的

に
間
給
力
の
淡
い
）
会
員
を
有
す
る
貿
易
青
年
会
と
し
て
は
、
殊
に
金
よ
り
も
先
ず
団
結
力
の
確
立
を
計
る
本
が
急
務
で
は

あ
る
ま
い
か
。
（
時
）
変
動
の
多
い
会
に
充
実
は
望
ま
れ
な
い
。
（
『
貿
易
管
年
』
四
八
号
、
昭
和
二
年
）

神
戸
市
遼

合
車
問
年
図

「
市
教
育
課
が
、
本
年
度
の
新
事
業
の
一
と
し
て
目
下
計
闘
中
の
市
内
青
年
団
の
統
一
問
題
に
就
き
、

る
処
は
、
従
米
の

は
何
れ
も
村
の
若
衆
の
寄
合
と
類
似
し
、
運
動
会
、
祭
礼
の
手
伝
ひ
、
又
講
演

会
開
催
位
を
以
て
事
業
の
大
半
と
な
し
つ
L
あ
り
た
る
も
の
な
る
が
、
市
が
計
問
中
の
青
年
会
は
、
補
習
教
育
を
中
心
と
す
る

も
の
に
て
、
補
習
学
校
を
二
筒
年
制
に
改
正
し
て
悉
く
補
習
学
校
生
徒
た
ら
し
め
、
其
の
生
徒
に
依
り
て
青
年
会
を
創
設
せ
ん

と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
」
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第二節学区の統一とJth域住民組織の動向

あ年お金iーが
干t11 つ閉 り で｛云 」~ 

タ戸たの あ え jノし
市 名古 rli る る ｛主
で )j誌に ネIド

、

< 4市三 のおこ戸元
第けの市戸

~l三
るな脊

の主青f'- か年主糾
間 日 で関統
。コ 的限切 報f:! 
統 はの li'{ff 』

統にに
ヵ： 捕 述以！大

格本 百 円 ベす平年九月教育 Z,rp ら る
8ヲ 戸れ市

の市述 て当
議 充 い局十

写真 34 F神戸市の青年』 日命 突合青るのろH 
の に と指）

表 145 神戸市述合背年団長I］立の経科

大jflO年2月813 j東須磨，下沢，切戸，間出町等15'!1f年間体神戸迷合青年

会発会についての協議。

4月 ｜神戸市会，大正10年度予算：に脊年間に関する調査＇？！（ (3700 

円）計上。

7月14日～16日；大阪市主催，全i讃都市青年間代表者会に神戸市視学鈴木
銭太郎および市内16']1T年間代表参加。

9月l臼 ！鈴木鍛太郎，青年間係専任主事に就任。

10月 j模範規則禁事案作成。

月 不詳 I 皇太子（後の昭和天皇ミ）外遊につき， Tfir勾で活動写真i決
写。第1回陸上運動会開催（於大倉山公翻）。

大正11年2月 ；神戸市参事会の青年間関係予算夜決。

2月10日 I 淡雪腎年間等12青年間，市長rl1会議長宛に決議書提出。
2 Jl 271:1 1神戸市会，脊年間関係設計ヒ。

4月2n1 j荒川蕩危，青年間係設蹴任。
9月26日 ；迎合青年間創立に関する会議。

10月3日～zss I第1図～第4＠］創立委員会。
1明m i神戸市連合背年間創立総会。
11月5臼 j神戸市連合青年団発会式。
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組
上
に
の
ぼ
る
の
は
大
正
十
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
出
さ
れ
た
第
一
一
一
回
内
務
・
文
部
両
省
訓
令
お
よ
び

次
官
通
牒
が
、
団
員
の
最
高
年
齢
を
一
一

O
歳
か
ら
ニ
五
歳
に
引
き
上
げ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
長
、
吏
員
、
小
学
校
長
、

教
員
等
を
指
導
者
と
し
て
官
治
的
統
制
を
強
く
押
し
出
し
て
い
た
点
を
、
団
員
の
自
治
的
経
営
に
切
り
替
え
た
こ
と
、
こ
れ
ら

に
よ
り
総
じ
て
青
年
間
に
対
す
る
制
約
が
と
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
を
う
け
て
市
内
の
青
年
回
数
が
、
大
正
九
年
一
一
一
月
現
在

。〉

八
回
体
か
ら
翌
十
年
に
は
約
七

O
間
体
へ
と
飛
躍
的
に
哨
加
を
み
た
こ
と
が
降
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
統

の
目
ざ
す
と
こ
ろ
は
青
年
間
の
補
習
教
育
機
関
化
で
あ
っ
た
。
な
お
、
神
戸
市
述
合
青
年
間
創
立
に
い
た
る
経
緯

は
、
表
出
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
神
戸
市
連
合
青
年
間
（
市
迷
背
）
は
、
最
末
端
の
単
位
青
年
間
と
市
連
合
団
お
よ
び
そ
の
間
に
少
し
、
運

れ
て
設
け
ら
れ
た
悶
学
区
の
連
関
の
一
一
一
層
か
ら
な
っ
て
い
た
。
市
連
青
は
、
各
単
位
青
年
間
相
互
の
連
絡
統
一
を
図
り
、
そ
の

進
歩
発
迷
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
教
育
課
内
に
事
務
所
を
置
き
、
団
長
に
は
神
戸
市
長
が
就
任
し
た
。

の
ち
に
も

触
れ
る
と
お
り
、
こ
の
市
の
連
合
閣
は
市
よ
り
多
額
の
襟
助
を
う
け
、
各
単
位
青
年
聞
に
比
べ
て
謹
か
に
大
き
な
財
政
規
模
を

も
ち
、
そ
れ
を
も
と
に
各
青
年
屈
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
っ
た
。
次
に
区
ご
と
の
連
盟
は
、
旧
学
区
ご
と
に
青
年
間
の
連
絡
統

を
関
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
団
長
に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
は
置
か
ず
、
各
青
年
間
の
代
表
者
会
で
選
ば
れ
る
幹
事
の
な
か

か
ら
幹
事
長
一
人
を
互
選
し
、

そ
れ
を
代
表
に
あ
て
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
独
自
の
財
源
な
も
た
ず
、
各
青
年
聞
の
拠

出
金
と
市
費
補
助
で
な
り
た
っ
て
い
た
。

単
位
膏
年

団
の
実
態

各
単
位
青
年
間
の
特
徴
は
「
神
戸
市
青
年
団
準
則
」
（
大
正
十
一
年
制
定
）
に
よ
る
と
、
①
青
年
聞
は
「
青
年
修
養

ノ
機
関
L

と
位
置
付
け
ら
れ
た
（
第
一
条
）
、
①
活
動
内
容
は
、
補
期
間
教
育
、
修
義
、

講
演
会
、
体
育
お
よ
び

ラ36第三な第一次大戦後の神戸



「
愛
市
的
卒
業
ニ
奉
仕
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

（
第
入
条
）
、
③
団
員
は
、
正
朗
員
（
一
一
一
歳
以
上
二
五
歳
未
満
の
者
）
、
特
別
閉
口
氏

こ
の
う

（
二
五
歳
以
上
の
者
）
、
名
誉
由
良
（
青
年
開
に
功
労
の
あ
っ
た
者
、
特
別
の
援
助
を
な
し
た
者
）
の
一
一
一
種
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

ち
、
特
別
問
員
や
名
誉
団
員
は
、
各
団
長
の
推
挙
に
よ
っ
て
入
聞
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
青
年
間
の

万一

O
一
凶
人
中
、
正
団
長
の
数
は
こ
万

懸
案
で
あ
っ
た
壮
年
層
ま
で
の
加
入
が
可
能
と
な
っ
た
。
昭
和
五
年
で
は
、

一
一
一
一
一
六
二
人
（
七
ニ
ダ
）
、

昭
和
七
年
で
は
、
一
一
一
万

一
七
一
人
中
一
万
六
一
一
九
八
人
（
五
二
正
月
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
正
団
員
以
外

の
壮
年
麿
の
お
め
る
比
重
が
比
較
的
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
役
員
な
占
め
、
実
際
の
運
営
を
担
つ

て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
昭
和
七
年
の
神
戸
市
の
青
年
人
口
約
九
万
人
と
比
較
し
て
も
正
問
員
の
数
は
少
な
く
、
青
年
間
は
、
決

し
て
市
内
の
青
年
金
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
人
月
額
一

O

各
青
年
間
の
収
入
源
は
、
主
に
間
費
、
補
助
金
、
寄
付
金
等
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
自
費
は
、

学＼2｛の統一と地域住民組織の動向第二節

神戸r!J各単位青年間団長
の職業構成

職 業 人数 Eロlei〓リ メI二ミ～

人 3.t' r防みゆ ／ι1二、. ~ 5 

校長・教員 10 7. 2 

室主 業 3 2. 2 

工 業 9 6. 5 

商 業 67 48. 1 

底的・薬剤τi二 16 11. 5 

~ え お： 長 15 10.8 

ネqi＇§.僧侶 3 2. 2 

負 業 1 0. 7 

そ の 他 7 5.0 

f照 車京 3 2. 2 

l仁Ll 計宇 139 100.0 

表 146

ー
二

O
銭
程
皮
で
、
そ
れ
以
上
の
過
重
な
負
担
は
青

資料：兵/tlI！系学務部社会数脊訪日 r兵nn
j系？？王手間名簿J （昭和4年〉

年
照
明
の
生
活
を
正
鴻
し
、

ひ
い
て
は
彼
等
の
青
年
間

離
れ
を
招
く
の
で
、
間
授
に
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な

パ
ー
っ
こ
。

ふ

μ

ふ
J

次
に
補
助
金
は
、
毎
年
市
よ
り
市
連
脊
に
対
し
て

交
付
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
度
を
例
に
と
る
と
五

ハ
O
O円
で
、
こ
れ
は
市
連
背
の
収
入
総
額
九
八
六

O
円
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
う
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県下各単｛訂正年問団長の

職業構成

霊長 147 

市（神戸市は除く）

1般 業 人数 割合

人 % 
’！？7 公 :&:: 3 6.8 

校長・教員 5 11. 4 

是主 業 4 9. 1 

］二 業 1 2.3 

商 業 19 43. 1 

医 的 1 2. 3 

iヱkス 刻字 長 8 18. 2 

;; に の ｛也 2 4. 5 

然 l数 1 2. 3 

片1.1、 44 100.。
者E）
 

－
 l
 
（
 

告1

IUJ 村長

官公吏

校長

教員

殺禁

漁業

工業

商業

医師

会社員

事11官・｛凶作l

その他

1rn〔 I険

不明

100.。

）
 
－
 
（
 

メ、、
ド1

% 
21. 6 

11. 1 

24. 1 

11. 3 

14. 7 

0. 2 

1. 0 

3.4 

0. 7 

3.6 

1. 4 

3. 1 

0. 7 

3. 1 

計メ》、
11 

数

人
90 

46 

100 

47 

61 

4 

14 

3 

15 

6 

13 

3 

13 

し
た
市
費
補
助
も
、
各
単
位
青
年
団
ま
で
に
は
行
き
渡
ら
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
町
内
有
志
ら
の
寄
付
余
が
大
き
な
財
源
と
な

っ
て
い
た
。

人す長帯設

こ
う
し
た
青
年
商
を
率
い
て
実
際
の
活
動
を
担
う
の
が
同
長
以
下
の
幹
部
で
あ
る
。

業
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

山
は
、
昭
和
四
年
当
時
の
幹
部
の
職

州
民
村
部
（
郡
）
と
違
っ
て
官
公
吏
や
教
員
の
割
合
が
低
く
、
商
工
業
者
、
会
社
員
、
法
師
、

楽
剤
師
等
の
比
重
が
高
い
（
約
七
七
%
）
。

彼
ら
が
市
述
育
や
灰
一
連
盟
の
役
員
を
も
同
時
に
兼
ね
る
の
で
あ
っ
て
、
市
の
青
年
間

は
、
こ
う
し
た
都
市
の
中
間
関
と
目
さ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
狙
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

単
位
青
年
回

設
立
の
出
向
禁

各
単
位
青
年
間
が
設
定
さ
れ
る
に
一
だ
っ
た
背
景
を
、

い
く
つ
か
具
体
例
か
ら
示
し
て
お
こ
う
。

川

wr弁
天
青
年
会
。
こ
の
会
は
、
大
正
十
年
、
波
間
医
永
沢
町
一
一
、
一
一
一
丁
目
を
対
象
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

市
辿
青
の
結
成
に
あ
た
っ
て
も
、
団
長
が
創
立
委
員
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
積
械
的
な
参
加
を
果
た
し
て
き
た
。
同
会
は
、
そ

ラ38
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の
設
立
に
あ
た
っ
て
趣
意
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
ま
ず
第
一
次
位
界
大
戦
後
の
関
内
外
の
状
況
を
説
明
し
た

上
で
、
次
に
自
ら
の
設
立
意
関
を
「
抑
も
青
年
の
教
化
指
導
の

は
勿
論
、
地
方
改
議
問
題
の
如
き
も
一
つ
に
青
年
会
の
組

織
に
よ
り
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
者
砂
少
な
ら
ず
し
（
『
弁
天
h

）
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
地
方
改
善
」
と

の
教
化
指

を
青
年
間
の
手
に
よ
っ
て
実
行
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
当
時
多
く
の
青
年
間
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

∞
荒
田
青
年
公
徳
会
。
単
位
青
年
間
設
立
の
背
景
が
よ
り
具
体
的
に
わ
か
る
も
の
と
し
て
、
荒
田
青
年
公
徳
会
が
あ
る
。
こ

の
会
は
、
大
正
十
一
年
十
月
、
淡
東
区
荒
田
町
に
設
立
さ
れ
た
。

吋
神
戸
市
迎
合
青
年
回
線
い
（
第
一
ぎ
に
燭
載
さ
れ
た
向
会

の
沿
本
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

荒
凶
町
は
詐
て
都
市
の
発
展
に
伴
ひ
一
時
場
末
と
な
り
、
口
川
一
つ
燐
寸
工
場
な
ど
の
建
設
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
偶
々
こ
の
周

やばの統一と地域住民紛織の！Ml~リ

間
へ
群
が
り
来
た
無
自
覚
な
る
移
住
民
は
、
自
治
的
精
神
の

に
務
む
る
こ
と
な
く
、
勿
論
町
の
向
上
発
展
な
ど
に
就

て
は
、
何
等
顧
慮
す
る
処
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
町
の
整
頓
を
欠
き
不
潔
に
流
れ
、
時
徒
浮
浪
の
徒
集
ま
り
、
果
て

は
私
娼
の
出
没
を
見
る
に
至
る
等
、
（
略
）
返
す
／
＼
も
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。
（
略
）
是
に
於
て
、
（
略
）
町
民
の
智
識
向
上

合
計
り
、
町
内
の
改
善
発
達
を
劫
け
て
、
従
来
の
汚
名
と
蔑
視
を
除
去
す
る
に
務
む
る
と
共
に
範
を
他
に
一
一
小
し
得
る
の
程

ぃ
岐
に
進
め
ん
と
云
ふ
大
な
る
抱
負
と
決
心
と
な
有
す
る
同
志
に
依
っ
て
穏
然
と
し
て
生
れ
た
の
が
、
即
ち
我
が
荒
国
青
年

公
徳
会
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
ま
ま
受
け
と
る
こ
と
の
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
米
騒
動
以
後
、
都
市
の
治
安
や
風

第二mi

紀
が
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
そ
う
し
た
も
の
へ
の
対
応
と
し
て
青
年
会
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
市
市
町
第
二
期
線
数
有
に
際
し
て
、
消
磁
塚
移
転
問
題
に
つ
き
市
に
棟
情
活
動
を
行
っ
た
切
一
戸
青
年
会
（
淡
西
区
、
大
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五
十
年
）
な
ど
、

地
域
や
社
会
全
体
の
改
諮
問
、
宮
、

青
年
部
と
し
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
こ
の
他
に
も
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
当
時
、
社
会
問
題
の
続
出
す
る
な
か
で
、
自
ら
の
生
活
と
そ
れ
を
つ
つ
む
地
域
の
改
良
を
不
可
欠
と
す
る
青
壮
年
間
の

認
識
が
青
年
団
結
成
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

修
護
団
思
想

と
青
年
間

こ
の
よ
う
に
様
々
な
利
容
関
心
を
背
景
に
間
立
さ
れ
た
細
々
の
青
年
聞
を
、
市
の
迎
合
団
に
束
ね
た
思
想
的

支
柱
に
、
修
養
聞
の
存
在
が
あ
る
。

修
養
問
と
は
、

日
露
戦
後
、
当
時
東
京
の
青
山
師
範
在
学
中
で
あ
っ
た
窪
沼
門
一
ニ
が
、

「
流
汗
鍛
錬
主
義
L
、
「
悶
抱
相
愛
主

を
モ
ッ
ト
ー
に
組
織
し
た
も
の
で
、
渋
沢
栄

や
新
渡
部
稲
造
、
東
京
高
等
工
業
学
校
長
手
島
精
一
ら
の
支
援
の
も
と
、

大
企
業
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
や
が
て
全
悶
化
し
て
い
っ
た
。

神
戸
市
に
お
い
て
は
、
兵
庫
実
業
補
習
学
校
校
長
岸
田
軒
造
お
よ
び
同
校
出
身
の
網
谷
才

（
設
店
主
）
ら
が
中
心
と
な
り
、

小
泉
製
麻
、
川
崎
造
船
所
、
市
電
な
ど
を
拠
点
に
活
動
を
広
め
て
い
っ
た
。

大
正
二
年
四
月
、
市
内
穣
川
小
学
校
に
お
い
て
同
修
養
問
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
手
島
精
一
が
「
工
業
者
の
修
養
L

と
題
し

て
行
っ
た
講
演
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
修
養
問
の
活
動
は
、
単
な
る
精
神
修
養
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
業
教
育
の
推
進
と
い
う

側
而
を
も
っ
て
い
た
。
大
企
業
で
行
わ
れ
た
労
働
者
修
養
の
あ
り
方
が
、
青
年
聞
の
担
い
手
で
あ
る
都
市
中
間
謄
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
。

神
戸
市
で
相
愛
修
養
団
を
総
織
し
て
活
躍
し
た
網
谷
才
一
は
、
神
戸
市
連
合
青
年
部
の
結
成
と
と
も
に
、
そ
の
理
事
に
就
任

し
、
そ
の
活
動
の
中
心
的
存
在
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
補
習
教
育
の
二
カ
年
制
の
義
務
教
育
化
と
同
時
に
、
全
車
問

年
団
員
の
補
習
校
就
学
を
熱
心
に
主
唱
し
つ
づ
け
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
物
の
活
動
に
よ
っ
て
、
前
に
述
べ
た
と
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お
り
、
ま
だ
一
部
の
労
働
者
し
か
就
学
で
き
ず
大
企
業
労
働
者
の
技
能
養
成
に
偏
り
が
ち
な
実
業
補
習
教
育
が
、
青
年
間
を
と

お
し
て
、

よ
り
広
い
青
壮
年
層
に
も
行
わ
れ
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
。

s 

尿
尿
汲
取
と
衛
生
組
合

衛
生
組
合

の
設
立

第
一
次
世
界
大
戦
期
、
教
育
問
題
と
並
ん
で
触
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
、
同
時
成
汲
取
の
市
営
化
問
題
が

あ
る
。

神
戸
市
に
お
け
る
市
街
地
の
尿
尿
汲
取
は
、
明
治
初
年
に
は
、
家
主
が
周
辺
農
民
に
請
け
負
わ
せ
汲
取
ら
せ
て
い
た
が
、

学区の統一と地域住民組織の動向

清
戦
争
後
か
ら
、
家
主
に
か
わ
り
衛
生
総
合
と
い
う
地
域
住
民
組
織
が
、
波
取
営
業
者
と
契
約
を
と
り
か
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

以
下
、
こ
の
衛
生
組
合
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

幕
末
開
港
以
後
、
外
国
人
間
問
地
を
ひ
か
え
て
、
内
外
の
交
通
の
拠
点
と
な
っ
た
神
戸
市
は
、
ま
た
、
各
種
伝
染
病
の
上
控

地
と
な
る
危
険
も
常
に
は
ら
ん
で
い
た
。
事
実
、
明
治
十
九
年
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
は
市
内
で
約
ニ
千
人
も
の
患
者
を
出
し
た
。

衛
生
組
合
と
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、
明
治
二
十
四
年
六
月
、
市
条
例
「
衛
生
組
合
及
町
村
衛
生
委
員
設
置
方
法
」

の
制
定
に
も
と
e

つ
い
て
設
立
さ
れ
た
、
伝
染
病
予
坊
を
目
的
と
す
る
地
域
住
民
の
共
同
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
衛
生
一

組
合
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
近
位
の
五
人
組
な
間
伐
し
た
も
の
と
し
て
イ
メ
i
ジ
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
設
置
匹
域

第二節

は
、
当
初
か
ら
市
内
の
各
町
・
丁
目
、
あ
る
い
は
旧
大
字
単
位
に
置
か
れ
て
い
た
。
発
見
当
時
、
市
内
衛
生
組
合
委
員
の
総
数

は
二
七
六
人
（
神
戸
部
二
一
一
七
人
、
淡
東
部
六
七
人
、
淡
西
部
四
七
人
、
首
令
部
二
五
人
）
で
、
特
に
裏
一
口
氏
崖
な
ど
は
、
地
主
・
家
主
が

近代・:JJt代i笠史編N
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衛生組合に関する法ilJIJの変選
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表 148

市条例「衛生組合及III］村衛生委員設泣方法」および「衛生組合人心

得」制定

「伝染病予防法J11111定

県令「衛生組合規則J制定

市条例「if/Jl［ミ紹介仮方法J 1111］定。

県令「伝染病予防法施行車I!y!IJJ制定。

県令勺（f,j生組合規約ニl.l&Jスノレ探荷主」制定。

組
合
長
に
指
名
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
衛
生
総
合
に
関
す
る
法
制
度
は
、
明
治
一
一
一
十
六
年
、

mm令
っ
衛
生
組
合
規
約

日
一
関
ス
ル
標
準
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
二
転
二
一
転
を
み
（
表
出
、

そ
の
間
に
、
県

i
市
の
間

で
、
そ
の
位
置
付
け
に
関
す
る
対
立
が
現
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
た
る
対
立
点
は
、
衛
生
組
合
を
市
の
向
治
制
の
一
卜
に
組
み
込
む
か
ど
う
か
に
あ
っ

た
。
市
が
明
治
二
十
1

問
年
に
制
定
し
た

J
m生
組
合
及
町
村
衛
生
委
員
設
政
方
法
L

で
は
、

町
村
衛
生
委
員
（
後
の
組
合
長
と
考
え
ら
れ
る
）
は
市
会
衛
生
常
設
委
員
に
よ
る
推
薦
と
市
参
事

ム
去
の
任
命
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
明
治

十
年
県
令
「
衛
生

組
合
規
則
し
は
、
こ
れ
を
一
合
定
し
て
役
員
は
全
て
こ
れ
を
組
内
で
公
選
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
市
は
、
県
令
に
は
前
、
ち
に
拠
り
が
た
い
と
し
て
、
条
例
「
衛
生
組
合
仮
方
法
」

な
制
定
、
再
び
組
合
長
の
市
衛
生
土
木
常
設
委
員
お
よ
び
市
参
事
会
に
よ
る
選
出
を
認
め
た
。

こ
う
し
た
対
立
が
続
い
た
後
、
結
局
、
県
の
主
張
が
泊
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち

4－h
＋z
h

、

一
日
ド
ノ
ト
UM句

一
！
衛
生
総
合
焼
則
L

と
ほ
ぼ
間
内
政
げ
を
感
り
込
ん
だ
「
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
L

を
定
め
、
衛
生
組
合
の
市
の
r
打
治
か
ら
の
分
離
を
線
認
、
こ
れ
に
「
規
約
一
一
関
ス
ル
襟
準
L

が
加
わ
り
（
「
衛
生
組
合
仮
方
法
」
廃
止
）
、

」
れ
が
、

そ
の
後
一
一
一

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
、
市
内

の
衛
生
組
合
を
規
定
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

衛
生
組
合
の
初
期
の
活
動
は
、
伝
染
病
予
防
救
治
以
外
の
衛
生
に
か
か
わ
る
も
の
に
も
杭
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級
的
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

中
で
も
、
街
路
清
揃
や
撒
水
な
ど
道
路
に
関
す
る
事
務
は
、
当
時
保
の

の
管
轄
下
に
あ
っ

て
市
に
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
衛
生
組
合
が
こ
れ
を
請
負
う
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
た
、
衛
生
総
合
は
食

悶
な
住
民
に
対
す
る
汝
済
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
組
合
内
の
医
師
と
の
特
約
に
よ
る
施
療
施
薬
や
勺
無
告
の
窮
民
ー
一
に

対
し
て
組
合
授
の
中
か
ら
金
品
な
ど
の
供
与
を
行
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
中
心
に
な
っ
て
担
う
役
員
に
は
、
組
合
内
の
公
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
組
合
長
、
副
組
令
官
瓦
、
部
長
な

ど
が
あ
り
原
則
と
し
て
名
誉
職
（
無
給
）
と
さ
れ
た
3

階
間
的
に
は
、

お
お
よ
そ
地
主
・
家
主
を
山
中
心
に
町
内
の
中
流
に
位
院
す

る
役
話
役
と
目
さ
れ
る
人
々
が
つ
い
て
い
た
。

衛
生
組
合
の
財
源
は
、

し
て
採
印
刷
売
却
代
余
と
組
合
授
の
二
種
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。
組
合
授
は
、
通
常
、
家
賃
に
比

学ほの統一と地域住民組織の動向

例
し
て
月
毎
に
徴
収
さ
れ
、
家
持
ち
の
負
担
額
は
役
員
の
見
立
て
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
明
治

こ
ろ
の
組
合
費
の

の
衛
生
組
合
予
算
に
編
成
さ
れ
、

徴
収
さ
れ
た
総
合
授
は
そ
の

一
部
は
積
立

問
勢
十
h

l

j

l

 

一
月
一
一
一
銭

1
一
一
円
伎
で
あ
っ

金
と
し
て
組
合
財
産
を
形
成
し
た
。
中
に
は
か
な
り
多
額
の
財
政
令
｝
所
有
す
る
級
生
組
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
予
算
や
財
産
の
管

照
一
ば
総
合
長
の
権
限
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
う
し
た
経
政
支
弁
に
つ
い
て
総
合
長
の
か
な
り
自
由
な
裁
量
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
。

衛
生
組
合
が
際
限
汲
取
契
約
を
、

に
か
わ
っ
て
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
明
治
一
一
一
十

明
治
三
十
三
年

の
深
尿
騒
動

一一
に
起
こ
っ
た
探
成
騒
動
で
あ
っ
た
3

こ
れ
は
同
年
、
兵
路
県
が
汚
物
掃
除
法
の
実
質
的
な
施
行
細
則
と
し
て
制
定
し
た
県
令
第
一

〉
Y
L
3
、
：
、

ι
二三、〉

汽

／

長

v

に
も
4
L
て
品
川
立
43ι

第二節

に
よ
る
白
山
契
約
の
汲
取
処
分
を
や
め
、
免
許
制
に
よ
る
特
定
営
業
者
の
独
占
的
波
取
を
定
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
価
な
肥
料
た
る
尿
尿
入
手
の
途
を
ふ
八
っ
た
、
林
田
夜
、
須
磨
村
、
明
石
部
の
各
村
な
ど
の
市
周
辺
の
農
民
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は
、
同
県
令
の
実
施
延
期
を
求
め
て
長
岡
神
社
な
ど
に
結
集
、
そ
の
内
数
百
人
が
市
役
所
へ
殺
到
す
る
な
ど
物
情
騒
然
と
し
た

状
況
を
呈
し
た
。
ま
た
同
様
に
、
市
内
家
主
も
関
県
令
反
対
の
陳
情
活
動
を
展
開
削
し
て
い
る
ゆ

こ
う
し
た
中
で
、
明
治
三
十
四
年
一
月
、
妥
協
の
方
法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、
衛
生
組
合
に
よ
る
汲
取
契
約
の
詰
負
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

の
制
規
・
条
件
に
服
す
も
の
に
対
し
て
、

一
衛
生
総
合
以
上
の
区
域
を
担
当
し
、
県
の
指
定
営
業
者
と
間

衛
生
組
合
長
の
加
印
を
添
え
て
願
書
を
提
出
し
た
場
合
に
、
そ
の
営
業
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県

は
汲
取
の
管
理
が
可
能
に
な
り
、
住
民
の
側
は
よ
り
有
利
な
条
件
で
探
尿
を
売
却
し
う
る
営
業
者
を
求
め
て
一
定
の
選
択
が
可

能
と
な
っ
た
。
以
後
、
売
却
さ
れ
た
康
成
代
側
は
組
合
の
収
入
に
組
み
込
ま
れ
、
組
合
活
動
の
主
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
農
民
の
側
の
要
求
は
こ
こ
で
は
充
分
汲
み
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
以
後
、
明
治
一
一
一
十
八
年
に
つ
汚
物
掃
除
法

施
行
細
則
L

制
定
に
よ
り
、
特
定
営
業
者
の
下
請
け
と
し
て
汲
取
、
か
許
可
さ
れ
る
ま
で
紛
糾
が
つ
づ
い
て
い
る
，

日
露
戦
争
以
降

の
衛
生
組
合

日
係
戦
争
以
降
第
一
次
陀
界
大
戦
期
に
か
け
て
、
衛
生
総
合
が
取
り
扱
う
事
業
は
飛
躍
的
に
削
引
火
し
た
。

た
と
え
ば
、
明
治
四
十
一
年
九
月
、
神
戸
市
が
実
施
し
た
市
勢
調
査
に
お
い
て
、
衛
生
組
合
役
員
に
調
査

を
委
託
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
以
後
の
国
勢
調
査
・
失
業
制
査
等
の
委
託
、
一
戸
籍
法
改
正
に
伴
う
寄
留
脂
米
済
者
の
た
め
の
崩

掛
…
…
日
代
筆
（
東
尻
池
町
）
と
い
っ
た
都
市
住
民
把
擦
の
た
め
の
諸
事
務
、

日
露
戦
争
中
の
出
征
家
族
へ
の
生
活
捕
助
や
軍
事
公
告
応

募
（
北
長
狭
一
一
一
丁
目
）
、

軍
事
家
公
会
へ
の
勧
誘
、

凱
旋
兵
女
の
歓
迎
と
い
っ
た
箪
事
に
関
す
る
事
業
、
そ
の
他
風
俗
改
良
、

ラ
ム
改
善
や
米
騒
動
時
の
米
の
公
売
、
治
安
、
青
年
団
へ
の
裕
助
と
い
っ
た
も
の
ま
で
、
衛
生
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
・
臨

時
の
広
範
な
町
内
諸
事
務
が
、
衛
生
組
合
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

544 
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開
席
尿
汲
取

の
停
滞

こ
う
し
て
衛
生
組
合
は
、
行
政
と
住
民
と
を
つ
な
ぐ
上
で
震
裂
な
役
割
を
果
た
す
存
在
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
他
方
、
部
市
人
口
増
大
の
影
響
を
う
け
て
、
そ
の
主
援
な
財
源
で
あ
っ
た
県
尿
の
処
分
が
闘
難
を
綴
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

神
戸
市
の
尿
尿
は
、
間
以
指
定
の
肥
料
会
社
、

の
偲
人
営
業
者
お
よ
び
明
石
郡
各
村
の
段
回
目
が
実
際
の
汲
取
を
行
な
っ
て

い
た
。
こ
の
う
ち
、
肥
料
会
社
は
、
市
内
約
一

O
万
一
戸
の
汲
取
を
行
う
段
も
有
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
会
社
汲
取
が
開
始
さ
れ

た
明
治

は
、
神
戸
市
行
清
合
資
会
社
、
自
衛
株
式
会
社
、
兵
神
肥
料
合
資
会
社
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
部
（
行
清
）
、

湊
東
部
（
自
衛
）
、
擦
問
部
（
兵
神
）
を
分
約
一
し
て
い
た
。
汲
取
ら
れ
た
廉
尿
は
、
播
際
、
阿
波
、
紀
州
地
方
へ
売
却
さ
れ
た
。

か
し
、
こ
れ
ら
の
会
社
は
こ
の
時
期
に
す
で
に
払
込
資
本
金
に
対
し
て
一
割
以
上
の
配
当
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
え
一
言

学12¥:の統一と地i或住民組織の動向

わ
れ
て
い
た
。

以
後
、
会
社
そ
の
も
の
に
も
離
合
集
散
が
な
ら
れ
、
ま
た
一
方
で
の
人
造
肥
料
の
普
及
に
よ
る
保
ぽ
需
裂
の
低
下
お
よ
び
汲

取
人
求
人
の
労
賃
上
昇
は
、
さ
ら
に
そ
の
経
常
を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、

人
口
の
地
加
に
よ
り
年
間
七

O
万
石
（
大

正
八
年
）
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
尽
尿
を
処
分
す
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
採
尿
汲
取
の
停
滞
が
顕
在
化
し
た
。

他
方
、
衛
生
組
合
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
必
ず
し
も
有
効
な
対
処
が
で
き
な
か
っ
た
。
衛
生
組
合
に
は
法
人
と
し
て
の
資
格

が
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
特
に
訴
訟
と
な
る
と
、
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
。
大
正
問
（
一
九
一
五
）
年
、
湊

四
一
弘
下
沢
通
六
丁
目
衛
生
総
合
で
は
、
肥
料
会
社
を
相
手
ど
り
起
こ
し
た
訴
訟
が
却
下
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
て
い
る
。

第二節

同
衛
生
組
合
が
提
出
し

「
汲
取
営
業
者
は
、
警
察
権
を
以
て
協
定
し
、
妄
り
に
増
設
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、

業
以
外
の
売
買
を
厳
禁
せ
り
。
故
に
汲
取
営
業
者
は
、
此
一
小
潔
物
口
を
奇
貨
と
し
、
契
約
せ
る
代
金
の
支
払
を
為
さ
ざ
る
者
頻

近代・現代歴史編N
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市
に
よ
る
汲
取
実
施
の
論
議
が
浮
上
し
て
き
た
。

「iiiEt組合役員名簿』

々
た
り
し
と
会
批
を
非
知
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
「
組
合
は
法
人
に
非

ざ
れ
ば
、
弘
法
上
権
利
村
の
主
体
な
る
を
得
ず
し

（
可
又
新
』
大
正
四
年
六
月

十
一
一
日
）
と
い
う
現
実
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

て
の
中
で
大
正

年
、
山
知
の
個
人
常
染
者
に
対
す
る
取
締
が
強
化
さ

れ
た
こ
と
を
機
会
に
、
以
後
肥
料
会
社
は
相
互
に
協
定
を
結
び
保
尿
代

写真 35

側
の
値
下
げ
を
限
っ
た
。
こ
う
し
て
、
問
即
日
以
汲
取
の
停
滞
と
、
肥
料
会

社
と
衛
生
組
合
と
の
対
立
が
深
刻
化
ず
る
過
程
で
、

し
て
の

尿
尿
汲
取

の
市
営
化

原
尿
、
汲
取
市
常
化
の
論
議
は
、
大
正
七
年
初
期
、
県
市
当
局
が
そ
の
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
本
格
化
す

る
。
波
八
年
二
月
に
は
、
市
内
神
潜
倶
楽
部
に
お
い
て
、
市
の
主
催
の
下
、
全
市
約
一
一
一
百
の
衛
生
組
合
長
を
一

常
に
会
し
て
探
ぽ
及
び
際
芥
処
分
協
議
会
が
開
か
れ
、
康
成
の
市
に
よ
る
無
償
処
分
が
多
数
決
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
て
い
る
ο

こ
の
時
期
に
衛
生
総
合
が
原
版
市
川
市
川
化
を
交
付
し
た
背
景
に
は
、
法
制
上
の
不
備
と
と
も
に
、
住
民
の
生
活
環
境
改
議
を
求

め
る
意
識
の
高
揚
が
あ
っ
た
と
…
一
向
え
る
。
新
出
投
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た
手
厳
し
い
衛
生
組
合
批
判
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

近
頃
の
糞
尿
の
停
滞
は
実
捺
怖
い
。
町
の
衛
生
部
長
や
市
役
所
の
衛
生
課
は
眠
っ
て
ゐ
る
の
か
。
大
掃
除
に
蜘
妹
の
巣
、
が

（
吋
神
戸
』
大
正
七
年
八
月
四
日
）

一
つ
残
っ
て
ゐ
て
も
品
開
々
々
文
句
を
持
政
ベ
る
癖
に
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
衛
生
も
ク
ソ
も
あ
っ
た
も
の
で
な
い
。
箆
棒
ナ
。

ャ
ィ
、
石
井
町
外
六
ケ
村
衛
生
組
合
の
親
分
、
金
ば
か
り
せ
し
め
る
の
が
衛
生
か
い
。
俺
附
TV
汗
姓
で
も
そ
の
伎
の
こ
と
は

ラ46第三？立第一次大戦後の神戸
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モ
ヅ
ト
溝
で
も
淡
へ
て

に
し
や
が
れ
。
（
吋
神
戸
』
火
正
七
年
八
月
八
日
）

こ
の
市
営
化
は
、
大
正
八
年
こ
ろ
ま
で
は
、
衛
生
組
合
を
は
じ
め
住
民
の
支
持
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
諜
こ
れ
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
政
治
問
題
化
し
、
大
正
十
年
十
月
末
に
至
る
ま
で
そ
の
解
決
を

見
て
い
な
い
。
以
下
、
時
間
加
を
追
っ
て
市
営
化
に
お
点
る
経
緯
を
み
よ
う
。

判
大
正
八
年
。
こ
の
時
期
は
、
関
川
令
っ
一
汚
物
品
除
法
施
行
縮
問
」
（
明
治
四
十
四
年
制
定
）
に
よ
り
、
康
成
処
分
に
関
す
る
権
限

が
何
ら
市
に
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
夏
期
に
臨
時
汲
取
が
市
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
絡
的
な
議

論
は
、
県
入
品
刊
の
改
正
（
同
年
十
二
月
十
八
日
、
実
施
は
翠
九
年
一
一
月

日
）
に
よ
り
神
戸
市
に
処
分
権
が
与
え
ら
れ
る
大
正
九
年
以
降

と
な
る
。

学iまの統一と地域住民組織の動向

∞
大
正
九
年
。
係
A
n
の
改
正
を
う
け
て
、
題
島
一
房
次
郎
市
長
よ
り
市
参
事
会
に
提
出
さ
れ
た
県
尿
処
分
’
策
は
、
し
か
し
、
市

に
よ
る
汲
取
を
全
国
実
施
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
内
を
数
区
に
分
ち
、
従
来
の
肥
料
会
社
や
明
石
部

農
会
な
ど
に
出
米
る
だ
け
下
請
け
を
な
す
こ
と
と
し
、
汲
取
の
問
問
難
な
山
手
方
而
七
千
戸
の
み
を
夜
営
に
す
る
と
い
う
も
の
で

ゑ
り
マ
心
。

し
か
も
同
案
は
、
明
石
部
民
会
に
対
し
て
は
毘
尿
代
備
を
徴
収
し
な
が
ら
、
肥
料
会
社
に
対
し
て
は
全
て
無
償
払
下
げ

な
行
う
と
と
も
に
、
惚
雨
期
の
汲
取
悶
燦
な
時
期
に
は
一
荷
当
り
五
銭
の
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
い

こ
れ
に
は

各
方
問
よ
り
非
難
が
続
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
市
会
で
の
議
論
の
結
果
、
市
の
原
案
は
①
契
約
期
間
か
二
年
限
り
と
し
て

、
会
社
へ
の
補
助
金
は
奨
励
践
と
訂

第二節

正
、
小
司
会
托
と
の
契
約
を
明
石
部
段
会
と
の
そ
れ
に
地
中
じ
る
も
の
に
改
訂
す
る
こ
と
、
③
汲
取
の
市
中
出
が
あ
る
場
合
、
肥
料
会

社
と
対
拭
関
係
に
あ
る
衛
生
組
合
に
も
抑
制
会
の
上
認
可
す
る
、
成
約
良
野
な
も
の
に
は
問
様
の
奨
励
金
を
出
す
こ
と
等
の
条
件

近代.!Jt代j絞it：総Wラ47



を
付
し
て
可
決
し
た
。

」
の
段
階
で
注
目
し
て
お
き
た
い
も
の
に
、

市
会
議
員
丹
下
良
太
郎
（
市
政
研
究
会
）
が
、
対
案
と
し
て
新
聞
紙
上
に
公
表
し

た
衛
生
組
合
の
会
社
設
立
に
よ
る
汲
取
案
が
あ
る
。
こ
れ
は
①
即
時
尿
塵
芥
を
処
分
す
る
た
め
の
株
式
会
社
を
設
立
、
②
そ
の
会

社
の
株
式
は
、
市
内
各
町
衛
生
組
合
が
購
入
、
株
主
と
な
る
、
③
こ
の
会
社
に
対
し
て
、
市
は
従
来
の
設
備
一
坊
を
無
償
で
貸

与
す
る
、
④
会
社
の
収
支
が
柏
償
う
も
の
に
な
る
ま
で
、
市
は
相
当
の
補
助
金
な
交
付
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
丹
下
白

身
、
一
一
ア
宮
町
衛
生
組
合
の
役
員
を
つ
と
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
県
尿
市
営
化
以
後
の
衛
生
組
合
を
い
か
に
機
能
さ
せ
る
か
は
、

市
に
も
彼
等
役
員
に
と
っ
て
も
焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ゆ
大
正
十
年
。
こ
こ
で
目
立
っ
た
動
き
と
し
て
は
、
県
尿
加
工
場
の
建
設
案
と
そ
れ
に
対
す
る
対
象
地
域
住
民
の
反
対
運
動

が
あ
る
。

保
尿
加
工
場
案
と
は
、
加
工
処
分
に
よ
っ
て
神
戸
市
民
の
一
日
の
排
浩
監
の
三
分
の
一
を
処
理
し
（
硫
安
、
燐
酸
石
灰
製
造
）
、

そ
の
売
却
に
よ
り
え
ら
れ
る
収
入
に
よ
っ
て
、
残
り
の
三
分
の
一
プ
を
処
県
す
る
と
い
う
、
市
直
営
に
よ
る
即
時
尿
汲
取
を
実
現
し

ょ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
加
工
場
の
建
設
予
定
地
と
さ
れ
た
苅
藻
島
（
林
間
一
巳
周
辺
住
民
か
ら
は
、
猛
烈
な
反
発
が
お
こ
り
、
ま
た
向
地
が
、

神
戸
市
間
部
の
開
発
・
工
業
地
区
化
と
交
錯
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
結
局
立
ち
消
え
に
奈
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
宏
へ
て
、
こ
の
問
題
が
ひ
と
ま
ず
決
着
を
み
た
の
は
大
正
十
一
年
十
月
で
あ
る
。
こ
こ
で
可
決
さ
れ
た

汲
取
方
法
は
、
俗
に
「
浜
渡
し
L

案
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
①
下
請
条
件
を
変
更
し
、
汲
取
そ
の
も
の
は
原
則
と
し
て
市
直
営
に

す
る
、

た
だ
汲
取
っ
た
即
時
尿
は
搬
出
港
に
お
い
て
出
来
の
肥
料
会
社
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
新
会
社
に
売
却
す
る
、
②
明
石
郡

ラ48第一次大戦後の神戸第三主主



農
民
の
汲
取
区
域
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
、
③
ま
た
、
希
望
条
件
と
し
て
、
市
内
各
衛
生
組
合
長
に
、
県
尿
汲
取
の
取

締
り
を
ひ
き
つ
づ
き
統

的
に
行
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
③
に
よ
り
衛
生
組
合
長
に
よ
る
末
端
の
肢
督
権
が
継
続
し

て
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
完
全
な
市
直
営
と
は
ゆ
か
ず
、

い
く
つ
か
の
点
で
悶
米
の
汲
取
慣
行
を
残
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

の
ち
の
よ
う
に
、
定
期
的
な
汲
取
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
衛
生
組
合
を
通
じ
て
必
要
な
時
に
住
民
が
汲
取
を

申
し
込
む
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
当
時
、
こ
の
よ
う
に
監
督
権
を
衛
生
組
合
長
が
も
っ
た
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
、
依

然
と
し
て
衛
生
組
合
が
汲
取
に
携
さ
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

6 

在
郷
軍
人
会

学i玄の統一と地l或住民組織の動向

明
治
四
十
三
（
一
九
一

O
）
年
、
兵
役
を
終
了
し
た
者
に
引
き
つ
づ
き
軍
事
訓
練
を
加
え
こ
れ
を
国
民
統
制
の

在
郷
軍
人
会

の
結
成

た
め
に
組
織
す
べ
く
母
国
在
郷
田
平
人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
神
戸
市
の
在
郷
軍
人
は
、
神
戸
連
隊
区
司
令
部
の

も
と
に
設
寵
さ
れ
た
帝
国
在
郷
軍
人
会
神
戸
支
部
に
編
成
さ
れ
た
。

同
支
部
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
こ
の
帝
国
在
郷
軍
人
会
神
戸
支
部
は
、
神
戸
市
、

お
よ
び
武
庫
・
明
石
・
加
古
・
美
麗
・
加
東
・

多
可
・
加
西
・
印
南
の
合
計
一
市
八
都
を
対
象
区
域
と
し
、
市
町
村
単
位
あ
る
い
は
数
カ
村
合
同
で
分
会
合
同
設
置
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

た
だ
し
神
戸
市
の
場
合
は
、
当
初
市
の
分
会
の
下
に
更
に
学
区
を
単
位
に
分
会
が
設
置
さ
れ
た
。

第二節

こ
の
帝
国
在
郷
箪
人
会
神
戸
支
部
は
、
会
員
を
正
会
員
・
特
別
会
員
・
名
誉
会
員
の
一
一
一
種
に
分
け
、
正
会
員
は
待
命
・
休
職
・

予
備
投
・
後
備
投
・
退
役
の
将
校
・
准
士
宮
・
下
士
官
兵
卒
と
さ
れ
た
。
ま
た
支
部
の
活
動
目
的
を
、
箪
人
勅
論
の
奉
戴
、
在
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郷
軍
人
の
品
位
を
高
め
親
睦
と
相
互
扶
助
を
行
う
こ
と
、
軍
人
精
神
の
振
作
、
軍
人
知
識
の
鳩
進
に
お
き
、
こ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
謹
拝
式
、
勅
諭
奉
読
、
戦
役
死
亡
者
の
祭
典
、
剣
術
会
、
射
脚
本
会
、
入
退
営
者
の
歓
送
迎
、
軍
事
教
青
、
遺
族
の

優
遇
な
ど
の
事
業
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。

大
正
期
以
降

の
変
化

し
か
し
、
こ
う
し
て
結
成
さ
れ
た
在
郷
軍
人
会
も
、
徐
々
に
変
化
を
見
せ
る
。
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
当
初

学
反
一
単
位
に
お
か
れ
た
分
会
も
、
決
区
で
大
正
二
年
に
泊
奥
平
野
村
宏
単
位
と
す
る
分
会
が
結
成
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ら
に
小
さ
な
地
域
に
分
化
す
る
額
向
を
示
す
。

都
市
部
に
お
け
る
在
郷
軍
人
会
で
は
、
産
業
別
や
企
業
別
の
分
会
設
立
の
動
き
も
注
目
さ
れ
る
。
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
耳

〈

μ

阿
曽
察
署
管
内
で
川
崎
製
鉄
所
が
独
自
に
分
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
昭
和
四
年
一
一
月
に
は
、
葺
ム
同
署
管
内
の

が
迎
合
し
た
在
郷
軍
人
葺
合
工
業
分
会
が
結
成
さ
れ
る
。
市
内
の
大
商
店
で
も
、
た
と
え
ば
昭
和
六
年

越
神
戸
支
店
で
独

自
に
分
会
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
同
様
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
満
州
事
変
以
降
戦
時
色
が
し
だ
い
に
高
ま
る
頃
に
は
、
こ

う
し
た
企
業
別
、
産
業
別
分
会
結
成
の
動
き
が
促
進
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
ロ
ン
ド
ン
箪
縮
会
議
を
脱
退
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
昭
和
十

年
一
月
に
は
海
上
在
郷
軍
人
会
が
総
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
下
汽
船
、
三
井
船
舶
な
ど
既
設
の
海

運
系
企
業
分
会
（
十
二
分
会
）
に
、
新
設
の
日
本
郵
船
、
大
駅
南
船
、
辰
馬
汽
船
の
一
一
一
分
会
を
合
同
し
た
も
の
で
、
会
員
数
は
一

万
人
を
超
え
、
産
業
別
の
在
郷
軍
人
分
会
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。
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第
三
節

社
会
運
動
と
社
会
政
策

米
騒
動
と
社
会
政
策

大
戦
好
況
と

生
活
の
変
化

第
一
次
大
戦
が
も
た
ら
し
た
未
曾
有
の
好
景
気
は
、
産
業
構
造
と
人
々
の

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
あ
る
神
戸
市
民
は
新
聞
へ
の
投
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
流
階
級
が
名
誉
と
経
済
力
と
の
窮
迫
に
瀕
せ
ず
放
漫
に
流
れ
ず
、
最
も
社
会
の
穏
健
中
府
を
得
た
る
部
分
で
あ
る
と
観

ら
れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
陛
界
戦
争
以
前
の
昔
話
で
、
（
略
）
今
神
戸
に
お
け
る
法
外
な
米
備
に
伴
う
生
活
難
問
題
に
関

社会主！！動と社会政策

連
せ
し
め
て
考
へ
る
と
、
職
工
や
労
働
者
の
生
活
は
、
所
調
中
流
階
級
に
対
し
、
名
誉
や
体
而
と
称
す
る
余
計
な
負
担
が

無
い
の
み
な
ら
ず
、
収
入
も
労
力
市
安
の
昨
日
印
刷
川
な
折
柄
此
大
援
を
見
ぬ
か
ら
活
に
気
楽
な
る
べ
き
道
理
で
あ
る
。
（
略
）
職

工
則
的
級
よ
り
も
更
に

の
荒
い
の
は
海
山
町
方
市
の
労
働
者
で
あ
る
。
此
事
実
を
総
か
め
る
為
に
は
、
部
会
の
大
崎
県
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
索
民
窟
が
現
今
甚
だ
潤
ひ
、
十
υパ
に
貧
民
若
し
く
は
窮
民
の
部
類
に
入
る
べ
き
も
の
が
影
な
潜
め
て
い
る

町一M'

tヰコニ二.bill

点
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
大
朝
』
大
正
七
年
八
月
六
日
）

官
公
庁
の
予
算
規
模
の
拡
大
や
民
間
企
業
の
管
理
部
門
の
増
大
は
、

「
月
給
取
」
と
呼
ば
れ
た
俸
給
生
活
者
の
増
大
を
も
た

近代・現代自主史編N551 



ら
し
た
が
、
そ
れ
に
お
と
ら
ず
常
躍
の
職
工
や
司
雇
の
労
働
者
な
ど
の
日
給
取
も
飛
躍
的
に
増
え
た
。

の
投
書
に
も
見
ら
れ

な
い
生
活
の
設
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

る
よ
う
に
、
俸
給
生
活
者
か
ら
見
る
と
職
工
や
旦
履
腐
の
羽
振
り
の
良
さ
が
、

一
方
職
工
や
日
一
履
腐
は
、
俸
給
生
活
者
が
学
歴
に
従
っ
て
昇
進
し
、

か
え
っ
て
自
分
た
ち
の
社
会
的
地
位
に
見
合
わ

叫
ト
川
叔
官
者
・
管
理
者
と
し
て
自
分
た
ち
の
上
に
君
臨
し
て
き
た
事
に
対
し
て
い
ら
だ
ち
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
大
正
一
一
一
（
一
九
一
回
）

年
七
月
末
、
兵
庫
電
気
軌
道
の
現
業
労
働
者
た
ち
は
、
車
掌
・
運
転
手
な
経
て
肢
叔
閣
に
就
任
す
る
と
い
う
昇
進
慣
行
を
無
視
し

て
、
あ
る
車
掌
を
い
き
な
り
監
督
に
昇
進
さ
せ
た
運
転
課
長
の
や
り
方
に
異
議
を
唱
え
て
紛
議
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

買
収
し
た
際
の
解
散
分
配
金
が
っ
月
給
者
」
に
浮
く
、

正
六
年
十
二
月
、
発
足
間
も
な
い
神
戸
市
首
の
工
夫
・
工
手
・
車
掌
・
運
転
手
ら
三
百
余
名
は
、
神
戸
電
気
株
式
会
社
を
市
が

「
日
給
者
し
に
薄
い
と
い
う
理
由
で
向
盟
罷
工
の
か
ま
え
を
見
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
そ
の
一
方
で
、
職
場
・
職
域
で
の
人
的
つ
な
が
り
を
も
た
な
い
い
わ
ゆ
る
「
貧
民
窟
し
の
旦
夜
労
働
者
た
ち
も
地

動
に
転
化
す
る
傾
向
、
が
は
っ
き
り
見
え
て
き
た
。

域
の
中
で
結
束
を
強
め
、
米
騒
動
夜
前
に
つ
新
川
」
の
人
々
が
家
賀
半
減
の
山
中
合
ぜ
’
な
し
た
よ
う
に
、
生
活
問
で
の
不
満
を
運

米
価
暴
騰
と
「
窮
民
」

の
立
上
が
り

第
一
次
大
戦
の
好
景
気
は
豆
履
層
、
ま

で
刷
附
し
た
。
そ
し
て
つ
か
の
間
で
は

あ
る
が
、
家
族
と
し
て
の
「
人
並
み
L

の
生
活
が
保
障
さ
れ

る
か
の
よ
う
に
見
え
、
新
開
地
に
家
族
総
出
で
着
飾
っ
て
遊

び
に
行
け
る
よ
う
な
余
裕
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
大
一
正
七
年
の
夏
、
大
戦
中
の
イ
ン
フ
レ
に
加
え
、

シ

-"' 

神戸市内の小売
米価格（ 1升）

月 日一円「務
銭
34.3 

34.5 

35.9 

36.8 

37. 7 

37.9 

38.9 

39.5 

40. 7 

42.5 

43. 5 

55.3 

60.8 

表 149
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リ
ア
出
兵
の
情
報
、
が
低
わ
っ
て
軍
需
を
見
越
し
た
米
側
お
の
見
通
し
が
出
て
く
る
と
、
米
の
買
い
i
川
め
や
思
惑
買
い
、
売
り
惜

し
み
が
始
ま
り
米
側
は
鰻
登
り
に
上
昇
し
は
じ
め
た
（
表
例
）
。
生
活
の
ゆ
と
り
は
一
瞬
に
し
て
消
え
た
の
で
あ
る
。
好
景
気
の

開
不
満
を
募
ら
せ
、
弁
当
の
か
わ
り
に
ピ
！
ル
瓶

中
で
社
会
的
地
位
と
収
入
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
当
惑
し
て
い
た
俸
給
生
活
者
も

に
お
粥
を
つ
め
て
役
所
に
通
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
。
職
場
の

社会運動と社会政策第三節

で
安
い
米
を
買
え
る

の
三
菱
造
船
所
の
労
働
者
も
急
な
値
上
、
が
り
に
悶
惑
し
た
。

山
川
山
県
の
漁
村
の
主
婦
た
ち
の
蜂
起
を
き
っ
か

、
米
騒
動
が
始
ま
っ

た
。
騒
動
は
燦
原
の
火
の
如
く
各
地
に
伝
播
し
、
京
叩
ゅ
で
は
激
し
い
騒
動
が

展
開
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
情
報
は
神
戸
に
も
伝
わ
り
、
米
協
の
暴
騰
に
抗
議

米騒動の光景

す
る
た
め
濃
川
公
闘
で
市
民
大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
趣
旨
の
貼
り
紙
が
何

者
か
に
よ
っ
て
貼
ら
れ
、
そ
の
前
に
人
だ
か
り
が
出
来
る
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
浅
川
公
闘
に
人
今
、
が
集
合
し
、
米
段
へ
の
襲
撃
に
発

写真 36

践
し
て
い
っ
た
。
商
店
の
略
奪
な
ど
も
部
分
的
に
は
行
わ
れ
た
が
、

て
米
屋
に
対
し
一
升
二
五
銭
で
売
る
こ
と
を
強
要
す
る
「
強
買
い
」
、
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
打
合
せ
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
騒

援
を
お
こ
し
た
側
に
は
一
定
の
ル

i
ル
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
五
銭

と
い
う
値
段
は
、
騒
動
の
前
年
の
漂
準
米
側
で
あ
り
、
民
衆
の
生
活
状
態
が

最
も
良
か
っ
た
時
の
米
側
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
民
衆
は
自
分
た
ち
の
本
来

近代・現代E登史編N

し

うう3



神戸米駁動受刑者職業担IJ人数

イゴ

表 150

ij設

水道・掃除・土木・手伝・日程

靴i紋12・下駄直3・官官職2

;{Elflj 2 

燐寸54. 

20.4 

7. 2 

27.5 

3.0 

2. 4 

13.2 

22. 2 

4 

4 

1 

今
’
h
何

回

、

d

戸
、

d

1

1

 

5 

18 

I険工

イ，，，仕

土木作業員

l険人

馬丁・馬車引

人ブJ:ljI夫

商業

その他

。55 89 討
川

A、
に！

」
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
共
通
の
倫
理
観
と
生
活
秩
序
に
基
づ
い
て
騒

動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
大
勢
の
民
衆
が
立
上
が
る
恨

資料：安逮正i児「神戸のう！と！綴！fUJと社会主義務・そのほかJ cw際史と有i'Jむ創刊号）

レ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
如
斯
ハ
悶
家
社
会
ノ
将
来
一
一
取
リ
山
々
放
問
題
ト

本
的
な
原
悶
が
あ
っ
た
。

神
戸
の
米
騒
動
は
万
を
越
え
る
人
々
が
参
加
し
、
鈴
木
商
店
を
焼
き

打
ち
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
罰
的
に
も
最
も
激
し
い
騒
動
と
し
て
有

名
に
な
っ
た
。
こ
の
焼
き
打
ち
の
際
に
も
付
近
の
住
民
に
注
意
を
促
す

な
ど
、
周
り
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
、
が
見
ら
れ
、

ね
ら
い
は
鈴
木
商
店
だ
け
で
あ
る
と
い
う
目
的
の
明
確
な
行
動
で
あ
っ

た
。
鈴
木
商
店
、
が
こ
う
し
た
ね
ら
い
打
ち
に
あ
っ
た
の
は
、
米
を
買
い

十
日
め
て
米
価
暴
騰
の
元
関
と
目
さ
れ
た
こ
と
や
、

っ
引
川
則
氏
」
救
済
の
資

金
を
公
に
は
出
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
民
衆
の
恨
み
を
買
っ
た

か
ら
だ
と
一
一
一
日
わ
れ
て
い
る
（
城
山
一
一
一
郎
吋
鼠
b
o

し
か
し
、
期
出
は
も
っ

と
深
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
。
鈴
木
浦
出
の
支
配
人
間

川
文
放
は
騒
動
に
つ
い
て
、

っ
此
ノ
暴
動
ガ
広
グ
各
地
一
一
波
及
シ
来
レ

ル
今
日
ニ
於
テ
之
ヲ
観
祭
ス
レ
バ
、
書
シ
ク
階
級
戦
ノ
色
彩
ヲ
帯
ピ
来

存
ジ
候
」
（
桂
芳
男
『
幻
の
総
合
商
社

鈴
木
肉
店
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
襲
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墜
さ
れ
た
側
に
は
米
騒
動
が
「
階
級
戦
い
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
襲
撃
す
る
側
も
好
景
気
の
収
陸
の
分
配
が
械
め
て
不
平
等
な

も
の
に
見
え
、
そ
の
分
配
の
利
誌
を
最
も
多
く
一
享
受
し
た
も
の
に
攻
撃
の
矛
先
を
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
鈴
木
商

店
の
焼
き
打
、
ら
は
糠
め
て
象
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
騒
動
の
主
体
が
仲
仕
や
日
履
い
の
土
木
作
業
員
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
（
表
問
て
下
層
の
人
々
ま
で
A

（
泊
め
て
勺
人
波
7
4
L

の
生
活
を
当
然
の
権
利
と
し
て
要
求
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
「
強
買
い
し
と
い
う
形
で
米
側
を
消
費
者
の
側
か
ら
設
定
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
家
賃
値
上
げ
を
抑
さ
え
よ
う

と
す
る
凶
接
行
動
に
発
展
す
る
に
及
ん
で
、
事
態
は
資
本
中
心
の
社
会
の
仕
組
み
に
対
す
る
反
体
制
の
闘
争
と
い
う
色
彩
を
濃

く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
安
逮
正
明
「
神
戸
の
『
米
騒
動
』
と
社
会
主
義
者
・
そ
の
ほ
か
」
『
歴
史
と
神
戸
b

創
刊
吟
）
。

社
会
政
策

の
開
始

米
騒
動
が
反
体
制
的
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
直
接
襲
撃
に
加
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、

「
強
買
い
L

に
よ
っ
て
安

く
な
っ
た
米
を
貿
っ
た
だ
け
で
処
罰
の
対
象
と
な
る
な
ど
（
井
上
清
・
渡
部
徹
編
立
小
騒
動
の
研
究
』
第
一
一
一
巻
）
、
弾

任
は
峻
烈
を
緩
め
た
。

し
か
し
、
開
庄
の
み
で
事
態
を
好
転
さ
せ
る
の
は
最
早
不
可
能
で
あ
っ
た
。
米
騒
動
は
民
衆
諸
階
層
の

生
活
構
造
に
基
づ
い
た
要
求
の
発
露
で
あ
っ
た
以
上
（
中
川
清
吋
日
本
の
都
市
下
限
』
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
間
に
応
じ
た
生
活
安
定
の

社会迷動と社会政策

た
め
の
政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
窮
民
救
済
L

の
た
め

か
ら
下
賜
金
が
拠
出
さ
れ
、
市
内
の
資
産
家
も
臨
時
の
寄
付
金
な
出
し
た
。
神
戸
市
は
こ
れ
ら

の
資
金
を
利
用
し
て
生
活
安
定
の
た
め
の
諸
政
策
を
立
案
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
大
正
七
年
九
月
の
市
会
で
は
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

さ
し
あ
た
っ
て
神
戸
市
は
米
な
ど
の
食
料
の
値
上
が
り
に
よ
る
生
活
の
圧
迫
を
緩
和
す
る
た
め
、
食
料
品
の
係

第三臼f]

売
を
目
的
と
す
る
公
設
市
場
の
設
置
と
安
価
な
食
事
を
提
供
す
る
公
設
食
堂
の
設
置
を
提
案
し
た
。
市
会
で
は

部
の
議
員
か

ら
公
設
市
場
の
設
置
案
に
対
し
て
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
従
米
の
小
売
商
店
な
ど
の
既
得
権
誌
を
脅
か
し
か
ね
な
い
と
い
う

近代・現代隆史綴Nラララ



の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
対
案
と
し
て
労
働
者
の
た
め
の
長
屋
や
下
宿
を
公

設
に
し
て
家
賃
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
の
背
景
に
は
議
員
の
支
持
基
様
で
あ
る
小
営
業
者
の
利
益

を
守
り
な
が
ら
生
活
安
定
の
政
策
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
惑
が

RN部公設食堂

あ
っ
た
。

L
か
し
、
事
態
は
そ
う
し
た
小
手
先
の
改
本
で
済
ま
さ
れ
る
よ

う
な
段
階
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
市
会
で
も
と
り
わ
け
憲
政
会
系
の
議

員
が
公
設
市
場
の
設
置
を
強
く
主
張
し
、
市
当
局
の
原
案
が
賛
成
多
数
で
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可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
神
戸
蛇
獄
割
程
場
跡
、
決
川
公
間
勧

業
館
一
英
、
新
生
田
川
右
岸
の
旭
通
一
丁
目
の
一
一
一
カ
所
に
公
設
市
場
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
は
い
す
れ
も
労
働
者
の
集
住
地
域

で
あ
っ
た
。

米
騒
動
は
地
方
公
共
団
体
の
杭
板
的
な
政
策
の
実
施
を
促
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
政
策
担
当
部
局
の
拡
充
も
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

大
正
七
年
十
月
、
そ
れ
ま
で
衛
生
課
に
含
ま
れ
て
い
た
っ
救
済
本
務
し
を
救
済
課
と
し
て
独
立
さ
せ
、

っ
専
門
的
一
一
社
会
政
策

〉
松
山
々
方
み
よ
、

／レ

π勾
3
d
L電

及
数
済
事
業
ノ
知
識
ヲ
有
ス
ル
L

人
物
に
職
務
を
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
「
数
計
誠
設
協
ニ
関
ス
ル
建
議
」
）
。
救
済
課

「
一
般
慈
恵
救
済
行
致
L

・
「
擢
災
救
助
L

－
「
災
害
準
備
L

・
「
感
化
保
護
事
業
L

・
「
精
神
病
者
、
行
路
病
人
ノ
保

諮
」
・
「
窮
民
、
棄
児
、
迷
児
其
他
救
他
」
・
「
軍
事
救
護
L

・
「
細
民
部
落
改
善
L

・
「
水
難
救
護
」
・
「
貧
民
児
叢
ノ
保
護
及
特
種
教

556 鈴三章第一次大戦後の神戸



育
L

な
ど
多
方
聞
に
わ
た
っ
て
い
る
。

「
一
般
労
働
者
及
一
卜
等
海
員
ノ
福
利
勝
進
」
と
い
う
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し

ま
た
、

て
い
る
。
こ
こ
に
神
戸
市
の
本
格
的
な
社
会
政
策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

地
域
改
善

率
業

米
騒
動
の
中
で
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
被
差
別
部
蕗
の
人
々
に
対
す
る
政
策
も
大
き
な
変
化
を
見
ぜ
た
。

騒
動
の
翌
年
大
正
八
年
二
月
、
兵
庫
県
知
事
の
提
案
で
部
落
改
諮
問
事
業
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

一
切
の
差
別
感

を
な
く
す
こ
と
を
う
た
い
、
改
善
卒
業
に
関
す
る
提
案
な
行
つ

そ
れ
を
う
け
て
例
え
ば
「
新
川
L

地
域
で
は
改
善
事
業
の

担
い
手
と
し
て
青
年
自
治
会
が
組
織
さ
れ
、
不
就
学
児
宣
を
な
く
す
た
め
の
戸
籍
の
整
理
、
職
業
奨
励
・
紹
介
、
貯
金
の
奨
励
、

購
買
組
合
の
組
織
、
徒
弟
学
校
の
開
設
な
ど
の
事
業
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

そ
こ
で
は
、
明
治
末
に
家
主
を
中
心

に
組
織
さ
れ
た
改
諮
問
問
体
で
あ
る
矯
修
会
や
、
小
野
柄
小
学
校
長
、
専
称
寺
住
職
な
ど
が
青
年
自
治
会
在
後
援
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

日
露
戦
争
後
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
感
化
救
済
事
業
を
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
と
い
う
性
格
が
強
い
。

ま
た
、

は
改
善
事
業
の
前
提
と
な
る
地
域
の
実
態
調
査
の
た
め
の
材
料
を
収
集
す
る
た
め
の
実
働
部
隊
と
し

年
自
治
会
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、
本
格
的
な
調
査
本
業
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
同
年
六

社会運動と社会政策

月
に
は
兵
庫
県
下
に
お
い
て
一
斉
調
査
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
港
町
地
域
で
も
改
妥
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
大
人
一

人
一
銭
五
犀
と
い
う
低
料
金
の
共
同
浴
場
の
経
営
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
周
辺
地
域
と
部
落
と
の
間
に
横
た
わ
る
差
別
感
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
発
想
の
も
と
に
政
策
が
立
案
さ
れ
て

い
く
背
景
に
は
、
人
口
が
市
の
郊
外
に
も
拡
大
し
部
落
と
隣
接
す
る
形
で
労
働
者
の
住
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
て
い
く
と
い
う
現

第三節

象
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
市
の
中
心
部
か
ら
速
か
っ
た
こ
う
し
た
地
域
が
、
全
体
と
し
て
市
街
地
に
変
貌
し
て
い
き
、
部
落
の

問
題
が
よ
り
一
一
際
都
市
内
部
の
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

っ
新
川
」
地
域
の
あ
る
部
分
で
は
塀
で
東
西
に
底
切
ら
れ
、
関
川
淵

近代・現代11五'i1.:編lVララ7



に
は
乞
食
が
沢
山
住
み
、
東
側
に
は
労
働
者
の
「
上
等
階
級
L

が
住
ん
で
い
る
な

ど
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
賀
川
毅
彦
司
精
神
巡
動
と
社
会
運
動
』
）
。
そ
し

て
、
都
市
政
策
の
一
環
と
し
て
地
域
改
議
が
川
町
ば
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階

間
に
応
じ
た
モ
ラ
ル
や
生
活
儀
式
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
見
え
た
。

東部公設市場

ま
た
、
こ
の
こ
と
と
も
か
か
わ
っ
て
、
米
騒
動
後
の
都
市
に
お
け
る
社
会
政
策
は

全
体
的
な
生
活
水
準
の
底
上
げ
を
は
か
る
と
い
う
方
向
と
と
も
に
、
諸
馳
問
問
閣
の
分

化
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
政
策
が
模
索
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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俸
給
生
活
者
な
ど
新
中
間
際
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
中
流
階

生
活
ス
タ
イ
ル
の

自
覚
と
社
会
政
策

級
の
間
で
は
、
米
騒
動
以
前
か
ら
物
価
総
資
に
伴
う
生
活

燃
が
」
改
恰
討
す
る
た
め
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
庶
し
が
川
町
ば
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
生
活

ス
タ
イ
ル
で
と
り
わ
け
問
題
に
な
っ
た
の
は
消
政
生
活
で
あ
り
、

の
州
旧
費
者

と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
、
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

例
え
ば
、

「
ιν
～：
1

1
ド、
H
山
門
ノ

司
守
、
刀
仁
、
よ

υ
d～

は
、
宜
し
く
市
に
出
で
ム
魚
、
菜
を
隣
ふ
を
恥
じ
ざ

大
正
七
年
二
月
八
日
）
な
ど
の
立
見
も
出
て
、

る
弱
気
と
、
物
品
に
対
す
る
知
識
を
備
へ
て
、
位
知
学
ら
き
此
の
位
路
左
凌
ぐ
工
夫
あ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
可
万
湖
報
』

女
中
を
ほ
か
ず
に
主
婦
’
H
ら
家
事
労
働
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
捉
案
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
、
米
騒
動
後
に
な
る
と
、
御
影
で
は
百
去
述
が
非
買
間
照
合
組
織
し
、

一
年
間
何
も
賀
沢
口
問
を
新
調
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
物
仰
を
引
き
下
げ
よ
う
と
い
っ
た
遂
動
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
節
約
を
中
心
と
し
た
生
活
の
合
理
化
が
広
く
叫
ば

ララ8第三？立お’f命次大戦後の争11p



れ
、
神
戸
で
も
っ
節
約
同
盟
L

な
る
団
体
が
結
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
風
潮
は
行
政
側
に
も
反
映
し
、
例
え
ば
米
騒
動
な
契
機
に
設
位
さ
れ
た
公
設
市
場
の

し
て
は
主
婦
が
期
待

さ
れ
た
。

当
初
の
公
設
市
場
は
米
な
ど
の
必
要
な
食
料
を
廉
売
す
る
機
関
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
大
正
九
年
壊
に

な
る
と
、
衣
服
の
燦
売
の
た
め
の
つ
安
売
り
デ
ー
し
な
ど
を
積
紙
的
に
設
け
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
購
究
組
合
・
消
費
組
合
の
組
織
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
段
初
は
労
働
者
の
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
消
費
総
合
の
運
動
が
主
婦

主
体
の
運
動
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
流
階
級
独
自
の
運
動
体
と
し
て
、
月
給
生
活
者
組
合
、
が
結
成
さ
れ

た
。
そ
の
連
動
を
発
起
し
た
の
は
、
海
運
会
社
の
船
舶
部
長
な
ど
そ
れ
な
り
の
地
位
の
あ
る
人
々
で
あ
り
、
資
本
家
を
加
え
ず

労
働
者
か
ら
も
距
離
を
説
い
て
、
あ
く
ま
で
も
っ
月
給
生
活
者
の
為
め
に
し
運
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
あ
っ
た
。

俸
給
生
活
者
が
内
分
た
ち
を
「
月
給
生
活
者
い
と
い
う
一
つ
の
「
階
級
L

と
し
て
認
識
し
、
そ
の
自
党
に
基
づ
い
た
運
動
が
展

関
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
市
当
局
も
そ
れ
ら
を
行
政
の
基
盤
に
取
り
込
ん
で
い
く
た
め
の
具
体
的
な
政
策
の
立
案
を
迫
ら
れ
た
。

住
宅
政
筑
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
大
正
八
年
五
月
、
臨
島
市
長
は

の
市
営
共
同
家
屋
建
築
計
函
を
明
言
し
、
そ
こ
に

社会運動と社会政策

は
っ
官
公
吏
、

巡
査
、
小
学
校
教
員
の
如
き
問
級
L

に
限
っ
て
収
容
し
た
い
と
し
（
町
、
大
毎
』
大
正
八
年
五
月
九
日
）
、

俸
給
生
活

者
向
け
の
市
営
住
宅
の
建
設
に
木
版
な
入
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
ま

こ
の
政
策
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
ね
ら
い
が
あ
り
、

市
が
住
宅
を
経
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
正
な
家
賃
を
提
示
し
、
賃
貸
家
屋
全
体
の
管
理
を
し
て
家
賃
髄
上
げ
を
防
止
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
市
民
生
活
へ
の
関
与
は
一
段
と
強
ま
っ
た
。

第三節

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
生
活
改
善
に
か
け
る
市
民
の
権
利
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
ο

び〉

に
神
戸
借

家
人
会
が
組
織
さ
れ
、

「
借
家
人
定
伎
の
保
護
」
を
唱
え
て
家
賃
値
上
げ
協
定
の
仲
裁
に
乗
り
出
す
な
ど
の
動
き
は
、
そ
の
顕

近代・写！］＼＇；兵哀史＂nvうラ9



著
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
て
米
騒
動
は
市
民
の
生
活
権
と
い
う
考
え
方
を
定
着
さ
せ
、
市
当
局
も
そ
れ
を
基
礎
に
し
た
行
政
を

展
開
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

労
働
運
動

の
転
換

大
戦
の
好
景
気
は
労
働
者
の
生
活
の
思
想
像
を
現
実
化
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
。
後
年
川
崎
・
一
ニ
菱
造
船
所

大
争
議
に
お
い
て
三
菱
の
労
働
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
森
脇
甚
一
は
、
大
正
の
は
じ
め
に

四
歳
で
高
等
科

年
を
中
迭
し
て
故
郷
岡
山
県
牛
窓
な
離
れ
、
東
京
の

に
丁
稚
奉
公
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
米
公
先
は
東
大

E

一
一
・
女

子
美
術
な
ど
の
学
校
街
に
あ
り
、

っ
朝
な
夕
な
に
学
生
訴
の
通
学
姿
を
見
て
、
貧
乏
人
の
子
供
の
悲
哀
を
輸
み
し
め
、
向
学
心

を
燃
や
し
て
講
義
録
で
勉
強
L

（
吋
応
火
を
か
か
げ
て
』
）
し
た
と
い
う
。
学
肢
の
尚
い
も
の
が
社
会
の
原
点
に
立
つ
と
い
う
時
代
を

む
か
え
、
労
働
者
の
中
に
も
向
学
の
立
欲
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
森
脇
は
そ
の
後
川
崎
造
船
所
の
職
工
と
な
り
、
補
明
日

学
校
で
英
語
・
数
学
・
造
船
学
を
め
ナ
ん
で

の
取
付
工
と
な
る
。
そ
し
て
、
妹
を
女
学
校
に
通
わ
せ
る
ま
で
の
収
入
を
得
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
際
は
当
時
の
短
秀
な
造
船
織
工
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
り
、
強
烈
な
上
昇
意
欲
に
基
づ
い
た
向
学
心

が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
家
族
に
中
等
教
育
を
う
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
職
工
・
労
働
者
と
し

て
の
職
業
に
持
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
等
教
育
に
支
え
ら
れ
た
俸
給
生
活
者
に
な
る
こ
と
が

つ
の
盟
強

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
川
崎
造
船
所
の
工
場
長
で
友
愛
会
神
戸
支
部
の
幹
事
と
な
り
、
大
日
木
労

働
総
向
盟
友
愛
会
の
盟
事
に
就
任
し
、

日
本
労
働
総
同
盟
の
役
員
と
し
て
活
開
削
し
た
木
村
錠
古
は
、
横
須
賀
造
船
所
の
見
現
職

工
か
ら
の
た
た
き
上
げ
で
あ
る
が
、
川
崎
造
船
所
に
お
い
て
数
々
の
技
術
改
良
を
行
い
、
イ
ギ
リ
ス
へ
研
修
に
派
遣
さ
れ
る
ほ

ど
見
込
ま
れ
、

大
正
六
・
七
年
こ
ろ
月
収
一
一
一

O
O円
と
い
う
県
知
事
波
み
の
収
入
を
得
て
い
た
（
村
島
帰
之
「
労
働
述
動
皆
ば
な

し
L

『
労
働
側
党
』
）
。

彼
の
趣
味
は
邸
宅
で
五
人
の
子
女
に
取
り
巻
か
れ
な
が
ら
、

葉
巻
煙
草
を
賞
味
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

ラ60tff－次大戦後の有Itrizn三政



う

俸
給
生
活
者
あ
る
い
は
っ
中
流
階

こ
う
し
た
問
想
・
逸
話
の
小
に
そ
の
一
端
を
見
せ
る
労
勘
者
の
生
活
の
現
想
像
は
、

級
一
の
生
活
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
即
↑
怒
と
、

「

持法

と
呼
ば
れ
「
中
流
｝
以
上
の
関
か
ら
見
下
さ
れ
て
い
る

現
実
一
の
社
会
的
地
位
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、

も
俸
給
生
活
者
と
同
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
上
昇
意
欲
を

つ
lfi¥¥t 

際
し
だ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
意
識
は
、
職
工
・
労
働
者
と
し
て
の
職
業
に
対
す
る
諮
り
と
は
少
々
性
格
を
異

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

米
騒
動
は
友
愛
会
神
戸
連
合
会
の
指
導
部
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

「
我
等
は
何
年
か
前
か
ら
、
こ
の
暴

賀
川
忠
彦

動
と
、
こ
の
掠
奪
を
日
本
よ
り
脱
れ
し
め
ん
為
め
に
下
摺
労
働
者
の
組
織
と
教
育
と
指
導
と
、
自
治
の
為
め
に
労
働
組
合
を
主

張
し
て
来
た
の
で
は
無
い
か
？
」
（
『
新
神
戸
』
大
正
八
年
九
月
二
十
五
日
）
と
大
い
に
嘆
い
た
の
で
あ
る
。
賀
川
は
近
代
社
会
を
高

度
な
分
業
の
社
会
日
都
市
経
済
の
社
会
と
し
て
考
え
、

「
都
市
経
済
が
発
注
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
託
会
組
織
は
物
質
経
済
組
織

か
ら
、
人
間
経
済
組
織
に
移
っ
て
い
く
」
と
抱
擁
す
る
。
す
な
わ
ち
、
衣
食
住
の
安
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
理
的
な
多
様
な
欲

へ
と
人
間
の
欲
望
が
進
化
し
、
そ
の
こ
と
が
経
済
活
動
を
主
導
し
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
賀
川
豊
彦
の
言
う
心
理
的
な

社会運動と社会政策

欲
望
の
中
に
は
、
強
制
さ
れ
た
苦
痛
で
し
か
な
い
労
働
を
拒
否
し
、
心
理
的
に
満
た
さ
れ
た
っ
目
的
労
働
」
を
望
む
欲
望
が
合

ま
れ
て
い
る
。

「
人
生
の
目
的
に
適
ふ
た
、
生
命
を
抜
か
に
す
る
労
働
」
が
求
め
ら
れ
、
人
間
が
機
械
と
な
る
よ
う
な
「
機
械

文
明
」
を
打
破
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
賀
川
や
久
留
弘
一
一
一
ら
友
愛
会
神
戸
連
合
会
指
導
部
が
、
労
働
者
も
人
間
で
あ
る

と
い
う
人
格
主
義
に
立
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
く
際
に
は
、
こ
こ
で
い
う
「
目
的
労
働
」
論
の
考
え
方
が
強
く
反
映
し
て
い
た
。

第三節

し
か
し
、
現
実
の
労
働
者
は
こ
う
し
た
っ
目
的
労
働
」
を
望
む
方
向
で
は
な
く
、
強
制
さ
れ
た
労
働
を
前
提
に
し
て
生
活
商
で

「
中
流
階
級
」
に
接
近
す
る
こ
と
に
向
げ
ら
れ
た
。
そ
の
限
り
で
は
非
常
に
急
進
的
な
労
働
運
動
が
展
開
す
る
が
、
労
働
者
が
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生
産
の
主
体
と
な
り
労
働
そ
の
も
の
に
生
き
甲
斐
を
見
い
だ
す
方
向
に

は
必
ず
し
も
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
、
友
愛
会
の
指
導
部
と
労
働
者

と
の
大
き
な
認
識
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ズ
レ
は
大
正
八

Jll崎造船所のサボタージュ

（
一
九
一
九
）
年
九
月
の
川
崎
造
船
所
で
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
時
争
に
お
い

て
見
え
は
じ
め
る
。

川
崎
造
船
所
木
工
場
工
作
部
有
志
は
、
九
月
十

川
川
崎
造
船
所
労
働
者

の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

五
日
付
で
賃
上
げ
要
求
を
中
心
と
し
た
嘆
願
書

を
会
社
に
提
出
す
る
。

嘆
願
書
の

に
は
「
物
仰
ハ
暴
騰
一
一
次
グ

写Yt:39 

暴
騰
ヲ
以
テ
シ
、
生
活
問
ノ
者
シ
キ
膨
張
ヲ
米
セ
ル

方
、
再
人
ノ
釘

金
其
州
出
ノ
地
加
ハ
到
底
之
一
一
伴
ツ
コ
ト
ナ
ク
、

ハ
稼
ゲ
ド
モ
尚
生

活
ノ
背
境
ヲ
税
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ノ
現
状
…
一
コ
レ
有
リ

ヘ吋、
J
h仏
μ
K’同
i
パ
ρハ円

f
ι
ー
パ
叫
叶
ド
士
4
1

方
社
長
対
械
工
側
委
員
会
見
録
波
鉱
業
時
間
及
賃
金
改
疋
－
一
刻
ス
ル
敗
米
』
）
と

述
べ
て
お
り
、
物
制
高
騰
に
伴
う
生
活
難
札
笠
原
凶
と
し
た
噌
賃
要
求
が

「
書
物
も
読
み
子
供
も
教
育
し
た
い

し
か
し
、
労
働
者
が
一
生
活
難
し
と
感
じ
る
こ
と
の
根
底
に
は
杭
倒
的
な
生
活
安
求
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
う
し
た
生
活
要
求
か
ら
考
え
る
と

仁
、
正
一
守
う
1

ノニ。

中
占
イ
ペ
マ
J

二
J
rれ

『大
M
W
』
大
正
八
年
九
月
十
八
日
）
欲
部
で
あ
る
。

「
一
平
均
賃
念
は
伝
門
治
銭
と
い
ふ
が
、
共
の
大
多
数
は
平
均
賃
金
以
下
で
働
い
て
い
る
L

（
『
労
働
者
新
聞
』
大
正
八
年
十
月
二
十
日
）

と
い
う
現
状
は
特
認
で
き
な
く
な
り
、
本
給
七
郁
朗
し
と
い
う
要
求
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
一
千
職

通
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す
る
生
活
要
求
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
運
動
の
主
力
は
っ
一
千
職

と
な
り
、
運
動
の
基
盤
は
確
実
に
広
、
か
っ
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
要
求
を
会
社
側
が
拒
絶
し
た
の
で
、

日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
サ
ボ
タ
i
ジ
円
一
戦
術
が
展
開
さ

れ
た
。
こ
の
サ
ボ
タ
？
ジ
ュ
戦
術
を
労
働
者
た
ち
に
紹
介
し
た
の
は
、
大
仮
毎
日
新
開
の
記
者
で
労
働
運
動
に
も
、
深
い
理
解
を

示
し
て
い
た
村
島
知
心
乙
で
あ
っ
た
。
村
品
、
が
ア
メ
リ
カ
の

I
W
W
（
世
界
産
業
労
働
組
合
）

か
ら
送
ら
れ
て
来
た
吋
サ
ボ
タ
l
ジ

ニL

い
た
『
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

と
い
う
本
の
内
容
を
友
愛
会
神
戸
連
合
会
の
労
働
講
座

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ブ

i
ど
の

で
請
す
と
、
百
柿
存
一
郎
ら
の
川
崎
造
船
所
の
指
導
的
な
労
働
者
が
積
綴
的
に
反
応
し
、

「
一
べ
ん
、
わ
し
ら
で
や
っ
て
か
ま

し
た
ん

と
述
べ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
到
川
や
久
留
な
ど
の
友
愛
会
神
戸
述
合
会
指
導
部
は
こ
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
は

関
与
せ
ず
、
む
し
ろ
到
川
な
ど
は
そ
の
戦
術
に
反
対
し
た
と
い
う
ョ
披
ら
は
労
働
組
合
公
認
の
路
線
を
よ
り
強
く
押
し
す
す
め

て
い
く
た
め
に
、
器
工
権
の
椛
立
で
き
な
い
設
階
で
の
実
力
行
能
を
で
き
る
だ
け
閉
避
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
、
生
活
要
求
に
も
と
づ
い
て

労
掛
条
件
の
改
善
を
閲
ろ
う
と
す
る
労
働
者
た
ち
と
、
実
力
行
使
を
避
け
よ
う
と
す
る

友
愛
会
指
導
部
と
の
認
識
の
、
ス
レ
が
兇
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ズ
レ
の
根
底
に
は
、
米
騒
動
に
対
す
る
認
識
の
違
い
が
あ
っ

社会運動と社会政策

一
般
の
労
働
者
は
米
騒
動
の
お
か
げ
で
つ
掩
速
も
安
い
米
が
食
え
る
よ
う
に
な
っ

た。

（
『
新
神
戸
』
大
正
七
年
九
月
十
五
日
）

と
し
て
騒
動
を
前
械
的
に
汗
附
し
て
い

だ
か
ら
、
実
力
行
使
の
有
効
性
に
期
待
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

一
方
、
友
愛
会

指
導
部
は
騒
動
を
つ
暴
動
」
と
し
て
理
解
し
、
労
働
運
動
は
そ
の

と
す
る
、
と
い
う
発
想
が
強
か
っ
た
。
あ
く
ま

で
も
合
法
的
に

に
労
助
組
合
な
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第三節

サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
戦
術
は
、
絞
方
社
長
が
八
時
間
労
働
制
と
賃
金
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
を
約
束
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
勝
利
を
勝

ち
取
っ
た
と
即
解
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
力
行
使
の
威
力
に
対
す
る
労
働
者
の
確
信
が
根
づ
い
て
い
っ
た
。

)!]:f℃・現代｝絞史編Nぅ63



し
か
し
、
友
愛
会
の
勢
力
は
さ
ほ
ど
伸
び
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、

サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
勝
利
に
よ
っ
て

J
労
働
者
の
組
合
意
識
は

ほ
と
ん
ど
高
ま
る
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
日
本
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
八
時
間
労
働
制
に
つ

い
て
も
、

一
般
労
働
者
と
友
愛
会
の
指
導
部
で
は
受
け
取
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
。

そ
も
そ
も
、
川
崎
造
船
所
の
労
働
者
が
出

し
た
嘆
願
書
に
は
労
働
時
間
の
短
縮
要
求
は
無
く
、
あ
く
ま
で
も
賃
金
増
額
が
要
求
の
基
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
T
＼
・

ιEず
隠
サ

J
ノ

什
M
W
悶

H

労
働
制
は
賃
金
支
給
単
位
の
変
更
、
す
な
わ
ち
従
米
の
一

0
時
間
分
の
日
給
－

vλ
時
間
に
対
し
て
支
給
す
る
と
い
う
実
質
的
な

賃
金
増
額
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
さ
ら
に
残
業
す
れ
ば
よ
り
収
入
が
増
え
る
と
考
え
、
喜
ん
で
労
働
時
間
の
延
長
に
応
じ
る
労

働
者
が
多
か
っ
た
と

れ
た
。

し
た
が
っ
て
本
来
の
意
味
で
の
労
働
時
間
の
綬
縮
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
労
働
者
は

時
間
短
縮
に
よ
る
余
暇
の
拡
大
よ
り
も
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
収
入
の
向
上
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「
職

工
や
技
師
が
あ
ま
り
生
活
の
不
規
則
の
為
め
に
研
究
の
時
間
を
出
せ
ぬ
の
は
残
念
」
（
『
労
働
者
新
聞
』
大
正
八
年
九
月
十
五
日
）
と

い
っ
た
時
間
短
縮
論
と
も
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
ま
し
て
品
性
の
向
上
に
よ
る
人
格
権
公
認
要
求
を
重
視
す
る
友
愛
会
指
導

加
仰
の
考
え
方
と
も
か
な
り
異
な
る
方
向
な
の
で
あ
っ
た
。

2 

生
活
改
善
運
動
の
展
開

戦
後
不
況
と

失
業
問
題

第
一
次
大
戦
の
好
景
気
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
大
正
九
三
九
二

O
）
年
の
森
こ
ろ
か
ら
不
景
気
の
波
が
押

し
寄
せ
、
長
い
不
況
の
時
代
を
迎
え
る
。

」
の
年
の
四
月
末
に
は
っ
神
戸
に
は
未
だ
失
業
者
は
な
い
し
（
『
大

籾
』
大
正
九
年
四
月
一
一
一
十
日
て
む
し
ろ
労
働
力
の
不
足
を
嘆
く
状
況
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
に
入
る
と
失
業
者
が
増
え
は
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じ
め
、
市
の
社
会
謀
、
が
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
調
査
に
よ
る
と
、
と
り
わ
け
不
景
気
の
打
撃
が
激
し
か
っ
た
の
が
鉄
工
業

で、

寸
鉄
工
は
多
く
分
業
制
度
と
な
り
、
川
崎
造
船
所
其
他
の
大
工
場
か
ら
注
文
に
依
っ
て
仕
事
を
し
て
来
た
の
が
、
大
工
場

が
不
況
の
た
め
小
工
場
は
仕
事
な
失
ひ
、
小
鉄
工
業
の
多
い
当
市
は
自
然
同
工
場
に
失
業
者
合
多
く
出
し
い
（
『
大
毎
』
大
正
九
年

五
月
二
十
日
）
て
い
る
と
分
析
し
て
お
り
、
下
請
け
制
が
発
注
し
た
こ
と
に
よ
る
中
小
工
場
の
打
撃
が
注
目
さ
れ
て
い
る
Q

可’

、y

チ
産
業
は
沢
山
の
中
小
工
場
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
が
、

そ
し
て
軸
木
並
・
箱

兵
庫
県
下
で
通
勤
職
工
は
約
三
万
人
、

貼
・
製
函
な
ど
の
内
職
者
は
二
一
、
三
万
人
に
及
ん
で
い
た
。
こ
の
マ
ッ
チ
産
業
も
早
く
か
ら
不
景
気
の
打
撃
を
深
刻
に
受
け

て
お
り
、
膨
大
な
労
働
者
の
生
活
難
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
港
湾
労
働
者
の
仕
事
も
め
っ
き
り
減
り
、
大
正

八
年
の
末
神
戸
港
に
三
千
五
百
人
ほ
ど
い
た
甑
時
一
履
い
の
「
買
人
足
」
が
、
大
正
九
年
八
月
に
は
千
七
百
人
に
半
減
し
て
い
る
。

間
以
社
会
課
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
間
月
か
ら
六
月
ま
で
の
一
一
一
カ
月
間
の
離
職
者

万
三
千
人
の
う
ち
八
割
は
帰
農
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
時
期
の
失
業
者
が
大
戦
景
気
の
中
で
一
時
的
に
伸
一
戸
市
に
働
き
に
き
た
、

い
わ
ば
出
稼
ぎ
農
民
が
多

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
多
く
は
不
熟
練
の
臨
時
一
履
い
で
あ
っ
た
。

社会巡動と社会政策

た
だ
し
、
こ
の
段
時
の
不
況
は
大
工
場
に
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
の
中
で
も
熟

練
工
は
解
一
艇
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
神
戸
市
内
や
御
影
方
商
の
ゴ
ム
工
場
は
合
計
二
五
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
五
社
が
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
不
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熟
練
工
の
離
散
な
防
ぐ
た
め
欠
損
を
見
越
し
て
手
当
て
な
支

給
し
て
い
た
。
む
し
ろ
、
大
工
場
の
熟
練
職
工
の
場
合
な
ど
は
、
不
況
に
よ
る
物
仰
の
低
落
に
よ
り
実
質
賃
金
が
却
っ
て
上
が

第三節

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
も
あ
る
（
中
村
隆
英
『
戦
前
期
日
本
絞
済
成
長
の
分
析
』
）
。

ま
た
、

俸
給
生
活
者
に
つ
い
て
は
大

正
九
年
末
の
時
点
で
は
解
雇
者
よ
り
も
採
用
者
の
方
が
二
八

O
人
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
神
戸
市
社
会
諜
は
、
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「
事
務
員
の
哨
加
は
年
を
遂
う
て
多
く
な
り
つ
L
あ
る
こ
と
、
今
後
の
不
況
で
却
っ
て
製
品
の
品
販
売
整
理
な
ど
を
要
す
る
向
が

補
え
た
り
し
て
其
の
結
果
採
用
の
方
が
多
い
と
云
ふ
現
象
を

た
」
（
『
大
朝
』
大
正
九
年
十
一
月
二
十
八
日
）
と
し
て
お
り
、
第

一
一
一
次
産
業
部
門
の
俸
給
生
活
者
が
不
況
に
よ
っ
て
む
し
ろ
増
大
す
る
と
見
込
ん
で
い
た
。

神
戸
市
社
会
諜
は
、
こ
う
し
た
失
業
の
実
態
を
反
映
し
て
、

「
戦
時
中
の
好
景
気
に
煽
ら
れ
て
出
て
き
た
も
の
に
は
帰
農
と

帰
省
、
を
勧
め
し
（
吋
又
新
』
大
一
北
九
年
五
月
二
十
八
日
）
つ
つ
、
例
え
ば
、

っ
日
稼
労
働
紹
介
所
L

を
新
設
し
て
、
親
方
の
ピ
ン
は
ね

を
防
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
臨
時
麗
い
労
働
者
の
失
業
対
策
を
中
心
に
し
て
政
策
を
立
案
し
て
い
っ
た
。
神
戸
市
職
業
紹

介
所
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
社
会
課
の
予
測
ど
お
り
第
三
次
産
業
の
求
職
者
が
多
く
、
紹
介
所
に
来
る
人
々
も
荷

業
雑
役
の
希
望
者
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
高
店
員
・
女
中
な
ど
が
払
底
し
て
い
て
求
職
者
も
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

雇
用
は
す
す
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
求
人
側
が
住
み
込
み
を
希
望
す
る
ケ
i
ス
が
多
い
の
に
対
し
て
、
求
職
者
は
勤
務

時
間
に
制
限
が
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
「
丁
稚
・
小
僧
の
類
」
で
さ
え
通
勤
・
月
給
制
を
要
求
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
不
況
と
は
い
え
そ
の
当
時
の
社
会
風
潮
が
よ
く
反
映
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
相
当
広
い
階
層
に
わ
た
っ
て
、
俸
給
生

活
者
と
類
似
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
社
会
政
策
も
そ
う
し
た
風
潮
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
年

の
争
議

戦
後
不
況
が
労
働
者
の
雇
用
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
と
、
労
働
運
動
は
普
通
選
挙
権
獲
得
運
動
な
ど
か
ら
遠
ざ

か
つ
て
購
買
組
合
運
動
や
職
業
紹
介
所
の
設
立
要
求
な
ど
生
活
防
衛
的
な
方
向
に
変
化
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
賀
川
豊
彦
ら
友
愛
会
指
導
部
は
、
労
働
者
自
’
身
に
よ
る
生
産
管
理
に
よ
っ
た
失
業
・
恐
慌
の
克
服
を
主
張
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
主
張
は
賀
川
が
以
前
か
ら
明
え
て
き
た
「
産
業
自
治
L

論
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
の
関
凶
労
働
問
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思
会
の
大
会
議
題
に
「
産
業
自
治
」
実
現
の

環
と
し
て
つ
役
付
職
工
採
用
に
関
す
る
件
」
が
提
起
さ
れ
、

一
般
職
工
に
役
付

職
工
の
選
出
権
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
熟
練
職
工
の
失
業
開
胞
が
深
刻
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

会
｝
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
労
働
運
動
の
変
化
を
記
し
た
基
本
的
な
原
悶
は
失
業
問
題
以
外
の
と
こ
ろ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
さ
き
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
成
功
、
が
実
力
行
使
の
有
効
性
を
労
働
者
に
総
信
さ
ぜ
た
こ
と
と
、
他
方
で
の
、
原
敬
内
閥
、
が
議

会
解
散
と
い
う
手
段
で
務
庁
地
選
挙
法
案
を
葬
り
去
っ
た
こ
と
は
、

「
労
働
組
合
の
一
般
の
同
盟
は
、

工
場
法
の
改
正
、
労
働
保

険
、
賠
償
法
の
総
立
の
為
め
に
も
是
非
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
議
会
に
お
し
つ
け
る
為
め
に
は
後
通
選
挙
で
な
け
れ
ば

h

は
ら
な
い
い

（
賀
川
仙
波
彦
「
真
実
に
そ
し
て
寛
容
に
」
『
解
放
』
大
正
八
年
十
月
特
別
号
）
と
す
る
友
愛
会
指
導
部
の
主
張
を
大
き
く
控

折
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
合
法
的
な
労
働
組
合
公
認
運
動
の
路
線
が
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ロ
シ
プ
革
命
の
成
功
と
社
会
主
義
問
山
本
建
設
の
事
業
が
ボ
ル
シ
ェ
ピ
ズ
ム
へ
の
共
鳴
を
生
み
出
し
、
ま
た
、

現
状
に
不
満
な
勢
力
は
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
傾
斜
し
て
い
っ

こ
の
二
つ
の
思
想
傾
向
は
い
ず
れ
も
労
働
争
議
な
ど
の
実
力
行

使
を
重
視
す
る
点
で
従
来
の
友
安
会
の
路
線
と
は
相
い
れ
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
つ

そ
し
て
、
大
正
九
年
十
月
の
大
日
本

社会巡1flfJと社会政策

労
勘
総
向
盟
友
愛
会
第
九
間
大
会
で
は
賀
川
ら
の

に
対
し
て
公
然
と
非
難
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
神
戸
で
も
、

「
賀
川
山
一
川
彦

の
如
、
夕
、
旧
腫
大
阪
、
神
戸
の
岡
地
に
於
て
十
数
回
に
亙
る
労
働
講
践
を
開
会
し
、
直
接
行
動
（
殊
に
騒
殺
、
恐
怖
）
な
否
定
し
議
会

政
策
を
説
き
、
叉
革
命
の
哲
迎
合
｝
駁
し
て
成
長
の
原
理
を
説
き
労
働
組
合
主
義
を
高
唱
し
た
が
、
然
も
之
が
聴
講
者
の
忠
恕
は

反
対
に
直
接
行
動
の
方
に
向
っ
て
進
み
、
神
戸
の
労
働
講
座
の
最
終
日
に
於
て
吋
議
会
政
策
か
直
接
政
策
か
お
止
を
投
票
せ
る
際

第三対j

の
如
き
、
六
十
数
名
の
聴
講
生
中
間
十
名
（
主
と
し
て
労
働
者
）
は
師
れ
も
直
接
行
動
を
可
と
す
と
せ
る
説
さ
へ
あ
っ

（『大毎』

大
正
十
年
一
月
十
一
日
）
の
で
あ
り
、

急
進
的
労
働
者
は
賀
川
ら
の
路
線
か
ら
逸
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
一
一

近代・現代j笠'i1'.謀議N

の

567 



月
の
関
西
労
働
問
盟
大
会
で
は
、

期
す
し
と
い
う
決
議
が
可
決
さ
れ
、
っ
友
愛
会
は
替
選
運
動
を
な
さ
ず
L

と
い
う
緊
急
動
議
、
お
よ
び
「
同
盟
罷
工
機
の
確
立
を

「
急
進
党
L

が
勝
利
し
た
と
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

っ
従
米
智
識
階
級
に
依
っ
て
占
め
ら

れ
て
い
た
理
事
長
及
総
務
は
労
働
者
中
よ
り
立
派
な
指
揮
者
を
出
す
し
（
『
大
係
』
大
王
十
年
一
一
一
月
二
十
八
日
）
こ
と
に
な
り
、
賀
川

ら
は
…
型
車
と
し
て
指
導
部
か
ら
一
歩
後
退
し
た
の
で
あ
る
。

戦
前
に
お
け
る
日
本
の
最
大
の
労
働
争
議
と
一
一
一
口
わ
れ
る
川
崎
・
三
菱
造
船
所
争
議
は
こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
お
こ
っ
た
。

八
百
人
の
労
働
者
が
大
倉
山
公
開
に
集
ま
り
、
綾
川

大
正
十
年
五
月
一
日
に
は
神
戸
で
最
初
の
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
七
、

れ
た
川
崎
造
船
所
で
も
、
労
働
者

の
重
要
な
収
入
源
で
あ
る
残
業
が
認
め

公
開
ま
で
一
爪
威
行
進
を
行
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
市
内
で
比
較
的
待
遇
、
が
良
い
と

ら
れ
な
く
な
り
、
新
規
採
用
を
悲
し
控

え
る
な
ど
不
況
の
波
に
洗
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
労
働
者
の
生
活
要
求

は
い
や
が
上
に
も
尚
ま
っ
て
い
っ
た
の

？
〉
1

0

て
皮
71

：；
l
j
i
l
l－
f
i
 

と
り
ふ
ι
け

H
ハ
断
定
政
一
げ
よ

り
待
遇
が
思
い
と
一
お
わ
れ
た
三
菱
造
船

一
助
の
労
働
者
の
嬰
求
は
切
迫
し
て
お
り
、

こ
の
年
の
六
月
二
十
五
日
、
三
菱
造
船

所
の
内
燃
機
の
組
長
た
ち
は
職
工
に
動

写fll[40 
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か
さ
れ
て
賃
金
・
手
当
の
増
額
を
主
と
す
る
十
カ
条
の
嘆
願
書
を
会
社
に
提
出
し
た
。
こ
こ
に
史
上
空
前
の
大
争
議
の
火
蓋
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
一
一
菱
で
の
決
起
は
川
崎
造
船
所
労
働
者
の
決
起
を
促
し
、
友
愛
会
は
こ
の
争
議
を
団
体
交
渉

権
確
認
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
神
戸
の
労
働
団
体
が
結
束
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
争
議
の
支
援
や
｝
開
始
し
た
。

か
し
、
一
一
一
菱
・
川
崎
両
会
社
の
対
応
は
極
め
て
厳
し
く
、
要
求
に
は
応
じ
か
ね
る
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
労
働
者
側
の
姿
勢
は
ま
す
ま
す
硬
化
し
、
争
議
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
七
月
人
目
に
は
争
議
が
同
盟
罷
業
と
な
り
、

争
議
聞
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
月
の
十
日
に
は
一
一
一
万
人
を
超
え
る
大
示
威
行
進
が
会
下
山
を
起
点
に
市
中
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
盛
り
上
が
り
の
な
か
で
、
川
崎
造
船
所
で
工
場
管
理
と
い
う
戦
術
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
戦

術
は
労
働
者
自
ら
が
工
場
全
体
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罷
業
に
よ
る
生
産
の
停
滞
を
避
け
、
労
働
者
の
産
業
自
治

の
能
力
な
佐
に
問
う
べ
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
会
社
側
に
は
私
有
財
産
の
侵
害
と
受
け
取
ら
れ
、
有
吉
兵
庫

県
知
事
も
事
態
を
憂
慮
し
て
軍
隊
の
出
動
要
請
に
踏
み
切
っ
た
。

ま
た
、
指
導
者
の
逮
捕
・
検
束
な
ど
が
執
揃
に
行
わ
れ
、

窟
の
干
渉
も
板
度
に
激
し
さ
を
増
し
た
。
会
社
側
の
態
度
も
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、
争
議
聞
の
幹
部
は
解
雇
さ
れ
、
賃
金
を

社会運動と社会政策

断
た
れ
た
労
働
者
の
間
に
は
焦
燥
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
会
社
の
切
り
崩
し
工
作
が
始
ま
り
、
労
働
者
の
中
に
も

八
月
十
二
日
に
「
惨
放
宣
言
」
を
発
表
し
、

就
業
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
高
ま
る
な
か
で
、

一
カ
月
以
上
に
お
よ
ぶ
争

議
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
争
議
は
結
局
労
働
者
側
の
敗
北
と
い
う
形
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
社
会
と
政
治
に
与
え
た
影
響
は
絶
大
な
も
の
が

第三節

あ
っ
た
。
経
営
内
の
労
能
関
係
だ
け
を
見
る
と
確
か
に
敗
北
で
あ
っ
た
が
、
不
況
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、
労
働
者
の

生
活
全
般
の
質
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
位
論
が
大
勢
と
な
り
、
行
政
も
そ
う
し
た
世
論
に
対
応
し
て
積
極
的
な
社 し
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会
政
策
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

生
活
改
善
運
動
の

展
開
と
住
宅
問
題

米
騒
動
前
後
、
中
産
階
級
を
主
体
と
し
て
始
ま
っ
た
生
活
改
善
運
動
は
、
不
景
気
と
そ
の
中
で
発
生
し

た
こ
の
大
争
議
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
本
格
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
神
戸
購
買
組
合
は
大
正
十
年
間

月
か
ら
雑
貨
口
聞
の
試
売
を
始
め
、
本
格
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
大
争
議
後
の
十
月
に
は
、
神
戸
商
業
会
議
所

と
悶
民
節
約
会
が
協
力
し
て
生
活
改
善
と
物
価
調
節
を
期
す
べ
〈
大
宣
伝
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
際
政
官
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が

生
活
を
合
照
化
・
欧
米
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
け
て
国
民
的
な
生
活
改
善
運
動
が
州
判
明
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
商
業
会
議
所
は
と
り
わ
け
消
費
節
約
運
動
に
新
械
的
で
、
金
問
の
市
開
業
会
議
所
が
連
合
し
て
運
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
ん
勾

月
一
日
と
十
五
日
を
「
節
約
デ
ー
し
と
し
、
弁
都
市
で
大
規
模
な
宣
伝
活
動
が
行
わ
れ
た
。

J
、
む
だ
費
用
止
な
省

そ
し
て
、

き
ま
し
工
う
、

一
、
節
倹
し
て
貯
金
し
ま
し
ょ
う
、

一
、
社
交
場
の
い
版
礼
を
麗
し
ま
し
ょ

、
毎
日
余
分
に
働
き
ま
し
ょ
う
、

う

一
、
家
庭
経
済
に
関
す
る
知
識
を
養
い
ま
し
ょ
う
、
瓦
斯
や
屯
気
や
上
水
の
酷
費
を
や
め
、
ま
し
ょ
う
、

一
、
時
間
を
正
し

く
守
り
支
し
よ
う
、

て
消
費
組
合
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
し
（
『
神
戸
』
大
死
十
一
年
七
月
一
一
一
十
日
）
と
い
っ
た
探
訴
を
書
い
た
ビ
ラ

が
、
電
柱
や
躍
に
ベ
夕
、
ベ
タ
貼
ら
れ
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
瓦
斯
・

水
道
な
ど
の
社
会
的
な
設
備
が
あ
る
程
度
整
つ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
節
約
を
呼
び
か
け
て
い
る
点
と
、
消
波
組
合
の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
宣
伝

活
動
に
は
会
議
所
の
役
員
も
参
加
す
る
一
方
、
荒
田
青
年
会
・
平
野
間
志
青
年
会
な
ど
の
地
域
の
間
体
が
動
員
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
自
力
で
の
ル
包
括
合
疎
化
に
よ
る
生
活
改
善
が
川
町
ば
れ
れ
ば
川
町
ば
れ
る
ほ
ど
、
自
力
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
生
活

経
費
の
問
題
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
家
賃
と
銭
湯
の
入
浴
料
（
湯
銭
）
な
ど
で
あ
る
。
住
宅
政
策
は
米
騒
動
後

貫
し
て
神
戸
市
社
会
課
を
中
心
に
積
駆
的
に
取
り
組
ま
れ
た
分
野
で
あ
っ
た
。
大
争
議
の
前
後
の
時
期
に
は
、
住
宅
組
合
を

ラヲ02品三君主第一次大戦後の神戸



組
織
し
て
そ
こ
に
低
科
資
金
を
融
資
し
て
住
宅
建
設
を
促
す
な
ど
の
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
年
こ
ろ
は
ま
だ
住
宅

不
足
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
兵
庫
県
保
安
課
の
罰
査
で
も
家
賃
一
一
一

O
円
以
下
の
借
家
が
依
然
と
し
て
足
り
な
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
況
が
長
引
く
に
遮
れ
空
き
家
の
数
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
不
況
の
影
響

で
…
一
戸
建
て
か
ら
間
借
り
に
移
る
人
々
、
故
郷
に
帰
る
人
々
が
増
え
て
き
た
の
で
、
貸
家
札
、
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
大
正
十
一
年
五
月
に
は
神
戸
市
内
で
空
き
家
が
一
千
戸
あ
る
と

、
新
築
家
屋
が
一
日
平
均
十
数
一
戸
の
割
合
で
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
移
入
者
が
少
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
悶
年
六
月
の
兵
庫
県
勢
特
別
高
等
課
の
調

査
に
よ
る
と
、
市
内
の
空
き
家
は

六
戸
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
、

新
開
地
田
川
辺
な
ど
詣
業
地
域
に
も
空
き
家
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
元
居
留
地
内
で
も
主
叫
，
o
F骨
片

3

の
貼
り
紙
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
好
景
気
の
時
の
は
げ
し
い
住
宅
難
か

ら
一
転
し
て
住
宅
の
扶
給
過
剰
額
向
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
商
代
・
夢
野
・
長
田
の
辺
り
で
は
家
賃
二
割
値
下
げ
を
断
行
す
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
は
供
給
過
剰
に
も
か
か
わ
ら
ず
家
賃
が
下
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
当
局
は
当
初
の
予
定
よ
り
規
模

社会巡動と社会政策

を
縮
小
し
な
が
ら
も
電
池
に
市
営
住
宅
を
建
設
し
て
、
そ
れ
を
挺
子
に
し
て
家
屋
の
管
理
を
行
い
適
正
家
賃
を
設
定
し
て
い
く

と
い
う
政
策
を
継
続
し
て
い
く
。
市
社
会
課
長
木
村
義
吉
は
住
宅
問
題
を
生
活
改
善
の
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て

お
り
、
特
に
衛
生
上
の
観
点
か
ら
採
光
・
通
風
に
気
を
担
っ
た
悶
民
の
健
康
増
進
の
た
め
の
住
宅
を
理
想
と
し
、

そ
う
し
た
そ

デ
ル
を
示
す
た
め
に
も
市
営
住
宅
の
建
設
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
支
た
、
市
社
会
課
は
中
央
職
業
紹
介
所
に
家
賃
調
査
を

第三節

命
じ
、
職
業
紹
介
所
は
小
学
校
児
童
に
九
九

O
O過
の
調
査
表
を
配
り
、
そ
の
う
ち
五

0
0
0過
の
解
容
を
得
て
調
査
結
果
を

分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

っ
住
家
し
の
家
賃
の
騰
資
率
は
市
内
平
均
で
大
正
六
年
を
一

O
Oと
し
た
場
合
大
正
十
一
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J
τ
h
l
T
」

今
t
h

f
f
t
 
八
四
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
｛
子
治
川
以
東
布
引
東
遊
園
地
以
西
L
、
す
な
わ
ち
市
の
中
心
部
の
勺
住
家
」
の
家
賃

上
昇
率
は
一
一

O
七
と
な
っ
て
お
り
、
六
年
間
で
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
措
腐
別
に
見
る
と
、
労
働
者
を
は
じ
め
と
し

て
会
社
員
・
商
店
員
・
官
公
吏
な
ど
が
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
家
賃
一
一
一

O
円
以
下
の
住
居

に
生
活
す
る
人
が
市
誌
の
九
割
を
占
め
て
お
り
、
収
入
の

割
な
い
し
二
割
安
｝
家
賃
で
占
め
る
ぽ
帯
が
閉
舗
も
あ
っ
た
。
家
主

は
零
細
な
商
家
で
あ
る
場
合
も
多
く
、
不
況
の
あ
お
り
で
店
の
経
営
が
減
っ
た
分
を
家
賃
収
入
で
補
お
う
と
し
た
り
、
利
益
の

上
が
ら
な
い
家
屋
を
転
売
し
た
り
し
た
た
め
、
店
子
が
追
い
出
さ
れ
途
方
に
暮
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
り
し
て
い
た
。
転
売
さ

れ
た
物
件
を
購
入
し
た
家
主
は
、
そ
れ
を
契
機
に
家
賃
を
上
げ
る
ケ
l
ス
が
多
く
、
悪
循
環
の
様
相
を

て
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
が
、

「
湯
盟
問
題
L

で
あ
る
。
借
家
生
活
を
お
く
る
も
の
に
と
っ
て
銭
湯

湯
屋
問
題

の
費
用
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
県
当
局
は
「
良
民
保
護
」
の
立
場
、
す
な
わ
ち
生
活
改
善
の
観

点
か
ら
湯
銭
（
風
呂
代
）
の
値
下
げ
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
家
賃
の
点
、
使
用
人
の
点
迄
も
充
分
研
究
」

し
て
銭
湯
の
経
営
状
態
を
検
討
し
た
上
で
、
大
人
間
銭
五
鹿
・
子
供
一
一
銭
五
箆
で
充
分
経
営
が
成
り
立
つ
と
の
見
通
し
の
下
、

遂
に
大
正
十
一
年
十

月
七
日
警
察
署
を
通
じ
て
管
内
の
銭
湯
に
対
し
て
湯
銭
値
下
げ
を
県
令
と
い
う
形
で
命
令
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
措
授
は
、
単
に
銭
湯
と
願
容
と
い
う
関
係
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
様
々
な
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
つ
は
、
銭
湯
が
建
物
を
借
り
て
営
業
す
る
「
貸
風
口
口
し
が
お
お
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
湯
銭
値
下
げ
の
動
き
が
家
賃
値
下
げ

の
要
求
に
転
化
す
る
状
況
が
見
え
は
じ
め
、
家
主
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
に
な
り
、

は
か
ら
ず
も
家
主
！
借
家
の
問
題
に
跳
ね

返
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
つ
闘
は
、
銭
湯
側
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、

っ
今
日
独
立
で
営
業
し
て
い
る
者
は
先
づ
皆
無
で
、

仮
に
一
一
一
万
円
の
湯
屋
と
す
れ
ば
ニ
万
円
は
第
一
抵
当
と
し
て
銀
行
か
ら
融
通
を
受
け
て
い
る
、
而
し
て
第
一
一
第
一
一
一
の
抵
当
が
少
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な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
経
営
状
態
で
、
湯
銭
値
下
げ
に
よ
る
経
営
悪
化
が
金
融
界
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
以
上
の
二
点
は
、
銭
湯
経
営
の
零
細
性
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
一
一
一
つ
闘
は
、
そ
う
し
た
零
細
な
経
営
に
依
存

す
る
家
主
に
対
し
て
、
衛
生
上
の
観
点
か
ら
行
政
当
局
が
様
々
な
設
備
改
善
を
強
制
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
見
返
り
と

し
て
同
業
組
合
を
認
め
、

定
地
域
内
で
の
銭
湯
営
業
者
数
を
制
限
し
営
業
機
を
保
証
し
、

ひ
い
て
は
家
主
の
利
益
を
保
護
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
零
細
経
営
、
そ
れ
に
依
存
す
る
家
主
、
そ
し
て
公
共
性
の
観

点
か
ら
様
々
な
規
制
を
加
え
な
が
ら

方
で
向
業
組
合
を
通
じ
て
営
業
権
を
保
証
し
て
き
た
行
政
と
い
う

の
構
隠
は
、
滋

患
の
み
な
ら
ず
市
内
の
商
業
活
動
と
消
費
者
の
関
部
全
般
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
消

費
者
の
生
活
改
諮
問
を
考
慮
し
て
営
業
行
為
を
規
制
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
体
制
全
体
に
動
揺
を
も
た
ら
す
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

の
姿
勢
は
強
閉
で
、
頑
と
し
て
湯
銭
値
下
げ
の
方
針
を
変
え
な
か
っ
た
。
そ
の
姿
勢
の
袈
に

は
、
不
況
の
中
に
あ
っ
て
も
と
に
か
く
生
活
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
切
迫
し
た
行
政
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を

社会運動と社会政策

規
定
し
て
い
た
の
は
米
騒
動
以
来
の
、
よ
り
直
接
的
に
は
大
争
議
に
現
れ
た
諸
階
閣
の
生
活
要
求
で
あ
っ
た
。
銭
湯
業
者
や
家

主
た
ち
も
値
下
げ
反
対
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ

そ
し
て
、
各
地
の
銭
湯
業
者
は
開
業
組
合
を
中
心
に
し
て
同
盟
休
業
と
い

う
対
抗
手
段
に
出
、

一
部
で
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
警
察
側
は
、
組
合
解
散
と
い
う
手
段
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が

ら
業
者
に
圧
力
を
か
け
た
。
そ
の
時
、
湯
度
同
業
組
合
の
側
に
た
っ

家
主
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第三節

元
来
同
業
組
合
な
る
も
の
は
明
治

一
一
一
年
従
来
の
前
張
風
呂
を
廃
す
る
手
段
と
し
て
区
域
を
県
会
で
定
め
ら
れ
た
結
果
、

営
業
者
は
勢
ひ
此
区
域
制
度
に
依
っ
て
建
築
も
宏
壮
に
設
縮
も
完
全
に
而
も
衛
生
的
に
経
営
せ
ね
ば
な
ら
ず
多
積
の
費
用

近代・現代歴史編l!Vラ73



を
額
け
た
が
為
め
、
其
経
費
の
関
係
上
警
察
が
財
産
を
保
護
す
る
諮
は
ば
交
換
条
件
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
山
7

更
之
を
撤
廃
さ
れ
て
も
吾
々
は
決
し
て
焔
搾
を
感
じ
ま
せ
ん
。
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
十
一
月
九
日
）

こ
の
資
料
は
、
開
業
組
合
を
解
散
す
れ
ば
、
衛
生
上
の
設
備
改
小
引
い
な
ど
公
行
政
に
と
っ
て
主
要
な
政
策
が
実
行
不
可
能
に
な

る
ぞ
と
い
う
野
告
で
あ
り
、
前
述
し
た
従
米
の
体
制
の
根
本
的
問
題
に
ふ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
の
変
化
、
比
札

会
の
変
化
は
そ
う
し
た
旧
来
の
あ
り
方
の
存
続
を
許
さ
な
か
っ
た
。
伊
庭
野
市
衛
生
課
長
は
、
銭
湯
が
筒
盟
休
業
に
出
る
こ
と

は
市
民
全
体
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、

「
殊
に
下
級
労
働
者
の
為
め
に
は
是
非
何
と
か
の
方
法
を
議
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
述
べ
、
市
社
会
採
は
公
設
浴
場
を
急
い
で
建
設
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
業
者
に
揺
さ
ぶ
り
ゃ
｝
掛
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
行
政
当
局
の
姿
勢
が
市
民
の
支
持
を
得
て
い
っ
た
。
五
円
安
通
六
丁
目
で
は
、
同
盟
休
業
し
て
い
る
銭
湯
を
衛
生
組
合
と

青
年
間
が
借
受
け
、
実
質
で
湯
銭
を
と
っ
て
営
業
し
て
お
り
、
永
沢
町
一
・
一
了
一
二
了
日
の
衛
生
組
合
長
は
同
盟
休
業
中
町
内

で
浴
槽
の
あ
る
家
に
民
い
湯
を
す
る
措
置
を
と
っ
た
り
、
町
営
の
風
呂
屋
の
建
設
を
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
地
域
組
織
が

銭
湯
の
向
照
休
業
に
対
抗
し
た
。
ま
た
、
一
一
一
菱
と
銘
紡
な
ど
の
大
企
業
は
、
職
工
の
た
め
の
大
浴
場
を
市
民
に
開
放
し
た
い
旨

u
u
r
H
H
h
J

、｝
o

iι
区町、，
L
J／

さ
ら
に
、
開
閉
労
働
同
盟
神
戸
連
合
会
の
柴
田
寓
一
一
一
郎
は
、
市
民
大
会
を
開
い
て
、

「
労
働
者
か
ら
も
間
接
な
が

ら
不
当
の
利
仰
げ
を
抱
き
上
げ
ん
と
す
る
」
湯
屋
の
家
主
を
「
精
懲
せ
ね
ば
止
ま

と
い
う
談
話
を
発
表
し
た
（
『
V

人
新
』
大
正

十

月
十
iヨ

こ
う
し
た
市
民
各
院
の
反
撃
に
あ
っ
て
、

銭
湯
側
か
ら
も
湯
銭
を
下
げ
て
営
業
す
る
篤
志
家
も
出
始
め
、

同
盟
休
業
か
ら
断
脱
す
る
業
者
も
後
を
絶
た
ず
、
同
開
休
業
は
完
全
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
を
見
る
と
、
生
活
改
普
が
市
民
各
府
の
切
実
な
要
求
と
な
り
、
出
米
の
体
制
を
見
直
し
て
で
も
そ
れ
を
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
が
行
政
の
基
本
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
れ
は
、
小
売
り
前
人
と
公
設
市
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場
や
消
費
組
合
の
関
係
、
あ
る
い
は
家
主
と
市
営
住
宅
や
住
宅
組
合
・
借
家
人
総
合
と
の
関
係
な
ど
に
も
鴇
…
悶
え
る
こ
と
で
あ
り
、

全
体
的
な
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

部
渚
解
放
運
動

と
生
活
改
盤
ロ

本
格
的
な
生
活
改
善
運
動
と
政
策
は
部
務
に
も
及
ん
で
い
く
。
と
り
わ
け
、
大
正
十

に
全
国
水

平
社
が
誕
生
し
、
民
主
的
・
自
主
的
・
大
衆
的
な
部
落
解
放
運
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
の
意
味
は
決
定
的
で

あ
て〉

こ
の
影
響
は
神
戸
に
及
び
、
同
年
五
月
十
四
日
に
は
成
立
制
も
な
い
水
平
社
主
催
の
差
別
撤
廃
演
説
会
が
神
戸
市
一
ニ

浜
町
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
、

五
丁
目
の
専
称
寺
で
記
念
す
べ
き
神
戸
水
不
社
創
立
総
会

が
mm
か
れ
た
の
で
あ
る
。
市
内
の
水
平
運
動
は
武
庫
郡
各
地
の
運
動
と
も
述
御
す
る
形
で
展
開
さ
れ
、
各
地
で
演
説
会
が
旺
硲

に
開
催
さ
れ
た
。
袈
年
四
月
三
日
に
は
神
戸
水
平
社
春
季
大
会
が
湊
川
勧
業
部
で
開
催
さ
れ
、
水
平
社
宣
言
が
確
認
さ
れ
各
地

か
ら
招
か
れ
た
応
援
弁
士
が
熱
弁
を
振
う
の
を
七

O
O人
に
及
ぶ
聴
衆
が
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

に
は
労
働
総
間
関
神

戸
連
合
会
の
祝
辞
も
寄
せ
ら
れ
た

政
府
は
水
平
運
動
の
成
立
を
危
一
く
見
て
、

「
部
務
改
諮
問
」
を
「
地
方
改
葬
」
と
言
い
換
え
、
差
別
偏
見
の
解
消
を
前
提
と
し

社会運動と社会政策

て
、
部
落
の
生
活
改
善
に
取
り
綴
み
、
生
活
様
式
を
周
辺
社
会
と
同
じ
よ
う
に
作
り
替
え
て
い
こ
う
と
判
断
し

そ
う
し
た

認
識
の
下
に
、
部
務
の
よ
り
梢
細
な
生
活
実
態
調
査
が
取
り
組
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
既
に
神
戸
市
社
会
諜
は
川
崎
・
一
一

の
大

争
議
の
年
で
あ
る
大
正
十
年
十
月
に
つ
細
民
地
一
弘
前
夜
書
煩
L

な
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
調
査
の
特
徴
は
、
そ
れ
と
米
騒
動
の

政
前
か
ら
行
わ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
部
落
調
恋
表
一
と
な
比
較
す
る
と
よ
く
わ
か
る
。
就
学
率
、
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
義
務

第三節

教
育
が
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
る
か
を
測
っ
て
い
る
点
な
ど
は
珂
者
に
共
通
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
違
う
点
は
、
生
活
に
か

か
わ
る
調
査
で
あ
る
。

「
部
落
調
査
表
」
で
は
納
税
額
を
指
標
に
生
活
様
皮
を
把
握
し
、
金
融
機
関
が
あ
る
か
な
い
か
な
ど
収
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入
国
で
ど
れ
だ
け
消
費
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
か
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
が
目
立
ち
、
ま
た
、

法
定
伝
染
病
患
者
数
な
ど
に
衛
生
状
態
を
見
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
細
民
地
区
調
査
書
類
L

で
は
「
地
理
的
状
況
」
と
い
う

新
し
い
項
目
を
設
け
、
道
路
の
相
、
上
水
道
・
下
水
道
の
整
備
状
況
、

「
公
衆
用
地
」
と
し
て
公
闘
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
て
お
り
、
衛
生
を
単
に
病
気
の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
住
環
境
全
体
の
問
題
と
し
て
位

置
キ
つ
け
る
視
点
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
収
入
国
の
み
な
ら
ず
住
環
境
の
状
態
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費

生
活
が
営
ま
れ
る
空
間
の
有
り
様
を
考
え
、
そ
れ
へ
の
行
政
の
か
か
わ
り
の
程
度
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
活
改
善

の
意
味
が
よ
り
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
大
正
十
一
年

月
に
は
兵
庫
県
が
同
じ
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た
。

」
の
調
査
は
内
務
省
の
指
令
に
基
づ
く
も
の
で
、

「
都
市
改
良
参
考
地
域
L

の
調
査
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

「
都
市
改
良
し
と
い

う
観
点
か
ら
部
落
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
が
、
生
活
改
善
が
都
市
改
良
に
つ
な
が
る
、
あ
る
い
は
逆
に
都
市

計
聞
な
ど
も
含
む
都
市
全
体
の
空
間
的
な
見
直
し
に
よ
っ
て
生
活
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
意
図
、
が
見
え
る
。
生
活
改
諮
問
問
題
が

相
当
大
き
な
問
題
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
－
調
査
事
業
の
進
展
を
う
け
て
、
不
十
分
な
が
ら
具
体
的
な
改
善
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
中
心
は
「
不

良
住
宅
」
の
改
善
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

っ
新
川
」
地
域
で
は
県
保
安
課
・
警
察
と
県
市
商
社
会
課
が
協
力
し
て
改
諮
問
案
を
ま

と
め
、
関
係
地
主
に
土
地
区
間
整
理
組
合
を
組
織
さ
せ
た
上
で
広
域
内
宅
地
商
積
の
一
一
割
を
無
償
で
提
供
さ
せ
共
同
住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
を
都
市
計
田
上
で
商
業
広
域
に
し
て
、

「
不
良
住
宅
」
を
一
掃
し
て
共
同
住
宅
に

住
民
を
収
容
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
商
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
資
金
と
し
て
は
、
内
務
省
が

六
大
都
市
っ
細
民
地
域
改
善
」
事
業
の
予
算
措
置
を
行
っ
た
こ
と
を
背
景
に
そ
の
国
庫
補
助
金
の
支
出
を
要
請
し
、
市
費
と
寄
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付
金
な
ど
を
充
当
し
て
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
。

3 

思
想
の
急
進
化

労
働
運
動

の
急
進
化

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
川
崎
・
一
一
一
菱
大
争
議
の
敗
北
は
、
労
働
運
動
を
よ
り
急
進
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ

は
争
議
直
後
の
大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
十
年
記
念
大
会
に
お
い
て
、
友
愛
会
と
い
う
名
を
廃
止
し
て
日
本

労
働
総
同
盟
と
し
て
階
級
組
織
と
し
て
の
性
格
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、

「
全
国
的
総
同
盟
罷
業
の
行
動
を
認
め
、

同
時
に
会
の
主
張
よ
り
普
通
選
挙
の
箇
条
を
削
削
除
す
る
件
L

（
『
中
外
商
業
新
報
』
十
月
四
日
）
が
提
察
さ
れ
た
こ
と
に
よ
く
現
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
ゼ
ネ
ス
ト
と
い
う
最
も
急
進
的
な
関
争
戦
術
が
組
上
に
控
り
、
そ
の
一
方
で
最
も
穏
健
か
つ
様
々
な
勢
力
と

の
政
治
的
な
連
帯
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
普
通
選
挙
運
動
か
ら
手
を
引
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
賛
成
二
七
、
反
対

五
一
一
一
で
否
決
さ
れ
た
が
、
急
進
化
の
傾
向
は
一
台
め
な
い
。
ま
た
関
西
の
労
働
組
合
は
大
阪
を
中
心
に
当
初
穏
健
派
に
属
し
て
い

社会運動と社会政策

た
が
、
や
が
て
大
板
で
も
急
進
派
が
台
頭
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
穏
健
な
問
問
争
戦
術
に
よ
る
着
実
な
労
働
組
合
の
発
展
を
進

め
る
運
動
の
中
心
は
賀
川
控
彦
で
あ
る
、
が
、
彼
が
依
拠
し
て
い
た
総
同
盟
大
阪
支
部
の
急
進
派
か
ら
賀
川
排
斥
の
の
ろ
し
が
あ

が
る
。
そ
し
て
総
悶
盟
関
西
間
盟
会
で
は
、
普
通
選
挙
運
動
の
打
ち
切
り
ゃ
｝
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賀
川
や
久
留
弘
一
一
一

が
決
議
を
無
視
し
て
普
選
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
、
両
者
除
名
の
動
き
を
見
せ
た
。
こ
う
し
て
遂
に

第三節

賀
川
も
久
閣
も
総
同
盟
の
戦
列
か
ら
去
る
時
が
来
た
の
で
あ
る
。

久
留
弘
一
一
一
は
こ
の
年
の
四
月

日
労
働
文
化
協
会
を
旗
揚
げ
す
る
。
こ
の
組
織
は
総
問
盟
の
急
進
化
を
批
判
し
、
友
愛

近代・現代歴史編W577 



会
本
来
の
立
場
で
あ
っ
た
人
格
主
義
の
総
立
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
発
会
式
に
は
、
社
会
政
策
に
関
心
の

深
い
憲
政
会
の
代
議
士
野
田
文

郎
、
鈍
紡
の
重
役
、
県
工
場
課
長
、
県
産
業
課
長
が
参
加
し
て
お
り
、
政
界
・
実
業
界
・
官

界
で
労
働
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
急
進
化
し
た
労
働
運
動
を
批
判
す
る
た
め
の
世
論
の
形
成
を

呼
び
か
け
た
。
賀
川
法
彦
は
連
動
の
第
一
線
か
ら
は
’
身
を
引
く
が
、
安
藤
国
松
・
八
木
信
一
ら
の
逮
動
家
と
と
も
に
普
通
選
挙

運
動
に
は
か
か
わ
っ
て
お
り
、
労
資
協
調
的
な
労
働
運
動
に
も
か
か
わ
っ
て
い
く
（
安
藤
悶
松
「
産
業
立
議
運
動
と
レ
バ
l
バ
シ
ク
」

『皆目の柱
ι
昭
和
五
年
十
二
月
）
。

一
方
、
総
同
盟
神
戸
連
合
会
は
横
断
的
産
業
別
組
織
へ
の
改
革
を
す
す
め
、
労
働
組
合
総
連
合
と
い
う
形
で
階
級
的
結
集
を

よ
り
強
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
動
き
は
余
倒
的
な
も
の
に
な
る
が
、

い
ざ
総
連
合
を
作
る
段
に
な
っ
て
「
民
主
的
中
央
集
権
主

義
L

か、

っ
日
主
的
r
日
付
出
述
A
口
組
織
」
か
で
大
き
な
対
立
を
生
じ
た
（
2
人
勾
』
十
月
一
日
）
。
前
者
は
ロ
シ
ア
革
命
を
高
く
評
僻

し
、
成
立
問
も
な
い
日
本
共
産
党
の
影
務
も
受
け
て
お
り
、
後
者
は
本
命
後
の
ロ
シ
ア
の
現
実
に
幻
滅
し
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の

影
響
力
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
階
級
的
労
働
運
動
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
る
人
々
は
、
こ
う
し
た
亀
裂
が
深
玄
っ
て
い
く

こ
と
を
強
く
長
応d
し
た
。
労
働
運
動
は
労
働
者
自
ら
、
か
政
治
的
に
経
済
的
に
自
ら
の
階
級
を
解
放
す
る
運
動
で
あ
っ
て
、
ボ
ル

シ
ェ
ピ
ズ
ム
で
も
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
で
も
な
い
と
い
う
批
判
も
出
た
（
『
大
阪
持
率
』
十
月
五
日
J
十
一
一
一
日
）
。

ま
た
、
総
岡
県
の
主
張

が
急
進
化
す
る
に
つ
れ
、

の
姿
勢
も
硬
化
し
て
い
プ
た
。
大
正
十

年
の
メ
ー
デ
ー
は
一
万
威
行
進
が
禁
止
さ
れ
、
翌
十

年
の
メ
ー
デ
ー
は
「
取
を
以
て
洗
へ
野
も
山
も
し
、
「
階
級
争
問
、
資
本
家
滅
亡
、
新
社
会
」
な
ど
の
旗
が
た
な
び
く
中
、
間
以
崎
川

特
別
高
等
諜
視
察
係
や
司
法
部
刑
事
が
日
を
光
ら
せ
て
い
る
と
い
う
雰
間
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
運
動
の
状
況
が
若
干
変
化
を
見
せ
る
の
は
、
関
東
大
震
災
後
で
あ
る
。
民
災
夜
後
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
成
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立
し
、
枚
目
通
選
挙
実
現
の
方
針
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
消
紙
的
だ
っ
た
総
間
盟
も
普
通
選
挙
実
施
を
念
頭
に

年

月
十

日

そ
し
て
、

た
方
針
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
り
、
議
会
政
援
を
利
用
し
て
労
働
者
の
福
利
増
進
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
（
『
大
飯
持
率
』
大
正

赤
松
克
援
が
っ
無
産
中

こ
の
議
会
政
策
重
視
の
方
針
が
無
産
政
党
組
織
問
題
に
発
展
し
、

産
階
級
の
団
結
、
即
ち
労
働
組
合
の
政
党
化
の
み
に

農
民
頭
脳
労
働
者
及
水
平
社
の
勢
力
を
網
羅
統

す
ベ
し
一

と
い
う
0

フ
ラ
ン
を
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賀
川
・
久
留
ら
穏
健
派
と
も
提
携
で
き
る
し
、
福
間
徳
一
ニ
・
長
谷
川
如
是
閑
・
山

吉
野
作
造
ら
知
識
人
と
も
同
…
歩
調
を
と
れ
る
と
い

社会運動と社会政策第三節

倒産fl寺，海洋述にあった鈴木肉店本店

う
期
待
、
即
ち
統
一
無
産
政
党
結
成
へ
の
期
待
が
盛
り
上
が
っ

た
（
『
大
阪
時
事
』
大
豆
十
三
年
二
月
九
日
）
。

そ
う
し
た
機
運
の
現

れ
な
の
か
、
総
間
設
は
産
業
労
働
調
在
所
設
践
の
計
磁
を
発
表

し
、
多
探
な
人
々
の
結
集
を
悶
っ
て
い
く
。

関
東
大
混
災
は
労
働
運
動
に
も
う
一
つ
の
影
響
を
残
し

プ
」
？
lu

令
i

也、

Y
4
A
J
j
h
 

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
指
叩
得
者
大
杉
栄
が
虐
殺
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
退
潮
を
招
き
、
そ
の
後
は
日
本
共

産
党
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
労
働
運
動
の
左
派
の
指
導
的
位
読

写n41 

よ
な
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
凶
年
四
月
、

い
わ
ゆ
る
総
同

盟
第
一
次
分
裂
で
総
同
盟
は
左
派
を
除
名
し
た
が
、
神
戸
で
は

山
市
一
無
産
政
党
設
立
準
備
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
政
治
研
究
会 し、

ili:f＼：；.現代長志望ミ綴Nラ79



に
在
派
勢
力
が
加
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
三
月
労
働
農
民
党
が
結
成
さ
れ
た
際
、
全
国
的
に
は
左
派
が
排
除
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
神
戸
で
は
左
派
が
加
わ
っ
て
労
働
農
民
党
神
戸
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
過
程
で
同
年

月
日
本
共
産
党

細
胞
（
支
部
組
織
）
が
儲
か
に
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
無
産
勢
力
は
四
分
五
裂
し
、
そ
の
一
方
不
況
の
深

刻
化
の
中
で
労
働
運
動
は
さ
ら
に
急
進
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。

金
融
恐
慌
と

失
業
向
鐙

昭
和
二
（
一
九
二
七
）

一
月
、
大
蔵
大
臣
の
議
会
で
の
発
言
に
端
を
発
し
た
銀
行
取
り
付
け
騒
ぎ
が
お
こ
り
、

や
が
て
金
融
恐
様
に
発
展
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
台
湾
銀
行
に
大
幅
に
依
存
し
て
い
た
鈴
木
商
店
が
、
台
湾

銀
行
か
ら
絶
縁
さ
れ
て
倒
産
し
た
。
多
数
の
系
列
会
社
は
他
の
財
閥
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
川
崎
造
船
所
造
船
部
の

事
業
整
理
に
伴
っ
て
約
一
一
一
千
名
の
労
働
者
が
一
挙
に
解
一
服
さ
れ
た
。
こ
こ
に
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
よ
り
更
に
深
刻
な
失
業
問

題
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
熟
練
工
の
解
雇
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

俸
給
生
活
者
の
失
業
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
知
識
階
級
」
つ
ま
り
俸
給
生
活
者
の
失
業
は
、
鈴

木
商
店
の
系
列
会
社
が
五
百
人
、
六
十
五
銀
行
九
混
入
、

一
般
中
小
企
業
数
百
人
、
専
門
学
校
卒
業
者
で
未
就
職
の
者
が
二
百

人
、
川
崎
造
船
所
は
五
百
人
を
数
え
た
（
『
大
毎
』
昭
和
二
年
八
月
十
日
）
。

と
こ
ろ
で
市
内
の
失
業
者
総
数
は
昭
和

一
月
時
点
で
、
朝
鮮
人
労
働
者

七
一
四
人
を
含
め
て
一
万
一
一
一
間
八
一
一
一
人
に
達

し
た
。
家
族
な
ど
の
関
係
者
を
A

含
め
る
と
影
響
を
受
け
る
人
は
数
倍
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
社
会
政
策
の
重
点
は

失
業
対
策
に
移
行
し
た
。
川
崎
造
船
所
の
大
世
の
失
業
者
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
社
会
局
の
官
吏
も
含
め
て
市
長
を
中
心
に
神

戸
市
職
業
紹
介
委
員
会
を
組
織
し
て
協
議
し
、
全
国
の
官
営
工
場
に
求
人
開
拓
を
依
相
似
し
た
り
、
全
国
主
要
都
市
の
一
一
一

O
O人

以
上
使
用
工
場
に
求
人
を
依
頼
し
た
り
、
市
内
の
実
業
組
合
や
工
場
主
に
も
求
人
を
依
頼
し
て
対
策
を
急
い
だ
。
市
立
第
一
高

ラ80第一次大戦後の事｜伊第三常



等
女
学
校
に
臨
時
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、

木
事
業
や
冬
季
失
業
救
済
事
業
な
ど
を
計
回
し
、
間
庫
補
助
を
含
め
た
形
で
予
算
措
陸
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

五
八
六
名
の
登
録
希
望
者
が
殺
到
し
た
。
市
は
新
湊
川
相
樹
立
な
ど
の
土

社会運動と社会政策第三節

近代・現代E霊史綴lV581 



第
四
節

市
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
化

市
財
政
総
収
入
の
変
化
の
概
要

「
普
通
経
済
」
と

「
特
別
経
済
」

に
分
れ
て
い
た
。

神
戸
市
の
財
政
は
「
普
通
経
済
し
（
一
般
会
計
。
以
平
に
「
市
費
L

と
称
さ
れ
る
）
と
「
特
別
加
経
済
L

（
特
別
会
計
）

（決算）

円七昭和i了3J 4 5 

1~6~~i~~J司副 6~55t~6. 4ム

(lji(]L: JjiLJ) 

「
特
別
経
済
し
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
治
則
に
水
道
市
営
化
に
よ
っ
て
水
道
裂
と

5 

35.5 

64.5 

8.8 

36.6 
11. 2 

7.9 

100.0 

15 

40. 

59. 

6. 

44. 

8. 

100. 

水
道
拡
張
費
が
設
定
さ
れ
て
い

;• {-
の

後
、
大
正
六
（
一
九

七
）
年
の

市
営
化
に
よ
り
同
年
度
か
ら
電
気
事
業
費

と
電
気
事
業
用
品
資
金
が
、
大
正
九
年
の

須
磨
町
編
入
に
と
も
な
い
大
正
十
J
十

年
度
に
須
磨
水
道
費
が
、

[I百
和

一
七
）
年
度
か
ら
は
基
本
財
産
お
よ
び
樹

立
金
が
、
間
四
年
度
か
ら
は
市
民
病
院
費

582 

マぃ
J
J〆
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市l比政の構造とその変化

市財政事業 )31]1又入

忌ヨ!E~~-=c三三~吐1と~~J~~（ 一
椛以令区収ペ州叫 l 9! 1. 6osl 2, mlい7912.2 
一11営I］下言長収入； 5s2 3, 1551 1, 3371 1, 2261 2, 7991 2, 7251 2, 2121 , I , I 
げk 滋 I ss計 4671 3821 2931 3691 3081 4411 4431 I 
内電気事紘 一 2,6881 守5sl 9231 1, 8781 1, 8491 1, m¥ 1, 1051 , I 

プ型~－，~l::JJ；］：ゴr立~…＼竺合 計；叫い7612，吋山＼ s. oniム叫い

道交 151 

第四台（p

14 

向上百分比（%）

42.6 

57.4 

5. 8 

31. 4 

20. 2 

rli営事業収入
f水道

内j'Ill'.気ヰf業

liR I都市計図
Lその他

100.0 計辺、
同

と
中
央
卸
売
市
場
賓
が
っ
特
別
経
済
L

と

し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

財
政
収
支

の
概
要

さ
て
、
市
財
政
総
収
入
を

み
る
と
（
表
似
て
電
気
事

業
市
営
開
始
前
の
大
正
五
年
度
に
は
八
九

九
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
四
年
度

〈注） 耳i佼求総は悶捻1i.入したので，合計があわない場合もある。

資料： r神戸市統計務a

に
は
六
五
五
七
万
円
へ
と
突
に
七

に
も
附
膨
張
し
、
財
政
規
模
は
東
京
・
大
阪

に
次
い
で
全
国
第
一
一
一
位
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
第
一
次
位
界
大
験
中
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
財
政
規
模
は
急
膨
張
し
た
。

そ
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
っ
特
別
経

済
L
I市
営
事
業
収
入
が
大
き
な
比
重
を

占
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
で
、
大
正
九
J

昭
和
四
年
度
に
は
総
収
入
の
五
五
J
六
O

%
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
収
入
内
符
加
に
み
る
と
（
表
問
）
、

近代・現代歴史編N583 



る
。
税
収
入
は
金
額
に
お
い
て
約
七
倍
と
な
っ
た

が
、
使
用
料
収
入
は
二
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
比
率
で
は
税
収
入
が

大
正
五
年
度
と
昭
和
四
年
度
を
比
較
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
八
%
台
と
ほ
ぼ
変
ら
な
い
の
に
対
し
、
使
用
料
収
入
は

O
%
か
ら
一
一
一

odpへ
と
増
大
し
た
。

さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
市
財
政
収
入
（
表
問
）
と
比
較
し
て
み
る
と
（
表
出
、
明

治
問
十
（

九
O
七）

J
大
正
一
ニ
（
一
九
一
四
）
年
度
平
均
に
比
し
、
大
正
八
J
昭
和
四
年
度
一
平
均
で
は
、
税
収
入
比
率
が
二
六
・

五
%
か
ら

ム
ハ
・
六
%
と
後
退
し
て
い
る
の
に
対
し
、
使
用
料
収
入
比
率
は
一

0
・八
M
F

か
ら
二
七
・
五
%
へ
と
一
一
・
五
倍
も

増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
税
収
入
と
使
用
料
収
入
の
単
純
比
較
か
ら
み
る
と
よ
り
明
瞭
に
な
る
。
明
治
四
十
J
大
正
一
二
年

り、度
平
均
の
税
収
入
対
使
用
料
収
入
比
は
七
一
対
二
九
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
八
？
昭
和
四
年
度
平
均
で
は

八
対
六
二
と
な

し
か
も
大
正
八
年
度
（
四
三
対
五
七
）
か
ら
年
を
追
っ
て
使
用
料
収
入
比
は
機
大
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（単位：万円）

I 14 15 昭和2 3 4 5 

1, 020 1, 148 919 991 1, 20ヲ 1, 182 

807 844 739 783 926 872 

92 169 133 182 213 263 

121 135 47 26 70 47 

1,538 1,547 1, 730 1,841 2,044 1,999 

158 194 195 189 195 

188 191 219 225 230 

1, 609 1,554 

20 20 

2, 913 2, 1, 972 906 1, 469 910 

824 829 1, 169 816 1,407 

76 901 91 92 105 

6, 8621 6, 2501ι川三6411ぃ5716,466 

（決算）

14 15 昭和2 3 4 5 

14.9 18.4 14.8 17. 6 18.4 18.3 

11. 8 13. 5 11. 9 13.9 14. 1 13. 5 

1. 3 2. 7 2. 1 3. 2 3. 2 4. 1 

1. 8 2. 2 0. 8 o. 5 1. 1 o. 7 
22.4 24.8 27. 7 32.6 31. 2 30.9 

2.3 2.8 3.0 3. 5 2.9 3.0 

2. 7 3. 2 3. 1 3.9 3.4 3.6 

17.4 18.8 21. 6 25.2 24.5 24.0 

0. 3 0. 3 

42.5 32.2 31. 7 16. 1 22.4 14. 1 

12.0 13. 1 13.3 20. 7 12.4 21. 8 

1. 1 1. 6 1. 4 1. 6 1. 4 1. 6 

100.0 100.0 100.0 100. 0 100.0 100.0 

報告罰金を含む。

ラ84第一次大戦後のネq1戸第三主主



第四節 7行財政の構造とその変化

表 152 市財政収入の構成

~主主！大正 sJ 9 I 10 I 11 I 12 I 13 
税（区税を含まず） 167 266 534 611 859 

137 195 336 379 538 622 638 613 837 

過年度 30 71 198 232 266 268 186 193 99 

i尺都市計磁＊ 55 53 56 48 93 

使用料・手数料 91 366 594 808 1, 097 1,224 1, 251 1,323 1, 457 

18 50 86 108 117 116 148 

内水道 73 83 99 121 131 136 159 177 181 

訳 電気芸評業 - 251 477 637 880 980 号751, 030 1, 128 

その他

公使（合借入金）I 471 501 1,631 643 

繰越令 257 264 375 515 918 

E思！・県補助

その他共合計i開 l3, 6761 2, 366j m刊叩1215，叫 4,5201い叫 4,315

向上百分比（%）

~丘町大正sl 9 I 10 I 11 I 12 I 13 
21. 6 16.9 

内l過当都年位『日度 15.3 
5. 3 14. 2 13. 4 10.6 12. 2 14. 1 14. 0 19. 4 

度 3.3 1. 9 8. 4 8.2 5. 2 5. 3 4. 1 4. 4 2. 3 

訳 計画＊ ー 1. 1 1. 0 1. 3 1. 1 2. 1 

使用料・手数料 10. 1 10.0 25. 1 28.5 21. 6 24. 0 27. 7 30. 2 33. 8 

2.0 0.9 0.8 1. 8 1. 7 

内水道 8. 1 2. 7 3. 5 4. 0 4. 2 

6. 8 20. 1 22. 5 17. 3 

その｛也

公一金）I「66.:1「ペペペペ 15.:1 4. 1 繰越金 28.6 7. 15. 8 18. 2 18. 1 22. 3 27. 8 22. 26. 0 

国・県補助金 2. 7 0. 1 5 2. 3 1. 3 1. 4 1. 61 2. 1. 2 

その他共合

（桟） lji佼未満は四捨五入したので，合計があわない場合もある。 本受益者負強を含む。紳J器r品収入金・
資料：叩＼1戸市統計議a

ラ8ラ 際5た総N 近代・現代



(lj¥{j立：万i司）jlf財政収入の構成（決算）表 153

3 

35 

3 

32 

126 

41 

8 

154 

140 

14 

79 

10 

69 

192 

28 

25 

2 

137 

127 

10 

71 

6 

65 

163 

40 

16 

133 

r
O
0
6
0
6
今

L
O
J
n
u

q
u
4
B
f
O
今

δ

1
－

大正1

126 

4

8

6

5

3

6

 

d

守

勾

‘

u

d

守

門

J

44 

120 

44 

6 

38 

302 

46 

13 

43 42 

117 

39 

4 

35 

272 

43 

11 

41 

112 

37 

3 

34 

128 

40 

13 

明治40

97 税 （合区'fl()

内 J当年度
訳 t過年度

使用料・手数料

内 （f行設
訳 l水道

公債〔合借入金〕

繰越金

l認・ j果補助金

640 510 354 354 599 542 380 379 その他共令計

次
に
注
目
す
べ
き
は
公
債
収
入
比
の
大
き
ざ
で
あ
る
。
公
伎
は
第
一
次

大
戦
前
に
も
発
行
さ
れ
た
が
、
大
正
八

1
昭
和
四
年
度
平
均
で
は
総
収
入

の
約
四
分
の
一
な
公
債
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
使
用

料
収
入
の
源
泉
で
あ
る
市
営
事
業
収
入
お
よ
び
公
債
の
も
つ
意
味
を
中
心

に
市
財
政
を
検
討
し
よ
う
。

cr:n 単位米満は凶捻Ji入したので合計があわない治合もある。

市財政収入の構成百分比の比絞
(lド｛な：%）

表 154

16.6 

27.5 

2.6 

3.3 

21. 6 

24.3 

18.0 

1. 5 

26. 5 

10.8 

1. 3 

9.5 

32. 5 

9.3 

2. 7 

税

使用料・手数料

！市費水道
電気卒業

公 {i'( （合借入金）

繰越金

悶・県補助金

100.0 100.0 その他共合計

ぅ86第一次大戦後の利Ip第三家



2 

電
気
事
業
費
と
水
道
事
業
費

電
気
事
業
費

市
営
事
業
収
入
の
主
な
源
泉
は
、
電
気
事
業
と
水
道
事
業
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
に
神
戸

電
気
株
式
会
社
の
事
業
を
二
一
一
六
二
万
円
（
軌
道
事
業
九
一
二
万
円
、
電
気
供
給
事
業
一
二
二
六
万
円
）
で
資
収
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
電
気
事
業
収
入
（
奈
川
）
を
み
る
と
、
ま
ず
買
収
年
度
を
除
、
き
大
正
七
年
度
か
ら
昭
和
四
年
度
ま
で
に

総
収
入
は
八
八
一
万
円
か
ら

四
万
円
へ
と
一
一
・
六
倍
に
増
大
し
た
が
、
使
用
料
収
入
は
四
七
七
万
円
か
ら

六

O
九
万

門
へ
と
一
一
一
・
四
倍
に
な
っ
た
。
そ
し
て
建
設
費
累
計
に
対
す
る
使
用
料
収
入
比
（
表
問
）
を
み
て
も
、
大
正
七
年
度
の
一
一

0
・
四

%
か
ら
昭
和
四
年
度
の
一
一
一

0
・
四
%
へ
と
増
大
し
、
電
気
卒
業
は

応
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。

こ
の
内
訳
な
み
る
と
、
電
灯
料
は
一
一
一
一
一
一
万
円
か
ら
五
一
一
八
万
円
へ
と
ニ
・

に
、
電
力
（
動
力
用
）
料
は

間
万
円
か

rl1財政の鍛造とその変化

ら
四
六
一
万
円
へ
と
四
倍
に
、
電
車
賃
は
一
五

O
万
円
か
ら
五
九
一
一
一
万
円
へ
と
凶
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
わ
け
で
、
電
気
事
業
収
入
は
市
財
政
最
大
の
収
入
源
と
な
り
、
市
費
（
一
般
会
計
）
や
都
市
計
画
事
業
費
へ
の
財
政

補
給
（
繰
入
金
）
を
行
う
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
詳
細
を
み
て
み
る
と
電
気
事
業
経
営
も
決
し
て
楽
観
を
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
原
因
の

つ
は
、

業
拡
大
の
た
め
に
募
集
さ
れ
た
公
債
の
償
還
が
年
々
増
加
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

出
と
表
出
か
ら
公
使
収
入
と
公
債
費

第四節

（
公
債
元
利
償
還
設
）
を
抽
出
し
て
比
較
し
て
み
る
と
（
表
虫
、
大
正
十
一
一
一
年
度
か
ら
は
公
債
収
支
は
一
貫
し
て
赤
字
に
な
っ
て
お

り
、
大
正
ム
ハ
J
十
二
年
度
の
支
出
累
計
九
三
一
一
一
一
一
万
円
に
対
す
る
公
銭
授
累
計

六
一
一
一
五
万
円
が
一
七
・
五
%
で
あ
っ
た
の
に

近代・5晃代歴史言語lNラ87



対
し
、
大
正
十
一
一
一
J
昭
和
四
年
度
の
そ
れ
は

｛意

七
万
円
対
一
一
一
四
八
八
万
円
、
一
一
一
回
・

%
に
も
な
っ
た
。
公
債
費
が
電

気
事
業
経
営
を
圧
迫
し
、
財
政
硬
夜
化
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

市
霞
率
業

の
困
難
化

ム
ユ
つ
の
原
閣
は
市
電
事
業
経
営
が
、
昭
和
初
年
か
ら
悶
難
化
の
様
相
を
塁
一
し
て
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
神
戸

（
司
都
市
研
究
』
昭
和
八
年
一
月
号
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘

市
電
気
局
長
石
田
太
郎
「
電
気
事
業
経
済
に
就
い
て
」

し
た
。
我
閤
大
都
市
に
於
け
る
路
間
電
車
事
業
が
既
に
行
詰
っ
て
居
る
と
一
広

ふ
こ
と
は
、
夙
に
議
論
さ
れ
来
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
近
年
に
一
会
つ

こ
そ
あ
れ
、
年
々
歳
々
不
掠
の
途

＊
$
こ
と

を
辿
り
つ
L
あ
る
こ
と
は
放
て
統
計
に
倹
つ
ま
で
も
な
く
泊
に
顕
著

て
は
大
都
市
の
総
て
が
程
度
の

(J.jt位：万円）

15 5 

1, 537 
532 
438 
30 
536 
17 
196 
450 

4 

1,609 
528 
461 
27 
593 

3 

1, 427 
518 
341 
23 
545 

昭和2

1,345 
483 
306 
19 
536 

1, 277 
462 
299 
16 
501 

320 
289 369 348 

919 
364 

2,274 

100.0 

67.6 
23.4 
19. 3 
1. 3 
23.6 
0. 7 
8.6 
19.8 

2, 

100. 

(lji{立．万円）

13 14 15 昭和2 3 4 5 

2,389 2,478 2,626 2,696 2,835 2, 936 3,045 

698 742 777 808 882 1, 016 1, 001 

29.2 30.0 29.6 30.0 31. 1 34.6 32.9 

1, 992 2,074 2, 111 2, 160 2,209 2,350 2,506 

430 449 501 536 545 593 536 

21. 6 21. 6 23. 7 24‘8 24. 7 25. 2 21. 4 

4,381 4,552 4, 737 4,856 5,044 5, 286 5,551 

1, 128 1, 191 1,278 1,344 1, 427 1, 609 1,537 

25. 7 26.2 27.0 27. 7 28.3 30.4 27. 7 

収入の比較

ラ88第三掌第一次大戦後の:/111戸



第四節 7行財政の構造とその変化

表 155 電気事業資歳入（決算）

7 9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 4 
～～～i 

用 宗十 ヴ1「l十91124 21 273 375 412 400 394 428 446 
42 11 176 224 254 211 239 270 296 

訳電熱
電車 851 1501 1871 2811 3141 3641 3971 4301 449 

乗合自動車収入
市

: 12,3~1 550 

繰 越 21 21 95 453 266 144 236 

その他共合計 I2. s吋 叫し7司刊111, ml 1, ssol山 212, 039 
同上否分i七（%）

佼 用 料 9. 7 54. 1 76. 2 49.6 57. 1 
4.8 24. 2 32. 7 21. 1 24.0 
1. 6 12. 9 21. 1 12.6 14.8 

訳電熱
電車 3.3 17.0 22.4 15.8 18.3 

予定合自動率i収入
可子 fW 90. 1 41. 7 18. 7 42. 7 13.4 
繰 越 金 2.4 2. 5 5.4 26.4 

その他共合計 100.0 100.C 100.0 100.0 100. 0 

(tJ:) 単位未満は閉捻五人したので合計があわない場合もある。

資料：＇fl¥1戸市統計：'i!if,

70.0 58.4 
29. 2 25. 0 26.5 21. 9 
15. 4 15. 1 16.8 14.S 

26.5 25. 1 26. 7 22.0 

5. 8 22. 2 27.0 
19.4 9. 1 25. 7 11. 6 

100.0 100.0 100.0 100.0 

表 156 電気事業建設費累計と使用料

主主髭
大正G 7 8 9 

羽目

1,351 1, 393 1, 458 1,614 

'11¥'. 使用料収入B 166 327 450 599 

気 ~xlOO % 12. 3 23.5 30.9 37. 1 

912 941 958 1, 291 

電使用料収入B 85 150 187 281 

率 ix100 % 9.3 15. 9 19. 5 21. 8 

2,263 2,334 2,416 2,905 

使用料収入B 251 477 637 880 

計 ~x 100 % 11. 9 20.4 26.4 30.3 
（注） 主i位：未満は凶捻五入したので合計が合わない場合もある。
資料・神戸市電気局 F市営二十年史a，叩fl戸市統言十議』

589 

10 11 12 

1, 974 2,057 2, 159 

666 611 633 

33. 7 29.8 29.3 

1, 595 1, 767 1, 871 

314 364 397 

19. 7 20.6 21. 2 

3,570 3,824 4,030 

980 975 1, 030 

27. 5 25.5 25.6 

E主史編N 近代・1定代



も
た

な
事
実
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
減
収
は
何
に
依
っ
て
諮
ら
さ
れ
た
か
と
云
ふ
に
、
外
来
的
原
因
と
し
て
は
財
界
の
継
続
的

不
況
と
、
自
動
車
及
高
速
度
交
通
機
関
の
進
出
で
あ
り
、
内
十
化
的
の
も
の
と
し
て
は
、
均

料
金
制
の
欠
陥
、
建
設
其
の

（決算）

12 13 14 15 I協和2 3 4 5 

76 87 95 109 116 106 107 110 

278 265 273 321 403 471 539 534 

167 172 187 190 198 195 196 190 

79 76 72 79 77 77 75 69 。 13 

623 644 665 737 853 895 964 962 

168 167 132 87 92 170 250 261 

63 63 76 61 59 61 56 53 

3 110 。
17 1 72 I 15 

46 

35 15 53 74 124 141 119 

273 345 783 1, 277 313 337 434 348 

544 733 1, 009 1,553 556 707 901 851 

1, 166 '377 '675 2, 291 1, 409 1, 601 1,865 1, 813 

6.5 5. 7 4.8 8. 2 6.6 5. 7 6. 1 

23.8 19.3 16.3 14.0 28.6 29.4 28.9 29.4 

14. 3 12. 5 11. 2 8. 3 14.0 12. 2 10. 5 10.5 

6.8 5. 5 4.3 3.4 5.4 4.8 4.0 3.8 

0.0 0. 9 

53.4 46.8 39. 7 32. 2 60. 5 55.9 5 7 53. 1 

14.4 12. 1 7. 9 3.8 6. 5 10.6 13.4 14.4 

5.4 4. 6 4.6 2. 8 4. 2 3.8 3.0 2.9 

0.3 8.0 0.0 

1. 4 0.0 3. 1 1. 0 

2. 5 

2. 6 o. 9 2. 3 5. 2 7. 7 7.5 6. 6 
23.4 25.0 46.8 55. 7 22. 2 21. 0 23.3 19.2 

46.6 53. 2 60.3 67.8 39. 5 44. 1 48.3 46.9 

100. 0 100.0 100.0 100.0 100. 0 100.0 100.0 100.0 

H
U
 
l
 
成

金会計へ繰入れ。ネ 3 tぷiii号hilli!Jl業1~へ繰入れ。
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子行財政の機造とその変化第四節

設

50 

表 157 精
米

11 

72 

292 

14号

83 

0 

~I 

59 

232 

119 

79 

0 

気

10 

ιp 
t也

0

0

4以
内

U

n
w
J
r
n
u
 。

617 

197 

59 

9 

17 

502 585 

45 

4 

152 

2, 135 

0 

128 

4. 4 

47.3 

9.2 

5.8 

0.0 

6 

0.4 

16.0 

4. 8 

0.8 

l. 4 
設

1誌t~針ι北計はお~lcm l万円米お誌は思捻五入したので合計があわない場合もある。＊l Iii綴終入＇／！lを合む。＊2 Hli品資
資料：明｛戸市統計性s

44.3 

16.0 

4. 1 

0. 7 

7.9 

2.6 

3.2 

給＇ r1l'. 費
T行政への繰入費

その他共計

買収毅
電気鉄道新設改良！（l｛制

定気供給設備投

定力電灯設備投

発電所拡張授

受電設備投
来合自効率創設！｛！（

繰入金

公 fi't 投

の

事務費

発電・変電所設
運輸 't'(

給泡致
rff't'kへの繰入費

の

買収費

電気鉄道新設改良認知

電気供給設備費

電力’111'.灯設住Ii波
発泡所拡張費

受電設 vtt~ 
乗合自動車創設費
繰入金

公｛完投

その

11ii活

H寺

（万円）

!j'.)( 

経
常
設
（
%
）

一
2
・一

7
ρ

今

L

n

u

J

ハ
U

3.3 

5. 3 

o. 5 
5.0 

臨

II寺

（

um） 

近代・現代際世ミ謀議Nラ9r



げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

他
に
要
す
る
資
本
の
巨
額
な
る
こ
と
及
都
市
行
政
広
域
の
拡
張
其
の
他
に
伴
ふ
路
線
の
延
長
に
因
る
経
農
の
附
膨
張
等
を
挙

従
来
、
都
市
交
通
機
関
と
し
て
は
路
面
電
車
が
独
り
王
賎
な
占
有
し
、
均

料
金
制
の
簡
便
単
純
さ
と
其
の
特
性
と
す

る
所
の
大
量
輸
送
と
を
以
て
、
年
々
増
大
し
行
く
都
市
交
通
最
安
適
当
に
按
配
し
つ
L
緩
め
て
顕
調
な
る
発
達
を
遂
げ
つ

(i¥i｛立：万円〕

196 

348 

-152 

4 

320 

434 

-114 

337 

-337 

313 

-313 

公債費支出

13 15 

919 

1, 277 

-358 

14 

550 

783 

-233 

345 

-345 

L
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
正
十

の
関
東
大
震
災
を
一
転
機
と
し
て
、
急
角
度
を
持
っ
て
市

街
交
通
界
に
現
出
し
来
っ
た
タ
ク
シ
ー
、
乗
合
自
動
車
の
大
衆
化
と
共
に
、
郊
外
電
車
の
都
心
乗

入
と
相
倹
っ
て
高
速
度
電
車
が
漸
次
具
体
化
す
る
に
査
り
、
弦
に
路
面
電
車
は
其
の
膨
張
せ
る
建

設
費
と
開
力
性
を
欠
如
し
た
料
金
制
を
保
持
し
た
ま
L
、
従
来
の
独
占
的
地
位
よ
り
退
去
す
る
の

(tj＼｛士．万円）

14 15 ｜昭和 2 3 4 5 

188 197 191 219 225 230 

11 11 431 77 235 

90 110 72 297 136 296 

334 358 740 636 638 571 

(t詳｛SL：万円）

14 15 昭和2 3 4 5 

88 82 88 78 83 100 

2 104 235 218 102 132 

6 23 33 44 48 66 

124 74 82 159 107 126 

224 287 443 501 343 467 

(lliも.＇L:%) 裂の割合

5 

14. 1 

27.0 

4 

14.0 

31. 2 

3 

8. 8 

31. 7 

昭和2

7. 4 

18. 5 

15 

8.0 

25.8 

2. 7 

55.4 

14 
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第四節 「官財政の構造とその変化

表 158 電気事業経済における公債収入と

大正6 7 8 9 10 11 12 

2,330 156 I 351 

81 428 150 231 220 252 273 

2,249 -61 : 6 527 10 -172 78 

（お：） 単位未満は四捨五入

表 159 水道後・水道拡張授の歳入

5 6 7 8 9 10 11 ～九、

使 用 料 73 83 99 121 131 136 159 

悶庫補助金 15 15 16 32 32 32 32 23 

I有 !fit 200 100 49 122 

繰 越 金 237 210 187 113 115 86 I 196 I 139 

その他共合計 547 329 342 293 369 I 304 I 431 I 435 I 358 

（おミ） 単｛立来溺は阻捻Ji入

表 160 水道後・水道拡張授の歳出

～項～～目九～～～年～度～ i大正5 6 7 8 9 10 11 12 13 

事務・維持・給水費 20 31 63 66 99 103 97 95 91 

拡張卒業費 253 130 90 28 81 42 26 

市夜繰入金 。。。。。。。。＊ 86 
'.L子ょ、、 償 費 64 75 74 83 86 114 94 168 87 

その他共合計 337 237 229 178 272 219 234 292 268 

（注） t別立来総は四捻五入。 ＊うち4万円は市viへ82万円は都市計i商事主主役へ繰入れ

表 161 水道主主.7.K滋拡張主主に占める市費への繰入金・公債

51 6 8 9 I 10 I 11 I 12 : 13 

~： ~ I山ぷ｜ぷ｜山ぷ 14；：；；山ぷ
（法） ＊都市計日商事議後への線、入れを含まず
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円万

2

万人

40 
五
二
八
円
）
、

一
九
六
六
円
）

と
こ
ろ
が
、

九
七
キ
ロ
、

30 

20 

昭和3 4 5 6 7年

関 26 T!J't[ 1 f3平均乗客数・収入の推移

実
際
、
神
戸
市
に
お
い
て
も
、

や
む
な
き
情
勢
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
日
平
均
乗
客
数
は
、

昭
和
一
一
一
年
度
の
一
一
一

O
万
一
一
一
四
回

O
人
を
ピ

i
ク
に
四
年

度
日
二
八
万
一
一
一
七
七
九
人
、

五
年
度
l
ニ
五
万
七
九
七

五
人
（
市
バ
ス
乗
客
数
を
加
え
る
と
二
六
万
六
五
六
九
人
）
、

六
年
度
H

一
一
二
万
七
七
五
七
人
（
向
二
四
万
二
一
一
六
二
人
）
、

減
り
、

七
年
度
目
ニ
二
万
三
一
一
九
人
（
同
二
一
一
一
万
九
四
五
二
人
）
と

一
日
一
平
均
収
入
も
昭
和
四
年
度
日
一
万
六

（
市
バ
ス
収
入
を
含
め
る
と
一
万
五

ニ
閉
山
内
を
ピ
！
ク
に
五
年
度
H

一
万
間
六
九
二
円

130 

七
年
度
H

一
万
二
二
一
ニ

O
門
（
同
一
万

へ
と
減
少
し
た
（
関
め
）
。

一
日
平
均
運
転
キ
ロ
数
は
、
昭
和
一
一
一
年
度
日
四
万
五
六

九
キ
ロ
、

四
年
度
1
四
万
六
六

ハ
年
度
目
一
万
二
八
四
八
円
（
同
一
万
四
一
二
三
二
門
）
、

五
年
度
1
四
万
七

O
六
九
キ
ロ
（
バ
ス
を
含
め
る
と
五
万
人
間
一
一
一
四
キ
ロ
）
、
六
年
度
1
凶
万
七
八

九
一
キ
ロ
（
同
六
万
九
六
一
一
一
八
キ
ロ
）
へ
と
用
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

一
日
平
均
運
転
一
キ
ロ

当
り
の
運
賃
収
入
は
、

凶
年
度
日
一
ニ
五
銭
、

五
年
度
目
一
一
二
銭
（
バ
ス
を
含
め
る
と
二
七
銭
）
、
六
年
度
目

七
銭
（
間
二

O
銭
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
効
率
が
著
し
く
低
下
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
電
気
事

(l科1¥1::Jjl司）を慈しヲ＇＂、t~額

5 4 

142 

3 

141 

昭和2

103 115 

15 
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業
収
入
か
ら
の
市
費
（
一
般
会
計
）
へ
の
繰
入
金
は
、
大
正
十
四
年
度
の
一
五
万
円
か
ら
一
貫
し
て
塙
大
し

昭
和
四
年
度
に
は

間
一
万
円
に
達
し
、
電
気
事
業
歳
出
の
七
・
五
%
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

水
道
事
業
融
資

水
道
事
業
の
使
用
料
収
入
（
表
問
、
t
表
山
）
も
、

大
正
五
年
度
の
七
一
一
一
万
円
か
ら
昭
和
問

年
度
の
二
二
五
万
円
へ
と
一
ニ
・

倍
の
伸
び
を
示
し
た
。
防
次
用
料
収
入
か
ら
事
務
・
維

持
・
給
水
質
な
ど
経
常
経
費
を
除
い
た
純
収
入
も
、
大
正
九
・
十
年
度
に
若
干
の
減
少
を
み
た
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
順
調
な
伸
び
を
示
し
大
正
五
年
度
の
五
一
一
一
万
円
か
ら
昭
和
四
年
度
の
一
間
二
万
円
へ
と
仲

び
た
。
こ
の
累
計
額
は
一

O
九
七
万
円
で
、
こ
の
中
か
ら
水
道
拡
張
費
に
一
一
一
五
二
万
円
を
繰
入
れ
た
が
、

そ
れ
は
拡
張
費
累
計
額

二一二

O
万
円
の
二
九
M
P

に
あ
た
っ

市
政
と
都
市
計
闘
史
へ
も
一

四
四
万
円

を
繰
入
れ
た
。
市
費
へ
の
繰
入
れ
は
大
正
十
一
一
一
年
度
か
ら
年
々
噌
え
続
け
、
そ
の
額
は
水
道
技
・
水
道
拡

張
費
歳
出
の

0
・
一
二
%
（
大
正
十
二
年
度
）
か
ら
一
回
形
（
昭
和
四
年
度
）
へ
と
急
増
し
た
の
で
あ
っ
た
。

市財政の構造とその変化

3 

都
市
計
画
事
業
費

都
市
計
画
事
業
費
の
年
度
別
歳
出
入
は
表
出
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
期
別
に
み

第
一
期
・
第

二
期
事
業
稜

た
も
の
が
表
別
で
あ
る
。

第四節

第
一
期
事
業
は
当
初
大
正
八
・
九
両
年
度
で
遂
行
す
る

で
あ
っ
た
が
実
際
に
は
十

か
り
、
そ
の
間
四
回
も
予
算
変
更
が
行
わ
れ
た
。
事
業
が
繰
延
べ
に
な
っ
た
結
果
、
国
庫
補
助
が
増
加
し
で
か

水道夜中使用料収入から経常経費（IJ¥＇.務・維持・給水 'l!()表 162

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 度年

100 90 82 62 33 32 55 36 52 額金

近代・現代日置5た繍N

(t主） 単位来総は凶捻]i入

595 



た
ほ
か
、
十
一
一
一
年
度
か
ら
は
受
益
者
負
担
金
を
徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
支
出
の
方
は
、
公
凶
浪
費
・
繰
越
金
を
除
き
一
四

O
七
万
円
で
、
物
価
低
落
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
当
初
予
算
よ
り
約
八

O
万
円
を
節
約
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

第
二
期
事
業
は
、
都
市
計
踊
事
業
担
当
者
奥
中
高
代

の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
第

期
事
業
の
終
り
唄
は
金
が

H
ダ
ブ
μ

つ

い
て
悶
る
程
の
状
態
で
、
此
の
勢
い
に
乗
じ
て
第
二
期
事
業
が
計
爾
せ
ら
れ
た
」

（
「
神
戸
都
市
計
磁
の
過
去
及
将
米
（
其
ニ
）
」
『
都

市
研
究
』
昭
和
五
年
十
二
月
号
）
の
で
あ
る
。
第
二
期
事
業
の
特
色
は
、
公
債
償
還
を
重
視
し
て
予
算
編
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
第
一
期
事
業
の
残
念
か
ら
第
一
期
事
業
公
債
償
還
金
を
差
引
い
た
も
の
を
繰
越
金
と
し
、
特
別
税
・
悶
庫
補
助
金
も
大

正
十
問
年
度
分
の
み
を
予
算
に
計
上
し
、
他
は
償
還
財
源
と
し
た
。
ま
た
電
気
事
業
費
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上
し
な
か
っ
た
の

も
償
還
に
充
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
水
道
費
か
ら
の
借
入
（
利
子
六
形
）
も
市
中
金
利
高
の
た
め
な
る
べ
く
公
償
発

行を抑えるためのものであった。

15 ｜昭和2j 3 4 5 
19 19 19 13 12 

305 106 321 

55 37 19 29 28 

5 5 6 6 6 

27 9 8 8 7 

23 23 5 15 16 

81 9 7 41 19 

23 23 23 140 170 

23 23 23 140 145 

-1ネI 25 

40 255 183 1s2 1 125 

544 394 379 421 726 

94 73 54 153 262 

177 119 126 130 294 

289 211 198 296 569 

3.5 4.8 5.0 3. 1 1. 7 

56. 1 27.9 44.2 

10.0 9.4 5. 0 7. 0 3.8 

1. 0 1. 3 1. 5 1. 4 0.8 

4.9 2.2 2. 1 1. 9 1. 0 

4. 1 5.8 1.41 3.6 2. 1 

14.8 2.4 1. 7 9. 7 2. 7 

4. 3 5.9 6. 1 33. 1 23.4 

4. 3 5.9 6. 1 33. 1 3.4 

7. 3 64. 7 48.3 43.2 17. 2 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

32. 7 34.3 27. 3 51. 7 46.0 

61. 5 56.4 63.5 43.8 51. 6 

100. 0 100.0 100.0 100.0 100.0 
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第四節 前財政の構造とその変化

表 163 都市青j・阪本業費歳入・歳111（決算）

一項一一目一～～～一一一～年一一度一｜大正8 9 10 11 12 13 14 

悶席補助金 5 7 8 16 21 

市 {jtf 373 344 135 191 100 1, 021 

歳
都市計限特別J税 55 53 55 48 52 57 

（地税割
5 5 5 5 5 

i村営業(J仮設）税割 28 29 22 26 30 

家庭税 17 20 21 21 22 22 

道路工事授受益者負担金 40 64 

入 繰 入 金 9 120 132 57 117 

｛：気持費より
107 122 57 35 

万 内 ~Ji'. より 9 13 10 
円

送費より 82 ） 

線 越 金 28 57 33 189 203 

その他共合計 9 552 568 322 365 525 1,389 

歳出
道路改良主主 9 513 498 277 165 308 169 

公佼設 *21, 162 

同
その他共合計 9 524 510 289 176 322 1, 349 

国庫補幼金 0.9 2. 2 2. 2 3. 1 1. 5 

ii!t 67.5 60.6 42.0 52.3 19. 1 73.5 

都市計商特別税 9. 9 9.3 17. 1 13. 2 10.0 4. 1 
首交 0.9 0.9 1. 7 1. 5 1. 0 0.4 

内営業(JI又議）税割 5.8 4.9 9. 1 6.0 4.9 2. 2 

家庭税 3.2 3.5 6.4 5.8 4. 2 1. 6 

I 道路工事授受益者負担金 7. 7 4.6 

入 繰 入 金 1100. 0 21. 7 23. 1 16.4 22.4 

｛！気事業費より
19.4 21. 4 16.4 6. 7 

（ ） ／。0ノ 内 主主より 100.0 2.3 1. 7 

送費より 15.6 

繰 1也 金 4.9 17.8 9. 1 36.0 14.6 

その他共合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

歳出
道路改良資 100.0 97.9 97. 7 96. 1 93.9 95. 7 12.6 

公 ｛Jlt 費 86. 1 

問 その他共合計 100. 0 1 0 100. 0 100.0 100.0 100.0 100.。
（注） 金額の単位は万円（米泌IZ!lf;!;五入），百分比は%。＊！謀本防波積立金より，＊2うち｛世主主公的政！，020. 7 

万円

資料： f神戸市統計書if,
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大
正
九
年
以
降
一
一
J
一
一
一
年
間
は
市
中
金
利
が
古
向
か
っ
た
の
で
、
そ
の
当
時
発
行
し
た
公
債
に
つ
い
て
は
十
四
年
度
末
に
一

O

0
0万
円
の
低
利
借
替
え
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
同
年
度
か
ら
昭
和
四
年
度
ま
で
年
平
均
一
三
九
万
円
の
元
利
償
還
を
行
わ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
累
計
摘
は
六
九
四
万
円
に
達
し
、
同
期
間
の
支
出
累
計

一
一
一
二
二
万
円
の
約
五
一
一
一
%
に
も
達
し
た
。

都
市
計
樹
事
業
は
、
第
二
期
事
業
開
始
こ
ろ
を
境
と
し
て
道
路
改
良
よ
り
も
公
俊
償
還
に
費
用
を
技
ぎ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
そ
し
て
第
二
期
事
業
の
終
る
こ
ろ
に
は
事
業
経
営
費
状
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
財
政
緊
縮
の
あ
お
り
で
国
庫
補

助
金
が
年
々
減
少
し
た
上
、
都
市
計
略
特
別
税
も
深
ま
る
不
況
の
中
で
減
税
せ
ざ
る
を
え
ず
、
大
正
十
五
年
度
に
は
五
五
万
円

で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
ゴ
一
年
度
に
は
約
二

O
万
円
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
正
十
五
年
度
か
ら
三
年
間
、

年
二
一
一
一
万
円
を
繰
り
入
れ
、
昭
和
四
年
度
に
は
一
凹

O
万
円
を
繰
り
入
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
足
り

な
い
分
は
昭
和
一
一
一
年
度
か
ら
始
ま
る
第
三
期
事
業
の
収
入
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奥
中
は
こ
の
こ
と
を
「
彼
の
電
鉄
会

社
が
新
線
の
建
設
費
で
配
当
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
所
謂
蛤
配
当
な
や
る
十
ゃ
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
同
）
と
述
べ
て
い
る
。

第
一
一
一
期
率
業

計
簡
の
函
難

第
三
期
事
業
は
こ
う
し
た
財
政
状
態
の
中
で
始
め
ら
れ
た
。
奥
中
は
一
一
一
一
向
う
。

「
財
政
状
態
斯
の
如
し
。
此
の

上
吏
ら
に
第
一
一
一
期
事
業
を
起
す
と
言
う
の
で
あ
る
。
財
源
と
し
て
は
特
別
税
の
増
税
は
云
ふ
に
及
ば
ず
、
土

地
増
側
税
の
如
き
一
新
税
ま
で
予
想
し
、
架
需
の
財
源
ま
で
見
込
ん
で
計
回
し
た
の
で
、
借
金
に
は
ホ
ト
／
＼
こ
り
て
市
債
を
綴

勾戸、、
J
一

山
一

ry

～一

A
寸

J

一
昨
山
川
子
乙
一
々
jr

y
一計山
H
d
H一
手

．「平一

位
一
敗
i

一

’3
－司会合，今、
υ
一

、1
7

ニ
1

・一
L

（

i
i
rー

一
一
一
ポ
小
一
↑
て

刀口一

第作一

58 

0 

端
に
少
な
く
し
て
予
算
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ

129 

468 

414 

219 

1,288 
持3

る
」
（
向
）
。

第
一
一
…
期
事
業
予
算
の
う
ち
確
実
な

も
の
は
電
気
事
業
費
か
ら
の
繰
入
金
と
受
益

者
負
担
金
の
み
で
、
国
康
補
助
金
二
一
九
万
円

ラ98第三章第一次大戦後の神戸



rliM政の構造とその変化第四節

都市計図iz評議 :ftJl別収支表 164

期業司王

設：

1, 372 

168 

161 

70 

429 

78 

82 

267 

117 

決1手

645 

*I 19 

80 

335 

キI 10 

82 

94 

24 

予科・71~ 

1, 951 

264 

40 

354 

1, 142 

108 

決

1, 735 

207 

33 

336 

1, 042 

75 

当初予算

l奴

入

1, 489 

41 

336 

1, 052 

50 

日

総額

特別j 税

受益者負担

電気事業費より繰入

市 fi't
悶路補助

水道設より借入金

繰越金

雑収入

項

678 

21 

15 

ホ2431 

201 

26 

1,354 

28 

25 

277 

267 

道路改良資

際費負担

調 主主 投

公債費

繰越金

水道設への返済

支

出

の
予
算
計
上
は
財
政
難
の
折
か
ら
、
初
め
か
ら

ctJJ lji佼米泌は四捨五入，＊l大正14年i立のみ計上， れ2j弘子？公償資1,021万河を除く，搾3不言手

資料：奥中努fl(;ーマJI戸都市計illの過去及び将来（英二）J （明lrfjJ研究』昭和5年12月号）

「
冒
険
に
す
ぎ
た
観
が
あ
る
L

と
見
ら
れ
て
お

り
、
極
力
抑
え
て
算
出
し
た
市
境
問
一
間
万
円

も
認
可
さ
れ
た
の
は
当
初
一
一
六

O
万
円
に
す
ぎ

ず
、
多
難
な
出
発
で
あ
っ
た
。
奥
中
は
や
や
絶

的一心的に、

「
予
想
通
り
に
補
助
は
さ
れ
ず
、
現

突
の
そ
れ
だ
け
は
不
足
す
る
し
、
市
佐
は
時
以
還

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
今
や
都
市
計
画
事
業
の
財
政

は
四
苦
八
苦
の
状
態
で
あ
る
。
ど
こ
を
叩
い
て

も
金
は
出
な
い
。
借
金
は
増
し
て
手
を
つ
け
た

事
業
だ
け
は
完
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
借
金
を
増

せ
ば
元
利
償
還
が
増
す
い
（
向
）
と
嘆
い
た
。

郎
市
計
岡
本
業
は
第
一
次
大
戦
後
の
新
し
い

市
の
事
業
と
し
て
道
路
改
良
な
ど
そ
れ
な
り
の

成
果
な
あ
げ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
勝
ら

む
夢
ど
は
裏
腹
に
台
所
は
火
の
車
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
都
市
計
昭
事
業
は
第
一
次
大
戦
後
の

近代・5晃代自主災者百N599 



神
戸
市
の
夢
と
現
実
の
諦
離
を
象
徴
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

4 

市
費
（
一
般
会
計
）

の
変
化

歳
出
の
変
化

ま
ず
歳
出
（
表
出
、
表
山
）
を
み
る
と
、

総
額
に
お
い
て
大
正
五
年
度
の
一
八
一
万
円
か
ら
大
正
七
年
度
の
凶

八
年
度
に
は

ニ
九
万
円
へ
と
第
一
次
大
戦
中
に
ニ
・
一
ニ
倍
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
伸
び
も
す
さ
ま
じ
く
、

七
年
度
の
二
倍
、
九
年
度
に
は
八
年
度
の
一
一
倍
と
な
り
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
二
年
度
に
は
二
七
八
八
万
円
に
も
な
り
、
突
に
大
正

(t)i位：万円）

14 15 昭和2 3 4 5 

73 119 130 125 131 125 

35 39 40 35 41 38 

301 320 339 333 368 371 

231 241 248 243 273 275 

102 95 97 96 109 112 

72 77 78 77 89 92 

13 8 14 14 15 21 

67 37 44 42 32 33 

323 358 392 403 444 407 

983 1, 087 1, 160 1, 103 1, 236 1, 155 

64 70 42 77 123 71 

178 154 88 94 95 28 

138 89 75 95 82 115 

83 63 88 36 57 66 

41 9 14 26 28 6 

1,097 863 1, 147 526 734 340 

1,622 1,301 *3 1, ・*4 1, 155 700 

2,605 2,388 2, 788 2,308 2,391 1,855 

去
年
度
の
一
五
倍
に
も
膨
れ
あ
が

っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
七
年
度
に
比
し
八
年
度
が

倍
加
し
た
最
大
の
原
因
は
学
区
廃

止
日
小
学
校
市
営
化
に
よ
る
も
の

で
、
七
年
度
の
教
育
費
二
ハ
万
円

は
八
年
度
に
は
一
一
五
六
万
円
へ
と

川紛貸付金300万円

一
五
倍
に
も
な
り
、
教
育
費
の
歳

出
中
に
占
め
る
割
合
は
一
二
・
八
%

か
ら
一
一
八
・
九
%
に
も
な
っ
た
の

600 第三章第一次大戦後の神戸



7行財政の構造とその変化第四節

市Tf1i:（普通経済）歳出（決算）

五下」~ 大正5 6 7 8 9 10 11 12 13 
市役所費 16 18 26 43 65 68 68 69 69 

土 木 言支 5 6 14 30 38 34 34 35 30 

経 教 予寄 E空 6 8 10 146 224 244 267 299 286 

（うち小学校設） 121 184 200 213 231 219 

f釘 ~t j'.l( 19 18 35 52 78 85 95 99 98 
l九T主人I 
（うち清掃費） 8 10 16 30 50 61 69 73 72 

勧業費削 l l 2 2 3 5 6 7 11 

Z当 社会事業資 2 2 8 23 20 25 24 40 52 

F共投負担 52 59 90 170 277 315 318 323 296 

その他共合計 107 121 207 491 745 840 931 934 901 

土 木 翌i 7 5 8 58 69 36 37 38 30 

臨 築 港 'fl( 21 255 191 190 146 160 

教 予ぎ 致 5 13 6 110 241 261 213 69 50 

[I寺 社会事業費＊2 。。12 83 39 20 61 52 28 
衛 ~ E空 7 19 13 8 20 25 7 6 5 

I(!{ 0 依 型i 47 42 45 53 214 108 159 191 189 

その他共合計 73 109 222 396 928 672 690 536 496 

総 181 231 429 887 l 673 512 1, 620 1, 470 l 396 

表 165

（注） kiit I未満は羽拾Ji入したので合計があわない場合もある。

ヰミ15主糸検主主百it記を含む，ネ2失業対筑波を含む，＊3うち中央卸売市場開設資 l1475PJ. ネ4うち
資料：叩ド戸市ー統計器a

で
あ
る
。
九
年
度
に
は
さ
ら
に
四

近代・5晃代

六
五
万
円
に
も
な
っ
た
。
こ
う
し

て
大
正
八
年
度
以
降
、
教
育
費
の

隆夫編N

歳
出
に
占
め
る
割
合
は
、
公
債
費

を
除
い
て
常
に
最
大
と
な
り
、
大

正
八

1
昭
和
四
年
度
の
年
平
均
で

七
%
を
占
め
て
い
た
の
で

あ
る
。神
戸
港
築
港
工
事
分
担
金
も
大

き
な
詑
霊
を
占
め
、
大
正
九
年
度

の
一
五
・
一
一
%
な
ど

i
ク
に
大
正

八
J
昭
和
四
年
度
平
均
で
八
%
に

も
な
っ
て
い
た
。

関
川
費
負
担
（
県
税
相
当
山
氏
。
県
尚
武

負
担
と
は
、
府
県
制
が
明
治
二
十
九
年

に
兵
隊
燥
に
施
行
さ
れ
、
同
燃
は
三
部
経

済
制
（
市
部
資
・
郡
部
資
・
述
州
俗
文
弁

601 



設
）
と
な
り
、
市
民
の
県
税
に
あ
た
る
も
の
は
市
が
市
税
と
と
も
に
徴
収
し
て
市
よ
り
県
に
納
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
）
も
大
き
か
っ
た
。
大

正
七
年
度
以
前
に
比
べ
八
年
度
以
降
は
そ
の
割
合
を
減
じ
た
と
は
い
え
、
大
正
八
J
昭
和
四
年
度
平
均
で

八
%
に
も
な
り
、

教
育
費
に
次
ぐ
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
市
内
の
事
務
・
事
業
で
あ
り
な
が
ら
市
に
執
行
機
が
な
く
県
の
事
務
・
事
業
と
し
て
行
わ

つ
の
原
悶
と
な
っ
た
。

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
県
に
対
す
る
市
の
行
政
裁
最
権
（
自
治
権
）
の
拡
大
を
目
指
す
特
別
市
制
運
動
を
誘
発
す
る
一

次
に
大
正
七
年
の
米
騒
動
を
契
機
に
注
阿
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
事
業
の
費
用
を
み
る
と
、
大
正
六
年
度
の
僅
か
一
万

冗
千
円
が
七
年
度
に
は
一
一

O
万
円
、
八
年
度
に
は
一

O
六
万
円
へ
と
急
膨
張
し
た
。
こ
の
結
果
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
八
年
度

に
は
一
二
%
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
労
働
争
議
な
ど
社
会
問
題
の
深
刻
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
金
領
に
お
い
て
は

(111｛＇立：%）

14 15 昭和2 3 4 5 

2. 8 5.0 4. 7 5.4 5. 5 6.8 

1. 3 1. 6 1. 4 1.5' 1.7 2. 1 

11. 5 13.4 12. 2 14.4 15.4 20.0 

8.9 10. 1 8. 9 10. 5 11. 4 14.8 

I 3. 9 4.0 3.5 4. 2 4. 6 6.0 

2.8 3. 2 2.8 3.3 3. 7 5.0 

0. 5 0. 3 0.5 0.6 o. 6 1. 1 
2. 6 1. 5 1. 6 1. 8 1. 3 1. 8 

12.4 15.0 14.1 j 17.5 18.6 21. 9 

37. 7 45.5 41. 6 47.8 51. 7 62.3 

2.5 2.9 u I 3. 3 5. 1 3.8 
6.8 6.4 3. 2 4. 1 4.0 1. 5 

5. 3 3. 7 2. 7 4. 1 3.4 6.2 

3. 2 2.6 3. 1 1. 5 2.4 3. 5 

1. 6 0.4 0.5 1. 1 1.2 I o. 3 
42. 1 36. 1 41. 1 22. s I so. 7 18.3 

62.3 54.5 58.4 52. 2 48.3 37. 7 

7.4 

26.2 

5.3 

6.3 

10.8 

18.8 

3. 7 

5.8 

8.9 

18. 5 

3. 3 

5.3 

6. 1 

14.9 

4. 7 

4.0 

10.9 

17. 1 

4. 1 

4.4 

10.6 

16. 8 

5.8 

5. 5 
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第四節 l!J財政の構造とその変化

表 166 il'i~ （普通経済）歳出決算百分比

6 8 9 10 11 12 13 
Ci ～～、～、～i

市役所 1'tI 8. 8 7. 91 6. 1 4. 9 3. 9 4. 5 4. 2 4. 7 5. 0 
土 オミ 1~ 2.8 2. 5 3. 2 i 3. 4 2. 2 2. 2 2. 1 2. 4 2. 2 

経｜教 干守 'l!i 3.3 3.6 2.4 16.5 13.4 16.1 16.5 20.3 20.S 

（うち小学校校） I 13.6 11. 0 13. 2 13. 1 15. 7 15. 7 

衛生 t'i: 10. 5 8.0 8. 1 5.9 4.6 5. 6 5.9 6. 7 7.0 

常［ （うも清締役） ! 4. 4 4. 3 4. 1 3.4 3.0 4. 1 4.3 5.0 5.2 

勧 業 l'li:*l 0.6 0.4 o. 5 0.2 0. 2 0.3 0.4 0.4 0. 8 

1'i: j社会事業技 1. 1 0. 7 1. 8 2. 5 1. 2 1. 6 1. 5 2. 7 3. 7 

県波負担 28. 7 25.5 20. 9 19. 1 16.5 20. 8 19.6 21.9 21. 2 

その他共合計 59.3 52.6 48.3 55.3 44.5 55.5 57.4 63.6 64.5 

土 木 致 3. 9 2. 3 1. 8 6.6 4. 1 2. 4 2. 3 

ぬ：i築 港 2.4 15. 2 12.6 11. 7 9.9 11.5 

教 手ま ＇｛れ( 2.8 5.6 1. 4 12.4 14.4 17. 3 13. 1 4. 7 3. 6 

i降j社会事業資材 0.0 0.0 2. 8 I 9. 4 2. 3 1. 3 3.8 3.6 2. 0 

i詩1 ダミ t'i: 3.9 8.2 3. 1 0.9 1. 2 1. 6 0.4 0.4 0.4 

設i公 {J'f !/Ii'. 26.0 18. 3 10.6 6.0 12.8 7. 1 9.8 13.0 13.6 

その他共合計 4o.1 47. 4 51. 1 44. 1 55. 5 44. 5 42. 6 36. 4 I 35. s 

主要決経常・ l臨Ii~＇総計

ニl二 木 '{'(*3 6. 7 4. 8 5. 0 12.4 21.5 17.2 16. 1 14. 9 15. 9 

教 1守 2主11(主 6. 1 9. 2 3.8 28.9 27.8 33.4 29. 6 25. 0 24. 1 

社会事業技 1. 1 0. 7 4.6 11. 9 3. 5 I 3. 2 5.3 6.3 5. 7 
'{'( 14. 4 16. 2 11. 2 6.8 5. 8 7. 2 6.3, 7.1 7.4 

（お：） *I 5主糸検笠fiJ1t~を合 IJ' *2 9ミ淡k'！筑波を含む *3 i,ll主治資を含む
資料：，，神戸市統計・m」
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停
滞
的
で
あ
り
、
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
低
下
し
、
大
正
九
J
昭
和
四
年
度
平
均
で
は
四
・
六
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
社
会
事
業
の
拡
大
を
求
め
る
無
産
政
党
に
活
鰹
の
場
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

公
債
の
収
支

と
こ
ろ
で
拡
大
す
る
教
育
事
業
や
築
港
事
業
な
ど
の
公
共
事
業
の
費
用
は
公
債
に
依
存
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
大
正
八
J
十
二
年
度
の
間
に
教
育
公
債
は
八
七
七
万
円
、
築
港
公
民
阪
は
一
七

O
八
万
円
も
発
行
さ
れ
、

昭
和
閉
年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ

万
円
の
公
債
を
市
は
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、

O
一
二
万
円
、

一
五
七

（単位．万円）

12 13 14 15 昭和2 3 4 s 

613 837 807 844 739 783 926 872 

35 47 47 47 48 57 70 71 

34 42 27 39 

67 99 95 95 142 141 168 149 

163 261 258 272 87 82 90 82 

10 13 11 11 25 25 26 26 

109 122 119 119 I 169 179 198 186 
I 195 250 247 258 264 295 370 354 

193 99 92 169 133 182 213 263 

89 120 132 138 153 159 147 148 

92 57 78 107 94 95 102 117 
2 I 19 59 62 91 171 248 211 

146 75 1,334 774 1,542 723 739 218 

606 377 285 307 153 320 179 317 

5 5 3 11 18 12 19 24 

1,847 1, n 2, 911 2,541 3 108 2,547 2, 708 2 271 

33. 2 4守.8 27. 7 33. 2 23.8 30. 7 34.2 38.4 
1. 9 2.8 1. 6 1. 9 1. 5 2. 2 2.6 3. 1 
1. 8 2.5 0.9 1. 5 

3.6 5.9 3. 2 3.8 4.6 s. s 6. 2 6.6 
8.8 15. s 8. 9 10. 7 2. 8 3.2 3. 3 3.6 
0.5 0.8 0.4 0.4 0.8 1. 0 1. 0 1. 1 
s. 9 7. 3 4. 1 4. 7 5.4 7.0 7.3 8. 2 
10.6 14.9 8.5 10. 1 8. s 11. 6 13.6 15.6 
10.5 5.9 3. 1 6.6 4.3 7. 2 7.9 11. 6 
4. 8 7. 1 : 4. 5 5.4 4. 9 6.3 5.4 6.5 

4.2 3.0 3. 7 3.8 5. 1 
0. 1 1. 1 2. 0 2.4 2.9 6. 7 9. 1 9.3 
7.9 4. s 45.8 30. s 49.6 28.4 27.3 9.6 
32.8 22.4 9.8 12. 1 4.9 12.6 6. 6 14.0 
0.3 0.3 0. 1 0.4 0.6 0. s o. 7 1. 1 

（決算）
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市財政の構造とその変化第四節

市政（普通経済）歳入
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11 

24 

28 

10 

30 

20 

30 

8 

12 

0 

4 

24 

7 

237 

10 

195 

12 

22 

57 

32 

15 

36 

21 

71 

10 

14 

0 

18 

s6 I 
21 

11 

638 

34 

40 

60 

177 

26 

108 

191 

186 

85 

61 

306 

847 

4 

9 

538 

21 

49 

57 

139 

34 

73 

164 

266 

62 

60 

28 

451 

707 

3 

8 

379 

13 

40 

77 

74 

30 

44 

100 

232 

37 

43 

0 

345 

459 

2 

表 167

336 

13 

23 

78 

45 

23 

42 

13 

198 

13 

23 

1 

95 

181 

2 

7 6 

税

地租鮒力日税

歩一税

所得税附加税

営業（収益）税附加税

特別税営業税

グ雑種税

グ家屋税

過年度市税

使用料・手数料
図県補助金＊

繰入金

公俊

繰越金

報償金

主

内

訳

な

’綴

（万円）

金

227 

勺
，
戸

D
尖

υ

7・
ハ
ツ
今
，
，
“
ハ
W
J

ぷ
υ
A守

o
o
n
t
n
u
n
i
t
s
p
A
ヲム

’

・

・

l

・

・

・

0
0

．L
L

1

1

1
．4
8
．8
．3
1

0

3

8

0

 

2

1

3

 

4

4

2

0

0

4

5

8

4

6

2

0

2

5

1

 

’

I

l

i

－

－

－

－

－

－

 

fo

．－．
2
．2
7
．1
．Ah
－－
3

2

0

7

4

0

 

今

ゐ

噌

i

今

J
u
q
4

23.9 

0.9 

2. 2 

2. 5 

6.2 

1. 5 

3. 2 

7.3 

11. 8 

2. 7 

2. 7 

1. 3 

20.0 

31. 4 

0. 1 

23.8 

0.8 

2. 5 

4. 8 

4. 7 

1. 9 

2. 8 

6.3 

14.6 

2. 3 

2. 7 

0.0 

21. 7 

28.8 

0.2 

810 

41. 5 

1. 5 

2.8 

9.6 

5.5 

2.9 

5. 2 

1. 6 

24.4 

1. 6 

2. 9 

0. 1 

11. 7 

22.3 

0. 3 

412 その他共合計

税

地租附加税

歩一税

所得税問加税

’滋業（収益）税附主11税

特別税営業税

グ 雑緩税

か 家屋税

過年度市税

佼用料・手数料
i議！尽補助金＊
繰入金

公｛支

繰越金

報償金

内

訳

ミ:t:

な
向

上

百

分

比

（

MMげ
）

近代・2晃代E査史綴W

（主主） I万円31ミ消閑捻li入 ＊§主総収入分配金を含む

資料： r神戸市統計：ffi』
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、
聖
書

3
5喜
善
努
苦

5
E
E
E髪
E
喜

一

一

L
P上野
mm、
室
哲
υ
M
K
閉まム諮問

一

間

金

日

臨

’

警

部

事

殺

i
警
富
引
客
室

E
E霊
去

一

喜

一

一

三

喜

認

ト

、

議

室

に

お

い

て

も

な

ほ

翼

務
袖
貯
の
摂
胡
剖
ψ
符
儲
統
し
潟
鰐
織
的
り
酌

ω

2

金
鐙
鋭
宿
高
は
鶏
？
’
Q

一
方
で
治
山
政
持
品
目
や
一
凶
バ
山
小

ut

毎
年
の
元
秘
儀
還
に
四
苦
八
苦
見
川
崎
臨
時
間
U
M
J
J
刈

伊

蜘

五
年
度
の
合
一
千
百
泌
総
に
ま

J
V
3
1
1一
r
i

事
窓
会
緩
急
金
融
雪
之
受
益
金
氏
針
路
品
選
手
一
九
十
嘉
樹
皮

Zる
か
ら

J
Z一
段
弘
通
仏

Jh之
島
町
刊
行
幻
一
円
引

き
ん
で
市
〈
同
署
、
護
支
知
一
ぷ
平
岡

ag襲
警
九
十
一
鈴
喜

E
5見
込
書
誌
劉
一
と
め
る
こ
と
一

A
t－－撃閣議
h

純一ふ

z
h
r
U
1
認
可
一
千
一
に
デ
な
い
と
い
液
晶
酎
ぶ
り
が
建
諮
問
持
品
州
一
認

す
れ
緒
観
ず
る
ζ
と
句
と
は
殆
ど
銘
羽
一
？
覆
と
い
今
拷
阿

f
一
、
符
、
，
一
で
あ
り
、
仁
川
か
も
会
俄
努
は
艇
協
定
の
議
一
夜
焚
併
の
紋
援
に
低
気
す
る
ζ
と

一

伝

…

幸
子
宮
パ
‘
士
湾
関
棺
の
術
部
一

ELoeu－－i
v
m
2
一

一

市
は
公
債
償
還
の
た
め
に
多
大
の
支
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
大
正
八

1
昭
和
四
年
度
平
均

で
歳
出
に
占
め
る
公
債
授
の
割
合
は

四
%
に
も
な
っ
た
。
市
技
歳
入
表
（
山
一
次
回
と

歳
出
表
（
表
山
）
に
よ
り
、
公
依
収
入
と
公
能

十
一
年
度
は
受
取
趨
過
で
あ
っ
た
も
の
が
十
二
年
度
以
降
支
払
超
過
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

費
を
比
絞
し
て
み
る
と
（
表
山
川
）
、
大
正
七

1

大
正
七
J
十
一
年
度
に
お
け
る
公
依
収
入
に
対
す
る
公
依
伐
の
訓
合
は

正
十
二
j
m
m和
四
年
度
で
は
八
九
%
に
も
及
ん
だ
。

「
特
別
経
済
」
を
含
め
た
市
伎
の
起
位
総
傾
も
大
正
八
J
十

度
で
光
七
一

万
円
に
も
な
っ
た
。
こ
の
た
め
大
正
十

に
三
五

一
万
円
に
述
す
る
大
規
伎
な
低
利
俗
比
九
日
え
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

年
間
五

O
万
円
の
利
子
支
払
低
減
止
を
実
現
し

ま
た
大
正
十
五
年

度
に
は
さ
ら
に

一六

O
O万
円
の
低
利
借
終
え
が
行
わ
れ
た
。

し
公
債
は
そ
の
後
も
減
少
せ
ず
、
昭
和
四
年
度
末
に
は
約
一
億
円
の

公
武
を
抱
え
て
お
り
、
予
定
額
も
加
え
る
と
一
億
二

0
0
0万
円
に

も
達
し
た
。
低
利
借
替
え
を
し
た
と
い
っ
て
も
閉
年
度
末
の
公
伎
は

し
七、

一
一
%
で
あ
っ
た
が
、
大

(llif)L：万flJ)

15 昭和 2 3 4 コ戸

774 1,542 723 739 218 

863 1, 147 526 734 340 

-89 395 197 5 -122 

(l.lifli：：刀内）Tl'(の推移

5 4 3 昭和215 14 13 

1, 236 11, 155 

422 I 360 

1, 103 

680 

1, 160 

481 

901 

306 

1, 658 11, 515 1, 783 1, 641 1, 508 11, 525 207 
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年
利
六
%
の
高
利
の
も
の
が
全
体
の
七
割
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
年

聞
の
利
子
は

万
円
、
こ
れ
に
元
金
償
法
額
を
加
え
る
と
九
五

万
円
に
も
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
田
年

度
の
財
政
総
歳
出
六
五
五
七
万
円
の
一
五
%
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て

市
財
政
総
額
の
一
一
倍
に
及
ぶ
こ
の
公
債
一
億
二

0
0
0万
円
は
、
当

時
の
市
民
一
人
当
た
り
一
一
一
八
円
、

一
戸
当
た
り
五
四
六
円
に
も
相

当
す
る
毘
側
俄
で
あ
っ
た
。

市
費
（
一
般
会
計
）
に

っ
て
考
え
る
と
、
公
債
償
還
の
た
め
の
公

債
募
集
と
い
う
悪
循
環
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
公
債

発
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
金
は
事
業
拡
大
に
廻
せ
な
い
こ
と
に
な

市財政の構造とその変化

る
。
臨
時
費
か
ら
公
債
貨
を
除
い
た
事
業
費
（
表
出
）
は
大
正
九
年
度

の
七
一
四
万
円
を
ピ
i
ク
に
減
少
傾
向
を
示
し
た
。
大
正
八
J
十

年
度
平
均
で
五
一
一
一
八
万
円
あ
っ
た
も
の
が
大
正
十
一
一

J
昭
和
問
年
度

平
均
で
は
間
五
八
万
円
へ
と
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
経
常
殺
は
年
々
膨
張
を
と
げ
、
そ
の
結
果
公
佐
賀
止
を
除
く

第四節

市
費
歳
出
額
は
大
正
十
一
一
一
年
度
な
ボ
ト
ム
（
成
）
に
増
大
し
た
か
ら
、

そ
の
財
源
を
「
特
別
経
済
」
か
ら
の
繰
入
金
ま
た
は
増
税
に
求
め
ざ

r!J'殺における公佼収入と公償資

14 13 12 11 10 

表 168

9 8 7 6 5 

334 

097 

75 

189 

146 

191 

306 

159 

641 

108 

451 

214 

345 

53 

95 

45 

18 

42 

237 114 -45 147 533 237 292 50 -24 

1万悶未満四捨五入(r:J.:) 

rl1!£1:経常設と公俊裂を除いた臨時表 169

12 11 10 9 8 7 6 5 

934 

345 

号30

531 

840 

564 

745 

714 

491 

343 

207 

176 

121 

67 

107 

26 

経常 jjl(

公債授を除く臨時政

1, 279 1,461 1,404 133 計A-
日

近代・5晃代歴9:.i¥N

l万円未；品凶捻Ji入（主主）
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る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

5 

繰
入
金
問
題
と
公
共
料
金
問
題

公
益
率
業
と

繰
入
金
問
題

「
特
別
経
済
」

（
表
川
、
表
山
）
、
財
源
と
な
っ
た
も
の
は
大
部
分
電
気
事
業
収
入

か
ら
の
繰
入
れ
を
み
る
と

と
水
道
事
業
収
入
で
あ
り
、
繰
入
先
は
大
正
十
一
一
一
年
度
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
都
市
計
画
事
業
費
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
市
費
（
一
般
会
計
）
が
窮
乏
し
て
く
る
と
市
費
へ
の
繰
入
れ
の
方
が
多
く
な
り
、
大
正
十
二
年
度
に
は
一
万
円
以
下
で
あ

っ
た
市
費
へ
の
繰
入
金
は
十
一
一
一
年
度
に
一
九
万
円
と
な
り
昭
和
一
一
一
年
度
に
は
一
七
一
万
円
（
そ
の
内
、
後
気
事
業
・
水
道
事
業
か
ら

は
一
四
四
万
円
）
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
市
費
歳
入
の
六
・
七
%
に
当
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
繰
入
金
は
急
増
し
た
の
で
あ
っ
た
が
そ
れ
は
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
の
第
一

は

「
特
別
経
済
L

に
お
い
て
も
大
正
十
一
一
一
年
度
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
公
債
収
支
は
赤
字
で
あ
っ
た
（
表
山
）
か
ら
で
あ
り
、
公

債
償
還
の
た
め
に
使
用
料
収
入
を
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
電
気
事
業
、
水
道
事
業
が
公
益
事
業
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
前
出
の
石
間
太
郎

気
事
業
経
済
に
就
い
て
L

は
問
題
の
所
在
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

特
別
会
計
よ
り
普
通
会
計
へ
の
繰
入
問
題
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
各
都
市
に
於
て
電
気
事
業

5 

692 

796 

104 

(l詳位．万円）

4 

経
済
よ
り
年
々
一
般
市
費
に
繰
入
る
L
金
額
は
柏
当
莫
大
な
額
に
上
っ
て
賠
る
。

か
L

る
巨

額
の
繰
入
は
事
業
の
限
調
な
る
発
展
過
程
に
於
て
は
甚
だ
し
い
悪
影
響
を
溺
ら
さ
な
か
っ
た

730 

721 

9 
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（単位・万Pll

3 

124 
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23 

43 

44 

電気・水道丙卒業からの繰入金表 170
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122 

0 

122 

0 

0 

9 8 

。
。ら費

出
絞
ら
殺

か

商

か

業

計

業

率

市

本

気

市

都

道

電

J
L
水 。
。

167 

（訪ミ） 単位五ミt誌はIm捨五入したので合計があわない場合もある。沼気卒業・71'i郡司会計決苦手による。
資料：叩11戸市統計者」

76 21 134 58 107 

(Jド位：万円）「特別経済」から市費（常通経済）への繰入金表 171

3 15 14 13 12 11 10 9 8 

171 53 21 19 。。
144 

I万円未満凶捻五入

53 21 16 。。
〈注）

「特例経済」における公佼収入と公債費支出表 172

3 2 12 11 10 9 8 

183 

621 

541 

442 

337 

346 

538 

334 

180 

603 

156 

232 

公債収入 A 

公佼費支出B

99 -9 204 577 一76A-B 

近代・現代f援史編rv

1万円未満悶捻五入〈主主）

609 



夜
通
機
関
L
り
の
故
人
は

民
衆
に
分
つ
が
舘
然

特
別
曾
計
流
用
に
就
い
て
匂

務
弁
護
糊
鋒
鋭
〈
鐙
給
に
内
務

活
気
機
器
の
議
算
指
曾
終
）

一
静
戸
市
民

w命
令
書
江
主
主
主
主

3

8

J
ト
ド
証
言
応
援

一
代
嬰
£
川
口
器
削
の
』
室
、
純
一
中
中
義
男
神
判
官
吉
章
二
三
浦
き
な
い
霊
長
川

一
足
室
主
平
常
wす
た
め
鈎
に
鎌
一
線
側
主
令
さ
れ
品
銘
打

Z令
一
を
も

t
J引
い
十
行
け

一
鴻
誌
は
し
m
A
問
。

wm霊
ヰ
一
司
て
切
れ
ば
慾
い
は
C
な
い
か
一
一
夜
め
お
是
正
作
斜
配
人

一
忽
鈴
鷺
opu都
宮
崎
，
F
E
z
－
銃
一
芯
W
A
9込
ん
だ
Mr
・
－
ノ
に
な
九
や
島
て
一
議
之
今
，
ら
察
室
’
〈
人
ぜ
る
移

一
智
弘
正
一
ゐ
十
；
人
れ
と
加
・
践
的
引
い
対
尚
子
一
女
玉
県
ほ
審
判
官
役
ふ

一
副

e
p
H
z
t
f
じ
l
u
l
y

一
一
一
鵠
総
伐
｝
申
し
て
mm
級
事
れ
て
ゐ
る
一
子
誌
な

ι長？

一ト
N
同
州
内
ふ
の
れ
れ
引
討
一
昨
ゆ
い
ば
っ
時
43質
問
主
一
及
へ
た
芯

P
Z路
人
為
肢
の

一
畑
山
総
掛
町
一
総
M
M
W
M
号
制
耐
の
石
抑
制
知
山
炉
問

「交通機関よりの収入は民衆に

分つが当然」
cw又新」大正15年2月14Fl) 

の
で
あ
る
が
、
現
夜
の
如
く
特
別
経
済
が
漸
次
逼
迫
し
つ
ム

あ
る
場
合
に
於
て
の
多
額
の
繰
入
は
事
業
の
基
礎
を
脅
か
し
、

経
営
を
議
々
困
難
な
ら
し
め
、
一
公
を
後
年
に
胎
す
も
の
と
謂

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

此
の
問
題
は
事
業
の
経
営
経
済
に
於
て
、
収
益
主
義
を
採

る
か
実
費
主
義
に
依
る
か
の
問
題
と
し
て
論
議
せ
ら
る
L
所

で
あ
っ
て
、
最
も
興
味
深
き
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
現
今
の

我
閣
の
大
都
市
の
財
政
状
態
か
ら
、
公
益
事
業
は
収
益
主
義

税
其
他
の
公
法
上
の
収
入
に
よ
っ
て
は
実
施
す
る
こ
と
が
出
米
な
い
所
の
都
市
の
社
会
的
保
健
的
又
は
文
化
的
施
設
を
完

を
以
て
経
営
す
べ
く
、
由
っ
て
得
た
る
利
益
剰
余
を
以
て
租

写真 43

備
サ
よ
と
一
去
ふ
説
で
あ
る
。
後
者
は
都
市
の
公
益
車
業
は
実
技
主
義
に
基
い
て
経
営
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
事

業
よ
り
生
ず
る
剰
余
が
あ
っ
て
も
之
は
当
然
其
の
利
用
者
に
還
元
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
之
な
以
て
事
業
設
鰐
の
改

ふ
刑
判
或
は
料
金
の
似
下
、
げ
を
行
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
叉
社
会
政
策
的
立
場
か
ら
は
、
都
市
総
営
の
公
議

企
業
は
市
民
の
日
常
生
活
に
対
し
て
必
需
の
用
益
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
其
の
利
用
者
は
一
般
市
民
で
あ
る

に
も
拘
は
ら
ず
此
の
種
事
業
を
収
益
主
義
に
よ
っ
て
経
営
し
、
其
の
利
益
に
よ
り
租
税
其
他
の
公
認
を
以
て
当
然
支
弁
す

ベ
き
衛
生
、
保
健
、
救
設
等
の
施
設
の
費
用
に
充
用
せ
ん
と
す
る
の
は
、
担
税
能
力
含
有
す
る
階
級
の
租
税
の
軽
減
を
企

闘
す
る
こ
と
与
な
っ
て
社
会
公
疋
の
観
念
に
背
馳
す
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
L
な
る
と
の
議
論
も
あ
り
、
尚
又
剰
余
を

6ro 第一次大戦後の神戸第三%：



繰
入
る
L
場
合
に
、
此
の
積
金
額
は
一
援
の
開
按
税
で
あ
る
と
し
て
、
間
接
税
一
般
に
対
す
る
と
同
様
の
非
難
も
あ
る
の

で
企
め
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
な
紹
介
し
た
あ
と
、
石
田
は
、
本
来
独
立
会
計
で
あ
る
も
の
を
繰
り
入
れ
る
の
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い

と
し
つ
つ
も
、

寸
大
都
市
の
財
政
能
力
を
見
る
に
、
租
税
と
し
て
の

る
財
源
は
総
て
中
央
及
府
県
自
治
体
の
占
有
す
る

所
と
な
り
、
都
市
は
開
力
に
乏
し
い
附
加
税
主
義
の
下
に
抑
圧
せ
ら
れ
、
其
の
余
は
幾
分
の
制
限
外
諜
税
と
、
貧
弱
な
る
雑
種

税
に
拠
り
、
尚
多
く
の
財
源
を
公
債
に
仰
い
で
府
る
状
態
」
で
あ
る
の
で
、
同
種
民
間
企
業
が
市
に
納
め
る
税
額
を
限
度
と
す

る
か
、
ま
た
は
貸
借
関
係
を
設
定
す
る
か
し
て
繰
入
れ
を
せ
ざ
る
な
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
論
じ

公
益
主
義
を

め
ぐ
る
対
立

こ
う
し
た
収
議
主
義
に
も
と
づ
く
繰
入
れ
の
是
認
は
、
除
後
官
庁
で
あ
る
内
務
省
内
に
も
台
顕
し
て
き
で
お

っ
従
米
の
公
益
主
義
か

入
る
べ
し
と
い
ふ
意
見
が
内
務
省
筋
に
於
て
漸
次
台
頭
」
（
『
又

り

新
』
大
正
十
一
年
十
月
二
十
日
）
と
報
じ
ら
れ
て
い

須
磨
線
道
路
に
関
す
る
都
市
計
画
事

」
う
し
た
傾
向
は
、
大
正
十

市財政の構造とその変化

栄
公
債
発
行
に
あ
た
っ
て
内
務
省
が
水
道
政
剰
余
金
八
二
万
円
た
流
用
佼
よ
と
行
政
指
導
し
た
こ
と
の
中
に
現
実
に
あ
ら
わ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
市
設
へ
の
紋
入
額
が
治
大
し
て
く
る
と
市
会
内
で
も
繰
入
れ
反
対
の
主
張
が
ム
口
頭
し
て
き
た
。
昭
和
ニ
年
度
予
算

原
案
に
は
電
気
事
業
伎
と
水
道
政
か
ら
約
八

O
万
円
の
市
費
へ
の
繰
入
れ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

w

｝
れ
に
対
す
る
反
対
論
を

吋
神
戸
又
一
新
日
報
』
（
昭
和
二
年
二
月
四
日
）
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

第四節

今
日
の
河
特
別
会
計
の
状
態
は
負
位
も
あ
り
、
叉
な
す
べ
き
多
く
の
仕
事
を
持
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
投
ず
る
費
用
を
削
除

し
て
ま
で
も
市
授
に
繰
入
れ
る
こ
と
は
特
別
会
計
制
度
の
精
神
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
不
人
気
な
増
税
を
避
け

近代・現代j後史綴N6n 



る
手
段
と
し
て

併是

ざま
市中
当政
局隣
が紋
向以

らで
のか
利l也間

性 2
γ ね
安ば
防！な
をど i入

計む
ら＇f~
ハu #ii 
キ肩
3 0) 

主事
プh 主主

如~
き天
t主 'fv

卑缶怯 L、
似て

まー
歪部
立？の

り納
ノ~税
で者
あの
る負
m. 

の
加
重
を
避
け
、

（
略
）
私
営
会
社
な
ら
税
金
も
払
は
ね
ば
な
ら
ず
、
道
路
の
使
用
料
も
市
に
納
入
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
市
営
で
は
そ
れ
を

裂
し
な
い
。

そ
こ
に
市
営
の
本
旨
が
あ
る
。
即
ち
そ
れ
等
の
恩
恵
に
よ
っ
て
市
営
は
私
営
よ
り
も
料
金
が
低
減
さ
れ
、
設

備
が
改
良
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
市
当
局
（
助
役
）
の
反
論
は
、
同
紙
の
紹
介
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

納
税
者
以
外
の
子
弟
が
無
償
で
学
校
な
ど
の
営
造
物
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
負
担
は
納
税
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
か
ら
、

般
市
民
の
利
用
す
る
電
気
収
入
の
剰
余
を
以
て
納
税
者
の
加
重
を
避
け
る
と
一
お
ふ
こ
と
は
、
何
事

も
中
産
階
級
以
下
の
利
用
機
関
の
収
入
で
少
数
の
納
税
者
を
助
け
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
更
に
電
気
局
が
私
営

そ
れ

の
場
合
を
想
像
す
る
な
ら
ば
、
市
と
同
に
負
担
す
べ
き
金
額
は
約
百
五
十
万
円
位
に
な
ら
う
。
夫
会
｝
市
営
で
あ
る
た
め
に

五
十
万
円
伎
に
止
め
た
と
見
れ
ば
、
敗
て
市
営
の
本
田
向
を
無
視
し
た
も
の
と
も
言
へ
ま
い
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
電
気
事
業
経
済
等
「
特
別
経
済
」
の
収
支
が
、
公
法
収
支
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
悪
化
し
て
い
る
時
、
日
額
の
繰
入

れ
を
な
す
こ
と
は
、
遅
か
れ
早
か
れ
使
用
料
金
の
値
上
げ
に
結
果
せ
ざ
る
な
得
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
市
電
の
乗
車
賃
を
例
に
と
れ
ば
、
大
正
七
年
十
月
片
道
一
一
一
銭
の
均
一
料
金
制
を
実
施
し
て
以
来
、

八
年
、
九
年
と

連
続
し
て
一
銭
づ
っ
値
上
げ
し
て
五
銭
と
な
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
、
思
税
と
い
わ
れ
た
通
行
税
（
悶
税
）
が
廃
止
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
料
金
は
据
え
程
か
れ
、
昭
和
四
年
四
月
か
ら
は
六
銭
に
値
上
げ
さ
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
電
気
局
で
は
こ
の
値
上

612 第一次大戦後の神戸第三if,:



げ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
約
九
五
万
円
を
第
一
一
一
期
線
の
公
症
の
償
還
に
あ
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
市
紫
へ
の
大
幅
繰

入
れ
に
よ
っ
て
水
泡
に
出
精
し
て
し
ま
っ
た
。

無
産
政
党
の
公
共

料
金
値
下
げ
運
動

こ
の
よ
う
な
料
金
据
え
置
き
ゃ
値
上
げ
に
対
し
て
は
、
大
正
期
か
ら
市
民
の
開
で
根
強
い
反
対
運
動
が

行
わ
れ
た
が
、
無
産
政
党
が
組
織
さ
れ
そ
れ
が
市
会
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
る
昭
和
期
に
入
る
と
、
公

共
料
金
値
下
げ
を
唱
え
る
無
産
政
党
に
絶
好
の
活
羅
の
場
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

普
通
選
挙
（
勢
選
）
に
よ
る
最
初
の
市
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
昭
和
田
年
四
月
、

日
本
大
衆
党
の
候
補
の
応
援
に
来
神
し
た

社
会
主
義
者
の
長
老
堺
利
彦
は
、
東
京
市
会
で
の
経
験
か
ら
「
無
産
党
の
議
員
が
市
会
に
出
る
と
市
民
の
生
活
費
が
安
く
な
る
」

と
述
べ
た
あ
と
、
公
共
料
金
値
下
げ
を
つ
神
戸
の
無
産
議
員
の
最
初
の
仕
事
し
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
の
選
挙
の
後
、

日
本
大
衆
党
神
戸
支
部
は
、
六
月
の
執
行
委
員
会
で
「
ガ
ス
、
電
灯
、
水
道
そ
の
他
の
値
下
げ
運
動
を
起
す
た
め
、
直
ち
に
具

体
的
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
し
を
決
定
し
、
社
会
民
衆
党
神
戸
支
部
も
十
二
月
の
支
部
大
会
で
「
電
灯
、
電
力
、
瓦
斯
料
金
の

rlf財政の構造とその変化

値
下
げ
に
関
す
る
件
」
を
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
市
営
で
は
な
い
が
公
共
料
金
に
属
す
る
ガ
ス
値
下
げ
を
め
ぐ
っ
て
無

産
政
党
の
市
会
議
員
が
市
会
で
活
躍
し
た
。
開
年
十
…
一
月
の
市
会
で
は
中
和
会
（
県
内
政
党
系
）
が
八

O
銭
値
下
げ
案
を
、
昭
和
会

（
政
友
会
系
）
・
公
友
会
（
中
立
）
が
四

O
銭
値
下
げ
案
を
提
出
し
て
対
立
し
た
。

無
産
政
党
議
員
（
当
選
時
五
名
、
の
ち
六
名
と
な
る
）

』土

円
値
下
げ
説
を
唱
え
た
が
無
産
政
党
提
案
が
否
決
さ
れ
た
の
ち
、
彼
ら
は
中
和
会
案
に
賛
成
票
を
投
じ
た
た
め
、
一
一
一
六
対

二
五
で
八

O
銭
値
下
げ
案
が
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
繰
入
金
問
題
は
公
共
料
金
問
題
を
よ
び
起
し
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
無
産

第四節

政
党
の
活
動
の
場
合
｝
提
供
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

近代・現代歴史編N613 
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6 

増
税
を
め
ぐ
る
政
治
的
対
立

税
収
入
の
構

成
と
変
化

第
一
次
大
戦
が
終
了
し
て
も
し
ば
ら
く

続
い
て
い
た
日
本
の
好
景
気
も
、
大
正

九
年
一
一
一
月
の
反
動
恐
慌
の
勃
発
に
よ
り
不
況
に
転
じ
、
そ

の
後
中
間
景
気
も
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
概
し
て
長

続
す
る
の
で
あ
っ
た
。

期
の
不
況
に
苦
し
み
ゃ
が
て
昭
和
五
年
の
昭
和
恐
慌
に
接

（
表
出
）
。
こ
の
た
め
市
税
滞
納
者
も
大
正
九
年
度
以
降
急
増
し
た

大
正

5 

260 

200 

380 

替
促
状
発
送
人
数
と
そ
の
滞
納
税
額
は
、

(ll1{;'1: JiTI) 

4 

260 

200 

380 

464 

324 

136 

464 

324 

136 

440 

303 

123 

377 

303 

111 

431 

lJIJ税家ER税はi昭和 3 年以降災｝~/illi
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§1¥lgg長11 rlf財政の熔造とその変化

表 173 T!J税滞納

大II二－ 8 9 10 11 12 

後促状発送 i f人数（人） 66, 540 l 75, 815 i 97, 070 I 117, 648 l 137, 491 
金綴（円） 似印＇ 1,481, 180仰い78刊刊4；山刊1

財産主主抑 ｛ 「人数（人） 40, 790 44,800 54,802 63,483 71,863 

金額（内） 226,874 482 670 692,668 紙仰 I699, 675 
神戸市人口 （ノ、） 634,063 608,644 636,900 666, 500 694, 900 

向上大疋8i'~三度を 100 とする指数

枝促状発送｛f人数
100 114 146 i 177 207 

金額 100 217 411 I 373 387 

財段差 ~1jl 1 「人数 100 110 134 156 176 

金額 100 '1 213 305 292 308 

神戸市．人口 100 96 100 105 i 110 

対人口i七「後促状発送人数 100 119 146 169 I 188 
財産主主折l人数 100 115 134 149 160 

資料：叩fl戸市統計＇i!JJ

表 174 主要 r!f税関加率

8 9 10 11 12 13 14 15 

地税附加税（宅地） 250 470 720 720 720 943 943 943 

営業(JI又益）税附力fl税 370 530 700 700 700 1, 120 1, 120 : 1, 120 

所得税関加税 280 330 176 176 176 I 234 234 234 

特別税家 E主税 70 87 I 92 92 92 I 112 112 112 

向上大正8年度を 100とする指数

地租附加税（宅地） 100 188 288 377 377 377 

営業(J奴益）税関加税 100 143 189 189 189 303 303 303 

所得税附加税 100 118 63 63 I 63 84 84 84 

特別税家庭税 100 124 131 131 I 131 160 160 160 

<tt> mnと都市計illiit~のF母方を合録。附Jx1税は本税（関税） I p:]i<:：対する本，家E主税は 1f[!l!t:対する務，特
格を規準とする。

資料： F神戸市統計忽」
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八
年
度
の
六
万
七
千
人
、
ム
ハ
八
万
円
か
ら
昭
和
四
年
度
の
ご
二
万
七
千
人
、

五
六
万
万
円
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
三
・
四
倍
、

/¥.. 

一
一
一
倍
に
も
な
っ
た
。
財
産
差
押
人
数
と
そ
の
滞
納
税
如
、
も
問
万
一
千
人
、
一
一
三
万
円
か
ら
九
万
六
千
人
、

二
O
万
円
へ
と
急

増
し
た
。
人
口
比
で
案
分
し
て
み
て
も
、
督
促
状
発
送
人
数
は
一
一
・
九
倍
、
財
産
差
押
人
数
は
二
倍
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
長
期
不
況
で
税
滞
納
者
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
し
た
理
由
で
市
の
財
政
規
模
は
拡
大
の
一

途
を
た
ど
っ
た
か
ら
増
税
が
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
市
税
の
附
加
率
を
み
て
み
る
と
（
表
店
、
大
正
十
年
度
の
所
得
税

附
加
税
の
間
加
来
を
除
き
い
ず
れ
の
税
目
で
も
税
率
は
あ
が
っ
た
。
も
っ
と
も
あ
が
っ
た
の
は
地
租
附
加
税
で
あ
る
が
、
地
租

は
も
と
も
と
そ
の
算
定
基
礎
で
あ
る
地
価
の
法
定
価
格
が
実
勢
地
価
と
大
き
く
帯
離
し
て
安
く
見
積
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向

900 

（単位銭）

15 昭和2 3 4 5 

183 256 267 261 235 

431 438 449 507 467 

614 694 716 768 702 

1,383 1, 176 1, 197 1, 258 1, 139 

は
大
都
市
ほ
ど
著
し
か
っ
た
か
ら
開
加
率
の
上
昇
が
そ
の
ま
ま
重
税
化

と
は
い
え
な
い
。

（単位：万円）[7'］訳
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100. 
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6.8 

18.3 

15.6 

21. 8 

37.0 

100.0 

5.9 

10.6 

34.4 

13. 2 

31. 1 

。

の金額

899 
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第四節 111財政の構造とその変化

表 175 主要市税（都市計画特別税を含む）収入の

8 i 9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 14 
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特

一

税

一
加

ご

計

税

税

問

税

税

一

合

川
加
税
制
制
度
一
税

い
い
附
掛
雑
家
一
同

町
円
税
収
税
税
一
回

租
符
東
別
別
…
州

地
所
営
特
仲
村
一
そ

向上百分比（%）

地租 l~'l" !Jn税

所得税約加税

2設業（収益）税附1Jll税・ 41rjJIJ税
特別税雑種税

特別税家庭税

その他共rl'f税合計 100. o I 100. o 1100. o 1100. o 1100. o 1100. o 1100. o 

（注） 1 )jfIJ米ir:!ilま殴姶五入

資料：勺ド戸市統計ilh

表 176 i話［滋税・家屋税の市民 1人当たり

大正8 9 10 11 12 13 14 

~＼If~ 種 ~i

言定 患税

小計

市税合計

70 

159 

120 

298 

158 

313 

229 I 41s I 483 I 476 I 461 I s40 i 側

~「7瓦日ふi下工…－「9sよ「口瓦 I 1, 3s2 
資料： F神戸市統計＝;Li=~
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次
に
上
っ
た
の
は
営
業
（
収
益
）
税
附
加
税
で
あ
る
が
、

営
業
税
か
ら
営
業
収
益
税
に
か
わ
っ
た
昭
和
二
年
度
以
降
、

本
税

（
関
税
）
は
い
ち
じ
る
し
く
下
っ
た
か
ら
間
加
率
が
上
昇
し
て
も
相
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
所
得
税
附
加
税
は
す
で
に
大
正
十
年

度
以
降
大
き
く
下
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
大
衆
課
税
的
性
格
の
よ
り
強
い
特
別
税
家
屋
税
（
家
主
に
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
賃
に
転
稼
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
）
は
、

大
正
八
年
度
に
比
し
て
昭
和
一
一
年
度
は
一
・
六
倍
で
あ
る
が
、
表
川
を
み
る
と
、

間
じ
く
大
衆
課
税
的
性
格
の
強

い
特
別
加
税
雑
種
税
と
と
も
に
税
収
入
の
中
で
年
々
そ
の
比
況
を
高
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
雑
種
税
と

家
産
税
の
比
震
は
大
正
八
年
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
六

μ
、
一
二
ハ
・
四
%
（
計
一
一
一
入
%
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
問
年
度
に

は
そ
れ
ぞ
れ
二

0
・
七
%
、

凶

0
・一一一
d
p

（
計
六
一
%
）
に
も
な
り
、
税
収
入
の
過
半
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

表
川
に
よ
り
市
民
一
人
当
た
り
の
税
簡
を
み
る
と
、
市
税
全
体
で
は
大
正
八
年
度
の
六
門
一
一
銭
か
ら
昭
和
問
年
の
…

a1aL
、

一F
Z
F

銭
へ
と

・
一
倍
で
あ
る
の
に
対
し
、
雑
穏
税
と
家
屋
税
の
合
計
は

一
円
二
九
銭
か
ら
七
円
六
八
銭
へ
と
三
・
四
倍
も
増
加
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
て
市
税
増
収
を
担
っ
た
も
の
は
大
衆
課
税
の
増
徴
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で

h
t
ドよ

A
ノ。

増
税
を
め
ぐ
る

政
治
的
対
立

長
び
く
不
況
下
に
あ
っ
て
増
税
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
政
治
的
対
立
を
ひ
き
お
こ
し

大
正
九
年
、
庫
’
崎
房
次
郎
の
後
任
市
長
候
補
者
選
考
に
あ
た
っ
て
、

五
つ
の
選
考
基
準
が
つ
く
ら
れ
た
が
、

そ
の
一
つ
に
財
政
的
手
腕
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
候
補
に
あ
げ
ら
れ
間
年
十
月

に
市
長
に
就
任
し
た
縦
井
鉄
太
郎
は
、
大
正
十
一
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
営
業
税
附
加
税
、
特
別
税
家
屋
税
、
所
得
税

間
加
税
を
合
計
約
九
八
万
円
増
税
す
る
予
算
原
案
を
提
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
十
一
年
一
月
の
査
定
参
事
会
は
不
況
の
折
か
ら

618 第三掌第一次大戦後の判明



増
税
を
一
合
決
し
、
剰
余
金
な
も
っ
て
歳
入
不
足
に
充
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
は
調
整
の
つ
か
な
い
ま
ま
市
会
に
持
ち
込
ま

れ
、
市
長
は
「
市
政
ノ
進
歩
ト
北
ハ
ニ
取
扱
ヒ
マ
ス
事
務
ハ
年
々

々
増
加
シ
（
略
）
必
要
ナ
ル
絞
殺
ハ
何
ウ
シ
テ
モ
之
ヲ
要
求
シ

ナ
イ
訳
ニ
ハ
行
カ
ナ
イ
。
（
略
）
当
局
ト
シ
テ
ハ
（
略
）
将
米
市
ノ
財
政
ノ
基
礎
ヲ
確
実
ニ
致
シ
タ
イ
」
（
『
神
戸
市
会
史
』
第
二
巻

正一紛

以
下
向
じ
）
と
説
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
参
事
会
員
の
中
亥
歳
男
議
員
は
「
二
年
度
ハ
全
ク
不
景
気
ノ
ド
ン
底
ト
私
ハ
信
ズ
ル
ノ
デ
プ
リ
マ
ス
。
市
シ

一
プ
物
価
ハ
綴
度
目
一
騰
貴
シ
テ
、

般
市
民
ノ
生
活
ヲ
刊
行
カ
シ
ツ
ツ
プ
リ
マ
ス
。
此
ノ
場
ニ
於
一
ア
市
税
ヲ
地
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、

之
ハ
余
程
ノ
恕
由
ガ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
ト
忠
フ
ノ
デ
ア
ジ
マ
ス
。
（
略
）
今
日
ノ
神
戸
市
ノ
財
政
て
左
様
ニ
窮
迫
シ
テ

ラ
ヌ

ト
我
々
ハ
認
メ
テ
賠
リ
マ
ス
。
故
一
一
府
税
ヲ

、ン、

一
伴
ブ
不
足
金
ハ
歳
出
ノ

四
万
円
ヲ
削
減
シ
、
残
額
ノ
七
九
万
円

ハ
前
年
度
ノ
繰
越
金
ヲ
以
テ
埋
メ
合
セ
タ
ノ
デ
プ
ル
L

と
反
対
論
を
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
土
岐
誠
之
進
助
役
は
、
他
の
大
都

市
に
比
べ
神
戸
市
の
税
率
は
低
い
と
述
べ
た
あ
と
っ
繰
越
金
一
一
於
キ
マ
シ
テ
ぺ
大
正
九
年
、

一
0
年
度
一
一
於
テ
一
九

O
万
円

rlj財政の構造とその変化

程
ア
リ
ノ
マ
セ
ウ
ケ
レ
ド
モ
、
大
正
一
一
年
度
中
一
一
支
出
…
ブ
要
ス
ル
連
加
額
ガ
一
一

O
O万
円
余
り
（
絡
）
犬
レ
丈
ノ
克
込
デ
ア
ジ
マ

ス
。
其
他
築
港
ノ
収
入
そ

ノ
加
ク
今
日
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
剰
余
金
ガ
ア
レ
パ
コ
ソ
ド
ウ
ニ
カ
泣
リ
繰
リ
ガ
出
来

一
ア
行
キ
マ
ス
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
比
ノ
剰
余
金
ヲ
使
ヒ
果
ス
訳
ニ
ハ
行
カ
ン
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
。
（
略
）
若
シ
繰
越
金
ヲ
全

日
一
於
キ
マ
シ
テ
ハ
必
ズ
ヤ
二
百
四
、

五
十
万
円
ノ
増
税
ニ
依
ル
所
ノ
増
収
ヲ
図
ラ
ネ
パ
ナ
ル
マ
イ
カ

部
使
ブ
ト
セ
パ

ト
忠
ヒ
マ
ス
」
と
反
抗
州
し

第四会15

こ
れ
に
対
し
て
は
さ
ら
に
岡
崎
忠
推
議
員
が
「
盟
事
者
ハ
剰
余
金
ヲ
夜
サ
ウ

サ
ウ
ト
セ
ラ
レ
ル
様
三
忠
ブ
。
追
加
予
算
ノ

頻
発
て
剰
余
金
ガ
沢
山
ア
ル
ガ
為
デ
ナ
イ
カ
。
（
同
町
）

7f 

。
万
円
モ
見
ル
コ
ト
ヲ
知
ツ
テ
追
加
予
算
ヲ
頻
々
ト
挺

近代・現代
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（危）

出
サ
レ
ル
コ
ト
ハ
財
政
ノ
基
礎
ヲ
察
ス
ル
モ
ノ
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
し
と
批
判
し
た
。

こ
う
し
た
議
論
の
あ
げ
く
、
市
会
は
調
査
委
員
会
に
こ
れ
を
鮒
託
し
た
が
、
調
査
委
員
会
は
増
税
案
を
否
決
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
桜
井
市
長
は
辞
表
を
呈
出
し
、
市
会
側
が
市
長
不
信
任
で
は
な
い
と
説
明
し
た
が
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

間
の
事
情
を
『
神
戸
市
長
物
語
』
（
大
正
十
四
年
刊
）
は

神
戸
市
が
桜
井
氏
の
出
監
を
煩
は
し
た
の
は
一
に
是
れ
財
政
の
切
盛
り
を
円
拐
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
桜
井
氏

と
雌
も
恐
ら
く
そ
れ
は
覚
悟
の
上
で
あ
っ
た
ら
う
。

然
る
に
大
正
九
年
一
一
一
月
の
財
界
に
お
け
る
大
旋
風
（
反
動
恐
慌
勃
発

｜
｜
引
用
者
）
は
駆
度
の
不
況
を
招
来
し
、
銀
行
会
社
の
破
続
続
出
し
、
歳
入
激
減
し
て
剰
余
金
等
皆
無
と
な
っ
た
。
況
ん

や
借
替
を
要
す
る
市
公
債
数
千
万
円
に
達
し
、
財
界
の
前
途
附
捨
た
る
も
の
あ
る
を
想
ふ
時
、
斯
界
の
事
情
に
精
通
せ
る

人
だ
け
に
（
桜
井
は
大
蔵
省
関
税
局
長
、
大
蔵
次
官
心
得
、
台
湾
銀
行
頭
取
を
膝
任
し
て
い
た
｜
｜
引
用
者
）
、

一
層
悲
観
し
た
も
の

ら
し
い
。
（
略
）
彼
の
大
増
税
案
を
提
出
し
、
遮
二
無
二
市
会
と
雌
維
を
決
ぜ
ん
と
し
た
る
如
き
、
偶
々
こ
れ
に
依
っ
て
高

踏
勇
退
の
口
実
な
求
め
ん
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
当
ら
ず
と
雌
も
速
か
ら
ざ
る
観
察
で
あ
ら
う
。

と
う
が
っ
た
見
方
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
次
大
戦
後
の
長
期
不
況
下
の
財
政
難
日
歳
入
不
足
問
題
は
、
増
税
問
題
を
生
み
出
し
、
増
税
非
増
税
の
対

立
は
つ
い
に
市
長
辞
任
に
ま
で
発
展
し
た
。

都
市
の
率
業
の

拡
大
と
増
税

し
か
し
哨
税
は
単
に
歳
入
不
足
と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
起
こ
っ
た
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

『
神
戸
叉
新
日

報
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る

須
磨
線
（
市
電
第
一
一
一
期
線
第
一
号
線
1
｜
引
用
者
）
起
債
問
題
に
対
し
、
主
務
省
は
木
市
の
営
業
税
附
加
税
が
今
猶
制
限
内
に
あ

620 第一次大戦後の神戸第三章



る
の
で
真
の
諒
解
を
な
さ
い
A

る
も
の
と
見
え
て
、
又
も
や
市
の
財
政
状
態
に
就
い
て
諮
問
を
し
て
来
た
。
（
略
）
（
他
の
大
都

市
に
比
し
て

i
i引
用
者
）
神
戸
市
の
負
担
が
軽
い
。

従
っ
て
起
債
問
題
が
常
に
政
府
で
行
詰
ま
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
処
で

あ
る
。
（
大
正
十
二
年
七
月
二
十
九
日
）

市
の
大
事
業
と
し
て
、
小
学
校
々
舎
第
ニ
期
拡
張
事
業
と
、
都
市
計
画
事
業
に
属
す
る
須
磨
延
長
線
を
除
く
市
電
第
三

期
線
布
設
に
伴
ふ
道
路
の
拡
張
事
業
が
目
前
に
横
は
っ
て
ゐ
る
。
此
れ
等
の
一
一
事
業
の
財
源
は
一
一
一
一
閃
う
迄
も
な
く
市
公
償
の

発
行
に
倹
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

の
営
業
税
制
加
税
が
制
限
内
に
あ
る
の
で
、
政
府
は
容
易
に

起
債
卒
業
に
認
可
を
与
へ
な
い
こ
と
は
陸
相
械
の
如
く
で
あ
る
。
其
処
で
窮
迫
せ
る
財
政
の
不
足
を
補
填
す
る
策
と
、
起
境

政
策
の
実
行
を
容
易
な
ら
し
め
る
為
に
、
営
業
税
附
加
税
の
増
税
を
断
行
せ
ん
と
す
る
の
が
明
年
度
予
算
に
対
す
る
市
当

局
の
考
え
で
あ
る
ら
し
い
が
、
然
し
営
業
税
附
加
税
を
増
税
す
る
こ
と
は
余
程
周
囲
の
情
勢
と
市
民
の
生
活
振
り
と
を
慎

没
一
に
考
慮
し
て
か
L
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
市
当
局
も
今
日
か
ら
迂
澗
な
口
は
利
け
な
い
の
で
あ
る
が
、
当

市財政の構造とその変化

然
な
ら
ば
所
得
税
制
加
税
を
地
徴
す
る
の
が
適
当
で
は
あ
る
が
、
営
業
税
附
加
税
が
制
限
内
に
あ
る
が
為
め
に
、
此
れ
又

政
府
が
許
さ
な
い
処
で
あ
る
か
ら
、
依
然
営
業
税
問
加
税
の
増
率
よ
り
外
に
途
が
な
い
。
（
略
）
（
し
か
し
、
営
業
税
約
加
税
の

滞
納
率
は
域
し
気
味
で
あ
る
か
ら
i
i引
用
者
）
市
当
局
で
は
増
税
は
営
業
税
制
叫
加
税
で
仕
度
く
は
な
い
が
、

止
む
を
得
な
い

場
合
は
該
税
に
拠
る
よ
り
外
に
途
が
な
い
と
半
泣
い
て
ゐ
る
。
（
大
正
十
二
年
八
月
二
十
七
日
）

こ
の
報
道
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
第

次
大
戦
後
の
長
期
不
況
下
で
、
政
府
は
財
政
緊
縮
政
策
合
と
り
市
長
発
行
を
な
か
な

第四節

か
許
可
せ
ず
、
許
可
す
る
場
合
は
，
自
治
体
の
課
税
附
限
度
額
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
増
税
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
市

は
地
税
し
た
く
な
く
と
も
事
業
展
開
の
た
め
公
債
発
行
が
必
要
な
ら
ば
増
税
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
述

近代・現代隆史編N621 



し
た
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
認
め
な
か
っ
た
独
立
会
計
か
ら
の
資
金
流
用
を
怖
に
奨
励
し
た
り
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

内
務

省
・
大
蔵
省
な
ど
中
央
省
庁
は
r
け
治
体
の
内
治
権
を
な
る
べ
く
拡
大
さ
せ
な
い
方
向
で
問
題
を
つ
解
決
」
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し

rH治
体
に
と
っ
て
こ
れ
で
は
本
当
の
解
決
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
第
一
次
大
戦
後
は

rH治
体
に
よ
る
義
務
教
育
故
国

賠
負
担
晴
樹
嬰
求
や
税
の
地
方
移
譲
必
求
な
ど
の
対
政
府
要
求
運
動
が
起
こ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
六
大
都
市
に
お
い
て
は
県

の
許
認
可
権
の
廃
止
や
税
制
の
自
主
的
開
力
的
運
用
な
ど
を
求
め
る
特
別
市
制
獲
得
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

（次節）。

し
か
し
運
動
は
展
開
さ
れ
て
も
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
公
債
償
還
・
増
税
・
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
等
、
神
戸
市
に
と
っ
て
顕
の
桁
い
問
題
は
む
し
ろ
拡
大
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

昭
和
初
年
の
増

税
反
対
運
動

不
況
が
深
刻
化
し
て
い
く
な
か
で
の
増
税
に
対
し
て
塙
税
反
対
運
動
は
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
広
ま

り
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
を
経
た
翌

年
度
の
予
算
編
成
期
に
な
る
と
取
税
反
対
の

運
動
は
以
前
に
も
明
し
て
高
ま
っ
た

（間利一一一年一一一月
1
i引
用
さ
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
開
会
の
神
戸
市
予
算
調
査
委
員
会
に
対
し
て
、
一
服
仲
間
税
哨
税
反
対

の
一
候
仲
居
総
出
の
附
郎
防
を
始
め
、
菓
子
組
合
、
平
野
方
部
の
家
屋
税
増
税
反
対
の
陳
僚
な
と
続
々
と
抑
し
答
ぜ
、
市
会
の

廊
下
は
陳
情
者
の
む
れ
で
県
山
の
や
う
で
あ
る
。
（
略
）
午
後
二
時
間
十
分
休
憩
と
な
る
。

ま
ず
洗
張
業
者
の
増
税
反
対
の

陳
情
か
ら
始
ま
り
、
有
馬
道
の
迎
合
会
、
能
医
方
聞
の
衛
生
組
合
の
家
屋
税
反
対
陳
情
、
菓
子
営
業
組
合
、
眼
鏡
業
組
合

の
各
代
表
者
か
ら
こ
も
，

ρ＼
哨
税
反
対
の
陳
情
（
『
又
新
』
昭
和
一
一
一
年
三
月
二
十
日
）

」
う
し
た
事
態
を
潤
つ
け
て
神
戸
商
工
会
議
所
は
、

一一一

O
余
過
の
陳
情
書
を
受
理
し
て

二
十
日
緊
急
役
員
会
を
聞
き
あ
く

ま
で
朋
税
反
対
な
決
議
し
、

「
反
省
を
促
す
し

各
市
議
を
糾
合
し
て
地
税
案
通
過
を
阻
止
し
よ
う

い
h
υ
r
p〈
ノ
q

ヱ
ハ
川
悶
什
d

J

F

し

T
土
J

ア
z
u
R
L
v

一
方
、
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と
し
た
。

こ
の
地
税
問
題
は
、
問
一
一
一
瀬
弘
志
市
長
の
進
退
問
題
に
ま
で
発
展
し
か
ね
な
い
様
相
を

た
が
、
予
算
委
員
会
は
一
九

O
万

円
の
治
税
案
を
ニ
問
万
円
に
ま
で
縮
小
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
塙
税
反
対
気
速
が
い
か
に
強
か
っ
た
か
を
示
し
て

、有－
O

L
J
T
 

そ
し
て
翌
四
年
度
の
予
算
編
成
期
に
も
、
女
給
税
一
新
設
反
対
運
動
、
河
灘
に
結
成
さ
れ
た
自
結
束
税
撤
廃
期
成
問
認
会

の
運
動
、
神
戸
借
地
人
会
な
ど
に
よ
る
家
屋
税
増
税
反
対
運
動
等
々
、
前
年
に
も
増
し
て
噌
税
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
頃
に
な
る
と
無
産
政
党
な
ど
に
よ
る
従
来
と
は
ち
が
っ
た
批
判
や
運
動
が
民
認
し
始
め
た
。

日
本
労
農
党
神
戸

支
部
は
♂
成
入
に
於
て
は
有
産
者
税
の
塙
税
及
び
興
設
を
為
し
、
斯
く
し
て
奴
源
を
求
め
る
と
共
に
、
無
産
者
税
を
低
減
若
く

は
廃
止
す
べ
く
、
歳
出
に
於
て
は
社
会
事
業
を
箭
綴
的
に
行
ひ
、
都
市
と
し
て
文
化
的
総
設
を
完
全
に
し
」
（
『
又
新
』
昭
和
一
一
一
年

四
月
一
一
一
日
）
と
の
態
疫
を
表
明
し
、
十
月
に
は

般
市
民
を
対
象
と
し
た
市
政
学
校
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て

従
来
や
や
も
す
れ
ば
業
界
ま
た
は
業
者
運
動
的
性
格
の
強
か
っ
た
増
税
反
対
運
動
に
一
般
市
民
と
く
に
無
産
大
衆
運
動
と
い
う

市財政の構造とその変化

性
格
が
つ
け
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

そ
し
て
無
産
政
党
は
昭
和
四
年
の
第
一
凹
持
選
市
議
選
で
五
名
の
当
選
者
を
市
会
に
送

り
込
ん
だ
。
こ
う
し
て
神
戸
市
会
は
無
産
階
級
政
党
と
い
う
新
た
な
党
派
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
市
財
政
は
絞
本
的
見
ほ
し
立
践
し
を
関
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
昭
和

の
市
会
で
臨
時

財
務
調
査
会
の
結
成
が
決
定
さ
れ
、
向
調
資
会
は
行
政
整
理
、
市
公
債
整
理
、
教
育
制
度
改
帯
、
「
特
別
経
済
」
と
っ
市
経
済
」

の
関
係
、
県
政
負
担
の
改
正
、
財
源
捻
出
、
市
常
事
業
、
市
の
繁
栄
紫
、
市
と
政
府
と
の
関
係
等
に
関
す
る
調
査
な
開
始
し
た
。

第四節

こ
れ
に
も
と
づ

は
の
ち
の
昭
和
五
年
十
二
月
、
放
本
的
な
財
政
改
革
案
、
な
調
査
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
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第
五
節

特
別
市
制
へ
の

条
件
の
成
立

特
別
市
制
運
動

1 

特
別
市
制
運
動
の
経
過

困
難
化
す
る
大
都
市
の
行
財
政
の

つ
の
解
決
策
と
考
え
ら
れ
た
の
が
特
別
市
部
で
あ
っ
た
。

－
横
浜
の
ふ
ハ
大
都
市
に
適
用
さ
れ
、
向
月
公
布
の
道
路
法
第
一
七
条
に
お
い
て
国
道
・
府
県
道
は
府
県
知
事
を
管
理
者
と
す

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
、
都
市
計
罰
法
が
公
布
さ
れ
、
ま
ず
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
・
神

る
が
「
但
シ
勅
令
ヲ
以
テ
指
定
ス
ル
市
ニ
於
一
プ
ハ
其
ノ
市
内
ノ
間
道
及
府
県
道
ハ
市
長
ヲ
以
テ
管
理
者
ト
ス
L

と
規
定
さ
れ
、

月
に
こ
の
但
書
は
六
大
都
市
に
適
用
さ
れ
る
旨
の
勅
令
が
出
た
。
こ
う
し
て
神
戸
市
を
含
む
六
大
都
市
を
特
別
扱
い
す
る

法
制
が
強
い
始
め
て
き
た
。

都
は
明
治
二
十

他
方
、
東
京
・
大
阪
で
は
そ
れ
以
前
か
ら
特
別
市
制
を
要
求
す
る
動
き
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
東
京
・
大
阪
・
京

の
市
制
施
行
時
に
お
い
て
特
例
と
し
て
扱
わ
れ
、
市
長
・
助
役
を
置
か
ず
府
知
事
（
官
選
）
・
書
記
官
が
そ

れ の
職
務
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
宿
泊
権
獲
得
運
動
が
お
こ
り
、
明
治
一
二
十

に
も
市
制
が
適
用
さ

年
に
は
こ
の

般
の
市
投
み
に
な
っ
た
。
東
京
市
の
特
別
市
制
を
要
求
す
る
法
案
は
関
治
二
十
九
年
以
来
、
国
会
に
提
出
さ
れ
つ
づ
け
た
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が
、
衆
議
院
で
は
首
長
公
選
、
貴
族
院
で
は
官
選
と
い
う
意
見
対
立
に
よ
り
流
産
し
て
ぎ
た
。
大
正
期
に
入
り
、
大
正
七
年
の

第
問

O
議
会
の
衆
議
院
に
、
東
京
と
大
阪
に
特
別
市
制
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
建
議
案
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
翌
八
年
に

も
っ
東
京
市
一
一
関
ス
ル
法
律
案
」
が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
（
審
議
未
了
）
。

八
年
十
月
の
六
大
市
長
会
議
で
は
、
六
大
都
市
の

権
限
拡
張
に
関
し
、
道
路
法
・
河
川
法
の
う
ち
市
に
移
管
す
べ
き
も
の
の
建
議
、
都
市
計
画
法
施
行
と
と
も
に
土
地
収
用
法
中

の
市
一
区
改
正
に
関
す
る
も
の
は
市
長
の
権
限
に
す
る
建
議
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
特
別
市
部
を
一
刻
も
浮
く

実
施
せ
ら
れ
た
き
旨
の
上
山
中
を
行
う
こ
と
な
決
定
し

神
戸
市
の
特

別
市
制
遜
動

こ
う
し
た
情
勢
を
う
け
て
、
大
正
九
年
ご
月
の
市
会
に
、
勝
国
銀
次
郎
ほ
か
一
二
名
の
建
議
者
、
前
回
二
一

六
ほ
か
人
名
の
質
問
者
に
よ
る
、
神
戸
市
に
特
別
市
部
会
｝
実
施
す
る
た
め
大
臣
・
貴
衆
両
院
議
員
に
陳
情
書

を
提
出
し
よ
う
と
い
う
建
議
が
提
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
月
二
十
六
日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
七
月
に
入
り

次
の
よ
う
な
瞭
情
書
が
作
ら
れ
た
。

特
別
市
制
実
施
ニ
関
ス
ル
陳
情
来
日

す
べ
か
ら

近
時
我
閤
ニ
於
ケ
ル
大
都
市
ノ
勃
興
ハ
、
須
ク
割
問
シ
テ
話
相
ル
ベ
キ
現
象
ナ
リ
ト
信
ズ
。
同
シ
テ
本
市
ノ
発
展
モ
亦
問
問

特別市制運動

状
ニ
シ
テ
、
従
テ
之
一
二
応
ズ
ル
ノ
施
設
経
営
ぺ

日
そ
忽
諸
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
現
行
市
制
ノ
範
囲
ニ
於
テ
、

此
刻
々
ニ
繁
劇
ヲ
加
へ
ツ
ツ
ア
ル
諸
般
ノ
事
務
ヲ
処
理
ス
ル
ニ
当
り
、
進
歩
上
非
常
ナ
ル
不
便
不
利
ヲ
感
ジ
ツ
ツ
ア
ル
ハ
、

般
ノ
認
識
ス
ル
所
ナ
リ
ト
ス
。

今
ヤ
特
別
市
制
制
定
ノ
必
要
ハ
、
既
日
一
議
論
ノ
時
期
ヲ
経
過
セ
九
割
引
ク
ペ
当
局
一
一
於
テ
、
時
運
ノ
推
移
ニ
鑑
、
、
＼

第五節

時
代
ノ
要
求
ヲ
容
レ
、
別
紙
条
項
目
一
基
ヅ
キ
、
速
カ
ニ
決
定
施
行
ブ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
。
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弦
ニ
神
戸
市
会
全
会
一
致
ノ
決
議
ヲ
以
テ
、
此
段
陳
情
候
也
。

大
正
九
年
七
月
十
三
日

神
戸
市
会
議
長

太
田
保
太
郎

（
『
神
戸
市
会
史
』
第
二
巻
大
正
一
総
）

そ
し
て
そ
の
つ
別
紙
条
項
L

（
抄
出
）
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

大
都
市
ヲ
府
県
ノ
区
域
外
ト
シ
、
府
県
ト
対
立
セ
シ
ム
ル
事
。

市
ノ
公
共
事
務
ニ
付
テ
ハ
、

内
務
大
臣
之
ヲ
慌
督
シ
、

市
fj;U 
1:j=1 

府

知
事
又
ハ
府
県
参
事
会
ノ
職
務
ニ
印
刷
ス
ル
モ
ノ
ハ
、

内
務
大
臣
二
収
リ
鴎

ス。
市
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
一
一
依
リ
、
市
内
ニ
於
ケ
ル
衛
生
、
交
通
、
建
築
、

消
防
援
ピ
ニ
営
業
及
ピ
市
場
ノ
取
締
一
一
関
ス
ル
安
祭
事
務
ヲ
掌
照
一
ス
。

こ
の
隙
情
討
を
携
え
て
上
京
委
員
が
市
選
出
の
衆
議
院
議
長
に
盟
会
で
の
建
議

案
の
提
出
を
依
願
ず
る
伝
ど
の
運
動
J
Y
行
っ

ま
た
他
の
五
大
都
市
に
も
連
帯

を
巾
し
入
れ
た
。
こ
の
結
果
、
衆
議
説
で
は
坪
mm十
郎
以
下
回
名
の
名
に
よ
る
神

一
戸
市
特
別
市
制
化
の
建
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
特
別
市
制
を
要
壊
す
る
市
会
の
意
見
市
は
大
正
十
、
十
一
、
十
二
、
十
四
年
、
問
川
和
四
年
と
繰
混
し
提
出
さ
れ
、

ま
た
大
正
十
一
年
に
は
神
戸
商
業
会
議
所
に
も
委
員
が
設
置
さ
れ
、
市
会

と
協
力
し
て
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
年
ま
で
に
委
員
の
上
京
は
八
開
に
及
ん
だ
。
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ム
ハ
大
都
市
の
遂
動

と
中
央
の
動
向

六
大
都
市
が
協
力
し
て
本
に
当
た
る
た
め
の
述
絡
機
関
と
し
て
大
正
十
二
年
十
一
月
に
第
一
間
六
大
都

市
議
長
会
が
京
都
で
開
か
れ
、
速
か
に
そ
の
実
現
な
期
す
決
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
昭
和
問
年

ま
で
に
定
例
八
問
、
臨
時
冗
問
が
行
わ
れ
、
神
戸
で
も
大
正
十
一
一
一
年
の
第
一
一
一
問
、
昭
和
四
年
の
第
八
聞
が
仔
わ
れ
て
い
る
。

の
fHJ 

大
正

一
月
、
神
戸
市
部
制
築
の
原
案
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
名
称
は
っ
神
戸
部
」
と
す
る
こ
と
、
行

政
区
を
設
段
す
る
こ
と
、
郎
会
議
員
の

は
等
級
選
挙
舗
を
廃
止
す
る
こ
と
、
部
務
の
批
替
は
二
重
粒
脅
か
｝
廃
し
て
内
務
大

ほ
の
位
鼠
に
す
る
こ
と
、
部
税
の
附
加
率
は
府
県
税
の
関
税
附
加
率
の
制
限
ネ
と
市
町
村
の
附
加
税
率
を
合
算
し
た
も
の
と
す

る
こ
と
等
が
凝
ら
れ
て
い
た
。

さ
て
、
政
府
川
お
よ
び
間
会
で
の
動
向
を
み
る
と
、
大
正
十
一
年

J
ハ
大
都
市
行
政
蛇
督
ニ
…
凶
ス
ル
件
」
（
法
律
）
が
両
院
で
可

2
、，、？
3
し
、

川
川
V
ム
C
ふ
イ

十
一
月
に
は
同
名
の
勅
〈
引
が
公
布
さ
れ
、

カ
年
度
を
超
え
る
継
続
的
以
に
関
す
る
こ
と
等
を
除
く
県
の
監
督
が
解
除

さ
れ
た
（
問
機
の
六
大
都
市
に
関
す
る
特
例
世
相
授
は
、
大
正
十
五
年
、
昭
和
四
年
に
も
出
さ
れ
て
い
る
て
さ
ら
に
政
府
は
大
正
十
一

月
臨
時
大
部
市
制
度
調
夜
会
な
発
足
さ
せ
、
そ
こ
で
は
「
部
長
を
官
吏
ト
ス
ル
コ
ト
L

が
決
議
さ
れ
た
が
、
前
年
の
第

14」
＼

U
Hト
ω

ノ

大
部
市
議
長
会
で
つ
郎
長
ハ
現
行
通
リ
公
選
ト
ナ
ス
」
を
決
め
て
い
た
の
で
第
二
回
の
そ
れ
で
も
こ
の

は
反
対
を
し

特別rfI1i~J運動

Tこ
大
正
十
問
年
米
か
ら
翌
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
五

に
は
六
大
都
市
の
特
別
市
制
案
が
各
個
別
に
提
出
さ
れ
、

寸
山
中
みぷ
e

も
県
選
出
の
斎
藤
降
犬
（
怒
政
会
）
、
砂
間
近
一
政
（
政
友
会
）
、

一
戸
市
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」

折
原
己
一
郎
（
政
友
本
党
）
、

森
田
金
蔵

第五節

（
実
業
向
志
会
）
の
共
同
提
案
に
よ
り
衣
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
衆
議
院
を
通
過
し
た
が
貴
族
院
で
審
議
未

了
と
な
っ
た
。
こ
の
の

五
年
十
一
月
、
政
府
は
東
京
都
制
案
を
発
表
し
、
十
二
月
に
は
東
京
市
を
除
く

J
ぷ
都
市
大
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阪
市
名
古
屋
市
神
戸
市
及
ピ
横
浜
市
ニ
関
ス
ル
法
律
案
」
が
第
五

議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
衆
議
読
は
通
過
し
た
が

貴
族
院
で
審
議
未
了
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
東
京
市
は
部
制
案
に
傾
き
他
の
五
大
都
市
と
は
若
干
様
相
を
異
に
し
て
き
た
が
、
翌
昭
和
二
年
に
は
四
回
も
開
か

れ
た
六
大
都
市
議
長
会
で
は
、
共
同
し
て
部
制
お
よ
び
特
別
市
制
実
現
に
む
け
て
尽
力
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
昭
和
四
年
に

か
け
て
一
層
激
し
い
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

と
く
に
昭
和
二
年
に
行
わ
れ
た
府
県
会
議
員
選
挙
で
は
「
大
都
市
の
棄
権
者
は
四
割
乃
五
五
割
に
達
し
て
ゐ
る
が
多
い
。
之

れ
は
市
民
の
生
活
に
直
接
関
係
を
有
せ
ぬ
府
県
会
議
員
は
何
人
が
当
選
し
て
も
大
し
て
影
響
し
な
い
と
冷
淡
に
構
へ
て
賠
る
結

果
で
、
之
等
の
都
市
に
は
速
か
に
部
制
案
を
布
く
必
要
あ
り
と
て
、
部
制
案
必
要
の
一
大
証
左
と
見
倣
さ
れ
て
居
る
L

（『又新』

昭
和
二
年
十
月
四
日
）

と
の
意
見
も
山
山
て
運
動
は
一
一
胞
の
盛
り
上
り
を
み
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
初
年
の
神

戸
市
の
動
き

神
戸
市
で
は
、
勝
田
銀
次
郎
を
は
じ
め
各
会
派
市
会
議
員
の
志
向
が
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
。

政
府
の
方
で
も
口
で
は
自
分
述
に
巧
い
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
る
、
が
、
実
施
す
れ
ば
面
倒
だ
か
ら
出
来
る

だ
け
引
張
っ
て
置
か
う
と
一
一
一
口
ふ
祉
が
あ
る
か
ら
、
何
時
ま
で
経
っ
て
も
解
決
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
如
き
市

長
や
議
長
の
会
議
だ
と
か
上
京
委
員
な
ど
に
一
任
す
る
が
如
き
運
動
で
は
到
底
ラ
チ
が
あ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
今
後
は

市
民
自
ら
が
こ
れ
が
為
に
醗
起
奮
闘
す
る
と
一
百
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

で
先
づ
そ
の
第
一
ル
慨
を
神
戸
市
か
ら
若
け

た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
万
一
こ
れ
を
向
か
ざ
る
内
閣
な
ら
ば
倒
し
て
終
ふ
。

ま
た
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
そ
の
成

功
に
身
命
を
賭
す
る
の
覚
悟
の
な
い
や
う
な
市
部
選
出
の
代
議
土
は
再
び
市
民
は
選
出
し
な
い
と
き
口
ふ
徹
底
的
な
と
こ
ろ

ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
又
新
』
昭
和
二
年
十
月
八
日
）
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そ
し
て
市
民
大
会
を
開
き
、
特
別
市
制
実
施
請
願
デ
ー
を
提
唱
し
よ
う
と
も
報
道
さ
れ
た
。

さ
て
、
昭
和
三
年
末
か
ら
四
年
に
か
け
て
開
か
れ
た
第
五
六
議
会
で
は
、
地
方
分
権
を
唱
え
る
問
中
義
一
政
友
会
内
閣
の
下

で
、
府
県
制
・
市
制
町
村
部
の
改
正
案
が
実
現
し
、

四
年
七
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
六
大
都
市

行
政
位
菅
特
令
」
が
出
さ
れ
た
が
、
特
別
税
の
新
設
・
変
更
、

の
起
岱
・
利
率
・
償
還
方
法
、

一
年
を
超
え
る
継
続
出
丸
と

い
っ
た
市
に
と
っ
て
必
要
な
事
項
の
府
県
知
事
許
認
可
権
は
依
然
変
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
議
会
で
も
特
別
市
制
法
案
は

衆
議
院
は
通
過
し
た
が
、
貴
族
院
で
寄
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
年
の
九
月
来
神
し
た
安
述
内
相
（
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
線
）
に

市
長
以
下
が
陳
矯
し
た
が
、
開
月
開
か
れ
た
市
会
で
は
、
勝
田
銀
次
郎
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
不
信
感
が
表
明
さ
れ
た
。

衆
議
院
ハ
自
カ
ラ
院
議
ヲ
以
テ
可
決
シ
タ
ル
案
デ
ア
ル
ガ
放
て
必
ズ
之
ガ
成
立
ヲ
期
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

一
一
拘
ラ
ズ
、
唯
ダ
義
理
一
一
衆
議
院
ダ
ケ
ヲ
通
過
セ
シ
メ
タ
ダ
ケ
ト
シ
ヵ
、
私
ハ
受
取
レ
ヌ
様
ナ
態
度
目
一
見
エ
ル
。
何
人
ノ

日
一
一
モ
憲
政
自
治
ノ
擁
護
者
タ
リ
、
特
別
市
制
案
ノ
産
婆
役
ナ
リ
ト
シ
テ
ノ
忠
実
ナ
ル
義
務
ヲ
果
シ
タ
ト
ハ
云
へ
ナ
イ
ノ

デ
プ
リ
マ
ス
。
甚
ダ
遺
憾
千
万
ナ
コ
ト
デ
プ
リ
マ
ス
。
叉
議
会
一
一
向
ツ
テ
運
動
ヲ
為
シ
タ
所
ノ
ム
ハ
大
都
市
側
ノ
当
局
者
ぺ

唯
形
式
的
ニ
連
レ
立
ツ
テ
山
中
訳
的
ノ
陳
情
ヲ
シ
タ
ノ
ミ
デ
ア
リ
ノ
マ
シ
テ
、
其
ノ
運
動
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
ダ
ケ
ノ
覚
悟
ガ

特別r!111前運動

表
ハ
レ
テ
居
ナ
カ
ッ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、

頗
ル
之
ハ
叉
遺
憾
デ
ア
リ
マ
ス
。
（
『
神
一
戸

私
1
1
ハ
モ
日
ニ
見
ル
所
デ
ア
リ
マ
ス
。

市
会
史
』

第
二
巻

大
正
編
）

し
か
し
、
こ
の
第
五
六
議
会
で
否
決
し
た
貴
族
院
も
っ
大
都
市
ニ
対
シ
テ
ハ
特
別
ノ
市
制
ヲ
設
ク
ル
ノ
必
要
ア
ワ
ト
認
ム
ル
ヲ

第五節

以
日
ア
、
政
府
ハ
之
一
一
関
シ
成
ル
ベ
ク
速
カ
ニ
調
査
研
究
ヲ
遂
ゲ
、
成
案
ヲ
得
一
ア
之
ヲ
議
会
－
一
提
出
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ

ム
」
（
同

右
）
と
の
希
望
条
件
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

政
府
は
同
年
末
に
大
都
市
制
度
調
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
翌
年
一
月
安
達
内
相

近代・現代歴史綴W629 



の
諮
問
に
つ
い
て
’
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
黒
瀬
市
長
も
そ
の
委
員
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
正
九
年
以
来
特
別
市
制
運
動

は
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
現
へ
の
道
程
は
速
か
っ
た
。

で
は
、
特
別
市
制
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

2 

特
別
市
制
を
め
ぐ
る
問
題
点

二
重
監
督

問
題

特
別
市
制
を
要
求
す
る
側
の
理
由
は
、
大
正
十
年
の
太

m保
太
郎
市
会
議
長
の
談
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
太

回
議
長
は

大
都
市
と
し
て
切
に
特
別
市
制
実
施
を
希
望
す
る
所
以
の
も
の
は
、
第
一
に
二
軍
監
督
の
廃
止
で
あ
る
。
第
二
は
市
内

に
於
け
る
交
通
、
衛
生
、
消
防
、
建
築
、
営
業
等
に
関
す
る
取
締
若
く
は
警
察
本
務
会
｝
市
の
管
掌
に
移
す
事
で
あ
る
。

道
路
の
如
き
は
、
市
が
多
大
の
費
用
を
投
じ
て
修
築
を
な
す
に
、
此
れ
が
管
理
権
は
地
方
長
官
（
知
事
）
に
あ
り
。
採
尿

処
分
並
に
伝
染
病
の
如
き
も
市
は
直
接
に
管
理
を
為
す
こ
と
を
得
ず
。
殊
に
市
内
小
学
校
教
員
の
俸
給
等
は
市
に
於
て
支

給
す
る
も
、
任
免
権
は
知
事
の
学
援
す
る
処
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
は
突
に
矛
盾
の
甚
だ
し
き
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

（略）市
の
内
容
及
組
織
の
不
完
全
な
る
な
理
由
と
し
て
特
別
市
制
実
施
を
尚
早
な
り
と
な
す
は
、
昔
日
官
昨
政
治
万
能
時
代

に
政
党
政
治
の
到
底
不
可
能
な
る
を
説
い
た
悶
思
想
の
言
と
等
し
く
、
到
底
特
別
市
制
実
施
反
対
の
有
力
な
る
恕
出
と
は

な
ら
な
い
o

Q
又
新
』
大
正
十
年
一
月
一
一
一
日
）
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こ
れ
に
対
し
兵
庫
県
側
で
は
、
有
吉
忠

わ
ず
か

知
事
が
コ
点
米
は
段
々
市
長
の
権
限
が
拡
張
さ
れ
て
、
唯
鴇
に
市
伏
其
他
に
関
す

る
議
類
が
県
を
経
由
す
る
の
み
で
あ
る
」
（
同

一
月
一
日
）
と
反
論
し
、

県
内
務
部
長
も
「
神
戸
市
の
如
き
大
都
市
の
仕
事
に

就
い
て
は
成
る
べ
く
県
も
不
干
渉
主
義
を
昨
し
、
相
談
相
手
と
一
五
ふ
心
持
で
、
共
に
調
査
研
究
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
一

主
蛇
町
四
日
の

は
な
い
積
り
で
、
却
て
現
在
の
県
と
云
ふ
も
の
が
な
く
な
れ
ば
市
の
為
め
に
不
利
代
田
だ
と
思
ふ
。
要
す
る
に

県
の
関
門
が
通
ら
な
い
や
う
な
も
の
を
内
務
省
へ
直
接
持
っ
て
行
っ
て
も
通
過
し
な
い
の
は
知
れ
切
っ
た
話
で
（
絡
）
就
中
東
京

と
は
最
も
遠
爾
の
地
に
あ
る
神
戸
市
の
如
き
は
、
却
て
事
務
の
渋
滞
を
米
し
は
せ
ぬ
か
」
（
同
）
と
反
論
し
た
。

大
正
十
年
時
点
は
と
も
か
く
、
翌
年
J
ハ
大
都
市
行
政
聡
督
一
一
樹
ス
ル
件
」
の
法
律
と
勅
令
が
公
布
さ
れ
る
と
、
特
別
市
制
化

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
神
戸
商
業
会
議
所
の

（
絡
水
）
は
っ
政
府
は
之
に
依
っ
て
市
長
に
強
大
な
る
権
限
を
委

任
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

間

大
五
十
二
年

二
重
聡
叔
協
の
般
廃
と
効
果
に
於
て
異
な
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
と
云
ふ
て
居
る
」

四
月
三
十
日
）
と
指
摘
し
た
。

「
然
し
こ
の

の
撤
廃
と
い
ふ
こ
と
は
斯
様
な
単
純
な
事
務

し
か
し
、

福
本
は
告
一
口
う
。

的
意
味
の
も
の
で
は
な
い
。
一
一
議
監
督
の
撤
廃
即
ち
府
県
知
事
の
佐
督
な
脱
す
る
と
い
ふ
本
来
の
精
神
は
、
市
の
地
位
の
向
上ド

ιな
主
限
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
府
県
か
ら
市
を
切
り
離
し
て
府
悶
m
と
対
立
の
地
位
に
置
く
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
略
）
人
日
I

の
如

特別市制運動

ふ
に
府
県
知
事
の
ア
に
市
長
が
あ
る
様
で
は
、
到
底
鑓
秀
な
る
市
長
は
望
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
知
事
の
命
是
従
的
の
市
長
な

れ
ば
、
こ
れ
は
ボ
ン
グ
ラ
市
長
で
あ
っ
て
市
民
の
不
利
益
は
勿
論
、
市
側
の
浮
ぷ
瀬
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
り
と
て
少
し
硬
骨

そ
れ
で
は
円
満
な
自
治
は
進
捗
せ
な
い
の
で
あ
る
」
（
問
）
。

な
市
長
が
来
れ
ば
、

二
重
監
督
徹
廃

知
事
と
附
一
嘩
を
す
る
。

第五節

問
題
は
意
外
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
本
意
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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欝
祭
権
移
管
問
題
と
市

長
官
選
・
公
選
問
題

そ
れ
よ
り
も
内
務
省
サ
イ
ド
で
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
警
察
権
の

部
移
譲
問
題
で
あ
っ
た
。
山

岡
県
磐
察
部
長
は
大
正
十
年
、
高
等
・
司
法
警
察
を
市
に
与
え
る
こ
と
は
困
難
と
し
た
あ
と
で
「
現

在
で
も
交
通
、
衛
生
、
保
安
の
如
き
仕
事
は
、
実
際
に
市
が
行
っ
て
居
る
に
、
夫
れ
に
警
察
権
の
な
い
の
は
恰
も
鬼
に
金
棒
の

な
い
の
と
同
然
不
便
緩
ま
る
事
と
御
察
し
す
る
が
、
一
万
来
警
察
の
沿
革
は
各
国
共
に
事
情
を
奥
に
し
て
居
っ
て
、

日
本
の
如
き

は
直
に
市
に
移
す
事
は
不
可
能
で
あ
ら
う
」
（
同

大
正
十
年
十
月
二
日
）
と
否
定
的
見
解
を
示
し
て
い
た
。
先
の
一
稲
本
も
「
従
来

よ
り
特
市
案
の
暗
礁
と
さ
れ
て
居
る
大
問
題
は
こ
の
警
察
権
の
移
管
問
踏
で
あ
る
」
（
肉

大
正
十
二
年
五
月
二
日
）
と
し
つ
つ
、

「

般
行
政
中
、
都
市
の
白
治
的
活
動
上
最
も
街
援
な
る
関
係
を
有
す
る
或
る
特
種
の
警
察
権
を
部
長
に
委
ね
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

即
ち
衛
生
、
市
場
、
交
通
、
建
築
、
消
防
、
営
業
等
に
関
す
る
警
察
権
を
部
長
に
移
管
し
」
（
同

五
月
四
日
）
と
主

張
し
、
さ
ら
に
県
知
事
、
部
長
、
検
事
局
其
他
学
識
経
験
者
に
よ
る
警
察
委
員
制
度
の
下
に
警
察
権
を
ゆ
だ
ね
、
警
察
の
民
衆

化
を
闘
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
た
。

そ
し
て
こ
の
啓
察
権
移
管
問
題
と
も
関
連
し
て
特
別
市
制
の
市
長
ま
た
は
部
長
の
官
選
・
公
選
問
題
が
あ
っ
た
。
揺
本
は
「
自

治
体
の
主
脳
を
官
吏
と
な
す
が
如
き
は
、
自
治
本
来
の
精
神
を
没
却
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
今
斯
様
な
嗣
郎
、
迂
の
論
を
な
す
も

の
L
な
き
に
至
っ
た
の
は
、
さ
す
が
に
時
代
の
進
運
と
い
ふ
も
の
は
争
は
れ
ぬ
、
も
の
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
L

｜司

四
月
二
十
二
日
）
と
述
べ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
時
代
が
下
っ
て
昭
和
問
、
五
年
頃
か
ら
官
選
市
長
案
と
し
て
再
び
頭
を

も
た
げ
て
き
た
。
衆
議
説
議
員
中
井
一
夫
は
昭
和
八
年
秋
の
兵
庫
県
都
市
研
究
会
主
催
の
「
都
市
問
題
鹿
談
会
L

の
席
上
「
貴

族
院
を
通
過
い
た
す
も
の
は
市
長
を
官
選
に
し
て
市
の
制
度
を
官
選
主
義
で
行
く
と
云
ふ
や
う
な
方
針
に
よ
る
特
別
市
制
で
あ

り
ま
す
が
、
併
し
さ
う
云
ふ
案
は
必
ず
衆
議
院
に
於
て
は
接
り
潰
し
叉
は
否
決
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
反
し
て
、
衆
議
院
の
方
に
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於
て
は
、
常
に
市
長
公
選
、
市
制
公
選
主
義
の
建
前
で
一
行
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
又
政
府
が
反
対
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
て
貴
族
院
へ
廻
る
と
必
ず
援
り
浪
し
或
は
寄
決
さ
れ
る
運
命
に
あ
り
ま
し
て
、
貴
族
院
、
衆
議
院
共
に
通
過
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
な
状
態
で
す
」

（
『
都
市
研
究
』
昭
和
九
年
一
月
号
、
以
下
向
じ
）
と
こ
の
問
題
の
難
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
中
井
や
、

同
席
し
た
森
本
清
一
沼
市
会
副
議
長
ら
は
、
市
サ
イ
ド
か
ら
も
官
選
で
も
よ
い
と
い
う
意
見
が
出
て
き
た
こ
と
を
憤
慨
し
た
が
、

こ
の
頃
に
な
る
と
前
回
一
二
六
市
会
副
議
長
の
つ
特
別
市
制
に
於
け
る
市
長
は
官
選
で
も
よ
い
と
考
へ
て
を
り
ま
す
。
政
府
の

一
広
ふ
こ
と
を
開
い
て
速
か
に
何
等
か
の
形
の
も
の
を
獲
得
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
の
意
見
の
よ
う
に
、
な
か
な
か
実

現
し
な
い
特
別
市
制
に
対
し
て
政
府
に
妥
協
し
よ
う
と
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

特
別
市
制
を
め

ぐ
る
組
問
と
市

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
特
別
市
制
化
に
よ
っ
て
大
都
市
が
管
轄
下
か
ら
離
脱
さ
れ
る
府
県
の
問
題
で

あ
っ
た
。
大
正
十
年
二
月
、
桜
井
市
長
以
下
が
上
京
し
て
内
務
大
陸
に
面
接
し
た
時
、
内
務
大
置
は
「
之

ヲ
実
施
ス
ル
ト
ナ
ル
ト
府
県
等
ノ
関
係
ガ
ア
ル
」
と
述
べ
た
が
、
昭
和
一

一
日
の
『
神
戸
叉
新
日
報
』
が
「
あ
る

通
人
の
観
測
」
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
「
政
府
側
で
は
財
政
的
に
六
大
都
市
を
府
県
か
ら
独
立
さ
せ
て
了
ふ
と
其
府

県
が
財
政
的
に
関
窮
し
、
そ
の
府
県
の
独
立
錐
持
が
危
く
な
る
と
説
い
て
、
財
政
的
独
立
を
意
味
す
る
特
別
市
制
は
困
難
で
あ

特別市制運動

る
か
の
如
、
き
口
吻
を
漏
し
て
ゐ
た
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
兵
庫
県
の
市
部
連
帯
県
授
の
分
担
割
合
の
推
移
を
み
る
と
切
ら
か

に
な
る
。
す
な
わ
ち
大
正
八
年
度
の
そ
れ
は
市
部
日
二
人
形
対
郡
部
日
七
二
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
十
一
年
度
に
は
市
部

日
凹
O
M
P
対
郡
部
日
六
O
%
と
な
っ
て
市
部
負
担
割
合
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
前
出
の
「
通
人
の
観
測
」

第五節

は
こ
れ
に
対
し
「
府
県
存
立
の
為
に
大
都
市
を
財
政
的
に
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
、
政
府
と
し
て
は
果
し
て
政
治
的
に
当
を
得
た

も
の
で
あ
ら
う
か
？
大
都
市
を
府
県
か
ら
独
立
さ
せ
た
後
ち
の
府
県
が
府
県
民
の
魚
拐
を
加
重
す
る
か
ら
立
ち
行
か
な
い
と
一
一
一
日
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ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
立
ち
行
か
せ
る
や
う
な
方
法
を
講
ず
る
の
が
為
政
者
の
職
責
で
は
な
い
か
。
例
へ
ば
京
都
、
大
阪
、
東
京

の
一
一
一
府
の
如
き
、
市
を
除
い
た
後
ち
の
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
の
県
に
分
割
編
入
せ
し
め
る
と
か
い
ろ
／
＼
な
適
法
を
講
ず
れ
ば

泣
い
の
で
あ
る
L

と
批
判
し
た
が
、
こ
の
点
は
昭
和
に
入
っ
て
も
依
然
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
前
述
の
「
都
市
問
題
腔
談

ム
ぷ
し

（
昭
和
八
年
）
の
席
上
で
も
、
上
回
実
県
会
議
長
が
寸
大
体
府
県
知
事
は
六
大
都
市
を
府
県
か
ら
離
す
こ
と
に
は
慨
が
賛
成

し
て
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
兵
庫
県
知
事
も
燦
征
し
た
山
県
治
郎
が
そ
の
反
対
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
、
丹

下
良
太
郎
前
市
会
議
長
が
、
昭
和
五
年
一
月
に
第

回
の
会
合
が
行
わ
れ
た
大
都
市
制
度
調
査
会
で
も
府
県
側
の
消
極
的
態
度

に
よ
り
、
調
夜
会
が
こ
間
以
降
開
店
休
業
の
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

自
治
発
展
上

の
問
問
題
点

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
特
別
市
制
は
悶
難
を
き
わ
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
仮
に
右
の
よ
う
な
特
別
市

制
を
実
現
し
た
と
し
て
も
、
税
制
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
で
は
大
都
市
の
自
治
的
発
展
は
必
ず
し
も

実
現
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
。

大
正
十
年
九
月
の
『
都
市
公
論
b

誌
上
に
お
い
て
小
林
丑
三
郎
は
「
財
源
の
点
、
特
に
税
の
問
思
か
ら
し
て
特
別
市
制
と
云

ふ
も
の
は
出
来
る
か
出
来
ぬ
か
は
非
常
な
関
係
な
持
つ
も
の
で
あ
る
L

と
述
べ
た
、
が
、
郎
市
研
究
会
常
務
幹
事
の
附
川
市
常
一
は
、

ヨム
F
「

L
サヨコ『
ν
H
4
3
χ
、ム間同

1
3
3
ブ
j
u
f
4
H
4
2
2れ
』

で
「
都
市
の
能
命
な
完
全
に
遂
行
せ
ん
が
為
に
、
そ
の
生
命
に
し
て
叉
活
動
の
源
泉
た
る
財

源
の
独
立
性
を
保
有
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
と
問
問
に
、
問
題
の
地
租
及
び
営
業
税
の
一
部
の
委
談
の
み
を
以
て
満
足
し
能
は
ざ

る
も
の
あ
る
こ
と
を
明
言
せ
ん
と
欲
す
」
と
述
べ
、
翌
月
の
同
誌
上
で
も
「
一
万
米
2M治
制
の
本
領
と
す
る
所
は
、
独
立
自
営
の

大
精
神
を
以
て
進
む
で
自
力
で
各
般
の
施
設
を
進
む
べ
き
も
の
」
と
し
「
都
市
に
財
源
を
与
へ
ず
、
起
償
も
亦
容
易
に
認
可
せ

ず
、
阪
め
て
少
額
の
補
助
金
な
下
附
す
る
の
み
に
し
て
都
市
の
改
造
を
期
待
せ
ん
と
す
る
の
が
如
き
は
余
り
に
時
勢
を
解
せ
、
ざ
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る
も
の
」
と
政
師
、
を
批
判
し
た
。

実
探
、
市
に
と
っ
て
こ
の
財
源
と
財
政
自
治
権
の
問
題
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。
神
戸
市
は
大

正
十
年
の
大
都
市
事
務
協
議
会
に
も

っ
地
租
及
営
業
税
を
速
に
地
方
税
に
移
管
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
建
議
姶
む
と
す
し

（
『
又
新
』

の
鵠
議
会
に
対
し
て
も
、
市
立
貯
議
銀
行
実
現
を
提
案
し
て
い
た
。
十
五
年
の
ふ
ハ
大

（俗）

都
市
市
長
会
議
で
も
「
将
米
都
市
計
岡
山
卒
業
を
進
め
る
た
め
、
土
地
増
加
税
法
な
速
に
発
布
せ
ら
れ
ん
こ

大
正
十
年
九
月
九
日
）

を
提
出
し
、
十
一

！可

大
正
十
五
年
五
月
二
十
三
日
）
を
建
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
大
正
後
半
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
地
方
r
円
治
体
へ
の
委
譲
財
源
と
し
て
常
に
話
題
と
な
っ
た
も
の
が
地
組

と
営
業
税
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
税
の
地
方
へ
の
委
譲
問
題
が
J

初
め
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
原
敬
政
友
会
山
内
閣
に
よ
っ
て
大

正
九
年
に
設
閉
院
さ
れ
た
臨
時
財
政
絞
済
調
査
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
後

折
、
し
て
政
友
会
の
地
方
財
政
政
策
の
革
本
と
な
っ

た
。
そ
の
具
体
化
は
、
昭
和
二
年
間
中
義
一
政
友
会
内
調
の
下
で
の
行
政
審
議
会
で
の
決
定
を
み
た
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
神
戸
市
に
も
し
地
租
が
委
譲
さ
れ
る
な
ら
、
現
行
の
法
定
地
価
基
準
で
計
算
し
て
も
、
昭
和

年
度
に
は
約
五
五
万
円
の

地
租
増
収
に
な
る
計
算
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
行
政
務
議
会
が
決
定
し
た
賃
貸
価
格
基
準
と
す
る
な
ら
、
税
率
に
も
よ
る
が
、
ょ

!f!f7Jlj rli~l~l運動

り
多
く
の
増
収
が
期
待
さ
れ
た
。

問
中
舟
閣
は
、
昭
和
四
年

に
こ
の
碍
税
委
譲
案
（
地
租
は
市
町
村
に
、
営

月
の
第
五

業
収
益
税
は
府
県
に
委
談
す
る
案
）
な
提
出
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

第五節
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3 

「
神
戸
市
繁
栄
策
L

「
神
戸
市
繁
栄
策
L

の
論
文
を
募
集
し
た
。
応
募
ニ
百
余
編
を
審

査
し
、
翌
年
四
月
、

大
正
十
五
年
神
戸
叉
新
日
報
社
は
、

四
編
の
論
文
を
入
選
と
し
た
。
そ
の
中
で
都
市
行
財
政
部
か
ら
み
て
一
際
異
彩
を

藤
原
米
造
の
「
神

戸
市
繁
栄
策
」

一
等
当
選
者
藤
原
米
造
の
「
神
戸
市
繁
栄
策
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
正
二
年
に
神
戸
高
商
（
現
神
戸
大
学
）
を

放
っ
た
も
の
が
、

卒
業
し
た
の
ち
海
運
業
を
営
み
、
大
正
十

愛
問
自
由
党
を
組
織
し
た
異
色
の
人
物
で
あ

った。藤
原
は
、
当
選
論
文
に
お
い
て
、
都
市
経

営
は
市
営
事
業
を
含
め
積
械
主
義
で
行
く
べ

き
だ
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
大
い
に
公
債
を

発
行
す
べ
き
だ
と
し
た
。

し
か
し
公
僚
は
所

詮
借
金
で
あ
る
か
ら
、
市
の
恨
久
財
源
も
確

保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
次
の
よ
う

に
主
張
し
た
。

独
立
財
源
獲
得
の
為
め
に
、
各
市
の
聯

の
総
選
挙
に
出
馬
し
て
落
選
し
た
が
、
以
後
政
治
活
動
に
奔
走
し
、
暁
明
会
、

mf鰐lflii自！言宮内村民話IiirR Q5識白書恵詑d霊長選出費 智｝滋JJl

iltllm~1~議rr~ 品二年三緊急時あ 1; ¥ J ふ
Hi1訴時事？？？喜子 選

itiimif!ir 1littit H~説
明鵠謀議ち総型経ii=_ll

;1jmJ~mm11111 lf i 骨＇~野ffi·~·i主将棋設計z：持
写真 45 「神戸市繁栄策」懸賞当選論文

（「又新a昭和 2年6月16日）
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合
運
動
に
よ
っ
て
地
租
の
地
方
委
譲
を
此
の
際
解
決
し
て
終
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
或
ひ
は
体
系
上

必
要
な
ら
ば
営
業
収
益
税
も
資
本
利
子
税
も
各
そ
の
額
を
適
当
に
按
配
し
て
地
方
に
委
譲
し
て
も
慈
支
へ
な
い
。
（
略
）

此
の
外
、
期
待
し
得
る
財
源
と
し
て
土
地
増
価
税
が
あ
る
。
土
地
増
価
税
は
都
市
計
画
の
財
源
と
し
て
現
在
の
受
益
者

特
別
負
担
制
度
よ
り
も
一
一
線
完
全
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
従
来
惣
像
せ
ら
れ
た
程
、
之
れ
に
期
待
出
来
ぬ
事
は
、
欧
米

都
市
の
課
税
実
例
が
之
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。
何
と
云
っ
て
も
地
殺
の
委
設
に
如
く
も
の
は
鉱
山
い
。

地
租
委
譲
は
今
既
に
政
友
会
の
主
張
す
る
処
で
あ
る
が
、
池
町
選
議
会
に
於
て
は
再
度
の
税
制
改
革
案
が
次
の
如
き
体
系

を
以
て
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
ふ
。

所
得
税
の
累
進
率
を
逓
増
し
て
国
税
の
中
軸
と
な
し
、
財
産
税
を
創
設
し
て
補
完
税
と
な
す

2 

間
接
消
費
税
減
廃
を
徹
底
す

3 

地
租
、
営
業
収
益
税
、
資
本
利
子
税
を
軽
減
し
て
地
方
に
委
譲
し
、
之
れ
を
以
て
地
方
税
の
中
執
と
す

（
絡
）
吾
等
は
大
い
に
馬
力
を
か
け
て
独
立
財
糠
を
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
『
又
新
』
昭
和
二
年
六
月
十
五
日
）

こ
の
よ
う
に
地
方
独
立
財
源
の
獲
得
を
主
張
す
る
と
同
時
に
勺
今
日
の
築
港
の
拡
大
、
今
日
の
道
路
交
通
の
完
備
か
ら
見
る

特J.jl]r行制運動

な
ら
ば
、
神
戸
港
は
大
阪
市
の
一
部
を
な
す
外
批
俗
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
大
阪
市
は
神
戸
市
の
一
部
を
な
す
工
業
地
帯

で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
阪
神
一
一
部
は
無
用
の
競
争
を
な
す
理
由
は
少
し
も
無
い
管
で
あ
る
。
（
略
）
此
れ
等
行
政
臣
を
打

丸
と
な
し
、

大
『
阪
神
都
』
を
実
現
せ
ん
こ
と
を
大
い
に
高
唱
し
た
い
の
で
あ
る
」
（
問

っ
て

十
六
日
）
と
壮
大
な
構
想
を

第五節

示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
阪
神
都
」
の
実
現
に
よ
っ
て
、
従
来
の
特
別
市
制
よ
り
以
上
の
自
治
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
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主
張
し
た
。

大
都
市
の
大
事
業
を
為
す
に
市
づ
っ
て
、
現
在
の

一
前
一
一
三
重
の
院
替
制
度
、
郎
、
地
方
庁
と
地
方
都
市
計
回
委
員
会
の
第
一

次
監
督
を
経
て
、
内
務
本
省
と
中
央
部
市
計
副
委
員
会
の
監
督
、
加
ふ
る
に
起
債
に
就
て
は
ま
た
大
蔵
省
に
お
百
度
を
踏

む
、
此
の
煩
雑
な
る
制
度
を
一
日
も
早
く
改
め
て
、
敏
活
な
る
神
戸
市
の
活
動
を
希
ふ
為
め
に
も
、
神
戸
市
丈
の
部
制
案

で
は
実
現
党
束
な
い
、
阪
神
都
と
し
て
自
由
権
限
を
速
か
に
得
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。
（
同

十
七
日
）

こ
の
藤
原
の
構
想
は
ま
こ
と
に
気
宇
壮
大
と
い
う
よ
り
当
時
と
し
て
は
夢
想
に
近
か
っ
た
。

し
か
し
「
阪
神
都
」
構
想
は
別

と
し
て
、
こ
こ
に
一
刑
さ
れ
た
都
市
2

什
治
構
想
は
、
あ
る
意
味
で
特
別
市
制
の
究
級
の
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
自
治
的
発
展
に
は

Mmに
府
県
か
ら
の
独
立
だ
け
で
な
く
中
央
政
府
に
対
し
て
も
よ
り
高
い

rH治
を
も
つ
こ
と
の
必
要
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

都
市
の
向
国

立
の
閤
難

だ
が
、
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

（
昭
和
八
年
）
の
席
上
、
兵
庫
県
都
市
研
究

そ
の
こ
と
は
っ
都
市
問
題
座
談
会
L

会
会
長
勝
旧
銀
次
郎
の
次
の
設
の
中
に
契
約
的
に
一
市
さ
れ
て
い
よ
う
。

今
日
、
我
国
の
大
都
市
は
行
政
上
、
財
政
上
、
府
県
と
独
立
す
る
の
実
力
と
能
力
含
有
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
ム
ハ
大
都
市
多

年
の
姿
堕
た
る
特
別
市
制
の
実
現
を
見
る
に
至
ら
ず
し
て
、
其
の
行
政
は
徒
ら
に
複
雑
、
錯
綜
を
極
め
て
蔚
る
状
態
で
御

康
い
ま
す
。
閉
み
て
之
を
神
戸
市
財
政
の
上
よ
り
市
税
の
状
況
を
調
べ
ま
し
で
も
、
関
府
削
除
税
の
重
圧
の
下
に
あ
り
ま
し

て
開
力
性
の
乏
し
い
附
加
税
主
義
で
は
財
政
は
抗
泊
を
告
げ
る
詐
り
で
、
之
に
大
な
る
期
待
は
持
た
れ
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
（
『
都
市
研
究
』
昭
和
九
年

月
口
万

こ
の
よ
う
に
都
市
の
自
立
が
な
か
な
か
達
成
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

可
都
市
公
論
』
（
大
正
十
一
年
十
月
）
に
は
「
有
名
無

の
補
助
を
受
け
ん
が
た
め
に
血
恨
に
な
っ
て
上
京
し
、
或
は
政
党
に
便
り
、
或
は
関
係
者
を
求
め
て
政
府
に
哀
願
し
」

「名
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っ
て
突
な
き
補
助
に
甘
ん
じ
て
岐
に
争
奪
な
試
む
る
の
結
果
、
或
は
党
略
の
乗
ず
る
所
と
為
り
、
往
々
却
て
地
方
財
政
に
禍

す
る
事
さ
へ
あ
る
」
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
と
映
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

特百lJr行制運動第五節
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第
六
節

衆
議
院
議
員
選

挙
と
各
党
派

諸
党
振
の
動
向
と
各
級
選
挙

1 

衆
議
院
議
員
選
挙
と
県
会
議
員
選
挙

大
限
章
一
一
信
内
閣
下
で
行
わ
れ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
五
月
の
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
（
以
下
総
選
挙

と
い
う
）
で
野
党
と
し
て
敗
れ
た
政
友
会
は
、

大
正
六
年
四
月
の
寺
内
内
閣
下
で
の
第
一
三
間
総
選
挙
で

一
六
五
議
席
を
獲
得
し
て
再
び
第
一
党
に
か
え
り
咲
い
た
。
し
か
し
、
兵
庫
県
で
は
政
友
会
の
力
は
強
く
な
く
、
こ
の
選
挙
で

も
当
選
者
は
憲
政
会
七
人
（
得
紫
率
四
三
・
二
%
）
・
国
民
党
四
人
（
向
二
九
・
二
%
）
に
対
し
、
政
友
会
は
一
一
人
（
同
一
九
・
一
一
一
%
）
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
神
戸
市
で
は
閏
民
党
一
人
（
同
一
一
一
凶
・
七
%
）
、
政
友
会
一
人
（
間
二
九
・
六
M
）
で
、
憲
政
会
（
同
一
一
一
一
一
・
二
Mm）、

中
立
（
同
一
二
・
五
%
）
は
い
ず
れ
も
落
選
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
米
騒
動
に
よ
っ
て
寺
内
正
毅
内
閣
が
倒
れ
、
大
正
七
年
九
月
、
原
敬
を
首
相
と
す
る
政
友
会
の
、
や
や
本
格
的
な

政
党
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
政
友
会
は
鉄
道
敷
設
、
学
校
建
設
、
河
川
港
湾
改
修
な
ど
の
地
方
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
急
速
に
そ

『
神
戸
叉
新
日
報
』
（
大
正
八
年
七
月
十
一
日
）
は
、
大
正
八
年
九
月
の
県
議
選
を
前
に
、
次
の
よ

う
に
指
摘
し
た
。

の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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政
友
会
に
て
は
、
来
る
九
月
の
府
県
会
議
員
選
挙
準
備
と
し
て
先
頃
（
略
）
全
国
各
地
出
張
し
、
党
勢
拡
張
に
努
力
中
な
る

が
、
例
の
鉄
道
、
築
港
、
河
川
改
修
、
設
記
所
新
設
、
郵
便
局
設
置
仙
寺
、
各
地
相
応
な
る
地
方
問
題
を
以
て
其
地
方
有
力

者
の
引
入
に
努
め
た
る
結
果
、
党
勢
拡
張
上
極
め
て
有
効
な
る
成
績
を
挙
げ
た
れ
ば
、
府
県
会
議
員
の
改
選
に
は
従
来
稀

な
る
好
成
績
を
得
ん
と
の
確
信
を
得
た
る
尚

事
実

大
正
四
年
の
県
議
選
で
当
選
者
一
一
人
で
あ
っ
た
兵
路
県
の
政
友
会
は
八
年
の
改
選
で
は
一
六
人
へ
と
増
え
た
（
怒
政

人
公
の
前
身
で
あ
っ
た
同
志
会
は
二
四
人
か
ら
今
回
は
一
七
人
へ
、

国
民
党
は
一
五
人
か
ら
一

O
人
へ
と
い
ず
れ
も
減
少
し
た
）
。
翌
年
五
月
に

は
第
一
間
間
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
野
党
の
普
通
選
挙
（
以
下
排
出
遂
と
い
う
）
主
張
に
対
抗
し
た
政
友
会
の
政
策

に
よ
り
有
権
者
資
格
が
そ
れ
ま
で
の
夜
援
国
税
納
入
額
一

O
円
以
上
か
ら
一
一
一
円
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
と
も
に
与
党
に
有

利
な
小
選
挙
区
制
（
一
選
挙
区
定
良
一

l
一
一
人
）
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
与
党
政
友
会
の
大
勝
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
友
会

は
一
一
七
八
議
席
を
獲
得
し
て
絶
対
多
数
と
な
っ
た
。
得
票
率
で
も
五
五
・
八
%
と
他
党
を
は
比
例
し
た
。
兵
庫
県
で
も
前
回
当
選

言者党派の動向と各級選挙

者
二
人
で
あ
っ
た
政
友
会
は
一
挙
に
七
人
を
獲
得
し
、
得
票
率
で
も
問

0
・
五
%
と
前
聞
の
一
一
倍
以
上
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
憲
政
会
、
悶
民
党
は
い
ず
れ
も
一
人
な
減
じ
、
得
票
率
も
大
幅
に
下
げ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
県
会
で
は
、
大
正
八
年
の
県
議
選
の
直
前
の
八
月
二
十
日
、
政
友
会
系
と
国
民
党
系
の
県
議

民
友
会
と

県
議
選

が
民
友
会
と
い
う
会
派
を
結
成
し
た
。

「
兵
庫
県
民
友
会
設
立
趣
意
書
」
に
よ
れ
ば
「
白
派
の
主
張
を
間
執
し

事
毎
に
紛
糾
を
来
し
、
（
略
）
若
し
獄
将
来
に
於
て
同
一
状
態
を
繰
返
さ
ん
か
、

mm
政
の
前
途
甚
だ
憂
ふ
べ
き
も
の
あ
る
」
（
『
又

第六節

新
』
大
正
八
年
入
月
十
二
日
）
こ
と
に
鑑
み
て
大
間
関
給
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
『
叉
新
』
（
大
正
八
年
入
月
一
一
一
日
）

t主

こ
の
建
前
と
は
逆
の
事
態
を
予
想
し
て
い
た
。
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県
会
に
於
け
る
政
問
問
両
派
議
員
は
、
所
属
を
呉
に
す
と
雌
も
ん
や
突
に
於
て
は
所
属
を
間
一
に
す
る
と
等
し
く
、
常
に
相
捉

携
し
て
滋
政
会
を
圧
迫
し
県
政
を
践
断
し
来
り
た
れ
ば
、
縦
令
民
友
会
な
組
織
し
た
り
と
す
る
も
口
ハ
従
来
よ
り
も
結
束
な

誰
闘
に
す
る
と
云
ふ
迄
に
て
、
県
民
の
利
害
幸
福
と
は
何
等
の
交
渉
を
有
せ
ず
。
夜
、
寧
ろ
従
来
は
窓
限
両
派
に
対
し
て

政
友
派
は
第
三
党
と
し
て
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
怒
り
居
り
た
れ
ば
、
多
少
閉
廷
派
の
一
将
棋
を
緩
和
す
る
を
得
た
れ
ど

も
、
今
民
友
会
の
名
下
に
一
聞
と
為
り
、
其
結
束
を
弦
間
に
す
る
時
は
、
問
先
会
に
於
て
絶
対
多
数
を
制
し
、
勢
ひ
其
所
為

横
暴
に
出
る
を
免
れ
ざ
れ
ば
、
政
、
岡
両
派
の
鐙
勢
な
る
地
擦
の
山
県
民
は
利
益
を
受
く
べ
き
も
、
反
対
派
た
る
密
政
派
の

優
勢
な
る
地
盤
の
県
民
は
却
っ
て
不
利
益
を
蒙
る
べ
く
、
勢
ひ
党
争
を
激
烈
な
ら
し
め
、
追
っ
て
県
政
を
悦
乱
す
る
に
査

ら
ぢ
る
な
き
を
保
必
ず
。

こ
の
の
ち
の
県
会
を
み
る
と
『
叉
新
』
の
指
摘
の
方
が
当
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

八
年
九
月
の
県
議
選
で
当
選

し
た
政
友
会

六
人
と
国
民
党
…

0
人
を
合
せ
る
と
こ
六
人
で
、
密
政
会
一
七
人
を
圧
倒
し
て
い
た
が
、
改
選
後
の
氏
友
会
が

県
道
維
持
費
な
ど
で
諮
設
会
の
地
般
地
域
の
そ
れ
を
削
減
し
た
と
し
て
、
窓
政
会
県
議
の
’
斎
藤
千
次
郎
（
神
戸
市
選
出
）
は
翌
年

民
友
会
の
専
横
に
抗
議
し
て
県
参
事
会
員
を
昨
任
す
る
と
い
う
事
件
も
起
っ
た
。
民
友
会
は
州
叫
ん
い
川
な
人
材
を
活
用
し
て
県
政
調

査
を
組
織
的
に
行
い
、
間
以
会
運
営
に
活
服
し
た
か
ら
、
ん
法
政
派
も
九
年
三
月
県
政
研
究
会
を
設
置
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と

し
た
。と
こ
ろ
で
、
悶
政
に
お
い
て
は
政
友
会
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
悶
民
党
が
、
県
会
で
提
訴
し
た
の
は
「
今
日
の
国
民
党
は
共

勢
力
部
弱
に
し
て
中
央
政
界
に
主
き
を
為
さ
ず
、
（
略
）
小
選
挙
区
制
実
施
の
暁
は
全
く
中
央
政
界
に
於
け
る
勢
力
を
失
慾
す
る

や
も
知
れ
ざ
れ
ば
、
（
略
）
政
友
会
と
合
同
す
る
の
利
益
な
る
を
密
か
に
感
知
せ
る
に
五
る
べ
く
、
近
来
会
地
に
於
て
政
割
合
同
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の
実
現
せ
ら
る
与
は
之
を
引
突
に
於
て
証
明
す
る
も
の
、
（
略
）

於
る
阿
党
を
見
る
に
、
政
友
会
は
中
央
政
界
に
於
て
は

勢
力
な
有
す
る
も
県
政
に
於
て
は
援
は
ず
、
国
民
党
は
中
央
に
於
て
勢
力
な
き
も
県
政
に
於
て
は
鐙
勢
な
れ
ば
、
両
派
相
合
同

し
中
央
地
方
何
者
に
於
て
絶
対
優
勝
権
在
得
ん
と
欲
す
る
い
（
『
又
新
』
大
民
八
年
八
月
一
一
一
日
）
も
の
と
見
ら
れ
て
い

し
か
し
、

民
友
会
の
そ
の
後
の
経
過
な
み
る
と
関
民
党
に
有
利
に
は
働
か
な
か
っ

大
正
九
年
末
の
県
会
開
会
期
に
は
政
友
会
は

人
と
な
り
十
年
末
に
は
二
七
人
、

十
二
年
九
月
の
改
選
で
は
三
五
人
と
単
独
で
絶
対
多
数
（
県
議
定
員
五
四
人
）
と
な
っ
て
い
っ

｝
れ
に
対
し
て

主

L
F
η
J
土
建
k
j
J
1
J

＼バ

L
F
4・
ご
ア
ェ
じ
＼
、

4

：

ノ

ノ

J

J

t

、L
比
一

f
L
lノ
J
J
イ
ノ
ノ
よ
オ
A
P
L
K
F
t／

の
改
選
で
は

（
甘
や
新
倶
楽
部
に
姿
合

変
え
て
い
た
が
）
五
人
と
澗
怒
し
て
い
っ
た
。

そ
の
硯
出
は
、
国
民
党
県
議
の
一
一
況
に
よ
れ
ば
、
間
同
友
ム
訟
を
政
党
が

で
利
用

し
な
い
と
い
う
控
訪
に
も
か
か
わ

：
1

1

i

p

｜

（

；

；

；

 

に
利
用
し
て

の
地
盤
を
食
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大

正
十

な
る
と

（
大
正
十
一
年
九
月
十
四
立
は
、
民
友
会
勢
力
は
L

ま
す
ま
す
拡
張
し
郡
部
の
村
会
議
員
ら
を
ぞ
く

せ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
同
時
に
国
民
党
で
は
な
く
政
友
会
の
勢
力
拡
大
に
つ
な
が
る
も

諸党派の動向と各級選挙

の
で
あ
γ

っ
た
。

（
大
正
十
一
月
十
月
八
日
）
に
は
開
時
に
政
友
会
に
入
会
す
る
村
議
・
都
議
が
二
六

O
人

た
と
あ

の
勢
力
拡
張
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

る
が
、
こ
の

二
年
一
一
月
、

で
政
友
会
勢
力
が
優

な
っ
た
結
果
、
町
村
長
の
発
議
で
有
馬
郡
民
友
倶
楽
部
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
的
に
一
部
さ
れ
て
い
た
。
政
策
面
に
お

い
て
も
、
民
友
会
は
政
友
会
の
杭
級
主
義
財
政
政
策
を
と

大

一
一
一
派
内
簡
と
し
て
窓
政
会
総

裁
加
藤
山
口
問
切
を
首
相
と
す
る
山
内
問
が
成
立
し
、
中
央
で
は
財
政
緊
縮
方
針
が
と
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
友
会
幹
部
は
mm

第六節

下
で

で
行
く
と
語
り
、
そ
の
方
針
の
も
と
で
九
月
に
県
政
調
査
を
完
了
し
、
知
事
の
緊
縮
方
針
と
対
決
し
よ
う
と

し
た
。
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政
界
再
編
と

県
議
の
動
向

こ
う
し
た
動
き
は
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
第
一
は
、
す
で
に
良
友
会
結
成
当
初
か
ら
『
叉
新
』
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
関
民
党
の
純
野
党
的
立
場
の
変
化
1
政
友
会
へ
の
す
り
寄
り
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
時
が
た
つ
に
つ
れ
悶
民
党
系
県
議
が
政
友
派
化
し
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
国
民
党
内
部

で
の
分
裂
を
も
た
ら
す
。
大
正
十
年
十
一
月
、
早
く
も
神
戸
市
選
出
の
国
民
党
系
五
県
議
は
、
間
m
費
～
卒
業
に
関
す
る
分
別
法
が

市
に
有
利
に
解
決
し
た
の
を
機
に
民
友
会
を
脱
会
し
た
。
民
友
会
は
こ
れ
に
対
抗
し
、
憲
政
派
県
議
の
う
ち
四
人
に
働
き
か
け

て
中
正
聞
を
組
識
さ
せ
、
民
友
会
と
通
じ
さ
せ
て
多
数
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
も
と
も
と
政
友
会
と
国
民
党
は
普
通
選
挙
を
め

ぐ
っ
て
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
と
く
に
民
友
会
結
成
の
翌
大
正
九
年
は
普
選
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
普

選
運
動
の
盛
り
上
っ
た
年
で
あ
っ
た
か
ら
、

『
又
新
』
も
総
選
挙
で
は
県
一
ト
国
民
党
は
憲
政
会
と
結
ん
で
政
友
会
と
対
抗
す
ベ

き
で
あ
る
と
加
公
告
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
地
方
政
派
の
中
央
政
党
へ
の
系
列
化
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
中
央
に
お
い
て
絶
対
多
数
の
大
政
友
会
が

臨
し
て
い
る
時
は
、
県
下
の
間
見
党
に
亀
裂
が
入
っ
て
も
、
そ
れ
は
民
友
会
に
と
っ
て
決
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
大
正

一
月
、
清
滞
内
閣
へ
の
支
持
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
を
機
に
、
政
友
会
内
部
に
お
い
て
原
敬
死
後
に
対
立
を
、
深
め
つ
つ

あ
っ
た
高
橋
是
清
l
横
田
千
之
助
系
と
床
次
竹
次
郎
系
が
分
裂
し
て
、
前
者
は
政
友
会
、
後
者
は
政
友
本
党
と
な
っ
た
。
政
友

会
兵
庫
県
支
部
は
多
少
も
め
た
も
の
の
結
局
大
多
数
は
政
友
木
党
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
政
友
会
支
部
を
解
散
し
て
、
ニ
月
政

友
本
党
支
部
合
発
足
さ
せ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
議
窓
一
一
一
派
内
閣
を
構
成
す
る
憲
政
会
・
政
友
会
・
卒
新
倶
楽
部
の
共

通
課
題
で
あ
っ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
（
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
）
が
実
現
す
る
と
対
立
が
顕
在
化
し
、
大
正
十
一
一
一
年
四
月
間

中
義
一
が
政
友
会
総
裁
に
な
っ
た
頃
か
ら
政
界
再
編
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
大
正
十
四
年
五
月
に
は
革
新
倶
楽
部
は
政
友
会
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と
合
同
し
た
。
他
方
、
政
友
本
党
は
間
年
夏
か
ら
政
友
会
と
合
間
し
よ
う
と
す
る
動
き
な
示
し
た
が
な
ら
ず
、
年
末
に
床
次
政

友
本
党
総
裁
は
政
友
会
と
合
同
せ
ず
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
中
橋
徳
五
郎
を
中
心
と
す
る
合
同
派
は
脱
党
し
て
翌
年
政
友

友
本
党
は
政
友
会
合
同
組
に
加
担
し
た
。

会
に
入
っ
た
。
こ
の
間
、
政
友
本
党
、
が
憲
政
会
と
提
携
す
る
な
ら
民
友
会
は
分
裂
が
必
然
と
｛
一
一
一
同
わ
れ
て
い
た
が
、
兵
庫
県
の
政

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、

か
く
し
て
政
友
会
は
県
会
で
絶
対
多
数
を
維
持
し
た
が
、

岡
・
村
間
関
部
道
の
県
道
編
入
と
改
修
工
事
や
但
馬
の
漁
港
設
践
を
め
ぐ
る
収
賄
事
件
で
民
友
会
の
首
領
で
あ
っ
た
千
葉
宮
次

郎
前
県
会
議
長
ら
が
収
取
さ
れ
る
大
疑
獄
事
件
が
起
き
、
こ
の
つ
民
友
会
積
年
の
ボ
ロ
」
を
め
ぐ
っ
て
山
脇
延
古
を
中
心
と
す

言者党派の動向と各級選挙第六節

る
民
友
会
改
造
論
が
台
頭
し
て
民
友
会
は
分
裂
し
た
。
他
方
、
憲
政
会
は

最初の普通選挙によるj照会議員選挙投主主
所（「又新Ai昭和2年雪月26日）

政
友
本
党
を
取
り
込
ん
で
昭
和
二
年
立
怒
民
政
党
と
な
り
、

八
月
に
は
民

政
党
兵
隊
保
安
部
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
の
普
選
に
よ
る
初
の

県
議
選
で
は
政
友
会
は
郡
部
を
中
心
に
一
一
三
人
を
獲
得
し
、
絶
対
多
数
の

第
一
党
を
維
持
し
た
が
、
民
政
党
も
市
部
を
中
心
に
一
七
人
を
獲
得
し
て

前
進
し
た
。
前
回
の
県
議
選
で
神
戸
市
か
ら
一
一
一
人
を
当
選
さ
せ
た
実
業
向

志
会
は
今
回
は
一
人
の
当
選
者
も
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
政
友
会
に
吸
収
さ

れ
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
政
・
氏
二
大
政
党
に
既
成
勢
力
は
系
列
化
し
て

ゆ
き
、
県
政
も
二
大
政
党
対
立
の
中
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

写真 46

」
の
よ
う
に
、
県
下
全
体
で
は
政
友
会
が
優
勢
で
あ
っ
た

非
政
友
各

派
の
地
盤

が
、
神
戸
市
で
は
表
川
・
付
表
5
の
よ
う
に
政
友
会
・
革
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新
倶
楽
部
合
間
以
前
は
、

国
民
党
（
革
新
倶
楽
部
）
が
優
勢
で
あ
り
、
窓
政
会
等
も
あ
わ
ぜ
た
非
政
友
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
と

は
い
っ
て
も
、
普
選
以
前
の
夜
接
国
税
納
入
が
有
権
者
資
格
と
な
っ
て
い
た
頃
に
は
、
必
ず
し
も
党
派
に
よ
っ
て
階
級
的
・
階

間
的
基
盤
が
決
定
的
に
町
内
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
大
正
八
年
の
野
添
宗
一
一
…
（
思
決
党
）
死
去
に
伴
う
衆
議
能
議
員

補
選
を
み
る
と
部
民
党
の
砂
間
前
一
政
候
嬬
に
は
地
域
団
体
の
ほ
か
に
理
授
業
組
合
が
支
援
し
、

政
会
）
候
補
に
は
一
一
一
常
町
商
工
会
、

対
立
候
補
の
野
田
文
一
郎
（
慾

花
濯
業
組
合
、
捺
染
業
組
合
な
ど
が
応
援
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
政
友
会
の
そ
れ
と
さ

で
あ
っ
て
、
由
民
党
系
で
は
、
大
本
藤
市
に
は
神
一
円
安
間
半
計
一
（
間
同
組
合
、

ほ
ど
大
き
な
支
持
基
盤
上
の
相
述
、
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
何
年
の
県
議
選
候
捕
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と

田
宮
卯
一
に
は
輸
入
米
穀
・
砂
糖
肉
、
旧
作
上
弥
作
に
は

米
殻
市
場
、
津
田
太
郎
に
は
医
師
会
が
、
密
政
会
系
の
上
山
林
吉
に
は
一
一
一
宮
市
附

海
員
協
会
・
船
主
何
回
会
が
、
中
立
の
竹
潟
悠
一
一
一
郎
に
は
呉
瓶
商
組
合
、

守
屋
九
郎
八
に
は
米
穀
開
業
組
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
応
援
し
て
い
た
。
こ
の

r!J 

』土
大
正

の
県
議
選
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
本

新
倶
楽
部
の
新
人
候
補
中
井
一
夫
に
は
木
炭
・
材
木
・
古
物
商
の
紛
合
や

県
授
業
者
、
が
、
憲
政
会
の
上
山
林
古
に
は
呉
服
商
・
酒
商
・
売
薬
商
・
線

賀
商
が
応
控
し
て
い
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
支
持
基
燥
の
類
似
性
が
、
同
派

議
や
代
議
士
が
あ
る
既
成
党
派
を
離
れ
て
他
の
既
成
党
派
に
移
る
こ
と

（
付
表
5
参
照
）
を
可
能
に
し
た
条
件
で
も
あ
っ
た
。

要
す
る
に
地
域
や
業

績
の
利
害
の
離
合
集
散
が
党
派
の
隊
合
集
散
な
規
定
し
、
党
派
の
利
害
の

3 

4 

神
戸
菜
穂
業
組
合
、
斎
藤
千
次
郎
に
は

（単位．人）

）

）
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離
人
句
集
散
が
逆
規
定
な
す
る
と
い
っ
た
相
互
規
定
関
係
、
も
た
れ
合
い
の

関
係
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
当

時
の
政
界
の
一
つ
の
側
閉
で
あ
っ
た
。
米
騒
動
前
後
か
ら
、
神
戸
市
を
含

む
大
都
市
で
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
ち
が
っ
た
事
態
が
展
開
し
始
め
て
も

い
た
。
こ
の
新
し
い
局
面
は
、
第
一
次
大
晩
中
か
ら
興
隆
し
米
騒
動
以
後

本
格
化
す
る
労
働
運
動
等
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

た
社
会
問
題
と
、
そ

れ
を
背
景
に

表
開
化
す
る
叫
品
目
、
選
問
題
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

2 

普
通
選
挙
運
動
の
展
開

諸党派の動向と各級選挙

普
通
選
挙
を
要
求
す
る
運
動
は
、
大
正
八
年
以
前

大
正
八
、
九
年
の

替
選
選
動
の
荷
揚

に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
八
年
以

降
と
く
に
九
年
以
降
、
労
働
団
体
な
ど
を
中
心
に
大
き
く
展
開
さ
れ
た
。

大
正
八
年
二
月
十
六
日
、
神
戸
市
で
は
ニ
つ
の
普
選
演
説
会
が
開
か
れ

た。

一
つ
は
普
選
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
尾
崎
行
雄
を
招
い
て
、
神
戸
普
選

第六節

期
成
同
盟
会
が
下
山
手
六
丁
目
の
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
舘
で
開
い
た
大
演

説
会
で
あ
る
。
こ
の
演
説
会
は
、
単
な
る
名
士
の
演
説
会
で
は
な
く
、
主

兵Jlffj尽会の政党別議員数
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( 3) 6 
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工
が
立
ち
、
我
々
の
間
か
ら
労
働
大
臣
を
出
せ
と
絶
叫
す
る
。

尾崎行雄を招いた神戸普選期成向盟会主

催の演説会 c•叉新a 大IES 年 2 月 17 日〉

保
団
体
に
友
愛
会
神
戸
支
部
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
労
働
者
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
賀
川
豊
彦
が
登
壇
し
っ
工
場
民
主
々
義
と
普
通
選

挙
L

と
題
し
て
開
会
の
辞
を
の
ベ
、
次
い
で
つ
普
通
選

挙
の
実
行
を
期
す
L

と
の
決
議
文
が
朗
読
さ
れ
た
。
続

い
て
葺
合
の
豆
腐
商
組
由
与
一
一
一
志
郎
が

J
Z
腐
屋
は
し

て
ゐ
る
が
、
普
通
選
挙
を
期
す
る
心
は
骸
骨
に
な
っ
て

も
溶
け
ぬ
」
と
熱
声
を
ふ
る
い
、

電
気
工
田
辺
一
が

っ
労
働
者
木
位
し
の
演
説
を
す
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と

写主主 47

会
場
に
入
り
切
れ
な
い
者
、
が
三
百
名
に
も
な
っ
た
。
京

都
か
ら
応
援
に
来
た
織
物
工
の
演
説
が
終
る
と
ブ
ラ
シ

い
よ
い
よ
博
蛍
尾
崎
行
維
が
「
労
働
党
総
理
グ
」
の
戸
援
を
受

け
て
設
問
し
、
治
安
警
察
法
の
撤
廃
・
新
聞
紙
法
の
改
正
・
普
通
選
挙
の
実
現
を
語
る
頃
に
は
会
場
は
最
高
頂
に
達
し
た
。
こ

「
天
皇
陛

の
あ
と
印
刷
工
・
電
気
工
・
洋
服
職
人
や
友
愛
会
支
部
の
久
留
弘
一
一
一
が
こ
も
ご
も
立
っ
て
労
働
者
の
叫
び
な
あ
げ
、

下
万
歳
・
労
働
者
万
歳
」
の
川
町
び
の
中
、
演
説
会
は
終
了
し
た
。
他
方
、
湊
川
公
闘
で
は
関
阪
の
大
学
生
有
志
に
よ
る
自
動
車

演
説
会
が
行
わ
れ
、
司
会
者
は
三
千
人
と
も
見
ら
れ
た
聴
衆
を
前
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
枇
界
の
大
勢
で
あ
る
。
民
本
主
義
は

時
代
の
思
潮
で
あ
る
。
そ
し
て
此
吐
界
的
思
潮
に
順
応
せ
ん
と
し
て
普
通
選
挙
制
度
要
求
の
声
が
挙
っ
た
L

（
『
又
新
』
大
正
八
年
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二
月
十
七
日
）
と
演
説
し
た
。

第
四
二
議
会
を
前
に
し
た
向
年
十

月
二
十
三
日
に
は
楠
公
前
の
日
本
麟
場
で
、
神
戸
新
聞
雑
誌
協
会
の
発
会
式
を
兼
ね
た

神
戸
地
日
選
期
成
同
盟
会
演
説
会
が
開
か
れ
、
酒
井
粂
太
郎
（
治
洋
）
な
座
長
と
し
、

五
百
人
の
聴
衆
を
前
に
酒
井
浩
洋
・
賀
川
豊

彦
ら
が
演
説
を
し
た
の
ち
、

「
時
代
の
要
求
は
最
早
普
通
選
挙
実
施
の
遵
延
な
許
さ
ず
」
と
の
宣
言
需
を
採
択
し
た
。

翌
九
年
に
入
る
と
連
動
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
ニ
月
一
日
に
は
社
会
改
造
・
政
界
本
新
を
う
た
う
暁
明
会
が
「
普
通
選
挙
詩

願
演
説
会
」
を
開
き
、
市
内
の
酒
井
浩
洋
・
西
見
芳
宏
や
、
清
瀬
一
郎
や
東
京
大
学
の
末
広
厳
太
郎
ら
の
演
説
が
あ
り
、
開
会

は
十
八
日
各
党
に
替
選
要
求
の
電
報
を
送
り
つ
け
た
。

四
日
に
は
友
愛
会
神
戸
支
部
の
普
選
要
求
雨
傘
行
列
が
、

八
日
に
は
関

商
労
働
連
盟
の
普
選
要
求
大
示
威
行
進
入

O
O人
が
賀
川
捜
彦
の
指
揮
の
も
と
湊
川
公
闘
を
出
発
し
て
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
舘

に
入
り
、
演
説
会
と
な
り
、
友
愛
会
神
戸
支
部
員
が
っ
金
銭
に
よ
ら
ず
、
悶
襲
に
よ
ら
ず
、
自
由
に
自
主
に
自
醒
め
た
る
労
働

者
は
選
挙
権
を
要
求
す
。
我
山
川
寸
は
人
格
者
で
あ
る
。
人
絡
者
た
る
我
杭
一
す
が
選
挙
権
を
要
求
す
る
は
当
然
で
あ
る
。
我
等
は
生
産

諸党派の1fr1Jr句と各級選挙

者
で
は
な
い
か
。
人
類
の

は
我
山
マ
に
よ
っ
て
で
は
な
い
か
？
も
し
宮
が
唯
一
の
政
治
の
標
準
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
我

等
は
政
治
に
参
加
す
べ
き
第
一
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
『
又
新
』
大
正
九
年
二
月
九
日
）
と
高
ら
か
に

し
た
。

十
七
日
に
は
神
戸
新
開
雑
誌
協
会
と
神
戸
普
選
期
成
問
盟
会
は
連
合
大
会
を
開
き
、
決
議
文
を
上
京
委
員
に
送
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
高
ま
っ
た
普
選
要
求
運
動
に
対
し
て
原
敬
政
友
会
内
閣
は
議
会
友
解
散
し
、
小
選
挙
区

神
戸
普
選
選

盤
の
活
動

制
の
下
で
大
勝
を
得
た
。
こ
の
結
果
、
普
選
法
の
実
現
は
遠
の
き
、
運
動
は
一
時
下
火
と
な
っ
た
が
、
翌
年

第六節

十
一
月
原
敬
が
刺
殺
さ
れ
て
高
橋
是
清
が
内
閣
を
引
継
い
で
開
か
れ
た
第
間
五
議
会
に
対
し
て
再
び
運
動
が
感
り
上
が
っ
て
き

た
。
大
正
十
一
年
一
月
二
十
九
日
、
大
阪
朝
日
、
大
阪
毎
日
、
大
阪
時
事
、
神
戸
、
神
戸
叉
新
の
各
新
聞
記
者
と
日
本
海
員
総

近代・現代歴史綴N649 
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ム
問
、
商
船
悶
忠
会
、
海
友
会
、
関
西
燐
寸
労
働
組
合
、
正
進
会
、

ッ
ク
救
済
会
、
神
戸
印
刷
工
組
合
、
電
気
機
械
工
組
合
の
代
表
者
が

集
ま
り
、
神
戸
普
選
連
盟
を
結
成
し
た
。
印
刷
工
組
合
の
久
留
弘

座
長
は
、
議
回
選
博
士
と
い
わ
れ
た
今
井
嘉
幸
や
賀
川
控
一
彦
も
そ
の
一

員
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
一
一
月
五
日
の
全
一
割
普
選
デ
ー
に
は
市
内

カ
所
で
神
戸
普
選
大
会
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
普
選
同
志
会

（
酒
井
治
洋
）
、
立
憲
輿
民
会
、
主
ム
口
新
正
会
、
暁
明
会
（
藤
原
米
造
）
等

の
ほ
か
に
砂
悶
章
一
政
（
国
民
党
）
、

野
田
文
一
郎
（
滋
政
会
）
の
代
議
士

も
加
わ
っ
た
。
同
日
に
は
仏
教
連
合
会
兵
庫
県
支
部
主
催
の
演
説
会

が
閃
か
れ
、
僧
侶
の
参
政
権
停
止
撤
廃
要
求
も
出
さ
れ
た
。
地
回
選
述

っ
弛
即
日
選
マ
ッ
チ
し
を
売
り
出
し
た
。
十
一
日
の
第
二
回
普
選
デ
ー
に
は
連
盟
主
催
の
も
と
「
普
選
要
求
神
戸
市
民
大
会
L

が
橋

盟
は
さ
ら
に
八
日
に
は
第
二
回
演
説
会
を
行
う
と
同
時
に
成
側
の

公
前
八
千
代
院
で
開
か
れ
た
。
こ
の
時
は
県
内
各
地
の
間
体
（
例
え
ば
加
磁
郡
理
髪
紹
ム
口
）
だ
け
で
な
く
、
岡
山
地
日
選
同
盟
会
な
ど

（会）

間
以
外
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
酒
井
治
洋
は
「
最
近
の
社
界
的
潮
流
に
は
、
労
働
運
動
と
者
選
要
求
の

一
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

而
も
共
に
自
由
と
平
等
と
を
要
求
す
る
運
動
で
あ
る
が
、
先
づ
普
選
を
断
行
し
て
天
下
の
民
心
を
新
に
し
な
け
れ
ば
日
本
は
危

険
に
頗
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
L

と
述
べ
、
続
け
て
「
神
戸
市
会
の
醜
状
な
攻
撃
、

一
人
の
市
民
は
全
体
の
市
民
の
利
益
の
為

め
に
犠
牲
と
な
っ
て
運
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
し
を
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
会
で
は
酒
井
、
久
留
ら
一

人
を
上
京 τョ
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委
員
に
指
名
し
、
二

日
に
予
定
さ
れ
た
普
選
法
案
の
議
会
上
程
当
日
、
決
議
文
を
各
党
本
部
と
貴
衆
両
院
議
長
に
突
き
付

け
る
こ
と
に
決
し
た
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
十
二
日
）
。
上
京
し
た
委
員
は
全
国
の
同
志
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
、
神
戸
普

選
代
表
の
赤
棒
隊
と
し
て
名
を
は
せ
た
が
、
そ
の
内
の
一
人
商
船
同
志
会
の
栗
田
喜
一
が
警
察
に
捕
ま
っ
た
り
、
酒
井
浩
洋
が

「
日
露
戦
後
に
お
け
る
（
日
比
谷
）
焼
打
事
件
や
シ
i
メ
ン
ス
事
件
前
後
群
衆
運
動
を
目
撃
し
た
小
生
に
も
恐
ら
く
今
次
の
如
き

警
戒
掠
り
な
見
た
こ
と
は
な
い
し
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
二
十
七
日
）
と
ぎ
っ
た
ほ
ど
の
厳
し
い
監
視
と
対
峠
し
て
激
し
い
運

動
を
展
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
も
、
憲
政
会
・
国
民
党
な
ど
の
提
出
し
た
池
田
選
法
案
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

諸党派の動向と各級選挙第六節

神
戸
地
自
選
連
盟
は
、
さ
ら
に
加
藤
友
三
郎
内
閣
成
立
の
情
勢
を
み

倒I基］謎怒大会er叉新」大1£13年2月12臼〉

て
六
月
十
日
に
は
中
間
内
閣
反
対
決
議
を
打
電
し
、
翌
年
二
月
十

八
日
に
も
雄
日
選
即
行
民
衆
大
会
を
閉
山
惜
し
、
開
会
中
の
議
会
に
向

け
て
運
動
を
続
け
、

八
月
の
加
藤
内
閣
総
砕
職
の
直
後
に
は
山
本

内
閣
成
立
の
情
勢
に
対
し
て
、
傘
下
一
人
間
体
と
兵
庫
県
青
年
党
、

菩
ム
ロ
新
正
会
、
兵
庫
交
友
会
、
輿
民
会
仙
寺
の
代
表
と
と
も
に
「
変

態
内
閣
反
対
市
民
大
会
」
を
開
い
た
。

さ
ら
に
翌
十
三
年
二
月
十

一
日
に
は
革
新
倶
楽
部
、
憲
政
会
系
人
士
と
と
も
に
清
浦
内
閣
に

対
し
倒
開
設
窓
大
会
を
開
き
、
第
二
次
護
憲
運
動
に
参
加
し
て
い

写真 49

っ
た
。
向
年
二
月
に
行
わ
れ
た
第
二
本
田
総
選
挙
で
は
憲
政
会
、

分
裂
し
た
政
友
会
、
本
新
倶
楽
部
の
護
憲
一
一
一
派
が
勝
利
し
、
そ
の
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内
閣
の
下
で
翌
十
四
年
一
一
一
月
勢
選
法
が
つ
い
に
成
立
し
た
。

五
月
十
日
神
戸
替
選
連
盟
は
懇
談
会
を
聞
い
た
。
集
ま
っ
た
者
は
、

神
戸
替
選
同
志
会
、
暁
明
会
、
西
神
戸
普
選
問
盟
会
、
菩
合
新
声
会
、
神
戸
立
憲
青
年
会
、
立
憲
輿
民
会
の
代
表
と
電
機
工
組

合
、
印
腿
工
組
合
、
燐
寸
工
組
合
、
海
員
組
合
、
商
船
同
志
会
な
ど
労
働
組
合
の
代
表
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
普
選
成
立
を
祝
賀

す
る
と
同
時
に
連
盟
は
解
散
を
つ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
戸
市
に
お
い
て
普
選
法
が
成
立
す
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
州
折
は
あ

っ
た
が
労
働
組
合
が
他
の
政
界
革
新
団
体
と
と
も
に
替
選
実
現
の
た
め
の
共
同
組
織
に
よ
る
運
動
を
続
け
た
こ
と
は
注
目
し
て

よ
い
。

し
か
し
、
普
選
実
現
と
神
戸
普
選
連
盟
の
解
散
は
そ
の
共
通
関
標
と
共
同
組
織
の
喪
失
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
普
選
法

を
成
立
さ
せ
た
議
会
は
、
問
時
に
左
翼
無
産
運
動
を
取
締
る
治
安
維
持
法
も
成
立
さ
せ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
労
働
組
合
や
労
働
者

の
政
治
運
動
は
、
階
級
的
政
治
運
動
と
し
て
純
化
す
る
傾
向
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

海
員
刷
新
会
、
労
働
文
化
協
会
（
久
磁

弘一一一ら）、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
、

神
戸
思
想
研
究
会
な
ど
の
代
表
は
、

六
月
二
十
八
日
に
政
治
研
究
会
神
戸
支
部
を
発

足
さ
せ
た
。
無
産
政
一
党
の
結
成
は
間
近
に
迫
っ
て
い
た
。

3 

政
界
革
新
勢
力
の
台
頭
と
無
産
政
党
の
成
立

既
成
政
党
批
判

勢
力
の
台
頭

青
年
政
治
組
織
な
ど
政
界
革
新
を
目
指
す
政
社
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
品
川
田
選
運
動
の
高
ま
り
と

米
騒
動
以
後
よ
り
顕
在
化
す
る
社
会
問
題
を
背
景
に
政
界
革
新
運
動
も
新
し
い
様
相
を
幣
び
て
き
た
。

野
添
宗
三
死
去
に
と
も
な
う
大
正
八
年
の
衆
議
院
議
員
捕
選
に
際
し
て
は
、

「
選
挙
界
廓
新
団
L

な
る
も
の
を
組
織
し
よ
う

と
唱
え
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
彼
ら
は
今
井
嘉
幸
ら
の
後
援
を
得
て
酒
井
治
洋
を
推
薦
し
た
。
酒
井
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
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言者党派の動向と各級選挙第六節

に
放
間
選
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
立
候
補
の

で
も
ま
ず
民
本
主
義
と
普
通
選
挙
を
か
か
げ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
に
加
え
て
彼
の
政
策
を
特
色
づ
け
た
も
の
は
労
働
者
擁
護
と

酒井浩洋宣言争議（＇叉新 A大正8年9月27釘〕

労
働
組
合
公
認
論
そ
し
て
婦
人
の
地
伎
の
向
上
日
男
女
平
等
論
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
主
義
に
も
と
さ
つ
い
て
華
族
蕗
止
を
も
主
張

し
た
。
こ
う
し
た
酒
井
に
対
し
て
は
女
性
活
動
家
や
川
崎
造
船
所

の
労
働
者
も
芯
援
し
た
。

ま
た
青
年
間
志
会
な
る
組
織
も
酒
井
を

応
援
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
青
年
を
中
心
と
し
、
既
成
政
党
と
一
線
を
闘
し
た
政

界
革
新
組
織
と
し
て
住
関
さ
れ
る
の
は
暁
明
会
、
神
戸
愛
筒
青
年

党
で
あ
っ
た
。

暁
明
会
は
、
大
正
八
年
、

「
真
正
国
家
主
義
」
を
掲
げ
、
普
、
選
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実
行
な
ど
の
政
治
革
新
を
目
指
し
て
川
瀬
正
継
ら
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
。
問
会
は
八
年
末
に
は
数
百
の
会
員
を
有
し
た
と
い
わ
れ
、

翌
年
か
ら
普
選
と
社
会
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
演
説
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。
大
正
十
年
に
入
る
と
こ
月
、
軍
備
制
限

を
主
張
し
て
い
た
尾
崎
行
維
を
招
い
て
講
演
会
を
開
き
、

「
軍
備

近代・ :iJl{¥'.;i百E史編N653 



しにも留 を立，が患ざ因の致悶

年有志設等青 之各年政党樹立背 せ し る 循定論 老人政党
天を な、あるにと

j下の ヨミ地年手f け 老人 る。 みの てしあで繁栄

運機 張すの れはに援な弊言るの不伝

年政党樹背
る間 な代にら 。為

には年有害市各省にのらり於ず 然め認
参繭 協河 側熟 機逝 ぬ。 米て 我等年て背 人老 し にる に庶政革己史 時勢
せし し る 、共任

立促進宣なて て今 ベ の到時勢 のく先 ｝設や ！日 に

てつ る語党語 店は量 当を童は＇ lfB 。 El るに さ5司き

な庫背z兵に音兵 のちはの可要す伴

ら 充 大任理怒が］主主要求裁在きるひぬち ,,, Z打

て＇の を 闘に は家遠国永
党ゐ 機運 お政党 を到の既
をるに ふ 喜男ふ に
懸組織 。於は 準的樹をる能政党識潟
放て全 のははの

制
限
促
進
会
」
結
成
計
闘
を
立
て
、
本
部
を
大
抜
朝
日
新
聞

青年政党樹立促進笈言 c•又新， ；九・正10年8月23日）

社
に
、
神
戸
支
部
を
暁
明
会
に
設
け
よ
う
と
し
、
一
一
…
月
半
ば

ま
で
に
は
暁
明
会
を
中
心
に
兵
庫
県
軍
縮
制
限
促
進
会
が
結

成
さ
れ
た
。
大
正
十
年
九
月
尾
崎
行
維
、
吉
野
作
造
、
島
出

三
郎
ら
は
軍
備
縮
小
同
士
山
会
を
結
成
し
た
が
、
や
が
て
そ
の

神
戸
支
部
が
つ
く
ら
れ
、
翌
年
三
月
に
は
尾
崎
ら
を
招
い
た
。

こ
の
方
〈
部
に
は
暁
明
会
も
中
心
的
団
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
八
月
、
同
会
は
青
年
政
党
樹
立
の
必
要
な
提
唱

し
、
上
（
図
幻
）
の
よ
う
な
原
案
を
発
表
し
た
。
こ
こ
に
は
、

青
年
を
中
心
と
す
る
政
界
革
新
勢
力
の
主
張
の
最
大
公
約
数

が
一
爪
さ
れ
て
い
た
。

関 27

焼
閉
会
の

活
動

暁
閉
会
の
、
大
正
十
一
年
八
月
に
改
正
さ
れ

た
「
綱
領
L

は
、
普
選
の
断
行
、
軍
備
の
縮

小
、
政
界
の
根
本
的
革
新
、

経
済
組
織
の
改
良
発
達
（
生
漆

大
正
十

年
八
月
二
十
七
日
）
。

の
奨
励
、
浪
費
の
制
裁
、
所
得
の
調
節
、
分
況
の
匡
正
、
共
存
精
神
の
紋
吹
）
、
税
制
の
改
革
、
人
種
の
平
等
な
う
た
っ
て
い
た
（
町
又
新
』

大
正
十
一
年
六
月
に
高
橋
是
清
政
友
会
内
閣
が
総
静
職
し
、

か
わ
っ
て
海
箪
大
院
で
あ
っ
た
海
軍
大
将
加
藤
友
三
郎
が
組
閣

654 第三章第一次大戦後の神戸



し
た
。
暁
明
会
は
非
政
党
内
閣
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
か
ら
、
こ
の
組
閣
直
後
宣
言
を
草
し
て
、
と
く
に
第
二
党
で
あ
る

憲
政
会
が
政
権
獲
得
に
不
熱
心
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
「
政
党
内
閣
擁
護
の
条
件
と
し
て
政
党
の
改
造
断
行
を
要
求
」

（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
六
月
十
日
）
し
た
。
こ
の
政
党
改
造
論
と
普
選
要
求
と
は
連
動
関
係
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
普
選
出
火
施
に
よ

る
政
党
と
議
会
の
改
造
、
そ
し
て
改
造
さ
れ
た
政
党
に
よ
る
政
党
内
閣
、
こ
れ
が
暁
開
閉
会
の
紋
略
目
深
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ

て
普
選
要
求
も
、
国
民
の
政
治
的
権
利
の
拡
大
そ
れ
P

れ
休
が
最
終
日
標
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
閏
民
の
団
結
を
強
め

間
家
を
盤
盛
に
導
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
暁
間
閉
会
規
約
に
「
会
員
は
正
義
に
従
ひ
、
国
家
の

発
展
を
計
り
、
民
族
の
共
栄
に
努
力
す
一
と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
第
間
五
議
会
の
衆
議
誌
で
放
回
選
法
案
が

一
合
決
さ
れ
た
（
大
正
十

年
二
月
二
十
七
日
）
筏
後
に
暁
明
会
が
起
草
し
た
っ
闘
務
大
民
放
に
議
院
に
対
す
る
請
願
」
で
、
放
回
選
要

求
理
市
川
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
の
も
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
よ
う
。

今
や
内
外
の
時
局
重
大
に
し
て
国
民
の
和
茨
協
同

開
切
な
る
は
一
一
一
一
悶
な
侠
た
ず
。
然
る
に
普
通
選
挙
の
問
題
に
関
し
、
制
初

諸党派の動向と各級選挙

野
議
を
異
に
す
る
こ
と
弦
に
諜
年
、
国
民
と
立
法
府
と
其
意
思
の
液
隔
日
に
増
し
、
田
氏
其
の
帰
趨
に
迷
ふ
。
憲
政
の
援
〈

果
何
れ
の
日
に
か
之
を
期
せ
ん
。
我
等
不
敏
と
臨
も
、

の
陵
高
を
希
ひ
国
民
の
団
結
を
念
ふ
も
の
、
今
や
黙
し
て
座

視
す
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
。
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
一
一
一
月
一
日
）

し
か
し
、
国
家
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
普
選
を
位
寵
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
暁
明
会
は
、
平
く
も
大

正
十
年
末
の
段
階
で
、
婦
人
参
政
権
問
題
の
検
討
を
し
よ
う
と
し
、
婦
人
の
意
見
も
開
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と

第六節

は
注
目
に
憶
す
る
。
す
な
わ
ち
十
二
月
四
日
に
予
定
さ
れ
た
第
二
回
暁
明
会
意
見
交
換
会
に
は
「
婦
人
に
限
り
一
般
の
来
会
を

歓
迎
す
る
L

こ
と
に
し
、

「
普
通
選
挙
（
婦
人
参
政
権
獲
得
方
法
を
含
む
）
に
対
す
る
婦
人
の
意
見
如
何
」
「
夫
妻
防
相
互
に
趣
味
教

:ili{¥;;. ~晃代E主史総N6ララ



養
上
の
欠
簡
を
発
見
し
た
る
時
は
離
婚
す
べ
き
や
。

政
党
結
社
の

叉
他
に
相
当
の
友
な
択
ぶ
可
き
や
L

「
婦
人
政
談
の
自
由
、

自
由
獲
得
に
関
す
る
方
法
手
段
」
一
i

婦
人
外
出
を
簡
便
に
す
る
方
法
如
何
L

な
ど
を
議
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
『
又
新
』
大
正

十
年
十
二
月
一
日
）
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
暁
明
会
の
主
要
メ
ン
バ

i
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
聞
に
よ
り
推
測
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
で

永
山
～
ヲ
心
。

川
瀬
正
継
、
西
見
芳
宏
、
酒
井
浩
洋
、
高
原
操
、
金
子
伴
次
郎
、
藤
原
米
造
、
一
一
一
輪
強
、
熊
谷
康
次
郎
、
森
本
清
、
宮
川

節
郎
、
古
橋
嘉

こ
の
う
ち
森
本
清
は
市
会
部
議
長
と
し
て
市
会
改
革
を
唱
え
た
人
物
で
あ
り
、
市
川
見
も
市
政
革
新
を
唱
え
つ
つ
あ
っ
た
。
藤
原

米
造
は
熊
谷
康
次
郎
ら
と
と
も
に
や
が
て
神
戸
愛
国
青
年
党
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
酒
井
浩
洋
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
普

選
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
久
留
弘
一
一
一
や
松
任
克
己
な
ど
労
働
団
体
代
表
者
も
加
入
し
て
い
た
可
能
性
が

向
し、こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
焼
明
会
は
、
放
日
選
を
最
大
の
共
通
日
擦
と
し
て
政
治
不
一
新
な
附
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
結
合

体
、
す
な
わ
ち
や
が
て
分
化
し
、

自
由
主
義
運
動
等
が
自
立
化
す
る
以
前
の
い
わ
ば
未
分
化
時
代
（
社
会
諸

無
産
政
党
運
動
、

運
動
の
青
春
時
代
）
の
改
造
団
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
暁
明
会
が
い
つ
解
散
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

や
が
て
、
と
く
に
品
川
町
選
実
現
を
契
機
と
し
て
分
解
し
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

神
一
戸
愛
国
膏

年
党
の
活
動

暁
明
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の

人
で
も
あ
っ
た
藤
原
米
造
（
第
五
節
3
参
照
）
は
、
大
正
十

の
第
一
五
回

総
選
挙
に
中
立
で
立
候
補
し
た
。
結
果
は
落
選
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
既
成
政
党
に
不
満
を
も
っ
若
い
サ
ラ
リ
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ー
マ
ン
や
労
働
問
体
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
。
藤
原
は
翌
年
、

フ
身
を
立
て
よ
、
国
を
愛
せ
よ
、
五
に
助
け
よ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
、
代
議
政
治
と
地
方
自
治
政
治
の
完
成
を
同
指
す
神
戸
愛
関
青
年
党
を
計
画
し
、
大
正
十
五
年
二
月
十
一
日
結
党

そ
し
て
、
菩
合
区
、
湊
東
匹
、
湊
商
区
、
林
田
須

大
会
を
催
し
た
。
げ
て
の
大
会
決
議
は
在
（
関
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

諮党派の動向と各級選挙第六節

決

議

一
、
少
数
階
級
に
よ
り
独
占
せ
ら
る
L
政
治
上
経
済
上
の

特
権
を
排
撃
し
、
以
て
民
衆
の
利
滋
な
擁
護
す
る
政
策

の
実
行
を
期
す
。

一
、
追
随
因
循
の
外
交
を
排
酬
明
し
、
我
民
族
の
発
達
と
繁

栄
の
為
め
人
道
に
基
く
自
主
的
外
交
の
確
立
を
期
す
。

一
、
政
治
と
財
閥
の
述
鎖
を
切
断
し
、
以
て
民
衆
を
基
礎

と
す
る
政
党
の
建
設
を
期
す
。

一
、
滋
政
殺
良
の
運
用
に
は
、
大
政
党
の
対
立
に
あ
る
こ

と
を
一
一
戸
川
じ
、
前
市
恨
の
自
的
を
迷
成
せ
ん
が
為
め
に
同
志

団
体
と
提
携
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

一
、
米
る
べ
き
県
市
会
の
改
選
に
当
り
、
民
衆
に
立
仰
せ

る
候
補
者
を
擁
立
し
、
県
市
政
の
民
衆
的
改
本
を
実
現

せ
ん
こ
と
な
期
す
。

磨
区
、
郡
部
に
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
と
評
議
員
を
お
い
た
。

神戸愛国青年党結成大会決議 c•又新」大正15年 2 月 12 日〕

同
党
は
急
速
に
党
問
凡
な
拡
大
し
た
様
子
で
、

年
後
の
昭
和

月
に
は
党
員
五
七
一
一
一

O
人
と
い
わ
れ
、
川
崎
、
一
一
一
菱
河

造
船
所
に
も
支
部
が
結
成
さ
れ
た
a

ま
た
二
月
に
は
問
党
の
穣

西
区
で
の
別
働
隊
で
藤
原
米
造
の
選
挙
応
援
団
体
で
あ
る
神
戸

純
政
会
が
発
会
し
た
。
こ
の
会
は
会
員
が
二
千
人
に
達
し
た
と

さ
れ
、
第
一
切
親
青
年
会
や
明
正
青
年
会
な
ど
の
役
員
、
会
員

に
よ
っ
て
発
起
さ
れ
た
と
い
う
。
同
党
は
ご
月
、
党
名
を
愛
用
問

自
由
党
と
改
称
し
、
七
月
に
は
湊
東
支
部
を
発
足
さ
せ
た
。
愛

由
自
由
党
は
市
中
央
政
治
だ
け
で
な
く
地
域
政
治
に
も
意
を
用
い

た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
、
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
川

崎
造
船
所
の
小
口
債
権
者
や
従
業
員
へ
の
未
払
い
問
題
に
対
し
、

図 28

昭
和
二
年
八
月
長
知
事
に
申
し
入
れ
や
｝
し
た
り
し
た
。
ま
た
向

党
は
他
の
政
界
革
新
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
戦
線
を
結
成
し
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た
。
若
槻
飽
次
郎
憲
政
会
内
閣
の
も
と
で
、
大
正
十
五
年
、
憲
政
会
と
政
友
本
党
と
の
妥
協
が
不
成
立
に
終
り
、
反
対
に
政
友

会
と
政
友
本
党
が
、
天
皇
襲
撃
未
遂
事
件
で
あ
る
朴
烈
事
件
を
口
実
に
倒
閣
方
針
を
き
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
年
に

入
り

の
妥
協
に
よ
り
解
散
総
選
挙
が
見
送
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
た
初
の
普
通
選
挙
が
先
送
り
さ
れ
る
事
態

が
生
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
戸
愛
国
青
年
党
の
藤
原
米
造
、
国
民
倶
楽
部
の
井
口
良

、
説
日
選
準
備
会
の
島
問
閤
丸
、
兵

庫
県
青
年
党
の
宮
崎
勝
之
、
例
人
参
加
の
堤
良
切
ら
は
、
二
年
一
月
、
昭
和
護
憲
連
盟
を
結
成
し
、
既
成
政
党
の
馴
れ
合
い
政

治
を
批
判
し
た
。
こ
れ
に
は
無
産
政
党
で
あ
る
日
本
労
農
党
神
戸
支
部
の
久
留
弘
一
一
一
も
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
。
二

月
に
は
藤
原
米
造
は
、
政
治
革
新
の
た
め
の
新
政
治
組
織
と
し
て
兵
庫
県
民
衆
政
治
連
盟
を
結
成
し
た
。
ま
た
、
藤
原
は
ア
ジ

ア
主
義
者
に
よ
る
全
ア
ジ
ア
連
盟
に
も
参
加
し
て
い
た
。
愛
国
自
由
党
の
対
外
政
策
は
ア
ジ
ア
民
族
の
自
主
自
立
を
叫
び
、
人

権
一
平
等
を
要
求
し
て
移
民
問
題
の
解
決
を
な
し
、

っ
支
那
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
を
叩
き
つ
け
て
日
支
共
存
共
栄
の
大
道

を
進
も
う
と
一
広
ふ
政
策
」
（
『
又
新
』
昭
和
三
年
二
月
十
八
日
）
で
あ
っ
た
Q

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
組
織
活
動
は
、
多
分
に
近
々
予
想
さ
れ
た
第
一
聞
の
普
選
に
よ
る
総
選
挙
を
目
指
し
た
も
の
で
、
藤
原

白
身
「
既
成
政
党
と
無
産
政
党
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
、

既
成
政
党
の
進
歩
的
な
る
人
々
と
、
無
産
政
党
の
穏
和
な
る

人
々
を
も
含
ま
せ
た
有
力
な
る
第
三
党
L

（
同
）
を
目
指
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
政
界
革
新
団
体
は
、
前
述
し
た
兵
庫
県
青
年
党
を
は
じ
め
多
数
生
ま
れ
た
。
大
正
十
年
に
は
、
宮
尾
作
助
・
堤

良
明
・
西
見
芳
宏
ら
に
よ
り
神
戸
自
治
刷
新
会
が
結
成
さ
れ
た
。
十
ニ
年
に
は
堤
・
酒
井
治
洋
ら
に
よ
る
民
政
倶
楽
部
が
、
政

党
を
離
れ
て
時
事
問
題
を
研
究
し
公
論
を
喚
起
し
市
政
本
正
な
唱
え
て
発
足
し
た
。
期
以
年
に
は
市
民
の
福
祉
・
思
想
議
問
導
・
政

界
革
新
を
目
指
し
神
戸
本
正
会
が
、
十
五
年
に
は
神
港
立
憲
中
正
会
、
民
衆
政
治
研
究
会
が
、
昭
和
二
年
に
は
立
志
昭
和
会
が
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生
ま
れ
た
。
向
年
に
は
ま
た
政
友
会
に
あ
っ
て
政
友
会
改
革
を
唱
え
る
中
井
一
夫
県
議
が
、

か
つ
て
弁
護
士
と
し
て
川
崎
・
コ
一

菱
大
争
議
で
活
躍
し
た
時
以
来
の
造
船
所
労
働
者
ら
と
、
市
民
自
身
の
市
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
民
衆
協
会
を
結
成
し
た
。

政
治
田
体
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

月
に
は
立
憲
市
民
倶
楽
部
が
民
衆
政
治
の
徹
底
を
う
た
っ
て
登
場
し
た
。
こ
う
し
て
、
米
る
べ
き
普
選
に
む
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

昭
和
三
年
ニ
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
藤
原
は
神
戸
市
か
ら
出
馬
し
て
当
選
を
果
た
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
選
挙
で
は
、

与
党
政
友
会
は
一
二
七
議
席
、
野
党
民
政
党
は
一
一
二
ハ
議
席
で
、
わ
ず
か
一
議
席
の
差
し
か
な
く
、

し
か
も
政
友
会
は
過
半
数

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
小
政
党
や
中
立
の
議
員
の
獲
得
合
戦
が
激
烈
に
展
開
さ
れ
た
。
政
友
会
か
ら
誘
い
の

あ
っ
た
藤
原
は
ニ
月
二
十
七
日
、
資
本
専
制
政
治
の
政
友
会
内
閣
を
倒
し
て
も
資
本
専
制
政
治
の
民
政
党
内
閣
が
で
き
る
だ
け

で
は
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
微
妙
な
発
言
を
し
た
。
結
局
、
被
は
政
友
会
に
合
流
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

神
戸
市
民
は
そ
の
変
節
を
非
難
し
た
。
愛
国
自
由
党
淡
路
支
部
員
五

O
O人
は
藤
原
の
変
節
に
怒
り
、
翌
年
一
一
月
支
部
大
会
を

諸党派の動向と各級選挙第六節

最初の普選による衆

議院議員選挙

er叉新a昭和3年2月初日〉

写主主 51

聞
き
、

「
我
等
は
金
機
の
誘
惑
を
退
け
、
私
利
を

す
て
L
社
会
民
衆
党
に
入
り
盟
を
結
ぶ
。
我
等
は

凡
ゆ
る
鰻
難
を
覚
悟
し
つ
L

一
切
の
社
会
不
正
義

と
抗
争
す
ベ
く
、
社
会
民
衆
党
々
員
と
し
て
特
権

措
級
の
牙
城
に
迫
り
、
民
衆
政
治
の
実
現
を
期
し
、

昭
和
維
新
を
達
成
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
」

（『又

新
』
昭
和
四
年
二
月
十
五
日
）
と
の
声
明
書
を
発
し
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て
無
産
政
党
で
あ
る
社
会
民
衆
党
に
入
党
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
同
じ
無
産
政
党
で
あ
る
日
本
労
農
党
か
ら
県
議
選
に
立
候
補

し
て
神
戸
市
の
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
阪
本
勝
は
『
神
戸
叉
新
日
報
』
（
昭
和
三
年
十
一
月
十
七
日
）
に
つ
藤
原
米
造
氏
に
対
す

る
公
開
状
L

を
寄
せ
「
投
年
の
『
普
選
の
勇
士
b

と
や
ら
も
暮
夜
朱
門
を
叩
き
、
わ
が
民
衆
の
都
、
光
輝
あ
る
神
戸
の
歴
史
に

拭
ふ
べ
か
ら
ざ
る
汚
点
を
印
せ
ら
れ
る
に
奈
つ

と
批
判
し
た
。
結
局
、
結
果
的
に
み
て
藤
原
の
政
界
革
新
運
動
は
、
自
己

を
当
選
さ
せ
る
手
段
で
あ
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
全
閉
倒
的
に
み
て
も
、
こ
う
し
た
例
は
少
な
く
な

か
っ
た
。
期
待
さ
れ
た
第
一
回
の
普
選
で
こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
選
挙
・
政
党
・
議
会
に
対
す
る
困

民
や
神
戸
市
民
の
失
望
を
増
す
こ
と
に
連
ら
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

実
業
同
志
会

神
戸
支
部

北
日
選
運
動
や
労
働
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
運
動
が
感
ん
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
既
成
政
党
批
判
勢
力

が
台
頭
し
て
く
る
と
、
従
来
既
成
政
党
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
人
々
や
既
成
政
党
そ
の
も
の
の
中
に
も
、
変

動
す
る
信
勢
に
順
応
し
て
白
川
己
革
新
な
行
お
う
と
す
る
勢
力
が
台
頭
し
て
き
た
。

大
正
十
二
年
間
月
、
大
日
本
実
業
組
合
連
合
会
な
ど
に
結
集
し
て
営
業
税
撤
廃
運
動
な
ど
を
続
け
て
い
た
中
小
企
業
家
ら
は

会
長
で
鐘
紡
社
長
武
藤
山
治
を
中
心
に
新
し
い
自
由
主
義
を
唱
え
る
実
業
同
志
会
を
結
成
し
た
。
神
戸
で
は
七
月
十
七
日
、
商

業
会
議
所
の
λ

ン
パ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
森
田
金
放
を
支
部
長
と
し
て
神
戸
支
部
が
発
足
し
た
。
相
談
役
に
は
か
つ
て
実

業
界
代
表
を
唱
え
て
総
選
挙
に
出
馬
し
た
こ
と
も
あ
る
竹
馬
悠
一
一
一
郎
が
就
任
し
、
会
員
は
千
七
百
人
に
述
し
た
と
い
う
。

j¥ 

月

十
二
日
に
は
湊
…
弘
実
業
同
志
会
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
の
県
議
選
で
は
神
戸
市
か
ら
一
一
一
人
の
当
選
者
を
出
し
、
翌
年

の
総
選
挙
で
は
森
間
金
蔵
を
当
選
さ
せ
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
年
の
普
選
県
議
選
、
翌
年
の
普
選
総
選
挙
で
は
一
人
の
当
選
者

も
出
せ
ず
実
業
同
志
会
は
政
友
会
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
存
在
理
由
を
自
ら
失
っ
て
い
っ
た
。
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神
戸
立
態

青
年
会

既
成
政
党
系
の
団
体
に
自
を
転
じ
よ
う
。

結
成
さ
れ
た
神

国
民
党
（
後
の
革
新
倶
楽
部
）
系
で
は
、

大
正

一
戸
立
怠
青
年
会
が
あ
る
。
国
民
党
は
全
国
的
に
み
る
と
政

一
一
大
政
党
と
比
肩
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
神
戸
市
で
は
大
勢
力
で
あ
っ
た
か
ら
、
立
憲
脊
年
会
も
・
有
力
な
政
治
間
体
で
あ
り
、
大
正
九
年
の
総
選

挙
で
は
問
会
幹
事
の
砂
防
敬
一
政
を
国
民
党
か
ら
立
候
補
さ
せ
神
戸
市
部
で
ト
ッ
ヅ
当
選
さ
せ
て
い
た
。
開
会
は
悶
民
党
県
支
部

が
政
友
会
県
議
と
民
友
会
を
結
成
し
た
の
と
は
奥
り
、
よ
り
野
党
的
で
あ
り
、
大
正
九
年
七
月
の
幹
事
会
で
は
政
友
会
内
閣
部

劾
市
民
大
会
を
開
催
す
べ
く
怠
政
会
支
部
お
よ
び
憲
政
会
院
外
団
体
で
あ
る
立
諮
問
問
民
会
に
共
慨
を
申
し
入
れ
た
り
し
た
。
品
川
百

選
に
つ
い
て
も
問
様
で
神
戸
替
選
連
盟
に
は
立
憲
輿
民
会
と
と
も
に
加
わ
り
、
普
選
法
成
立
ま
で
連
盟
に
と
ど
ま
っ
て
活
動
し

た
の
で
あ
っ
た
。
立
憲
青
年
会
が
大
き
な
勢
力
で
あ
り
え
た
の
は
、

一
つ
に
は
地
域
に
街
着
し
て
市
政
や
税
金
問
題
に
奔
走
し

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
六
月
の
総
会
で
も
、
市
庶
民
鐙
衡
、
市
会
議
員
増
員
、
市
議
補
選
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
十
一

年
一
一
月
に
行
っ
た
市
民
大
会
で
は
、
市
電
第
一
一
一
期
線
（
須
謄
l
駒
ケ
林
間
）
の
民
営
反
対
（
第
一
節
3

・
4
参
照
）
を
決
議
し
た
り
し

諸党派の動向と各級選挙

た
（
な
お
市
会
で
の
動
向
は
後
述
）
。

立
諒
青
年
会
が
特
に
力
を
入
れ
た
の
は
営
業
税
課
税
問
題
で
あ
っ
た
。

十
一
年
二
月
に
は
営

業
税
金
廃
を
市
民
大
会
で
決
議
し
、
あ
わ
ぜ
て
市
の
増
税
計
酪
に
も
「
財
界
不
況
の
た
め
に
、
神
戸
市
の
納
税
義
務
者
中
約
三

割
は
満
足
に
市
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
に
在
る
。
然
る
に
此
際
、
市
が
更
に
増
税
を
な
さ
ん
と
す
る
は
時
宜
を

得
な
い
も
の
と
認
め
る
。
依
て
我
等
は
増
税
計
画
に
皮
対
し
、
進
で
市
当
局
、
を
し
て
放
漫
な
る
市
の
財
政
を
大
に
整
理
せ
し
め

ん
こ
と
を
期
す
る
」
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
十
三
日
）
と
反
対
し
た
。
当
時
、
営
業
税
廃
止
問
題
は
全
国
的
な
一
大
政
治
問
題

第六節

で
市
民
の
関
心
も
高
く
、
ま
た
そ
の
利
害
と
深
く
関
係
し
て
い
た
。
立
密
青
年
会
は
、
そ
の
全
蕗
運
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に

税
務
当
局
に
改
善
方
を
申
し
入
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
市
内
中
小
商
工
業
者
の
支
持
を
得
て
ひ
と
つ
の
有
力
な
政
治
勢

近代・2晃代歴史綴N66r 



カ
た
り
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
正
十
四
年
の
半
ば
、
中
央
に
お
け
る
革
新
倶
楽
部
（
国
民
党
の
後
身
）
と
政
友
会
の
合
同
問
題
が
起
こ
る
と
、
同

会
は
分
裂
の
危
機
に
陥
っ
た
。
六
月
一

日
、
幹
事
長
中
井
一
夫
を
鹿
長
に
常
任
幹
率
会
が
開
か
れ
た
。
同
会
幹
事
で
も
あ
っ
た

砂
問
重
政
が
政
友
会
入
り
を
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
会
員
の
意
見
は
一
ニ
つ
に
分
れ
、
砂
田
と
共
に
政
友
会
入
り
す
る
か
、

砂
自
の
政
友
会
入
り
は
認
め
る
が
会
と
し
て
は
中
立
を
守
る
か
、
砂
聞
を
除
名
し
て
会
は
あ
く
ま
で
独
自
路
線
で
行
く
か
の
ど

れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
十
一
ニ
日
の
臨
時
総
会
で
は
、
も
と
も
と
立
憲
青
年
会
は
革
新
倶
楽
部
の
下
部
組
織
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
革
新
倶
楽
部
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ず
、

「
白
紙
主
義
L

で
行
く
べ
し
と
決
め
た
。

し
か
し
、
県
議
・
市
議
も

続
々
政
友
会
入
り
を
始
め
た
。
こ
の
た
め
、
革
新
倶
楽
部
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、
折
か
ら
生
じ
た
黒
瀬
弘
志
市
長

推
薦
問
題
で
分
裂
し
た
市
会
の
会
派
革
正
会
の
残
間
四
市
議
を
中
心
に
、
十
月
十
五
日
国
民
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。
こ
う
し
て

翌
十
五
年
二
月
、
立
憲
青
年
会
か
ら
国
民
倶
楽
部
員
が
脱
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
の
党

派
変
動
は
、
市
会
や
市
域
レ
ベ
ル
の
政
治
団
体
の
動
向
を
左
右
す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

」
の
後
、
国
民
倶
楽
部
は
、
革
新
倶
楽
部
残
留
の
清
瀬

郎
ら
を
支
持
し
、
彼
ら
が
昭
和
一
一
年
革
新
党
を
結
成
す
る
と
そ
の

支
持
母
体
と
な
り
、
既
成
政
党
打
破
を
叫
び
続
け
た
が
、
少
数
勢
力
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
他
方
政
友

会
の
別
働
隊
と
な
っ
た
分
裂
後
の
立
憲
青
年
党
は
、
政
友
会
内
改
卒
派
の
中
井
一
夫
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
引
き
続
き
地
域
に
宿
着
し
た
活
動
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
二
年
に
は
方
面
委
員
を
設
け
て
税
務
・
商
工
・
教
育
等

に
関
す
る
市
民
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
川
崎
造
船
所
救
済
決
議
を
し
た
り
し
た
。

地
主
な
ど
地
域
「
名
望
家
」
に
基
機
を
も
ち
、
地
方
利
益
誘
導
政
策
で
党
勢
を
拡
張
す
る
と
い
う
、
最
も
保
守
的
な
既
成
政
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党
で
あ
っ
た
政
友
会
に
お
い
て
も
、
政
界
革
新
の
動
き
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
弁
護
士
堤
良
明
を
会
長
と
す
る
政
友

会
の
別
働
隊
、
政
友
青
年
会
も
、
大
正
八
年
の
県
議
選
を
前
に
会
員
拡
大
に
乗
り
出
し
て
い
た
が
、
翌
九
年
、
政
友
会
支
部
が
、

党
籍
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮
支
多
木
粂
次
郎
代
議
士
な
支
部
長
に
推
そ
う
と
し
た
こ
と
に
反
発
し
、
党
内
不
正
運
動

を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
友
会
支
部
幹
部
は
か
え
っ
て
政
友
青
年
会
を
改
造
し
よ
う
と
し
て
政
友
青
年
会
と
対
立
し
た
。

同
会
は
翌
年
に
も
市
会
議
員
の
等
級
選
挙
制
廃
止
を
決
議
す
る
な
ど
政
友
会
主
流
と
は
兵
な
る
動
き
な
示
し
た
。

そ
し
て
そ
う

し
た
動
き
の
中
か
ら
、
政
友
会
は
も
ち
ろ
ん
政
友
青
年
会
に
も
飽
き
足
ら
な
い
人
士
が
出
て
、
堤
良
明
と
政
友
青
年
会
脱
会
’
組

は
、
大
正
十
二
年
、
酒
井
浩
洋
ら
と
共
に
、
政
界
革
新
・
社
会
政
策
確
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
立
憲
民
衆
党
を
結
成
し
た
。

額
政
会
支

部
の
動
き

松
田
選
と
社
会
問
題
に
対
応
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
自
己
革
新
し
た
の
は
憲
政
会
系
の
勢
力
で
あ
っ
た
。

大
正
八
年
十
月
の
神
戸
市
で
の
衆
議
説
議
員
補
選
で
憲
政
会
か
ら
立
候
補
し
た
野
田
文
一
郎
は
、
地
問
選
を
か
か

げ
、
政
友
会
に
応
援
さ
れ
た
砂
田
重
政
と
や
っ
て
落
選
し
た
が
、
同
年
末
神
戸
活
版
印
刷
工
組
合
を
組
織
し
て
会
長
と
な
っ
た
。

務党派の動向と各級選挙

そ
の
野
田
ら
が
憲
政
会
兵
輝
県
支
部
（
大
正
五
年
十
二
月
結
成
）
の
神
戸
市
に
お
け
る
別
働
隊
と
し
て
大
正
九
年
六
月
、
神
戸
立
憲

輿
民
会
を
結
成
し
た
。
立
憲
輿
民
会
は
そ
の
結
成
大
会
の
決
議
の
第
一
に
つ
速
に
普
通
選
挙
の
断
行
を
期
す
る
こ
と
」
（
『
又
新
』

大
正
九
年
六
月
二
十
一
日
）
と
あ
る
よ
う
に

J
W選
問
題
を
中
心
と
し
、

其
他
社
会
問
題
を
研
究
せ
ん
と
す
る
」
（
『
又
新
』
大
正
九

年
六
月
九
日
）
鴎
体
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
併
並
し
て
、
憲
政
会
県
支
部
で
は
、
小
寺
謙
吉
ら
を
中
心
に
普
選
期
成
向
盟
会
を
結
成
し
よ
う
と
し
「
木
県
を
普
選

第六節

発
祥
地
た
ら
し
」
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
大
正
九
年
十
一
月
、
支
部
総
会
を
開
き
、

「
普
通
選
挙
の
即
行
及
び
市
町
村
階
級

選
挙
の
徹
廃
を
期
す
」
「
社
会
政
策
の
実
施
、
労
働
問
題
の
解
決
を
期
す
」
等
な
決
議
し
た
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
「
神
戸
市
街
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口
M

公

認

推

薦

加

山
静
戸
市
合
液
晶
同
侯
総
務
一

4

3

謀

議

長

中

亥

総

男

一

時

為

童

謡

機

野

俊

太

筋

一

回

程
’
随
一
棋
士
付
加
川
追
求
耐
伸
一
大

塾
長
町
一
一
一
一
曲
村
正
次
一
：
J

碑
戸
川
偽
ご
続
殺
鴎
良
之
助
由
法

捜
罪
判
長
山
本
不
一
一
一
隊
一
円

曹
長
句
。
陸
谷
勧
臨
時
ア

f

渓
堅
一
銭
務
弁
粂
太
隊
問
吐
い
川

躍

首

長

宮

本

笈

二

部

署

翌

綾

山

本

俊

太

芝

山

例

措
跨
堅
一
紙
上
回
第
一
認

昔
縦
長
今
関
z
x
t
u
h

公

称聞き
2
3

敏
問
縦
二
陸
稲
垣
一
健
一
一
一
一
企

I
q－－

i

須
最
長
償
問
谷
川
綴
一
良
品
民

総

掛

川

部

認

一

須

宮

町

長

大

久

保

委

ヰ

機

以
ば
議
制
阿
野
YM
一
右
滋
滋
任
者

e
溺
〆
公
認
数
字
一
主
治

官
織
か
悦
ド
一
審
絞
殺
下
皮
露
上
童
二
一

税
減
給
ふ
ぷ
訓
叫
K

魚
崎
一
大
正
十
忽
志
向
”
で
一
一

AM咋
1
2一
立
遊
興
民
含
…
一
け

Z

ム
？
L
一／

一
一
写

縦
貫
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

「
兵
福
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

「
淡
路
縦
貫
鉄
道
の
速

成
、
を
期
す
L

「
姫
、
沖
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

（
『
又
新
』
大
王
九
年
十
一
月
二
十
七
日
）

な
ど
政
友
会
同
様
の
地
方
利
誌
を
掲
げ
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
吋
ザ
〈
新
』
は
「
地
方
問
題
に
対
す
る
決
議
に
至
っ
て
は
、
真
前
日
に
批
評
す
ベ

あ
さ
ま

き
価
値
は
無
い
の
で
あ
る
。
（
略
）
一
面
、
政
党
根
性
の
浅
猿
し
い
現
実
関
披
露
と
も

見
ら
れ
ぬ
で
も
無
い
。
郎
ち
斯
る
看
板
の
下
に
地
方
人
を
釣
り
、
党
勢
を
維
持
し

拡
張
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
点
に
於
て
は
憲
政
会
も
政
友
会
も
国
民
党

も
大
差
な
い
の
で
あ
る
L

（
『
又
新
』
大
正
九
年
十

月
二
十
八
日
）
と
批
判
し
た
。
も

っ
と
も
、

『
叉
新
』
は
、
大
正
九
年
の
総
選
挙
で
も
憲
政
会
全
体
と
し
て
は
必
ず

し
も
木
心
か
ら
普
選
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
彼
ら
は
用
問
民
の
意
向

に
つ
い
て
の
判
断
を
誤
っ
た
と
し
、
兵
庫
県
支
部
が
こ
の
誤
り
に
気
付
き
、
放
回
選

に
本
心
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
賛
意
を
表
し
た
。

立
癒
興
民
会

」
の
よ
う
な
憲
政
会
県
支
部
の
動
き
に
呼
応
し
て
立
憲
興
民
会

は
普
選
運
動
を
展
開
し
、

ま
た
、
例
え
ば
大
正
十
年
に
市
制
が

改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
一
一
一
級
選
挙
制
か
ら
二
級
選
挙
制
に
な
っ
た
際
、
同
年
四
月
に
予
定
さ
れ
た
神
戸
市
会
議
員
選
挙
は
新

市
制
で
や
る
べ
き
だ
と
い
う
市
町
村
の
階
級
選
挙
打
破
の
方
針
に
も
と
づ
く
運
動
を
展
開
し
た
。
ま
た
酪
民
党
系
の
立
憲
青
年

会
と
同
様
、
営
業
税
改
善
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
同
会
は
地
域
組
織
も
結
成
し
た
。
例
え
ば
大
正
十

月
発
足
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の
林
田
立
憲
興
民
会
が
そ
れ
で
あ
り
、
同
会
は
、

一
部
で
は
非
立
的
…
邸
内
閣
打
倒
、
普
選
即
行
、
地
方
自
治
確
立
を
う
た
い
つ
つ
、

他
面
で
は
「
道
路
溝
渠
の
速
成
を
期
す
」
（
『
又
新
』
大
正
十
三
年
一
一
一
月
二
十
四
日
）
と
か
「
市
電
第
三
期
第
一
号
線
の
速
成
を
期
す
」

と
い
っ
た
地
域
利
益
の
実
現
を
も
は
か
ろ
う
と
し
た
。

労
働
者
の

組
織
化

窓
政
会
県
支
部
や
開
会
所
揺
の
代
議
士
は
密
政
会
の
恭
蝶
な
拡
張
す
る
た
め
、
よ
り
大
衆
的
な
組
織
を
結
成
し

て
い
っ
た
。
野
田
文
一
郎
代
議
士
は
大
正
十
五
年
七
月
、
労
働
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
宗
教
家
な
ど
、
放
日
選
法

で
新
た
に
選
挙
権
を
獲
得
し
た
階
層
、
右
中
心
に
立
怒
公
正
会
を
組
織
し
た
。
開
会
は
す
で
に
七
千
人
の
入
会
者
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、
そ
の
中
心
は
労
働
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
立
窓
公
正
会
の
結
成
は
立
窓
輿
民
会
に
波
乱
を
生
じ
さ
せ

た
。
そ
の
原
悶
は

つ
あ
っ
た
。

つ
は
窓
政
会
支
部
内
の
小
寺
謙
吉
派
と
野
田
文
一
郎
派
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
立
憲
輿
民

会
は
、
憲
政
会
支
部
を
小
寺
派
の
支
部
で
あ
る
と
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
立
窓
公
正
会
結
成
を
機
に
野
田
を
立
憲
興
民
会
か
ら

除
名
し
た
。
第
二
は
、
神
戸
市
会
内
に
お
け
る
与
党
市
政
大
開
会
に
興
民
会
市
議
が

っ
た
り
、
従
来
の
よ
う
な
革
新
的
大
衆

務党派の動向と各級選挙

活
動
に
消
極
的
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
い
わ
ば
H

体
制
化
μ

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

小
中
寸
派
は
野
田
派
の
立
窓
公
正
会
に
対
拭
す
る
た
め
と
、
普
選
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
者
を
組
織
し
て
憲
政
労
友
会
を
十

二
月
五
日
に
結
成
し
た
。
会
長
に
は
山
本
平
三
郎
、
副
会
長
に
は
斎
藤
千
次
部
、
常
任
幹
事
長
に
は
池
田
涼
一
郎
、
相
談
役
に

は
、
立
憲
興
民
会
系
の
西
見
芳
宏
、
小
林
重
品
ら
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
こ
の
会
に
も
川
崎
造
船
所
の
労
働
者
を
中
心
に
七
千

人
が
入
会
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
閣
内
会
は
一
方
で
は
川
崎
・
三
菱
荷
造
船
所
な
ど
に
お
け
る
健
康
保
険
委
員
選
挙
で
も
党
派

第六節

的
に
運
動
し
て
多
数
を
占
め
る
が
、
他
方
で
は
「
職
工
の
た
め
の
家
賃
値
下
運
動
、
電
灯
料
金
の
眠
減
、

の
値
下
」

（
『
又
新
』
昭
和
二
年
二
月
二
十
一
日
）
の
決
議
を
し
た
り
、
川
崎
造
船
所
の
経
営
危
機
に
附
加
し
て
は
従
業
員
の
生
活
保
障
を
要
求
し
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た
り
す
る
、
無
産
者
の
た
め
の
運
動
も
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
憲
政
会
は
、
労
働
運
動
の
発
展
と
普
選
の
実
現
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
既
成
政
党
の
中
で
は
最
も
よ
く
自
己

革
新
を
遂
げ
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
な
り
多
く
の
労
働
者
な
吸
収
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

一
つ
に
は

場
労
働
者
は
、

一
面
に
は
無
産
階
級
と
し
て
の
自
分
述
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
ゐ
る
と
と
も
に
、
他
国
で
は
既
成
政
党
へ
の
執

着
を
持
っ
て
ゐ
る
者
、
が
存
外
沢
山
あ
る
。
こ
れ
は
政
策
に
共
鳴
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
く
、
人
物
の
動
静
や
政
局
の
推
移
に
対

す
る
漠
然
た
る
智
識
と
興
味
が
あ
る
か
ら
で
、

っ
き
つ
め
れ
ば
、
あ
る
政
党
員
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
に
、

は
か
な
い
満
足
を
感

じ
て
ゐ
る
」
（
『
叉
新
』
大
正
十
五
年
九
月
十
二
日
）
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
憲
政
会
と
し
て
は
、
労
働
者

の
階
級
的
利
溢
の
実
現
そ
の
も
の
が
闘
的
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
九
年
十
一
月
の
県
支
部
総
会
の

で
、
原
敬
政
友
会
内
開

を
非
難
し
て
「
財
界
の
混
乱
、
産
業
の
廃
額
を
招
致
し
、
社
会
問
題
労
働
問
題
の
蕊
藤
状
況
を
し
て
一
層
悪
化
せ
し
め
ん
と
す
L

と
述
べ
、
島
田
一
一
一
郎
が
演
説
で
「
過
激
思
想
恐
る
べ
し
と
は
雌
も
、
赤
化
す
る
は
可
能
性
あ
れ
ば
な
り
。
（
同
町
）
生
活
の
脅
威
が

ん
上
悶
に
米
騒
動
を
勃
発
せ
し
め
し
に
非
ず
や
」
（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
政
会
は
労
働
者

の
運
動
が
社
会
主
義
に
走
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば
労
働
者
な
体
制
内
に
と
り
込
も
う
と
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
て

い
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
労
働
者
が
静
選
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
得
た
時
、
自
党
の
支
持
法
機
に
組
み
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
っ

m

－o
 

φ
h
r
 

政
治
研
究
会

神
戸
支
部

憲
政
会
組
織
に
入
っ
た
労
働
者
も
必
ず
し
も
「
政
策
に
共
鳴
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
」
か
っ
た
。
そ
こ
で
階

級
的
自
覚
を
も
っ
た
者
た
ち
は
無
産
政
党
の
結
成
へ
と
向
か
っ
た
。

大
正
十
四
年
、
普
選
法
の
成
立
に
伴
い
、
無
’
M

院
政
党
の
前
身
総
織
で
あ
る
政
治
研
究
会
の
神
戸
支
部
が
六
月
に
発
足
し
た
。
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集
ま
っ
た
人
々
は
、

日
本
労
働
組
合
評
議
会
（
労
働
組
合
の
会
開
同
組
織
で
あ
っ
た
日
本
労
働
総
同
盟
の
分
裂
に
よ
り
左
派
が
結
成
し
た
級

織
）
神
戸
支
部
の
木
村
錠
台
、
労
働
文
化
協
会
の
久
昭
弘
一
ニ
、
関
西
学
院
川
上
、
松
沢
、

関
村
の
各
教
授
、
そ
れ
に
サ
ラ
リ
i

マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
、
海
員
刷
新
会
、
神
戸
思
想
研
究
会
の
代
表
者
と
大
山
郁
夫
ら
で
あ
っ
た
。

労
働
幾
民

党
支
部

労
働
農
民
党
は
大
正
十
五
年
一
一
一
月
、
大
阪
で
結
成
さ
れ
た
。
創
立
当
Jmw
か
ら
、
労
働
運
動
の
左
右
対
立
に
影
響

さ
れ
、

い
っ
た
ん
は
左
派
排
除
で
結
成
し
た
も
の
の
在
派
加
入
の
要
求
も
強
く
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
臼
木
労
働

総
同
盟
な
ど
が
脱
退
し
、

兵
路
協
同
で
は
政
治

十
二
月
に
大
山
郁
夫
を
委
員
長
と
す
る
左
派
無
産
政
党
と
し
て
再
出
発
し
た
。

研
究
会
、
が
自
然
消
滅
し
た
の
ち
、
労
働
文
化
協
会
の
久
留
弘
一
一
一
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
岸
本
邦
己
ら
が
中
心
と
な
り
、

「
共
産
主
義
者
で
は
な
い
」
者
を
入
党
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
六
月
六
日
支
部
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
は
労
働
組
合
員
等
約
ニ

百
人
の
入
党
申
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
神
戸
支
部
は
約
一
臼
人
の
党
員
を
有
し
て
い
た
が
っ
同
党
神
戸
支
部
は
、
思
想
に

よ
る
資
格
審
査
な
あ
ま
り
重
大
視
せ
ず
、
只
管
大
衆
を
抱
擁
す
る
方
針
で
あ
る
L

（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
八
月
十
七
日
）
と
い
わ
れ
、

務党派の動向と各級選挙

十
二
月
に
は
議
会
解
散
請
願
デ
ー
を
設
け
て
、

日
、
議
会
解
散
、

「
集
会
結
社
自
由
権
の
獲
得
」
な
ど
を
宣
倍
し
た
ο

昭
和

二
年
九
月
の
初
の
普
選
に
よ
る
県
議
選
で
は
、
県
下
に
六
名
の
候
補
を
立
て
、
神
戸
市
で
も
奥
田
宗
太
郎
、
志
向
井
富
造
の
二
人

を
立
て
た
。
こ
の
時
は
一
一
一
原
郡
で
一
人
を
当
選
さ
せ
た
が
、
市
内
で
は
俊
落
選
し
た
。

五
日
当
時
非
合
法
政
党
で
あ
っ
た
共
産
党
員
及
び
関
係
者
な
大
検
挙
し
た

・
一
五
事
件
に

労
農
党
は
、
昭
和
三
年

よ
っ
て
解
散
な
命
じ
ら
れ
た
。
中
央
で
は
大
山
郁
夫
ら
に
よ
っ
て
存
組
織
化
が
着
手
さ
れ
た
が
、
神
戸
支
部
で
は
四
月
、
育
柿

第六節

郎
ら
皮
幹
部
派
を
中
心
に
蒋
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
と
り
あ
え
ず
暫
定
的
な
地
方
政
党
を
組
織
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

月
五
回
、
彼
ら
は
「
極
左
的
分
子
’
」
を
排
除
し
た
兵
庫
県
大
衆
党
合
結
成
し
た
。
そ
し
て
中
央
で
山
川
均
ら
い
わ
ゆ
る
労
農
派
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を
中
心
に
政
治
的
統
一
戦
線
結
成
の
た
め
の
無
産
大
衆
党
（
七
月
結
成
）
に
呼
応
し
、
合
間
す
る
方
針
を
打
出
し
、
九
月
に
合
流

し
た
。
そ
し
て
十
ニ
月
、
合
法
的
無
産
政
党
統
一
を
目
指
し
、
日
本
労
農
党
と
と
も
に
日
本
大
衆
党
を
結
成
し
た
。
神
戸
で
は

両
党
神
戸
支
部
が
翌
四
年
二
月
に
合
同
し
た
。

他
方
左
派
分
子
は
、
新
党
準
備
を
す
す
め
、
神
戸
支
部
準
備
会
で
は
昭
和
一
一
一
年
十
月
、
木
村
錠
士
口
を
委
員
長
に
政
治
部
の
古

門
家
実
一
一
一
ら
を
役
員
と
し
「
大
衆
の
圧
力
に
よ
っ
て
労
農
党
を
奪
還
一
」
（
『
又
新
』
限
和
一
一
一
年
十
月
十
一
日
）
し
よ
う
と
し
た
。
共
産
党

関
係
者
は
翌
年
四
月
十
六
日
の
大
検
挙
に
よ
っ
て
さ
ら
に
打
撃
を
う
け
た
が
、
八
月
の
大
山
ら
に
よ
る
「
新
労
農
組
織
の
提
案
」

を
受
け
て
、
九
月
、
新
労
農
党
総
織
神
戸
地
方
準
備
会
を
結
成
し
た
。

し
か
し
、
一
一
一
・
一
五
事
件
以
前
の
出
労
農
党
員
約
四
百

人
に
比
し
、
結
集
す
る
者
は
百
人
く
ら
い
だ
ろ
う
と
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
十
一
月
一
臼
の
東
京
で
の
新
労
農
党
結
成
を
う
け
て
、

十
九
日
神
戸
支
部
を
発
足
さ
ぜ
、
手
は
じ
め
に
神
戸
借
家
人
組
合
、
熊
内
上
筒
井
借
家
人
組
合
な
ど
と
と
も
に
家
賃
値
下
げ
運

動
を
開
始
し
た
。

社
会
民
衆

党
支
部

他
方
、
労
働
農
民
党
か
ら
脱
退
し
た
日
本
労
働
総
同
盟
は
、
大
正
十

二
月
五
日
、
総
問
問
や
日
本
海
員

組
合
を
基
盤
に
右
派
な
結
集
し
て
社
会
民
衆
党
（
委
員
長
安
部
磯
雄
）
を
結
成
し
た
。
翌
年
二
月
十
三
日
、
神
戸
支

部
創
立
懇
談
会
が
、
弁
護
士
で
か
つ
て
政
友
青
年
会
会
長
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
堤
良
明
を
座
長
と
し
て
間
開
催
さ
れ
、
準
備
委

員
を
選
ん
だ
。
こ
の
時
す
で
に
入
会
希
望
者
は
一
一
千
人
に
及
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
日
本
海
員
組
合
と
海
員
協
会
合
｝
基
盤
と
し

て
い
た
。
五
月
二
十
一
日
神
戸
支
部
発
会
式
を
挙
げ
、

常
任
委
員
に
米
控
満
苑
（
日
本
海

神
戸
支
部
執
行
委
員
長
に
堤
良
明
、

員
総
令
）
ら
を
選
出
し
た
。

で
は
合
法
的
手
段
に
よ
る
社
会
主
義
の
政
策
の
実
現
と
国
運
の
発
問
肢
を
う
た
い
、

発
会
の

「
決
議
」
で
は
物
価
調
節
、
失
業
防
止
救
済
、
海
員
の
待
遇
改
善
を
掲
げ
る
一
方
、

「
神
戸
市
港
湾
施
設
の
完
成
L

も
か
か
げ
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k二

そ
し
て
秋
の
県
議
選
に
も
四
人
の
候
補
（
神
戸
市
で
は
問
中
猶
捌
）
を
挙
げ
た
、
が
、
全
員
落
選
し
、
翌
年
の
総
選
挙
で
も
堤
良

切
を
立
て
た
が
務
選
し
た
。
昭
和
問
年
の
市
議
選
で
は
四
人
の
候
補
（
村
上
喜
兵
衛
、
加
藤
久
勝
（
海
員
）
、

伊
藤
順
蔵
（
弁
護

十
ム
）
、
鈴
木
倉
吉
（
～
隊
員
協
会
員
）
〕
を
立
て
、
衛
生
組
合
長
で
も
あ
っ
た
村
上
喜
兵
衡
を
当
選
さ
せ
た
。

さ
ら
に
九
月
に
は
無
所

腐
の
市
議
井
口
良
一
を
入
党
さ
せ
市
議
二
人
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
年
末
に
は
家
賃
地
代
組
下
げ
等
の
大
衆
運
動
に
も
の
り

出
し
た

日
本
労
援

党
支
部

労
働
農
民
党
を
脱
退
し
た
中
間
派
は
大
正
十
五
年
十
二
月
、

日
本
労
農
党
を
結
成
し
た
。
兵
庫
県
で
は
総
同
盟

兵
庫
県
連
合
会
な
ど
が
全
日
本
農
民
組
合
傘
下
の
農
民
組
合
と
と
も
に
翌
布
十
一
月
、
神
戸
支
部
を
発
足
さ
せ
た
。

発
会
式
で
は
支
部
長
に
棚
橋
小
虎
（
設
記
長
は
久
磁
弘
一
一
一
）
を
選
出
す
る
と
と
も
に
「
左
右
闘
争
の
煩
に
堪
え
ざ
る
組
織
労
働
者
も
、

或
は
真
正
な
る
政
治
を
朝
一
望
ぜ
る
無
産
大
衆
も
、
始
め
て
階
級
的
中
正
道
を
確
立
し
た
新
無
産
政
党
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た

（交）

に
は
っ
日
本
労
農
党
神
戸
市
部
は
、

の
で
あ
る
」
（
可
又
新
』
昭
和
二
年
一
月
二
十
一
日
）
と

に
う
た
っ

こ
の

諮党派の動向と各級選挙

特
に
神
戸
市
政
に
向
っ
て
市
民
の
最
大
の
利
誌
を
代
表
す
る
責
任
と
実
力
と
を
以
て
、
厳
重
な
る
猿
視
と
公
正
な
る
批
判
の
下

に
諸
政
の
実
施
を
鞭
捷
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
L

（
悶
）
と
神
戸
市
政
改
革
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
が
昆
目
さ
れ
る
。
支
部
の
基
盤

は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
労
組
、
時
間
連
盟
、
神
戸
造
船
労
働
組
合
、
市
電
従
業
員
同
志
会
な
ど
で
あ
っ
た
。

日
本
労
農
党
は
、
昭
和
一
一

年
六
月
ま
で
に
神
戸
、
尼
崎
、
西
宮
、
灘
、
東
播
、
伊
丹
な
ど
の
方
〈
部
を
設
立
し
、
間
月
兵
庫
県
支
部
連
合
会
（
執
行
委
員
長
久

留
弘
一
一
一
）
を
樹
立
し
た
。

そ
し
て
九
月
の
県
議
選
に
は
、

県
下
で
七
人
の
候
補
を
立
て
、
神
戸
市
で
は
阪
本
勝
を
立
て
、
四
九

第六節

四
O
票
を
獲
得
し
て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。
翌
年
の
総
選
挙
で
は
、
労
農
党
と
選
挙
協
定
を
結
び
、
第
一
一
民
（
神
戸
市
）
で

は
臼
木
労
農
党
の
河
上
丈
太
郎
を
労
農
党
も
応
援
し
、
第
一
一
一
弘
（
尼
崎
、
西
宮
ほ
か
）
で
は
労
農
党
の
近
内
金
光
を
日
本
労
山
民
党
が

近代・現代自主R高司N669 



立候補者の事務所風景
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応
援
し
、

（
明
石
ほ
か
）
で
は
日
本
労
農
党
の
吉
田
賢

を
労
幾

党
が
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
河
上
丈
太
郎
は
七
八
二

票
を
得
て
当
選
し
た
。

日
本
労
農
党
神
戸
支
部
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
市
政
改
革
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と
し
、
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
、
市
立
診

療
所
の
夜
間
診
療
廃
止
に
反
対
し
て
、
市
長
や
市
会
議
長
に
申
入
れ
を

し
、
十
月
に
は
阪
急
高
架
乗
入
れ
に
も
反
対
し
、
さ
ら
に
問
月
市
民
の

た
め
の
市
政
学
校
を
開
い
た
。

そ
し
て
翌
年
二
月
に
は
無
産
大
衆
党
神

一
戸
支
部
と
合
同
し
、

口
μ
本
大
衆
党
の
一
翼
を
形
成
す
る
と
と
も
に
四
月

に
予
定
さ
れ
た
初
の
普
選
に
よ
る
市
会
議
長
選
挙
に
臨
ん
だ
。

日
本
大

衆
党
神
戸
支
部
は
、
永
江
一
点
人
（
会
社
阜
、
板
野
球
磨
（
旋
般
工
）
、
森
脇

甚
一
（
労
働
学
校
主
事
）
、

育
柿
諮
問
一
郎
（
機
械
工
）
、

桑
田
喜
三
郎
（
電
気

コ：

松
沢
兼
人
（
関
部
学
院
教
授
）
の
ふ
ハ
名
を
候
補
に
立
て
、
在
合
区
か
ら
永
江
一
夫
、
渡
西
区
か
ら
森
脇
甚
一
、
林
田
区
か
ら

点
悶
柿
品
志
向
一
郎
、
灘
区
か
ら
松
沢
兼
人
を
当
選
さ
せ
た
。
そ
し
て
市
会
で
は
社
会
民
衆
党
と
共
伺
歩
調
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

4 

市
会
議
員
選
挙
と
会
派
の
動
向
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選
挙
方
法
と

そ
の
変
化

大
正
十
五
’
年
の
市
制
改
正
に
よ
っ
て
一

五
歳
以
上
の
男
子
（
そ
の
市
に
二
年
以
上
在
住
）
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
北
町
通
選
挙
が
成
立
す
る
ま
で
は
、
市
会
議
員
選
挙
は
複
雑
な
財
産
制
限
に
よ
る
等
級
選
挙
制
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

大
正
十
年
の
市
制
改
正
ま
で
は
、

① 

有
権
者
は
、
一
一
年
以
上
そ
の
市
町
村
の
負
担
な
分
担
し
、
か
つ
直
接
国
税
二
円
以
上
か
地
租
を
納
入
す
る
こ
五
歳
以
上
の

男
子
と
さ
れ
た
。

② 

法
人
に
も
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

③ 

に
当
た
る
税
額
を
納
め
る
者
を
一
級
選
挙
人
と
し
、
次
に
一
級
選
挙
人
を
除

有
権
者
の
直
接
市
税
総
額
の
上
位

の

い
た
有
権
者
の
う
ち
、

一
級
選
挙
人
納
税
額
を
差
し
引
い
た
直
接
市
税
の
上
位
二
分
の
一
に
当
た
る
税
額
を
納
め
る
者
を
一
一

級
選
挙
人
と
し
、
そ
れ
以
下
を
一
一
一
級
選
挙
人
と
し
た
。

言者党派の動向と各級選挙

④ 

各
級
配
当
議
員
数
は
同
数
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
有
権
者
の
中
で
も
そ
の
権
利
に
著
し
い
不
均
衡
が
存
夜
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
最
後
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
わ
れ
た

大
正
十
年
の
市
議
選
を
み
る
と
安
川
の
仰
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
級
選
挙
人
は
約
二
人
で
一
人
の
市
議
を
選
出
す
る
権
利
を
も

ち
、
菩
合
、
神
戸
、
湊
東
・
湊
の
各
選
挙
区
で
は
一
法
人
で

人
の
市
議
を
選
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
級
選
挙
人
と
一
一
一

級
選
挙
人
の
権
利
の
格
差
は
実
に
五

O
O倍
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
有
権
者
一
万
九

O
O八
人
は
当
時

第六節

の
人
口
六
八
万
六
七
五
二
人
の
二
・
八
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

大
正
十
年
の
市
議
選
に
は
、
時
間
が
切
迫
し
て
い
た
た
め
、
大
正
十
年
改
正
の
市
制
に
よ
る
ニ
級
選
挙
制
は
適
用
さ
れ
な
か

近代・現代i経民：講話W67r 



っ
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
る
と
、
①
直
接
関
税
納
入
条
件
が
解
除
さ
れ
、
一
一
年
以
上
在
住
し
か
っ
直
接
市
税
を
納
入
す
る
こ
五

歳
以
上
の
男
子
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
。
①
法
人
の
選
挙
権
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
た
め
有
権
者
は
県
下
で
一
七
万
人
か
ら
二
四
万
人
に
増
大
し
た
。
こ
の
制
度
に
も
と
づ
く
市
議
選
は
大
正
十
四
年
に
行

昭和4年選挙

i玄 有権者数

人
22,588 

12,851 

12,666 

8, 990 

28,248 

33,994 

12, 723 

11, 854 

配当

Q
J
n，
，
必
守
内

δ

勾

δ
戸

b
f
o

－

－

 

i'F司令区

神戸区

淡東区

淡区

淡凶 I友
林田区

須磨区

灘区

( 3) 

わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
一
ニ
級
選
挙
制
に
お
け
る
一
票
の
格
差
は
大
き
く
改
替
さ

143,914 

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
級
選
挙
人
は
六
七
七
一
人
で

人
の
市
議
を
選
べ

る
の
に
対
し
、
二
級
選
挙
人
は

万
八
七
八
七
人
で
同
数
の
市
議
を
選
ば
ざ

68 

る
を
得
ず
、
そ
の
格
援
は
四

で
あ
っ
た
。
ま
た
有
権
者
一
一
一
万
五
五
五

八
人
は
人
口
七
九
万
九
問
七
五
人
の
凹
・
四
%
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。

三一向

国
政
選
挙
に
お
け
る
勢
通
選
挙
法
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
大
正
十
五
年

メ三、
！コ

市
制
町
村
制
、
府
県
制
も
改
正
さ
れ
、

一切の納税条件が廃止され、そ

区 等級 配当 有権者数

5 人 人
3幸 1級 1, 377 

メ，｝ 2級 5 5, 142 

区
小昔1・ 10 6, 519 

事ド l級 7 916 

戸 2級 7 4,425 

i玄 小計 14 5,341 

淡 1級 4 932 

* 
2級 4 3,389 

Eζ 小計 8 4,321 

翌長 1級 1 1, 468 

2級 2 2, 077 

IR 小言1・ 3 2, 545 

淡 1級 7 1, 513 

西 2級 7 6,695 

区 小計 14 8,208 

4本 1級 5 1, 153 

i五 2級 4 4, 700 

区 小青1・ 9 5,853 

Z民 l級 2 412 

際 2級 2 2, 289 

区 小計 4 2, 701 

1コ'.>.. 1級 31 6, 771 

2級 31 28, 787 

音l‘ 合計 62 35, 558 

大正14年選挙）
 

q
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第六会1n諮党派の動向と各級選挙

表 178 市会議長選挙の言奈良配当数と有権者数

( 1 ) 大正10年選挙

区 等級

主1: 1級
i日斗 2級
3級

区 小昔十

fill 
I級

戸
2級
3級

i玄 小計

; 1級
2級

淡区
3級

小計

1級

淡

西 2級

区 3級

小音j-

林 I級
2級

国 3級

区 小計

須 I級
2級

穣 3級

区 小計

式日入 1級
2級
3級

計｜合計

議員配当数 有権者数 一級有権者名

人 人
2 3(3) 神戸製鋼所、日本4来日経株式会社、竹中工務店
2 171 
2 2,802 

6 2,976(3) 

5 5 ( 5) 
桟日橋本郵株船式会株式社、会社鈴、木商明店治海、運千百’株悶汽式船会社株、式会神戸社

5 15 (15) 
4 3，的8(13) 

14 3, 718 (33) 

3 3(3) 川姿崎念造)IjI船所、三菱商事株式会社、株式会社三

3 184 ( 1 ) 
4 4, 217 

10 4, 404( 4) 

5 13 ( 4) I 

治、武氏岩次郎、沢野定七、中村弥兵衛
5 I 264 

4 i 4, 297 

14 I 4. s州 4)
2 ( 2) I鐙淵紡総株式会社、台湾製糖株式会社
22 ( 2) 

2 I 2, 060 

4~必竺出］
12 1不明
134 
1 106 

17 38(17) 
17 790(18) 
17 18, 180(13) 

1」日竺型
（注） （）はうち法人数

資料： r又窃TJ
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昭和2年 l月 l昭和3年 lfl 昭和14年改選直前 昭和4il: 4月改選

il1政維新会 18 市政維新会 18 r!'i政務i新会 18 政友会 13 

If j［：会 4 It¥: IE：会 4 f ~Iいy，述合 15 
本新党 4 

興民会 12 現l民会 12 民政党 33 

iii政大同会 28 lb＇政大閥会 28 r!J政大i司会 28 無 filf政党 5 

；無所属 13 

合計 62 合計 62 合計 61 合計 68 

内

δ
r
b
A
V
勺

δ

1

3

1

 

rre手r14年9月

H自和会

民政仁＇＂キ日会

無産政党

公友会

今‘u
r
h
υ

戸、JW
4

‘υ
4
3
A

1
A

今
、

U

T

A

昭和4年sn
昭和会

民政9:1和会
無 g［政党

公友会

無所属 下いうた政党攻派別分

間民党系10，議政

＊大正6＂手5JJ 
類政友会系14,

会系4
68 計ーA 口68 討

削
メ＼
仁1

の
市
に
二
年
以
上
在
住
の
一

五
歳
以
上
の
男
子
に
選

本
権
、
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

の
市
IUJ 
村

議
員
選
挙
の
有
権
者
は
そ
れ
ま
で
の
七
八

O
万
人
か

ら
一
二
五
二
万
人
へ
と
明
大
し
た
。
有
権
者
の
地
加

は
、
政
接
税
を
納
め
な
い
者
の
多
か
っ
た
都
市
に
お

い
て
著
し
く
、
昭
和
問
年
の
初
の
品
川
首
選
市
議
選
の
有

権
者
は
前
回
に
比
べ
一

O
万
人
以
上
増
加
し
て
一
凶

万

九
一
四
人
と
な
り
、
突
に
間
借
と
な
っ
た
。

市
会
議
員

選
挙

大
正
六
年
の
市
議
選
以
前
に
お
い
て

は
、
間
民
党
系
の
公
民
会
と
政
友
会

系
の
市
民
会
が
市
会
の
有
力
会
派
で
あ
っ
た
。
公
民

資料： w叉新J，叩11戸市会Yk:.」

山
内
ム
口

ufγ

口
H
i
お
7
1
H
Vト
F

に
、
政
友
派
勢
力
に
対

、三、、キ
i
h

、

ノ
F
Z
L
V

抗
し
て
国
民
派
と

部
中
立
議
員
が
結
成
し
た
会
派

で
あ
り
、
市
民
会
は
政
友
派
と
一
部
実
業
派
に
よ
っ

て
明
治
問
十
五
年
間
月
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
大
正
凶
作
七
月
に
実
業
公
正
会
が
結

成
さ
れ
、
大
正
六
年
間
月
の
改
選
に
い
た
る
と
新
し

674 m ・次大戦後のや11戸S山一『EmニI[(



第六fii'j 諸党派の動向と各級選挙

表 179 市会の会派別議員数

大正2i手4月改選 大正6f手4月改選 大正6£下5月 ＊ 大正7年末

-m民会 20 i市民会 16 市民会 15 市民会 15 

公災会 19 公民会 11 公災会 8 公民会

公正会 4 

1行政研究会 12 I市政研究会 12 

石戸倶楽部 12 ＇石戸倶楽部 14 

無所属 9 無所以 17 無所属

口辺三、 三氏｜J. 48 合計 48 ＇合計 48 .合計 48 

大正9年8月 ：六jflOi手改選E霊前 大正lOif4月改選 大正10年5月

中政会

公災会

rl1政研究会

::r:IF'fJ'~楽部

無所協

企下、
仁1

12 

5 

12 

12 

7 

大正14年4月改選

中政会 7 

革新倶楽部 21 

ゑl民会 11 

淑政会 ヰ

市政研究会 5 

実業同志会 3 

政友会

無所属 10 

合計 62 

67ラ

仁11政会 12 

公民会 コ

r!'f政研究会 12 

石戸倶楽部 12 

1R~ Jifr 潟 6 

大jf14年 5月

:•'1'>:.Jli! 連合 30 

市政大間会 32 

合計 62 

政友会 9 中政会 7 

国民党 10 大正会 11 

怒政会 4 憲政会 4 

海運派 10 rn政研究会 14 

石戸供楽部 7 石戸倶楽部 7 

中立倶楽部 7 

無所属 11 無所属 1 

会計 .'il 会計 .'il 

大］ド.14年 8月 大IE15年4月

市政維新会 19 T行政維新会 19 

11'>:. IE 会 4 
本迎合 13 

興民会 8 

市政大同会 30 r!T政大河会 28 

無所属

合計 61 i令苦十 62 

JJ'fel:.語lllV 近代・現代



大IE6年rff議選の党派別・等級日IJ当選者
(lji{li:：人）

苦十

f
n
v
r
n
v
f
h
V
 

I

I

I

 
4 

48 20 4 10 14 計メ〉、'" 

い
動
き
が
出
て
き
た
。
す
な
わ
ち
当
時
憲
政
会
系
と
み
ら
れ
た
公
正
会
が
少
数
な
が
ら
進
出

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
で
は
の
ち
に
海
運
派
と
よ
ば
れ
る
海
運
業
者
が
五
人
の

A、
に：主L

ハU

門

I
1
u

－
 

候
補
を
立
て
て
登
場
し
た
。
こ
の
結
果
は
表
山
の
と
お
り
、
市
民
会
二
ハ
、
公
民
会
一
一
、

公
正
会
問
、
中
立
（
無
所
属
。
以
下
同
じ
）
一
七
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
央
政
党
別
色
分
け
は
政

資料： r又新」大正6年4月27日ほか

友
系

問
、
間
民
党
系
一

O
、
憲
政
会
系
問
、
中
立
一
一

O
と
目
さ
れ
た
。
こ
れ
を
選
挙
等
級

中

表 180

別
に
み
た
も
の
が
表
川
で
あ
る
。
政
友
系
は
一
、
二
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
う
け
、
国

民
党
系
と
窓
政
系
は
一
一
一
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
権
運

業
者
系
は
一
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
選
挙
の
直
後
、
海
運
関
係
市
議
・
憲
政
会
系
・
中
立
市
議
と
一
部
悶
民
党
系
市
議
が

市
政
刷
新
を
目
指
し
て
市
政
研
究
会
を
、
ま
た
純
中
立
の
立
場
の
も
の
は
兵
庫
地
方
人
士
な

中
心
に
お
戸
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。
こ
う
し
て
五
月
の
市
会
で
は
市
民
会
一
五
、
市
政
研
究

会
二
一
、
石
戸
倶
楽
部
二
一
、
公
民
会
入
、
無
所
属

と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。
大
正
七
年

米
で
も
市
民
会
一
五
、
石
戸
倶
楽
部
一
山
、
市
政
研
究
会
一

一
、
公
民
会
七
で
議
ぃ
防
数
に
さ
ほ
ど
の
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
勝

同
銀
次
郎
を
中
心
と
す
る
市
政
研
究
会
が
市
電
運
賃
均
一
制
問
題
な
ど
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
鹿
島
市
政
が
市
民
会
・
石
戸
侭

楽
部
の
多
数
与
党
の
上
に
安
住
す
る
体
制
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
た
。

大
正
九
年
に
入
り
二
月
、
市
民
会
の
九
市
議
と
中
立
系
開
市
議
が
中
政
会
を
結
成
し
た
頃
か
ら
、
鹿
島
市
長
任
期
満
了
が
近

づ
き
、
当
初
各
派
は
鹿
島
関
任
を
胡
荒
ん
だ
が
鹿
島
の
辞
意
が
開
く
、
一
一
一
月
に
各
派
代
表
に
よ
る
市
長
候
補
選
考
会
が
聞
か
れ
た

676 第三本第一次大戦後の事11戸



（
当
時
は
市
制
に
よ
り
、

内
務
大
医
が
そ
の
中
か
ら
上
奏
裁
可
を
経
て
市
長
を
任
命
す
る

市
会
が
一
ニ
名
の
市
長
候
補
を
版
位
を
付
け
て
ゐ
げ
、

」
と
に
な
っ
て
い
た
）
。

港
湾
の
知
識
あ
る
者
、

そ
し
て
特
に
財
政
手
腕
の
あ
る
者
が
候
補
の

そ
こ
で
は
、
市
に
縁
故
あ
る
者
、

条
件
と
さ
れ
た
。

四
月
半
ば
に
は
前
内
務
省
即
時
的
保
局
長
の
湯
浅
倉
平
が
有
力
と
な
っ
た
が
、
中
政
会
（
政
友
会
系
）
な
ど
が
、
湯

浅
が
窓
政
会
系
で
あ
る
こ
と
に
難
色
宏
一
市
し
、
ま
た
当
時
の
政
友
会
内
閣
の
内
務
省
、
が
難
色
支
部
す
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測

も
出
て
難
航
し
た
。
六
月
末
の
市
会
で
は
市
政
研
究
会
や
公
民
会
の

部
か
ら
市
長
候
補
選
考
過
程
を
公
開
せ
よ
と
の
要
求
も

あ
っ
た
、
が
、
中
政
会
・
石
戸
倶
楽
部
の
反
対
で
実
現
せ
ず
、
九
月
に
入
り
、
阪
谷
芳
郎
（
一
克
大
蔵
大
臣
、
一
元
東
京
市
長
、
交
族
院
議
員
）

の
紹
介
で
、
神
戸
税
関
長
、
大
蔵
省
専
売
局
長
を
燈
任
し
、
台
湾
銀
行
頭
取
を
退
い
た
桜
井
鉄
太
郎
に
ほ
ぼ
決
定
し
、
十
月
に

桜
井
が
市
長
と
な
っ
た
。

大
正
十
年

の
市
議
選

別
立
大
正
十
年
四
月
の
市
議
改
選
で
は
、
同
年
改
正
の
新
し
い
市
制
に
よ
り
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
か
、
挺
来
ど
お

り
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
か
が
問
題
と
な
り
、
立
憲
輿
民
会
な
ど
が
新
市
制
施
行
要
求
を
出
し
た
が
、
選
挙
人

諸党派の動向と各級選挙

名
簿
は
投
票
四

O
日
前
に
作
成
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
新
市
制
は
間
に
合
わ
ず
、
前
年
神
戸
市
に
編
入
さ

れ
た
須
磨
区
の

一
人
を
加
え
た
五
一
議
席
な
、
従
来
ど
お
り
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
一
級
選
挙
制
で
は

資
産
家
に
有
利
で
あ
っ
た
の
で
、
市
政
研
究
会
を
構
成
す
る
海
運
派
が
有
利
に
選
挙
を
す
す
め
、
神
戸
区
の

級
選
挙
で
は
、

勝
間
銀
次
郎
・
上
海
亀
之
助
・
福
原
芳
次
・
佐
伯
俊
太
郎
の
海
運
派
が
議
席
を
独
占
し
た
。
ま
た
湊
西
区
で
は
お
戸
倶
楽
部
の

即
日
武
者
議
員
五
人
組
と
呼
ば
れ
た
岩
本
孝
太
郎
・
沢
田
亀
之
助
・
石
川
茂
兵
衛
・
、
沢
野
定
七
・
小
曽
根
貞
松
が
議
席
を
独
占
し
て

第六節

再
選
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
、
一
一
一
級
選
挙
で
は
、
前
述
し
た
政
界
本
新
勢
力
の
活
躍
が
み
ら
れ
、
国
民
党
系
の
立
窓
青
年
会
は
、

五
名
を
推
薦
し
四
名
を
当
選
さ
せ
た
。
窓
政
会
系
の
立
憲
間
関
民
会
は
、
九
名
を
推
し
て
五
名
を
当
選
さ
せ
た
。
ま
た
湊
西
一
弘
一
一
一

近代・！！1{¥';歴史綴N677 



（単位：人）

n
J

勾，

a

内

J

I

l

l

 
51 11 7 10 4 

級
か
ら
国
民
党
系
と
し
て
立
っ
た
前
回

ハ
は
っ
演
説
会
と
川
崎
造
船
所
の
莱
葉
服
で
勝

引
削立

3 

3 I 
5 

っ
た
」

（
『
又
新
』
大
正
十
年
四
月
三
十
日
）
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
労
働
者
の
活
動
も
み
ら
れ
、

大正10年市議選の党派別・等級別当選者

5 

2 

Jv〈
新
』
は
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
を
「
最
字
情
実
政
略
で
は
、
選
挙
の
大
勢
を
制
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
こ
と
を
証
明
し
得
て
充
分
」
（
向
）
と
評
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
で
は
愚
民
党
系
の
進
出
が
目
立
っ
た
（
表
川
）
。
由
民
党
系
市
議
は
五
月
、
そ
れ

ま
で
の
公
民
会
を
名
称
変
更
し
て
大
正
会
と
し
、
海
運
派
は
憲
政
会
系
の
丹
下
良

郎
や
仁ド

海運派

5 

5 

立
議
員
を
吸
収
し
て
一
四
人
の
最
大
会
派
（
市
政
研
究
会
）
と
な
り
、

大
正
会
・
憲
政
会
系
と

慾l&系

l 

3 

結
ん
で
過
半
数
な
制
し
、
議
長
に
市
政
研
究
会
の
リ
ー
ダ
ー
、
勝
田
銀
次
郎
を
当
選
さ
せ
た
。

資料 r叉新」大正10年4月2日ほか

こ
う
し
た
中
で
、
大
正
十
一
年
度
予
算
案
の
地
税
案
を
否
決
さ
れ
た
桜
井
市
長
の
辞
任
に

伴
う
市
長
候
補
選
考
が
翌
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
今
回
も
前
回
同
様
の
候
補
恭
準
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
候
補
者
が
あ
げ
ら
れ
選
考
は
難
航
し
た
。
十
一
月
に
入
り
、
勝
間
銀
次
郎

は
、
石
橋
為
之
助
を
候
補
に
挙
げ
た
。

し
か
し
、
市
議
の
中
に
は
石
橋
が
鈴
木
商
店
の
金
子

表 181

陸
士
口
と
関
係
が
あ
る
事
を
理
由
に
反
対
す
る
者
も
多
く
、
中
政
会
が
反
対
で
、
大
正
会
、
石

戸
倶
楽
部
、
興
民
会
、
中
立
倶
楽
部
で
も
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。
結
局
、
勝
国
の
大
正
会
工

作
が
功
を
奏
し
て
、
大
正
会
が
石
橋
支
持
に
回
り
、
十
二
月
の
市
会
で
は
、
出
席
議
員
四
一
一
一

人
の
内
、
一
一
一
八
票
の
賛
成
で
石
矯
を
市
長
第

候
補
と
決
し
、
年
末
に
石
橋
は
市
長
に
就
任
し
た
。
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大
正
十
四
年

の
市
議
選

さ
て
、
次
の
市
議
改
選
は
、
前
回
見
送
り
と
な
っ
た
ニ
級
選
挙
制
に
よ
り
大
正
十
四
年
四
月
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
閥
、
国
民
党
は
大
正
十

年
十
一
月
に
卒
新
倶
楽
部
と
な
り
、
大
正
十
一
一
一
年

月
に
政
友
会
は
政
友
本

党
と
政
友
会
に
分
裂
し
、
兵
庫
県
の
政
友
会
は
大
部
分
が
政
友
本
党
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
市
議
選
で
は
、
革
新
倶
楽
部
が
公

認
二
回
、
非
公
認
一
一
一
と
最
大
の
二
七
人
の
候
補
を
立
て
た
。
憲
政
会
の
一
派
で
あ
る
興
民
会
は

五
、
政
友
本
党
系
の
中
政
会

は
九
、
実
業
同
志
会
九
、
市
政
研
究
会
（
海
運
派
）
六
、
議
政
会
問
、
政
友
会
二
、
そ
れ
に
中
立
一
六
人
が
、
ム
ハ
ニ
の
議
席
を
争

人
を
当
選
さ
せ
、
両
派
を
合
せ
る
と
過
半
数
を
確
保
で
き
る
よ

っ
た
。
こ
の
結
果
、
革
新
倶
楽
部
は
二
一
人
、
問
問
民
会
は

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

そ
こ
で
海
運
派
（
市
政
研
究
会
）
の
勝
聞
と

級
選
挙
制
に
な
っ
た
た
め
海
運
派
は
凋
落
し
た
。

中
立
の
太
田
保
太
郎
は
、
非
政
党
派
を
称
し
て
革
新
倶
楽
部
（
間
同
月
二
十
九
日
に
市
会
会
派
の
本
正
会
な
結
成
）
と
興
民
会
以
外
の
市

議
を
結
集
し
て
閉
月

日
、
市
政
大
同
会
を
結
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
本
正
会
と
輿
民
会
は
向
日
卒
輿
連
合
を
結
成
し
た
。

か
く
し
て
五
月
の
市
会
開
会
ま
で
に
、
市
政
大
同
会
一
一
一
二
人
、
本
間
関
連
合
一
一
一

O
人
と
い
う
布
部
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
月
の
市

務党派の動JnJと各級選挙

会
で
は
都
市
計
画
地
方
委
員
な
ど
を
大
開
会
が
独
占
し
た
。
こ
れ
に
対
し
本
興
連
合
は
五
月
十
五
日
、
捕
公
前
八
千
代
座
に
市

政
批
判
市
民
大
会
を
開
催
し
て
大
間
会
を
批
判
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
六
月
、
石
橋
為
之
助
市
長
が
辞
住
し
た
。
石
橋
辞
任
の
理
由
は
病
気
で
あ
っ
た
が
、
真
の

市
長
の
鐙
衡

そ
め
ぐ
っ
て

理
由
t土

大
正

の
関
東
大
震
災
の
際
の
義
損
金
の
う
ち
か
ら
市
吏
員
の
慰
労
金
約
一
一
万
凶

0
0
0伺

が
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
翌
年
秋
の
市
参
事
会
で
不
当
支
出
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
大
正
十
一
一
一
年
に
須
磨
水
道
竣
工
慰
労
金

第六節

約
二
万
円
が
関
係
者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
多
額
に
過
ぎ
る
と
し
て
市
会
で
非
難
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
石
橋
は
市
会

議
長
に
対
し
十
阻
年
一
月
に
辞
意
を
告
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
六
月
の
市
会
で
市
長
鈴
衡
委
員
が
選
ば
れ
選
考
に
入
る
こ
と
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と
な
っ
た
が
、
市
会
席
上
、
紀
谷
弥
士
口
議
員
は
、
市
長
候
補
者
の
条
件
と
し
て
「
第
一
に
、
当
市
は
港
湾
を
生
命
と
す
る
都
市

で
あ
る
か
ら
港
湾
に
理
解
あ
る
人
、
第
ニ
は
経
済
的
手
腕
あ
る
も
の
、
第
三
は
内
務
大
蔵
両
当
局
に
諒
解
あ
る
大
臣
級
の
入
、

第
四
は
神
戸
市
在
住
の
人
か
或
は
当
市
出
身
者
、
第
五
は
政
党
政
派
に
関
係
な
き
人
」
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
）
を
希

望
し
た
。
七
月
一
日
に
は
超
会
派
の
市
会
議
員
有
志
意
見
交
換
会
が
関
か
れ
、
党
派
に
と
ら
わ
れ
ず
全
会
一
致
で
市
長
を
推
薦

で
き
る
よ
う
に
と
条
件
を
つ
け
た
。

市
長
銃
衡
委
員
会
で
は
十
人
近
い
候
補
が
あ
げ
ら
れ
、
山
梨
県
知
事
の
黒
瀬
弘
志
が
最
有
力
候
補
に
絞
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
興
民
会
は
、
犬
養
毅
と
と
も
に
政
界
引
退
を
表
明
し
た
ば
か
り
の
革
新
倶
楽
部
代
議
士
で
あ
っ
た
古
島
一
雄
を
推
し
た
。

他
方
本
正
会
は
黒
瀬
支
持
決
定
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
た
。
結
局
八
月
十
日
の
市
会
で
出
席
議
員
五
七
人
中
間
七
人
の
賛
成
で
黒

瀬
を
第
一
一
候
補
と
し
、
同
月
末
思
瀬
は
市
長
と
し
て
着
任
し
た
。
作
中
正
会
の
黒
瀬
支
持
派
は
八
月
二
十
二
日
市
政
維
新
会
を
結

成
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
恭
正
会
の
西
田
宮
一
一
一
郎
、
井
口
良

、
大
越
兵
蔵
、
藤
井
末
吉
の
四
市
議
は
本
正
会
残
留
を
声
明
し

た。
市
会
派
の

政
党
化

し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
市
長
選
考
を
め
ぐ
る
対
立
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
五
月
、
革
新
倶
楽
部
は
政

友
会
と
合
同
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
各
地
の
支
部
に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
先
の
四

市
議
は
「
中
央
政
界
に
於
け
る
政
不
合
同
の
如
き
、
地
方
自
治
に
何
等
の
交
渉
を
有
せ
ず
。
従
っ
て
吾
人
は
政
友
会
に
入
党
し

た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
し
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
八
刃
十
八
日
）
と
声
明
し
た
が
、
市
政
維
新
会
の
結
成
、
が
、
あ
き
ら
か
に
中

央
の
政
卒
合
同
に
対
応
す
る
政
友
会
系
市
議
聞
の
結
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
同
会
所
属
の
政
友
会
系
市
議
船
引
信
示
が
、
純

粋
政
友
会
派
に
入
る
と
称
し
て
市
政
維
新
会
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
窓
政
会
市
議
の
方
で
も
、
従
来
窓
政
会
兵
庫
支
部
が
野
間
文
一
郎
派
と
中
亥
歳
男
派
に
別
れ
て
い
た
た
め
、

大
開
会
と
興
民
会
に
分
散
所
属
し
て
い
た
の
を

本
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
始
め
た
。
こ
れ
は
結
局
成
功
し
な
か
っ
た

が
、
中
央
政
界
で
の
政
党
再
編
が
、
市
会
に
斑
接
的
に
及
ん
で
き
た
。
翌
大
正
十
五
年
に
入
る
と
突
業
向
志
会
が
政
友
本
党
と

政
治
更
新
連
盟
を
結
ん
だ
こ
と
に
抗
議
し
た
岡
野
実
太
郎
・
立
谷
大
古
の
両
市
議
が
、
実
業
同
志
会
と
市
会
会
派
の
市
政
大
同

会
な
脱
会
し
て
憲
政
会
と
市
会
会
派
の
輿
民
会
に
入
っ
た
。
こ
う
し
た
市
会
の
政
党
化
に
対
し
て
は
『
叉
新
』
紙
が
「
こ
の
次

の
市
議
改
選
に
は
、
無
産
者
の
う
ち
か
ら
中
派
の
あ
る
奴
が
ウ
ン
と
出
な
い
と
、
ま
た
東
京
の
や
う
に
既
成
政
党
の
出
店
の
や

う
な
も
の
が
出
来
る
。
自
治
機
関
に
党
弊
の
波
及
す
る
の
が
一
番
惑
い
し
（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
六
月
九
日
）
と
批
判
し
た
が
、
政

党
系
列
化
は
市
会
議
員
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
大
正
十
二
年
の
営
業
税
調
査
委
員
選
挙
で
は
定
員
一
一
人
に
対
し
窓
政

会
系
一
一
一
人
、
革
新
倶
楽
部
系
六
人
、
政
友
会
系
一
人
が
立
候
補
し
て
お
り
、
所
得
税
調
委
員
や
商
業
会
議
所
議
員
、
民
会
議
員

に
ま
で
政
党
化
傾
向
が
及
ん
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

諸党派の動向と各級選挙

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
旗
印
に
対
し
て
は
、
市
会
議
員
や
市
民
の
中
か
ら
自
治
刷
新
を
目
指
し
て
神
戸
自
治
協
会
（
昭
和
三
年

十
月
結
成
）
、
自
治
刷
新
連
盟
（
十
二
月
結
成
）
が
生
ま
れ
た
り
し
た
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
も
窓
政
会
の
後
’
身
で
あ
る
民
政
党

は
、
翌
四
年
の
市
議
改
選
を
前
に
自
治
則
刷
新
連
駿
加
入
市
議
止
を
民
政
党
に
引
き
戻
す
工
作
を
し
、
対
す
る
政
友
会
も
、
当
選
の

暁
に
は
中
立
市
議
、
も
多
数
政
友
会
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
口
私
語
し
た
。

こ
う
し
た
中
央
政
党
の
系
列
化
運
動
が
進
む
中
で
昭
和
四
年
四
月
、
初
の
普
選
に
よ
る
市
議
選
が
行
わ
れ
た
。

初
の
拙
回
選

市
議
選

し
か
し
、
こ
の
市
議
選
は
、
そ
う
し
た
傾
向
の
ほ
か
に
、
無
産
政
党
と
い
う
新
し
い
勢
力
が
設
場
し
て
戦
わ
れ

第六節

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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」
の
市
議
選
は
、
初
の
普
選
に
よ
る
市
議
選
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
定
員
六
八
人
に
対
し
二
ハ

O
人
が
立
候
栴
し
た
。
そ
の
党
派
別

内
訳
は
、
民
政
党
六
五
、

無
産
政
党
二

（
日
本
大

政
友
会
一
一
一

O
、

衆
党
六
、

社
会
民
衆
党
問
、

問
労
働
淡
民
党
一
）
、

本
新
党
六
、
愛
国
自

自
党
問
、
中
立
山
間
で
あ
っ
た
。
品
品
目
選
に
よ
っ
て
有
権
者
は
そ
れ
ま

で
の
約
三
万
六

0
0
0人
か
ら
一
四
万
三
九
一
四
人
へ
と
四
倍
に
増

そ
し
て
当
選
者
は
、
民
政
党

政
友
会

5
2－
E
 

’剣山選出

-;,r., 
:11. 

（
日
本
大
衆
党
問
、
社
会
民
衆
党

え
た
が
投
票
総
数
は
九
万
九
七
四

O
票
で
三
一
一
%
が
楽
権
し

一
一
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
無
波
紋
党
は
予
想
以
上
に
善
戦

） 、

革
新
党
問
、
中
立

し
た
と
評
さ
れ
、
忠
瀬
市
長
も
「
殊
に
無
政
党
の
主
張
な
ど
は
充
分
に
実
際
市
会
で
拝
聴
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
大
い
に
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
る
し
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
が
終
る
と
各
会
派
の
動
き
が
活
発
と
な
っ
た
。

ま
ず
四
月
二
十
九
日
、
勝
間
銀
次
郎
ら
が
中
心
と
な
っ
て
中
立
市
議
九

の
市
議
も
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
（
の
ち
に
二
一
一
人
）
を
結
集
し
て
公
友
会
な
結
成
し
た
。
翌
日
民
政
党
系
市
議
は
民
放
中
和
会
を
結
成
し
、
こ
れ
に
は
革
新
党

た
だ
し
本
新
党
の
井
口
良
一
の
み
は
、
財
問
打
破
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
革
新
党
が
民
政
党

五
月
、
革
新
党
神
戸
支
部
か
ら
除
名
さ
れ
、
九
月
に
社
会
民
衆
党
に
入
っ
た
。
民
政
中
和
会
が

に
合
流
す
る
こ
と
に
反
対
し
、

こ
う
し
て
一
一
一
六
人
と
な
り
過
半
数
を
確
保
し
た
の
に
対
し
、
政
友
会
系
市
議
は
五
月
一
一
一
日
市
政
維
新
会
を
改
め
昭
和
会
念
結
成

し
た
。
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新
し
い
市
会

五
月
九
日
、
市
会
が
開
会
さ
れ
る
と
、
早
く
も
民
政
中
和
会
は
、
都
市
計
画
地
方
委
員
な
ど
役
員
の
独
占
を

策
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
『
又
新
』
紙
は
「
民
放
中
和
会
が
絶
対
多
数
を
擁
し
て
市
会
に
臨
み
、

事
ご
と
に
多
数
党
の
体
力
を
以
て
牛
耳
ら
ん
と
す
る
横
暴
に
対
し
、
昭
和
会
も
亦
、
自
治
市
会
の
何
た
る
か
を
忘
れ
て
自
ら
中

央
政
界
女
ま
ね
る
が
如
き
行
動
に
出
で
（
略
）
こ
の
間
に
在
っ
て
公
友
会
も
宛
然
中
立
党
と
し
て
の
第
一
一
一
党
を
組
織
し
、
政
党
者

流
の
如
き
術
策
を
奔
し
て
議
場
に
混
乱
を
来
ざ
し
め
る
な
ど
：
：
：
普
濯
に
よ
る
最
初
の
神
戸
市
会
は
全
く
政
党
化
さ
れ
て
来

た
」
（
『
又
新
』
昭
和
四
年
五
月
十
日
）
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
「
主
義
に
忠
実
で
あ
り
、
行
動
に
純
真
味
を
失
は
ぬ
も
の
は
恐
ら
く

無
産
党
の
み
と
い
ひ
得
ょ
う
。
（
略
）
こ
の
意
味
に
お
い
て
市
会
に
無
産
派
の
進
出
は
、
市
政
の
浄
化
液
で
あ
り
新
鮮
味
の
注
入

探
で
も
あ
る
L
q
x新
』
昭
和
四
年
五
月
十
日
）
と
評
し
た
。

た
し
か
に
八
月
に
行
わ
れ
た
市
長
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
市
長
侯

補
者
の
推
薦
で
は
、
民
政
中
和
会
、
昭
和
会
、
公
友
会
が
黒
瀬
再
任
支
持
で
ま
と
ま
っ
た
の
に
対
し
、
無
産
市
議
問
が
無
産
運

動
の
先
駆
者
杉
山
元
治
郎
を
市
長
候
補
者
に
推
し
た
こ
と
は

に
忠
実
で
あ
り
、
行
動
に
純
真
味
を
ふ
〈
は
ぬ
も
の
」
と
い

諸党派の動向と各級選挙

え
た
。

一
大
既
成
政
党
の
対
立
は
激
化
し
、

し
か
し
無
産
政
党
は
少
数
で
し
か
な
か
っ
た
。
品
品
目
選
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
中
央
の

市
会
に
も
そ
の
余
波
は
強
く
及
ん
で
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
普
選
に
よ
っ
て
生
れ
た
新
し
い
神
戸
市
会
に
中
央
政
党
の
勢
力
が
浸
潤
し
、
や
L
も
す
れ
ば
政
党

政
派
の
主
義
綱
領
を
そ
の
儲
市
政
の
上
に
実
現
せ
し
め
ん
と
し
、
或
ひ
は
政
党
問
の
感
情
を
露
骨
に
市
政
論
壇
上
に
表
示
せ
ん

と
す
る
傾
向
が
少
く
な
く
、
心
あ
る
一
般
市
民
か
ら
非
常
に
憂
慮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
多
年
、
神
戸
市
政
の
た
め
に
貢
献
し
て

第六節

来
た
市
会
議
員
の
先
輩
は
之
の
状
態
を
黙
視
す
る
に
し
の
び
や
す
（
略
）
自
治
行
政
の
政
党
化
を
訪
止
す
る
目
的
の
下
に
、
新
た
に

強
刑
判
な
権
威
あ
る
続
外
部
を
組
織
す
べ
く
計
問
中
」
（
『
叉
新
』
昭
和
四
年
七
月
二
日
）
で
あ
っ
た
が
、
七
月
一
目
、
元
市
会
議
員
四
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十
数
人
は
、
市
政
の
研
究
・
調
査
・
監
視
を
行
う
た
め
の
市
政
研
究
公
正
会
（
会
長
H
太
凶
保
太
郎
前
市
会
議
長
）
を
結
成
し
、
九

月
の
定
期
総
会
で
は
、
市
会
の
政
党
化
が
著
し
く
、
自
治
精
神
が
没
却
さ
れ
て
い
る
と
曾
告
を
発
し
た
り
し
た
。

こ
う
し
て
、
市
民
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
替
選
を
実
現
し
た
神
戸
市
会
は
、
平
く
も
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
出
発
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

6-h 
~守

次
大
戦
後
の
神
戸
市
の
政
界
は
、
米
騒
動
お
よ
び
川
崎
・
一
一
一
菱
の
大
争
議
を
転
換
点
と
し
て
、
政
友
派
対
非
政
友
派
の

争
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
H

同
質
の
争
い
μ

（
と
も
に
地
ガ
利
裁
を
手
段
に
地
域
有
力
者
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
争
い
）
か
ら
、
地
域
有
力

者
中
心
の
政
治
と
普
通
選
挙
・
社
会
政
策
推
進
の
政
治
と
い
っ
た
、

い
わ
ば
保
守
と
革
新
の
対
立
に
変
化
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
界
革
新
勢
力
が
設
場
し
、
遂
に
は
全
く
新
し
い
無
産
政
治
勢
力
も
出
現
し
た
。

し
か
し
無
産
政
治
勢

カ
は
成
立
す
る
や
円
十
く
も
左
布
の
対
立
に
よ
っ
て
分
裂
し
、
既
成
政
治
勢
力
に
対
抗
し
う
る
力
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
政
界
平
新
勢
力
と
そ
の
方
策
を
吸
収
し
た
既
成
政
党
の
再
編
が
現
実
の
政
治
を
規
定
し
、
一
一
大
既
成
政
党
で
あ
る
政
友

会
と
怒
政
会
日
民
政
党
の
政
界
制
覇
が
進
み
、
普
選
に
よ
る
国
政
・
県
会
・
市
会
選
挙
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
政
友
会
と
民
政

党
の
一
一
大
政
党
対
立
に
よ
る
既
成
政
党
の
政
治
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
大
政
党
対
立
は
、
以
前
に
も
増
し
て

地
域
に
H

下
降
μ

し
て
き
た
。
そ
し
て
や
が
て
来
る
昭
和
恐
慌
は
、
昭
和
五
年
以
降
、
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
た
政
治
の
矛
居
対
立

を
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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